
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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1. 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただく
ための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが
所有する知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。

2. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例
の使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロ
ジは責任を負いません。

3. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報
は本資料発行時点のものであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記
載した製品または仕様を変更することがあります。ルネサス テクノロジ半導体製品
のご購入に当たりましては、事前にルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約
店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ
(http://www.renesas.com)  などを通じて公開される情報に常にご注意ください。

4. 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料
の記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその
責任を負いません。

5. 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリ
ズムを流用する場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけ
でなく、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断して
ください。ルネサス テクノロジは、適用可否に対する責任は負いません。

6. 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器ある
いはシステムに用いられることを目的として設計、製造されたものではありません｡
本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底
中継用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、ルネサ
ス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会ください。

7. 本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必
要です。

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら
ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店までご照会ください。

1. 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、
誤動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果とし
て、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した
冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

安全設計に関するお願い

本資料ご利用に際しての留意事項

 
 



 

重要事項 

当エミュレータをご使用になる前に、必ずユーザーズマニュアルをよく読んで理解してください。 
ユーザーズマニュアルは、必ず保管し、使用上不明な点がある場合は再読してください。 

 
z エミュレータとは： 

ここで言うエミュレータとは、株式会社ルネサス テクノロジ（以下、「ルネサス」という）
が製作した次の製品を指します。（1）エミュレータ、（2）ユーザインタフェースケーブル 
お客様のホストコンピュータ及びユーザシステムは含みません。 

 
z エミュレータの使用目的： 

当エミュレータは、ルネサスマイクロコンピュータを使用したシステムの開発を支援する装
置です。ソフトウェアとハードウェアの両面から、システム開発を支援します。この使用目
的にしたがって、当エミュレータを正しくお使いください。この目的以外の当エミュレータ
の使用を堅くお断りします。 

 
z 使用制限： 

当エミュレータは、開発支援用として開発したものです。したがって、機器組み込み用とし
て使用しないでください。また、以下に示す開発用途に対しても使用しないでください。 

 
− ライフサポート関連の医療機器用（人命にかかわる装置用） 
− 原子力開発機器用 
−  航空機開発機器用 
−  宇宙開発機器用 

 
このような目的で当エミュレータの採用をお考えのお客様は、当社営業窓口へ是非ご連絡頂
きますようお願い致します。 

 
z 製品の変更について： 

ルネサスは、当エミュレータのデザイン、性能を絶えず改良する方針をとっています。した
がって、予告なく仕様、デザイン、およびユーザーズマニュアルを変更することがあります。 

 
z エミュレータを使う人は： 

当エミュレータは、ユーザーズマニュアルをよく読み、理解した人のみが使ってください。 
特に、当エミュレータを初めて使う人は、当エミュレータをよく理解し、使い慣れている人
から指導を受けることをお薦めします。 

 



 

z  保証の範囲： 
ルネサスは、お客様が製品をご購入された日から１年間は、無償で故障品を交換いたします。 
ただし、 
 （１）製品の誤用、濫用、またはその他異常な条件下での使用 
  （２）ルネサス以外の者による改造、修理、保守、またはその他の行為 
  （３）ユーザシステムの内容、または使用 
  （４）火災、地震、またはその他の事故 
により、故障が生じた場合は、ご購入日から1年以内でも有償で交換を行ないます。 
また、日本国内で購入され、かつ、日本国内で使用されるものに限ります。 

 
z その他の重要事項： 

 
１ 本資料に記載された情報、製品または回路の使用に起因する損害または特許権その他権利の
侵害に関しては、ルネサスは一切その責任を負いません。 

２ 本資料によって第三者またはルネサスの特許権その他権利の実施権を許諾するものではあ
りません。 

 
z 版権所有： 

このユーザーズマニュアルおよび当エミュレータは著作権で保護されており、すべての権利
はルネサスに帰属しています。このユーザーズマニュアルの一部であろうと全部であろうと
いかなる箇所も、ルネサスの書面による事前の承諾なしに、複写、複製、転載することはで
きません。 

 
z 図について： 

このユーザーズマニュアルの一部の図は、実物と違っていることがあります。 
 
z デバイス名について： 

このユーザーズマニュアルのデバッガ編の1章から6章までは、例として、SHxxxxというデバ
イス名を使用しています。 

 
z 予測できる危険の限界： 

ルネサスは、潜在的な危険が存在するおそれのあるすべての起こりうる諸状況や誤使用を予
見できません。したがって、このユーザーズマニュアルと当エミュレータに貼付されている
警告がすべてではありません。お客様の責任で、当エミュレータを正しく安全にお使いくだ
さい。 



 

 安全事項 

z 当エミュレータをご使用になる前に、必ずユーザーズマニュアルをよく読んで理解してくだ
さい。 

z ユーザーズマニュアルは、必ず保管し、使用上不明な点がある場合は再読してください。 
 



 

シグナル・ワードの定義 

 これは、安全警告記号です。潜在的に、人に危害を与える危険に対し注意を 

       喚起するために用います。起こり得る危害又は死を回避するためにこの記号の 

       後に続くすべての安全メッセージに従ってください。 

 

危険� 危険は、回避しないと、死亡又は重傷を招く差し迫った危険な状況を示し  

              ます。ただし、本製品では該当するものはありません。 

 

警告� 警告は、回避しないと、死亡又は重傷を招く可能性がある潜在的に危険な 

              状況を示します。 

 

注意� 注意は、回避しないと、軽傷又は中程度の傷害を招くことがある潜在的に 

              危険な状況を示します。 

 

注意�  安全警告記号の付かない注意は、回避しないと、財物損傷を引き起こすこ 

              とがある潜在的に危険な状況を示します。 

 

注、留意事項は、 例外的な条件や注意を操作手順や説明記述の中で、ユーザに伝達 

                      する場合に使用しています。 



 

 

警告� 
1. 感電、火災等の危険防止および品質保証のために、お客様ご自身による修理や改造は 

   行わないでください。故障の際のアフターサービスにつきましては、ルネサスまたは 

   ルネサス特約店保守担当にお申し付けください。 

 

2. ホストコンピュータまたはユーザシステムのパワーオン時、すべてのケーブル類の抜 

   き差しを行わないでください。抜き差しを行った場合、エミュレータとユーザシステ 

   ムの発煙、発火の可能性があります。また、デバッグ中のユーザプログラムを破壊す 

   る可能性があります。 

 

3. ユーザインタフェースケーブルのユーザシステム上側のコネクタとユーザインタフェ 

   ースケーブル側のコネクタの向きを確かめて正しく接続してください。 

   接続を誤るとエミュレータとユーザシステムの発煙、発火の可能性があります。 

 

 



 

エミュレータ使用時の注意事項 

このエミュレータ使用時の注意事項に記載されている事項は、当エミュレータを使用するうえで全て
の場合に該当し、例外は存在しません。したがって、エミュレータを使用する前に以下に示されてい
る警告文をよく読み、完全に理解してください。ただし、ここに記載されている事項はエミュレータ
使用時における共通の警告のみが記載されており、これがエミュレータを使用するうえでの全ての警
告ではありません。 
 

警告� 
ホストコンピュータまたはユーザシステムのパワーオン時には、全てのケーブル、および

ユーザインタフェースの抜き差しを行わないでください。 

抜き差しを行った場合、ホストコンピュータとエミュレータおよびユーザシステムの発煙

発火、および機器の破壊の可能性があります。また、デバッグ中のユーザプログラムの破

壊の可能性があります。 

 

 

注意� 
ホストコンピュータとユーザシステムの位置関係により、ユーザインタフェース部に大き

なストレスが加わり、接点、接触不良等の機械的破損を招く原因となります。また、使用

中にホストコンピュータまたはユーザシステムが動いてしまうと、ユーザインタフェース

部に思わぬストレスを与える事になります。ホストコンピュータおよびユーザシステムの

位置に十分ご注意下さい。 

 

 



 

はじめに 

 
High-performance Embedded Workshop（以下、HEWと略します）は、ルネサスマイクロコンピュー

タの組み込み用アプリケーションの開発を強力にサポートするツールです。おもな特徴をまとめると
次のようになります。 

 
z 使い勝手の良いインタフェースを活用したコンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタな

どのオプションが設定できるカスタマイズ可能なプロジェクトビルドシステム。 
z プログラムを読みやすくするシンタックス色付け機能を持つ統合化テキストエディタ。 
z ユーザ独自のツールを実行するための環境設定。 
z 同一アプリケーション内でのビルドおよびデバッグを可能にする統合化デバッガ。 
z バージョン管理サポート。 

 
HEWは 2つの目的で設計されています。一つはユーザに強力な開発ツールを提供すること、そし

てもう一つは、それらのツール類を統合して使いやすくすることです。 
 



 

このマニュアルについて 
本マニュアルでは HEW編およびデバッガ編の２部構成になっています。それぞれ以下の内容を説

明しています。 
 
HEW編 HEWの基本的な使い方に関する情報、HEW環境のカスタマイズ、HEWのビ

ルド機能 
 
デバッガ編 E10Aエミュレータ機能、使用前の準備、デバッグの準備、メニューウィンド

ウおよびダイアログボックス、デバッグ、チュートリアル 
 
付録 トラブルシューティング、正規表現、プレースホルダ、I/Oファイルフォーマッ

ト、シンボルファイルフォーマット、メニュー一覧、コマンドライン機能、HEW
の注意事項 

 
このマニュアルでは C/C++言語、アセンブリ言語の書き方や、オペレーティングシステムの使い方、

個々のデバイスに適したプログラムの書き方などについては説明していません。それらについては、
各々のマニュアルを参照してください。 

 
HEWは、インストール上、各種言語にカスタマイズされています。このマニュアルでは、HEWア

プリケーションの日本語版について説明します。 
 
 
Microsoft®, Windows®, Windows NT®は米国Microsoft社の米国およびその他の国における登録商
標です。 
Visual SourceSafe はMicrosoft社の米国およびその他の国における商標です。 
IBMは International Business Machines Corporationの登録商標です。 
その他、記載されている製品名は各社の商標または登録商標です。 



 

このマニュアルの記号 
このマニュアルで使われている記号の意味を説明します。 
 
 

表 1: 記号一覧 
記号 意味 

[Menu->Menu Option] 太字と ‘->‘ はメニューオプションを示します ( 例 [File->Save As...] ) 

FILENAME.C 大文字の名前はファイル名を示します 

“文字列の入力” 下線は入力する文字列を示します ( “” を省く) 

Key + Key キー入力を示します。例えば、CTRL+N キーでは CTRL キーと N キーを同
時に押します 

Â 

(「操作方法」マーク) 

このマークが左端にあるとき、その右の文章は何かの操作方法を示します 
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1 概要 

 
この章では HEWの基本概念を説明します。Windows®アプリケーションに慣れていない

ユーザのために、次章以降で必要となる情報を提供します。 
 

1.1 ワークスペース、プロジェクト、ファイル  
ワードプロセッサでドキュメントを作成、修正できるのと同じように、HEWではワークス

ペースを作成、修正できます。 
ワークスペースはプロジェクトを入れる箱と考えることができます。同じように、プロジェク
トはプロジェクトファイルを入れる箱と考えることができます。したがって各ワークスペース
にはプロジェクトが一つ以上あり、各プロジェクトにはファイルが一つ以上あります。この構
成を図 1.1に示します。 

 
 

ワークスペース

プロジェクト

ファイル

プロジェクト

プロジェクト

ファイル

ファイル

 
 

図 1.1: ワークスペース、プロジェクト、ファイル 

 
ワークスペースでは関連したプロジェクトを一つにまとめることができます。例えば、異

なるプロセッサに対して一つのアプリケーションを構築しなければならない場合、または、ア
プリケーションとライブラリを同時に開発している場合などに便利です。さらに、ワークス
ペース内でプロジェクトを階層的に関連づけることができます。つまり、一つのプロジェクト
を構築すると、その子プロジェクトが最初に構築されます。 

 
ワークスペースを活用するには、ユーザは、まずワークスペースにプロジェクトを追加し

て、そのプロジェクトにファイルを追加しなければなりません。 
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1.2 メインウィンドウ 
HEW のメインウィンドウを図 1.2に示します。 
 

 
図 1.2: HEW メインウィンドウ 

 
HEWにはメインウィンドウが 3つあります。ワークスペースウィンドウ、エディタウィン

ドウ、アウトプットウィンドウです。ワークスペースウィンドウには現在そのワークスペース
にあるプロジェクトやファイルを示します。エディタウィンドウではファイルを表示、編集で
きます。アウトプットウィンドウにはさまざまな処理結果（ビルド、バージョン管理コマンド
など）を表示します。 

 

1.2.1 タイトルバー 
タイトルバーには現在、開いているワークスペース、プロジェクト、ファイルが表示され

ます。また、“最小化”ボタン、 “最大化”ボタン、“閉じる”ボタンがあります。“最小化”ボタン
をクリックするとWindowsのスタートバー上に HEWが最小化されます。“最大化”ボタンをク
リックすると HEW がフルスクリーンに表示されます。“閉じる”ボタンをクリックすると
HEWを閉じることができます。（これは[ファイル->編集] を選ぶか”ALT+F4”キーを押すのと
同じです）。 

 

1.2.2 メニューバー 
メニューバーには次の 9つのメニューがあります。 [ファイル], [編集], [表示], [プロジェク

ト], [オプション], [ビルド], [ツール], [ウィンドウ], [ヘルプ]です。メニューのオプションはす
べてこれら 9つのメニューの下にグループ化されています。例えば、ファイルを開きたいとき
には[ファイル]メニューの下のオプションを選びます。ツールのセットアップをしたいときに
は、[ツール]メニューを選びます。メニューのオプションの機能については後の章で説明しま
す。ここでは、各オプションの簡単な紹介をします。 
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1.2.3 ツールバー   
ツールバーにより、使う頻度の高いオプションを簡単に利用できます。デフォルトでは[ブッ

クマーク]、[デバッグ]、[デバッグラン]、[エディタ]、[検索]、[標準]、[テンプレート]、[バー
ジョン管理]の 8つのツールバーがあります（図 1.3～図 1.10参照）。ツールバーの作成や変
更は [ツール->カスタマイズ…] メニューオプションで指定できます。 (詳細については 6章
「環境のカスタマイズ」を参照してください。) 
 
 

 
 

図 1.3: ブックマーク ツールバー 

 

 
図 1.4: デバッグ ツールバー 

 

 
図 1.5: デバッグランツールバー 

 

 
図 1.6: エディタ ツールバー 
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図 1.7: 検索ツールバー 

 

 
図 1.8: 標準ツールバー 

 

 
図 1.9: テンプレートツールバー 

 

 
図 1.10: バージョン管理ツールバー 

 
[標準]ツールバーがドッキング（連結）状態のとき、図 1.11.(i)に示すコントロールバーが表

示されます。ドッキング状態の[標準]ツールバーの位置を移動したいときはコントロールバー
を移動先までドラッグします。（ドラッグとは、マウスの左ボタンを押下したまま目的の場所
まで移動してからボタンを離すことをいいます。）図 1.11.(i) がドッキング状態、1.11.(ii) が
フローティング（浮遊）状態の[標準]ツールバーを示します。 

 

 
 

 
図 1.11: 標準ツールバーのドッキング／フローティング状態 

 
メニューバーまたはツールバーをドッキング状態にするには 

 フローティング状態のメニューバーまたはツールバーのタイトルバーをダブル
クリックしてください。 

i 

ii 
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 または、フローティング状態のメニューバーまたはツールバーのタイトルバー
を、ドッキング状態のウィンドウ、メニューバー、ツールバー、またはHEWメ
インウィンドウの端までドラッグします。バーの形が変わります。 

 
メニューバーまたはツールバーをフローティング状態にするには 

 ドッキング状態のメニューバーまたはツールバーのコントロールバーをダブル
クリックしてください。 

 または、ドッキング状態のメニューバーまたはツールバーのコントロールバー
を、HEWのメインウィンドウおよびその他のドッキング状態のウィンドウ、メ
ニューバー、またはツールバーの端から外れるように、ドラッグしてください。 
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1.2.4 ワークスペースウィンドウ  
HEWを起動した場合、ワークスペースウィンドウにはタブが 1つだけあります。これが

[Projects]タブです。ワークスペースを開くと、ワークスペースウィンドウに 2つのデフォルト
タブを表示します。[Projects]タブには現在のワークスペース、プロジェクト、ファイルを示し
ます（図 1.12）。アイコンをダブルクリックしてプロジェクトファイルや個々のファイルを開
くことができます。 

 

 
図 1.12: [ワークスペース] ウィンドウ [Projects] タブ 

 
[Navigation]タブによりプロジェクトファイルの中のテキスト部へジャンプできます。

[Navigation]タブに実際に表示される内容は、現在、何がインストールされているかによって
異なります。図 1.13 には例えば ANSI規格 の C 関数一覧を示します。ワークスペースウィ
ンドウの詳細については2章「ビルドの基本」を参照してください。  

 

 
図 1.13: [ワークスペース] ウィンドウ [Navigation] タブ 
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ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウでドッキングを許すには 
 ウィンドウ上で右マウスボタンをクリックしてください。すると、ポップアッ

プメニューが表示されます。ここで [ドッキングビュー] にチェック印が付い
ている場合、ドッキングが許されています。チェック印が外れている場合、ドッ
キングは許されていません。 [ドッキングビュー] を選択するとチェック印が
付いたり外れたりします。 

 
[ドッキングビュー] にチェック印が付いている場合、ウィンドウ、ツールバー、またはメ

ニューバーをHEWメインウィンドウや他のドッキング状態のウィンドウの端に連結できます。
同じく[ドッキングビュー] にチェック印が付いている場合、ウィンドウを他の HEWのウィン
ドウ上やHEWメインウィンドウの外でフローティング状態にすることができます。図 1.14.(i) 
にはドッキング状態のワークスペースウィンドウ、図 1.14.(ii) にはフローティング状態の
ワークスペースウィンドウを示します。 
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図 1.14: ワークスペースウィンドウのドッキング／フローティング状態 

 
ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウがドッキング状態のとき、図 1.15に

示すコントロールバーが表示されます。ドッキング状態のウィンドウを移動したいとき、コン
トロールバーを移動先までドラッグしてください。 

 

 
図 1.15: ドッキング状態ウィンドウのコントロールバー 

 
 

ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウをドッキング状態にするに
は 

 ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウをドッキング状態にする
にはポップアップメニューで[ドッキングビュー] にチェック印が付いている
必要があります。（ポップアップメニューはウィンドウ上でマウスの右ボタン
をクリックすると表示されます。）その上で、フローティング状態のウィンド
ウのコントロールバーをダブルクリックしてください。 

 または、フローティング状態のウィンドウのタイトルバーを、移動先のドッキ
ング状態のウィンドウ、メニューバー、ツールバー、またはHEWのメインウィ
ンドウの端までドラッグしてください。フローティング状態のウィンドウの形
が変わります。 

 

i ii 
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ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウをフローティング状態にす
るには 

 ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウをフローティング状態に
するにはポップアップメニューで[ドッキングビュー] にチェック印が付いて
いる必要があります。（ポップアップメニューはウィンドウ上でマウスの右ボ
タンをクリックすると表示されます。）その上で、ドッキング状態のウィンド
ウのコントロールバーをダブルクリックしてください。 

 または、ドッキング状態のウィンドウのコントロールバーを、HEWのメイン
ウィンドウや他のドッキング状態のウィンドウ、メニューバー、ツールバーの
端から外れるようにドラッグしてください。 

 
 
ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウを隠すには 

 ウィンドウの右上端にある“閉じる”ボタンをクリックしてください。または固
定していないウィンドウの中で右マウスボタンをクリックし、ポップアップメ
ニューから [非表示] を選んでください。 

 
 
ワークスペースウィンドウやアウトプットウィンドウを表示するには 

 ワークスペースウィンドウを表示するには[表示-> ワークスペース] を、 アウ
トプットウィンドウを表示するには[表示->アウトプット]を選んでください。 
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1.2.5 エディタウィンドウ  
エディタウィンドウではプロジェクトのファイルを操作します。同時に複数のファイルを

開いたり、任意の順序にファイルを切り替えたり、並べ替えたり、編集したりできます。デフォ
ルトでは、エディタウィンドウはノートブック形式で表示されます。各テキストファイルには
タブがあります（図 1.16）。 
エディタには、ウィンドウの左側に余白があります。これにより、ブックマークとブレー

クポイントの位置を速く簡単に設定できます。 
 

 
図 1.16: エディタウィンドウ 

 
エディタウィンドウは[表示形式]ダイアログボックスでカスタマイズできます。[表示形式]

ダイアログボックスは [ツール->表示形式...] メニューオプションから開くことができます。
[表示形式]ダイアログボックスでは、エディタウィンドウのフォントやテキストの色、タブ文
字の変更などができます。また、HEWでインストールした他のビューの外観も変更できます。
HEWエディタ以外のエディタを使う場合は、使用するエディタを[オプション]ダイアログボッ
クスで指定してください。[オプション]ダイアログボックスは、[ツール->オプション…] メ
ニューオプションから開くことができます。エディタの使用方法や構築については、4章「エ
ディタの使用」を参照してください。 
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1.2.6 アウトプットウィンドウ  
デフォルトではアウトプットウィンドウに 4つのタブが表示されます。[Build]タブには任意

のビルド実行（コンパイラ、アセンブラなど）の出力を示します。ソースファイルにエラーが
ある場合、[Build]タブにはエラーとソースファイル名と行番号が表示されます。エラーをダブ
ルクリックすると、ソースファイルの行にジャンプするので、エラー箇所をすばやく発見でき
ます。また、ダブルクリックにより、エラーまたは警告がステータスバーに表示されます。 

 
注意 アウトプットウィンドウには、キーボードショートカット”SHIFT+ESC”があります。

これを使用すると、ビューからアウトプットウィンドウをすぐに削除します。 
 

 
図 1.17: アウトプットウィンドウ 

 
[Debug]タブにはあらゆるデバッガ処理の出力を示します。情報を表示する必要のあるデ

バッグツールから、このウィンドウに出力が送られます。 
[Find in Files]タブには最後の”Find in Files”操作の結果を示します。“Find in Files”を使用する

には、 [編集->ファイル内から検索…]メニューオプションを選ぶか、ツールバーの[ファイル
の中から検索]ボタンをクリックしてください。“Find in Files”の使い方の詳細については、4
章「エディタの使用」を参照してください。 

 
[Version Control]タブにはバージョン管理操作の結果を示します。このタブは、バージョン

管理システムを使っているときだけ表示されます。バージョン管理の詳細については、7章
「バージョン管理」を参照してください。 

 

1.2.7 ステータスバー  
ステータスバーは 7つの領域に分かれており、現在の HEWの状態を表示します。図 1.18 に

ステータスバーを示します。 
 

 
図 1.18:ステータスバー 
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1.3 ヘルプ機能 
[ヘルプ]メニューは HEWメニューバーの右端にあります。[ヘルプ]メニューには[トピック]

オプションがあります。[トピック]オプションを選ぶと、HEWヘルプウィンドウのメイン画
面が表示されます。 

 
特定のダイアログボックスに関するヘルプを参照したいときは、各ダイアログボックスの

右上端にあるコンテキスト依存ヘルプボタンをクリックしてください（図 1.19）。 
 

 
図 1.19: Help ボタン 

 
コンテキスト依存ヘルプボタンをクリックすると、マウスポインタが？(クエスチョンマー

ク)付きのポインタに変わります。この状態で、ダイアログボックスの一部をクリックすると、
その部分に関するヘルプを表示できます。 
または、ある部分を選んで F1キーを押下すると、その部分のヘルプを表示します。 
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1.4 HEWを起動する 
HEWを起動するにはWindows®の[スタート]メニューを開き、[プログラム]を選択し、 

[High-performance Embedded Workshop 2]を選択し、HEWのショートカットを選びます。デフォ
ルトで図 1.20に示す[ようこそ!]ダイアログボックが開きます。 

 
 

 
図 1.20: ようこそ! ダイアログボックス 

 
新規ワークスペースを作成するには[新規プロジェクトワークスペースの作成]を選択し、

[OK]ボタンをクリックしてください。最近開いたワークスペースを開くには[最近使用したプ
ロジェクトワークスペースを開く]を選択し、ドロップダウンリストから開きたいワークス
ペースを選択し、[OK]ボタンをクリックしてください。最近開いたワークスペースのリスト
には、最近使ったワークスペースファイルリストで見るものと同じ情報が表示されます。この
リストはファイルメニュー上に表示されます。ワークスペースファイルを指定してワークス
ペースを開くには[別のプロジェクトワークスペースを参照する]を選択し、[OK]ボタンをク
リックしてください。HEWにツールを登録したり、HEWからツールの登録を外したりするに
は[アドミニストレーション]ボタンをクリックしてください。（詳細は、5章、「ツール管理」
を参照してください。）ワークスペースを開かないで HEWを使うには[キャンセル]をクリッ
クしてください。 

 

1.5 HEWを終了する 
HEWを終了するには [ファイル->アプリケーションの終了]を選ぶか、“Alt+F4”キーを押下

するか、システムメニューから[閉じる]オプションを選んでください。（システムメニューは
HEWタイトルバーの最も左上側にあるアイコンをクリックすると開きます。）ワークスペー
スが開いているときは、前節で説明したワークスペースを閉じる操作を行います。 
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1.6 ツールシステム概要 
ユーザは、更にツールを追加することによって、HEWの機能を拡張することができます。

これを行うには、[ツールアドミニストレーション]ダイアログボックスでツールを登録してお
くことが必要です。これらのツールを用いて、ウィンドウ、メニュー、およびツールバーを
HEWシステムに追加することができます。ツールの例としては、HEWのデバッガおよびビル
ダツールがあります。デバッガツールはデバッガに関連するすべてのメニューとツールバーを
追加し、ビルダツールも同じようにビルド機能に関するすべてのメニューとツールバーを追加
します。システムに登録したツールによって、HEWの使い方が変わります。そのため、この
マニュアルに記載されたメニューのうち使用できないものもあります。例えば、デバッガツー
ルがインストールされていない場合、HEWのメインウィンドウには[デバッグ]ツールがあり
ません。 
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2 ビルドの基本 

 
この章では HEWの一般的な機能を説明します。より高度な機能については 3章 「ビルド

の応用」を参照してください。 
 

2.1 ビルド処理 
ビルド処理の一般例を図2.1に示します。HEWのインストール時に提供されるツールによっ

てビルド処理は変わるので、図 2.1の例とは少し異なるかもしれません（例えば、コンパイラ
が無いなど）。いずれにせよ、原則は同じです。ビルドの各ステップまたはフェーズにおいて、
1セットのプロジェクトファイルについてビルド処理を行います。それが完了すると、次のス
テップまたはフェーズに移ります。  

 

 
図 2.1: ビルド処理の一般例 

 
図 2.1に示す例では、第一のフェーズがコンパイラ、第二のフェーズがアセンブラ、そして

最後のフェーズがリンケージエディタです。コンパイラのフェーズでは、プロジェクトの C
ソースファイルを順次コンパイルします。アセンブラのフェーズでは、アセンブリ言語のソー
スファイルを順次アセンブルします。リンケージエディタのフェーズでは、すべてのライブラ
リファイルと、コンパイラフェーズとアセンブラフェーズからの出力ファイルをリンクして、
ロードモジュールを作成します。このモジュールは、HEWのデバッガ機能でダウンロードし、
使用します。 

 
ビルド処理をカスタマイズする方法はいくつかあります。例えば、独自のフェーズを追加

したり、あるフェーズを無効にしたり、フェーズを削除できます。これらのビルド実行の応用
については、3章「ビルドの応用」を参照してください。 

 
この章では、ビルドの一般的な原則や基本機能を説明します。 
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2.2 プロジェクトファイル 
HEWを使ってアプリケーションをビルド処理するには、まず、どのファイルをプロジェク

トに追加して、各ファイルをどのようにビルド処理すべきかを指定しなければなりません (図 
2.2）。 

 

 
図 2.2: プロジェクトの編集 

 
 

2.2.1 プロジェクトにファイルを追加する 
アプリケーションをビルド実行する前に、まず、アプリケーションを構成するファイルを

指定しなければなりません。 
 

 プロジェクトにファイルを追加するには 
1. [プロジェクト->ファイルの追加...]を選ぶか、ワークスペースウィンドウのポップ

アップメニューから[ファイルの追加…] を選ぶ（図2.3参照）か、ワークスペースウィ
ンドウを選んでINSキーを押下してください。 
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図 2.3: Projectポップアップメニュー 

 
 

2.  [ファイルの追加]ダイアログボックスが表示されます。 
3. 追加するファイルを選び[追加]ボタンをクリックしてください。 
 



2 ビルドの基本 

20 

プロジェクトに新しいファイルを追加するには、数多くの方法があります。これを以下で
説明します。 

 
エディタウィンドウ内で開いたファイルを右クリックすると、エディタウィンドウにポッ

プアップメニューオプションが表示されます（図 2.4）。ファイルがすでにプロジェクト内に
ある場合、[プロジェクトにファイルの追加]メニューオプションは使用できません。[プロジェ
クトにファイルの追加]を選択すると、現在のプロジェクトにファイルを追加できます。 

 

 
図 2.4: エディタウィンドウポップアップメニュー 

 
HEWでは、Windows® Explorerからワークスペースウィンドウにファイルを“ドラッグして

ドロップ”することができます。こうしたファイルは自動的にプロジェクトに追加され、ドラッ
グされた先のフォルダに表示されます。 
 
 
注意 プロジェクトに追加するファイルが、HEWの認識できない形式のファイルであって

も、プロジェクトに追加されます。このファイルに関して、いくつかの機能が使用で
きなくなります。エディタ内でファイルを開く代わりにワークスペースウィンドウ内
でこのファイルをダブルクリックすると、ファイルを開く動作がWindowsオペレー
ティングシステムに受け渡されます。ファイルをWindows® Explorer内で開いたかの
ように、ファイルを開くデフォルト動作が実行されます。現在、定義されている拡張
子については、[ファイル拡張子]ダイアログボックスをご覧ください。（この章の後
半にある「ファイルの拡張子とファイルグループ」を参照してください。） 
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2.2.2 プロジェクトからファイルを削除する 
プロジェクトからファイルを削除できます。ファイルの削除は、一つでも、複数でも、す

べてのファイルをまとめてでもできます。 
 

 プロジェクトからファイルを削除するには 
1.  [プロジェクト->ファイルの削除...] を選択するか、ワークスペースウィンドウの

[Projects]タブのポップアップメニューから [ファイルの削除…] を選択 (図 2.5) して
ください。[プロジェクトファイルの削除]ダイアログボックスが表示されます（図2.6）。 

 

 
図 2.5: Project タブポップアップメニュー 
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図 2.6: プロジェクトファイルの削除 ダイアログボックス 

 
2. [プロジェクトファイル]リストから削除したいファイルを選んでください。複数の

ファイルを選ぶこともできます。 
3. 選んだファイルを削除するには[削除]ボタンをクリックしてください。すべてのプロ

ジェクトファイルを削除するには[すべて削除]ボタンをクリックしてください。 
4. [OK]ボタンをクリックするとプロジェクトからファイルを削除します。 

 
 選んだファイルをプロジェクトから削除するには 

1. ワークスペースウィンドウの[Projects]タブで削除したいファイルを選んでください。
複数のファイルを選ぶときは”SHIFT”キーまたは”CTRL”キーを押下してください。 

2. “DEL”キーを押してください。選んだファイルが削除されます。 
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2.2.3 ビルドからプロジェクトファイルを除外する 
プロジェクトのファイルは、個々にビルドから除外することができます。 

 
 ビルドからプロジェクトのファイルを除外するには 

1. ワークスペースウィンドウの[Projects]タブで、ビルドから除外したいファイルを右マ
ウスボタンでクリックしてください。 

2. ポップアップメニュー（図2.5）から[ビルドから除外 ファイル名 ]を選んでください。
すると、ファイルのアイコンに赤いバツ印がつけられ、ビルドから除外されます。 

 

2.2.4 ビルドへプロジェクトファイルを入れる 
除外したプロジェクトのファイルは再びビルドに入れることができます。 

 
 除外したファイルをビルドに再び入れるには 

1. ワークスペースウィンドウの[Projects] タブでファイルを右マウスボタンで選んでく
ださい。 

2. ポップアップメニューから[Iビルドから除外の解除 ファイル名 ]を選んでください。 
赤いバツ印が外され、ファイルがビルド可能になります。 
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2.3 ファイル拡張子とファイルグループ 
HEWは拡張子でファイルを識別します。拡張子は使用するツールによって定義されます。

例えば、コンパイラを使用すると拡張子.cが[C source file]グループに入り、コンパイラの
フェーズに入力されます (図 2.1、ビルド処理の一般例)。さらに、独自の拡張子を定義するこ
ともできます。例えば、プロジェクトでアセンブリ言語ソースファイルを使っている場合、デ
フォルトの拡張子が.srcだとします。.srcの代わりに違う拡張子（例: .asm）を使うとき、新し
い拡張子を定義してそれを.srcファイルと同様に扱うように HEWに要求できます。 

 
ファイルの拡張子は、[ファイル拡張子]ダイアログボックスで表示、変更できます (図 2.7)。

このダイアログボックスを表示するには [プロジェクト->ファイルの拡張子...]を選んでくだ
さい。このダイアログボックスには現在のワークスペースで定義されたすべての拡張子とファ
イルグループを表示します。 

 

 
図 2.7: ファイル拡張子 ダイアログボックス 

 
 
図 2.7に示す[File Extensions]リストは 2列に分かれています。左の列にはファイル拡張子、

右の列にはファイルグループを表示します。図 2.8に示すように、同じグループに多くのファ
イル拡張子が存在する場合があります。例えば、1つのプロジェクト内でアセンブリ言語の
ソースファイルにいくつかの拡張子がある場合があります (例: .src, .asm, .mar など)。 

 
 

.SRC .ASM .MOT .C .LIB .LPF

 
図 2.8:ファイル拡張子とファイルグループ 
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新しい拡張子を作成するときは、その拡張子がすでに定義されたファイルグループに属す

るのか、新しいファイルグループを作成する必要があるのか検討してください。新しい種類の
ファイルを追加するときには新しいファイルグループを作成してください。作成方法を以下に
説明します。 
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 新規ファイルグループに新規ファイル拡張子を作成するには 

1. メニューバーから[プロジェクト->ファイルの拡張子...] を選んでください。[ファイル
拡張子]ダイアログボックスが表示されます（図 2.7）。 

2. [追加…]ボタンをクリックしてください。[ファイル拡張子の追加]ダイアログボック
スが表示されます（図2.9）。 

3. [ファイル拡張子]フィールドに定義する拡張子を入力してください。ピリオド ( . ) の
入力は不要です。ドロップリストには、現在のプロジェクトで未定義のすべての拡張
子が含まれます。この拡張子のうち１つを選ぶと、ファイル拡張子フィールドにテキ
ストが自動的に追加されます。 

4. [新規拡張子グループ]オプションを選んで新しいファイルグループを定義する名前を
入力してください。 

5. この段階では、関連するアプリケーションの変更が可能です。“Open ”のドロップダ
ウンリストでは次の４つから選択が可能です。 
 [Editor] 
 [None] 
 [Other] 
 [Windows default] 

[Editor]を選択すると、ワークスペースウィンドウ内のファイルを開く機能によって、
ファイルを HEWエディタ内で開くことができます。[None]を選択した場合、ファ
イルを開く機能を使用してもファイルを開くことはできません。[Other]を選択する
と、ファイルを開くための他のツールを構築できます。詳細は、「アプリケーショ
ンとファイルグループを関連付けるには」を参照してください。[Windows default]
を選択すると、ワークスペースウィンドウ内のファイルを開く機能によって、開い
たファイルがWindowsオペレーティングシステムに受け渡されます。また、
Windows® Explorerで定義されたとして、このファイル拡張子のデフォルト動作を選
択します。 

6. [OK]ボタンをクリックすると[File Extension]リストに拡張子が追加されます。 
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図 2.9: ファイル拡張子の追加ダイアログボックス 

 (新規グループ) 
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ビルダに認識されない拡張子をもつプロジェクトを使っているときは、新しい拡張子を作
成し、（例えば、フェーズ内のデフォルトの拡張子が.asmでビルダの認識する拡張子が.srcの
とき）新しい拡張子を既存のファイルグループに追加することが必要です。追加方法を下記に
説明します。 

 
 新規ファイル拡張子を既存のファイルグループに追加するには 

1. メニューバーから [プロジェクト->ファイルの拡張子...] を選んでください。[ファイ
ル拡張子]ダイアログボックスが表示されます（図 2.7）。 

2. [追加…]ボタンをクリックすると [ファイル拡張子の追加]ダイアログボックスが表
示されます(図2.10)。 

3. [ファイル拡張子]フィールドに定義する拡張子を入力してください。 ピリオド ( . ) 
の入力は不要です。ドロップリストには、現在のプロジェクトで未定義のすべての拡
張子が含まれます。この拡張子のうち１つを選ぶと、ファイル拡張子フィールドにテ
キストが自動的に追加されます。 

4. [既存の拡張子グループ]オプションを選んでこの新しい拡張子をどのファイルグルー
プに追加するか指定してください。 

5. [OK]ボタンをクリックすると[File Extensions]リストに拡張子が追加されます。 
 

 
図 2.10: ファイル拡張子の追加ダイアログボックス 

(既存グループ) 
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− [ファイル拡張子]ダイアログボックスでは、エディタでファイルを開く指定だけで
なく、ファイルグループとアプリケーションとの関連付けができます。これを行う
と、ワークスペースウィンドウの[Projects]タブでファイルをダブルクリックすると、
適切なアプリケーションでファイルを開きます。図 2.11にワードプロセッサと拡張
子.DOCの関連付けを示します。 
 

 
図 2.11:ファイルグループとアプリケーション 
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 アプリケーションとファイルグループを関連付けるには 
1. [ファイル拡張子]ダイアログボックスで関連付けるファイルグループを選んでくださ

い（図2.11）。 
2. [で開く…]ボタンをクリックしてください。 [ファイル拡張子の変更]ダイアログボッ

クスが表示されます（図 2.12）。 
 

 
図 2.12: ファイル拡張子の変更 ダイアログボックス 

 
3. 関連付けをしない場合は[None]を選びます。HEWのエディタまたは他のエディタでこ

の種類のファイルを開くには[Editor]を選びます。特定のアプリケーションでこの種類
のファイルを開くには[Other]を選びます。[Other]を選ぶと、すでに定義されたアプリ
ケーションをドロップダウンリストから選ぶか、または、新しいアプリケーションを
定義することができます。 

4. 新しいアプリケーションを定義する場合は[追加...]をクリックしてください。[アプリ
ケーションの追加]ダイアログボックスが表示されます （図2.13）。 

 

 
図 2.13: アプリケーションの追加 ダイアログボックス 

 
5. [名前]フィールドにアプリケーション名を入力します。[コマンド]フィールドにアプ

リケーションのフルパスを入力します(パラメータは含めません)。[パラメタ]フィー
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ルドにファイルを開くのに必要なパラメータを入力します。必ず$(FULLFILE) プレー
スホルダを使って入力ファイルを指定してください。 (プレースホルダの詳細と使用
方法については、付録 C ，「プレースホルダ」を参照してください。) [初期ディレ
クトリ]フィールドにアプリケーションを実行させる初期ディレクトリを入力しま
す。[OK]ボタンをクリックするとアプリケーションが定義されます。 

6. アプリケーションを変更するには[変更…]ボタンを押してください。[アプリケーショ
ンの変更]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスは、[名前]
フィールドが変更できないことを除いて[アプリケーションの追加]ダイアログボック
スと同じです。設定を変更してから[OK]ボタンをクリックします。 

7. [OK]ボタンをクリックすると選んだファイルグループに対するアプリケーションが
関連付けられます。 
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2.4 ファイルのビルド方法を設定する 
プロジェクトに必要なファイルを追加したら、次のステップは HEWに各ファイルのビルド

を指示することです。このためには、[Options]メニューからメニューオプションを選ばなけれ
ばなりません。このメニューの内容は使用するツールによって異なります。例えば、コンパイ
ラ、アセンブラ、リンケージエディタを使う場合、それぞれに対応する 3つのメニューオプショ
ンがあります。 
 

 ビルドフェーズにオプションを設定するには 
1. オプションを変更するフェーズを[Options]メニューから選んでください。 
2. オプションを指定するダイアログボックスが表示されます。 
3. オプションを設定して、[OK]ボタンをクリックしてください。 
 
詳細は、コンテキスト依存のヘルプボタンをクリックするか、ヘルプを参照したい場所を

選び”F1”キーを押下してください。 
 

2.5 ビルドのコンフィグレーション 
HEWでは、ビルドのコンフィグレーションの中に、すべてのビルドのオプションを格納で

きます（図 2.14）。つまり、すべてのオプションを格納してそれらに名前を付けることができ
ます。後にそのコンフィグレーションを選ぶと、各ビルドフェーズの各オプションを復帰させ
ることができます。また、こうしたビルドのコンフィグレーションにより、ユーザはビルドの
コンフィグレーション用にデバッガの設定を行うことができます。つまり、コンフィグレー
ションごとに異なるエンドプラットフォームをターゲットとすることができます。（詳細は、
本マニュアルの「デバッガ編」を参照してください。） 

 
図 2.14に”Default”、”MyDebug”、”MyOptimized”の 3つのビルドコンフィグレーションを示

します。“Default”ビルド構成では、各フェーズ（コンパイルとアセンブル）が標準設定されて
います。“MyDebug”ビルド構成では、各ファイルがデバッグ情報付きでビルドされています。
“MyOptimized”ビルド構成では、各ファイルが最大限に最適化されデバッグ情報はありません。
このプロジェクトの開発者は、オプションを設定するダイアログボックスに戻ってこれらを設
定することなく、これらのビルドコンフィグレーションのうちどれでも選ぶことができます。 

 

"Default" "MyDebugt" "MyOptimized"

C:\MyProject\Default C:\MyProject\MyDebug C:\MyProject\MyOptimised

 
図 2.14: ビルドコンフィグレーションとファイルオプション 
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2.5.1 ビルドコンフィグレーションを選択する 
使用するビルドコンフィグレーションを設定する方法には二つあります。 
 

ビルドコンフィグレーションを追加するには 
1. ツールバーのドロップダウンリストボックス（図2.15）から選んでください。 
 
 

 
図 2.15: ツールバーの選択 

または 
1. [オプション->ビルドの構成…]を選ぶと、[ビルドコンフィグレーション]ダイアログ

ボックスが表示されます（図2.16）。 
 

 
図 2.16: ビルドコンフィグレーション ダイアログボックス 

 
2. [現在のコンフィグレーション]から使用するビルド構成を選んでください。 
3. [OK]ボタンをクリックするとビルドコンフィグレーションが選ばれます。 
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2.5.2 ビルドコンフィグレーションを追加、削除する 
ビルドコンフィグレーションの設定を他のビルドコンフィグレーションからコピーして追

加したり、ビルドコンフィグレーションを削除したりできます。これらの操作を以下に説明し
ます。 

 
 ビルドコンフィグレーションを追加するには 

1. [オプション->ビルドの構成…] を選ぶと[ビルドコンフィグレーション]ダイアログ
ボックスが表示されます（図 2.16）。 

2. [追加…]ボタンをクリックすると[コンフィグレーションの追加]ダイアログボックス
が表示されます （図 2.17）。 
 

 
図 2.17: コンフィグレーションの追加 ダイアログボックス 

 
 

3.  [コンフィグレーション名]フィールドに新しいビルドコンフィグレーション名を入力
してください。 入力すると、下に表示されるディレクトリがビルドコンフィグレーショ
ンに使われるディレクトリに変わります。[ベースコンフィグレーション]フィールドの
ドロップダウンリストにある既存コンフィグレーションの中から、コンフィグレーショ
ンの設定をコピーする元となるコンフィグレーションを選びます。両方のダイアログ
ボックスの[OK]ボタンをクリックすると新しいビルドコンフィグレーションが作成さ
れます。 

 
 ビルドコンフィグレーションを削除するには 

1. [オプション->ビルドの構成…] を選ぶと[ビルドコンフィグレーション]ダイアログ
ボックスが表示されます（図 2.16）。 

2. 削除するビルドコンフィグレーションを選び[削除]ボタンをクリックしてください。 
3. [OK]ボタンをクリックすると[ビルドコンフィグレーション]ダイアログボックスを閉

じます。 
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2.6 プロジェクトをビルド実行する 
ビルド実行の概要は図 2.1を参照してください。 
 

2.6.1 プロジェクトをビルド実行する 
[ビルド]オプションでは前回のビルド実行後に変更のあったファイルだけをコンパイルま

たはアセンブルします。さらに、前回のビルド実行以後に変更のあったファイルに依存する
ソースファイルを再ビルド実行します。例えば、 “test.c”にファイル “header.h”が含まれてお
り“header.h”が前回のビルド実行以後に変更された場合、ファイル“test.c”が再コンパイルされ
ます。 

 
 ビルド実行するには 

1. [ビルド->ビルド] を選ぶか、[ビルド]ツールバーボタン( ) をクリックするか、F7
キーを押下してください。または、ワークスペースウィンドウの[Projects]タブのプロ
ジェクトアイコン上で右マウスボタンをクリックしてポップアップメニューから[ビ
ルド]を選んでください。 

 
[すべてをビルド]オプションでは変更の有無に関わらず、すべてのソースファイルをコンパ

イルまたはアセンブルして、新しく作成されたオブジェクトファイルをすべてリンクします。 
 

  “すべてをビルド”処理を実行するには 
1. [ビルド->すべてをビルド] を選ぶか、[Build All]ツールバーボタン ( )をクリックし

てください。または、ワークスペースウィンドウの[Projects]タブのプロジェクトアイ
コン上で右マウスボタンをクリックしてポップアップメニューの[ビルド]メニューか
らサブメニュー[すべてをビルド]を選んでください。 
 

プロジェクトファイルのどれかにエラーが起こると、“ビルド”処理も“すべてをビルド”処理
も終了します。 

 
 

2.6.2 1つのファイルをビルド実行する 
プロジェクトにある 1つのファイルをビルド実行できます。 
 

 1つのファイルをビルド実行するには 
1. プロジェクトウィンドウからビルド実行するファイルを選んでください。 
2. [ビルド->コンパイル]を選ぶか、[ファイルのビルド]ツールバーボタン ( ) をクリッ

クするか、”CTRL+F7”キーを押してください。または、ワークスペースウィンドウ
の[Projects]タブのプロジェクトアイコン上で右マウスボタンをクリックして、ポップ
アップメニューから   [Build <ファイル名>]を選んでください。 
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2.6.3 ビルド実行を中止する 
ビルド実行を途中で中止できます。 
 

 ビルド実行を中止するには 
1. [ビルド->ビルドの中止] を選ぶか、“ビルド中止”ツールバーボタン ( )をクリック

してください。その時点のファイルのビルド実行を完了後、ビルド実行は中止されま
す。 

2. アウトプットウィンドウに“Build Finished”というメッセージが表示されるのを確認
してから操作を続けてください。 

 
 ビルド実行中のツールを強制的に中止するには 

1. [ビルド->ツールの終了]を選んでください。ビルダはツールの実行をすぐに中止しま
す。 

 
注意  中止したツールによって出力されたファイルは有効ではない場合があります。作成し

た出力ファイルをすべて削除して、そのフェーズを再実行してください。 
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2.6.4 複数のプロジェクトをビルド実行する 
HEWを使用することで、複数のプロジェクトやコンフィグレーションのビルド処理が行え

ます。 
 

 複数のプロジェクトをビルド実行するには 
1. [ビルド->複数ビルド]を選択してください。図2.18に示します。 
2. 複数のビルド実行では、どのプロジェクトまたはコンフィグレーションを処理するか

を選択できます。どのプロジェクトまたはコンフィグレーションを実行するか選択す
るには、実行したいプロジェクトとコンフィグレーションの組み合わせの横にある
チェックボックスを選んでください。例えば、プロジェクト“hewtest2”全体にビルド
実行したい場合、“hewtest2-Debug”、“hewtest2-Release”を選んでチェックし、その他
のボックスのチェックを外してください。 

3. 項目を選んだら、[ビルド]ボタンをクリックしてください。選んだプロジェクトやコ
ンフィグレーションのビルド実行をHEWが行います。 

4. また、選んだ項目に対して、全ビルド実行したい場合、[すべてをビルド]ボタンをク
リックしてください。 

5. 通常のビルド実行と同じ方法で、ビルドの結果がビルドウィンドウに表示されます。 
 

 
図 2.18 複数のビルドダイアログボックス 

 

2.6.5 アウトプットウィンドウ 
ツール（コンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタなど）が実行されると、その出力

がアウトプットウィンドウに表示されます。エラーまたはウォーニングが起きると、エラー
メッセージまたはウォーニングメッセージと、ソースファイル名と行番号が表示されます。す
ぐにエラーまたはウォーニングが発生したところをエディタで見るには、表示されたエラー
メッセージまたはウォーニングメッセージをダブルクリックします。 
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2.6.6 アウトプットウィンドウの内容の制御 
ビルド実行の途中に低レベル情報（ファイルに適用したコマンドラインオプションなど）

を表示すると便利です。HEWでは、“ビルド”、 “すべてをビルド”、 “ファイルのビルド”処
理中、アウトプットウィンドウにそのオプションを表示するかどうかを[オプション]ダイアロ
グボックスで指定できます。 

 
 ビルド実行中に低レベル情報の表示の有無を指定するには 

1. [ツール->オプション...]を選ぶと[オプション]ダイアログボックスが表示されます。 
2. [ビルド]タブ（図2.19）を選んでください。 
3. [表示]グループのチェックボックスを以下のように設定します。 [コマンドライン]に

はツール実行時のコマンドライン表示の有無を指定します。[環境]にはツール実行時
の環境変数の表示の有無を指定します。[初期ディレクトリ]にはツールが起動される
ディレクトリパスの表示の有無を指定します。 
 

 

 
図 2.19: オプションダイアログボックスビルドタブ 
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2.7 ファイル依存関係 
多くの場合プロジェクトにはファイル間の依存関係があります。例えば、1つの Cファイル

はいくつかのヘッダファイルをインクルードします。複雑なプロジェクトでは、ソースファイ
ルが他のインクルードファイルに依存するため、管理が難しくなります。しかし、HEWには
ファイル依存関係をスキャンする機能があり、そのプロジェクトにあるすべてのファイルの依
存関係をチェックできます。スキャンが完了すると、プロジェクトのファイル依存関係を示す
最新のリストをプロジェクトウィンドウに表示します。 

 
 プロジェクトのファイル依存関係を更新するには 

1. [ビルド->すべての依存関係を更新]を選んでください。または、ワークスペースウィ
ンドウの[Projects]タブのプロジェクトアイコンを右マウスボタンでクリックして
ポップアップメニューの[ビルド]から[すべての依存関係を更新]サブメニューを選ん
でください。 

 
最初に、すべてのファイル依存は[Dependencies]フォルダに含まれています（図 2.20.(i)）。 
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2.8 ワークスペースウィンドウの構成 
ワークスペースウィンドウの[Projects]タブの中を右マウスでクリックすると、ポップアップ

メニューが表示されます。その中から、[表示の構成...]メニューオプションを選び、以下の情
報の表示方法を設定してください。 以下に、[Configure View]ダイアログボックスの各オプ
ションについて説明します。 

 

2.8.1 各ファイルの下に依存を表示する 
[依存関係をファイルの下に表示]を選ぶと、依存ファイルがそれをインクルードするソース

ファイルの下に平坦な構造で表示されます（ファイル自体がフォルダになります）。これを図 
2.20.(ii)に示します。このオプションを選ばないと、別のフォルダにすべてのファイル依存を
示します（図 2.20.(i)）。 

 

 
図 2.20: 各ファイルの依存 
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2.8.2 標準ライブラリファイルのインクルードを表示する 
デフォルトでは、標準インクルードパスの依存ファイルは表示されません（図 2.21.(i)）。

例えば、Cコードで#include <stdio.h>などのインクルード文を書くと、“stdio.h”は依存ファイル
として表示されません。そのようなシステムインクルードファイルを表示するには、[インク
ルードする標準ライブラリの表示]オプションを選んでください（図 2.21.(ii)）。 

 

 
図 2.21: 標準ライブラリファイルのインクルード 
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2.8.3 ファイルのパスを表示する 
[ファイルパスの表示]を選ぶと、ワークスペースウィンドウのすべてのファイルがフルパス

（ドライブ名からのパス）で表示されます （図 2.22）。 
 

 

 
図 2.22: ファイルのパスの表示 

 

2.9 アクティブプロジェクトを設定する 
ワークスペースには複数のプロジェクトを含めることができますが、ひとつだけがアク

ティブです。このアクティブプロジェクトでビルド動作とデバッグ動作が実行されます。そし
て、そのプロジェクト用のビルダやデバッガのオプションを変更できます。また、アクティブ
プロジェクトは太字で表示されます。 

 
 プロジェクトをアクティブにするには 

1. ワークスペースウィンドウの [Projects]タブからプロジェクトを選んでください。 
2. 右マウスボタンをクリックしてポップアップメニューから[アクティブプロジェクト

に設定] オプションを選んでください。 
または、 

1. 非アクティブのプロジェクトを [プロジェクト->アクティブプロジェクトに設定] サ
ブメニューから選んでください。 
 

 



2 ビルドの基本 

43 

2.10 ワークスペースにプロジェクトを追加する 
ワークスペースを作成したとき、最初はプロジェクトが一つしかありません。しかし、後

で、新しいプロジェクトや既存のプロジェクトを追加することができます。 
 

 ワークスペースに新しいプロジェクトを追加するには 
1. [プロジェクト->プロジェクトの挿入…]を選んでください。 [プロジェクトの挿入] ダ

イアログボックスが表示されます（図 2.23）。 
2. [新規プロジェクト] オプションを設定してください。 
3. [OK]ボタンをクリックしてください。 [新規プロジェクトの挿入] ダイアログボック

スが表示されます。 
4. [名前] フィールドにプロジェクト名を入力してください。32文字以内で、半角英数字、

半角下線が入力できます。プロジェクト名を入力すると、HEWは自動的にサブディレ
クトリを追加します。これは不要であれば削除できます。 

5. [参照…]ボタンをクリックしてプロジェクトを作成するディレクトリを選んでくださ
い。または、 [ディレクトリ] フィールドにディレクトリを入力できます。 

6. [プロジェクトタイプ] リストには使用可能なプロジェクトの種類を示します（アプリ
ケーション、ライブラリなど）。このリストから作成するプロジェクトの種類を選ん
でください。 

7. [OK]ボタンをクリックすると、プロジェクトが作成されワークスペースに追加されま
す。 

 
注意  新しいプロジェクトを作成するとき、CPUやツールチェインは指定できません。こ

れらのプロパティはワークスペースにより定義されています。つまり、同じワークス
ペース内のすべてのプロジェクトは同じ CPUとツールチェインであることになりま
す。 

 

 
図 2.23: プロジェクトの挿入ダイアログボックス 

 
 既存のプロジェクトをワークスペースに追加するには 

1. [プロジェクト->プロジェクトの挿入…]を選んでください。 [プロジェクトの挿入] ダ
イアログボックスが表示されます。 

2. [既存プロジェクト] オプションを設定してください。 
3. プロジェクトデータベースファイル（.HWPファイル）へのフルパスを入力するか、 

[参照…]ボタンをクリックしてプロジェクトデータベースファイルを指定してくださ
い。 

4. [OK]ボタンをクリックするとそのプロジェクトがワークスペースに追加されます。 
 
注意  既存のプロジェクトをワークスペースに追加するとき、プロジェクトの CPUとツー

ルチェインがワークスペースのものと一致しなければなりません。一致しない場合、
そのプロジェクトはワークスペースに追加できません。 
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2.11 プロジェクト間の依存関係を指定する 
ワークスペースのプロジェクトは、他のプロジェクトに依存することができます。ビルド

処理をすると、依存プロジェクトが最初にビルドされます。これは、ワークスペースのプロジェ
クトを他のプロジェクトが使用しているときなどに便利です。例えば、ワークスペースに 2
つのプロジェクトがあるとします。1つはアプリケーションプロジェクトに含まれたライブラ
リだとします。この場合 2番目のアプリケーションのビルド前にライブラリは正確にビルドさ
れ、また最新でなくてはなりません。そのため、ライブラリをアプリケーションプロジェクト
の依存プロジェクトに指定します。こうすると、最新でないライブラリが先にビルドされます。 

 
依存プロジェクトをビルドするとき、HEWは依存プロジェクトがアクティブプロジェクト

のビルドコンフィグレーションになるようにします。上記の例では、アクティブプロジェクト
のビルドコンフィグレーションが “Debug” であるとき、HEWは、依存プロジェクトで“Debug” 
ビルドコンフィグレーションが選択されるようにします。このような一致したコンフィグレー
ションが存在しない場合、HEWは依存プロジェクトで最近使われたコンフィグレーションを
使用します。 

 
 依存プロジェクトを作るには 

1. [プロジェクト->依存プロジェクト]を選んでください。 [依存プロジェクト] ダイアロ
グボックスが表示されます（図 2.24）。 

2. 依存させたいプロジェクトを選んでください。 [依存プロジェクト] リストに（選択
したプロジェクト以外の）ワークスペース内のすべてのプロジェクトが表示されま
す。 

3. [依存プロジェクト]リストには各プロジェクトにチェックボックスがあります。選ん
でプロジェクトが依存するプロジェクトのチェックボックスをチェックしてくださ
い。 

4. [OK]ボタンをクリックしてください。 
 

 
図 2.24: 依存プロジェクトダイアログボックス 
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2.12 ワークスペースからプロジェクトを削除する 
 

 ワークスペースからプロジェクトを削除するには 
1. ワークスペースウィンドウの [Projects] タブを選び、右マウスボタンでポップアップ

メニューを表示してください。 
2. [プロジェクトの削除] オプションを指定してください。 

または 
1. ワークスペースウィンドウの [Projects] タブからプロジェクトを選んでください。 
2. DEL キーを押してください。 
3. ダイアログボックスが表示され、この操作を誤って行っていないことを確認します。

[ツール]メニューの[オプション]ダイアログボックスでは、この確認をオフにするこ
とができます。 

 
注意 ワークスペースから現在使用中のプロジェクトを削除することはできません。 
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2.13 ワークスペースからプロジェクトをロード、アンロー
ドする 

 
 ワークスペースにプロジェクトをロードするには 

1. ワークスペースウィンドウの “Projects” タブから、アンロードしたプロジェクトを選
んでください。 

2. マウスの右ボタンをクリックしてポップアップメニューを表示させ、[プロジェクト
のロード]オプションを選んでください。 

 
 ワークスペースにプロジェクトをアンロードするには 

1. ワークスペースウィンドウの [Projects] タブから、アクティブプロジェクトを選んで
ください。 

2. マウスの右ボタンをクリックしてポップアップメニューを表示させ、[プロジェクト
のアンロード]オプションを選んでください。 

 
注意 一度に複数のプロジェクトを選び、それらをすべてロード、またはアンロードするこ

とができます。これは、プロジェクトを個別にロードするよりもさらに効率的です。 
 

2.14 ワークスペースの相対プロジェクトパス 
HEWでは、プロジェクトをワークスペースに追加する場合、相対パスを使用してワークス

ペースに追加することが選択できます。これにより、プロジェクトをワークスペースディレク
トリの上に置くことができ、HEWワークスペースの再配置も正確にできます。プロジェクト
は常にワークスペースと相対的であるため、プロジェクトがワークスペースの上のディレクト
リにある場合、再配置のあと、HEWは、同じ相対場所でプロジェクトを見つけようとします。
このことは、複数のワークスペース間で共有したプロジェクトを使用するとき、特に便利です。 

 
HEWの古いバージョンでは、このプロジェクトは再配置されておらず、オリジナルのプロ

ジェクトパスをアクセスしようとしました。また、ワークスペースディレクトリのサブディレ
クトリにあったプロジェクトを再配置することのみ可能でした。これは現在のバージョンでも、
HEWの標準的な動作です。 

 
 プロジェクト相対パスフラグを変更するには 

1. ワークスペースウィンドウでプロジェクトを選択してください。 
2. マウスの右ボタンをクリックしてプロパティを選択してください。 
3. [プロジェクト相対パス]チェックボックスをクリックし、相対ファイルパスの特徴を

切り替えてください（図2.25）。 
4. [OK]ボタンをクリックしてください。 

 

 
図 2.25: プロパティダイアログボックス 
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3 ビルドの応用 

 
この章ではより高度なビルドの概念を説明します。 
 

3.1 ビルド実行の復習 
2章「ビルドの基本」では、ビルド実行をコンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタを

用いて説明しました（図 2.1）。HEWではこれが一般的な実行環境です。しかし、ビルド実行
を変更（フェーズの追加や削除など）するためには、ビルドの機能についてさらに知ることが
必要です。 

 

3.1.1 ビルドとは? 
プロジェクトのビルド実行とは、複数の特定の入力ファイルに複数のツールを適用して期

待する出力を得ることです。つまり、オブジェクトファイルを得るために、Cソースファイル
にコンパイラを適用したりアセンブリ言語のソースファイルにアセンブラを適用したりしま
す。ビルドの各ステップ、または、各「フェーズ」において、様々な入力ファイルの集まりに
各種ツールを適用します。図 3.1にビルド処理を示します。 

 
 

 
図 3.1: ビルド実行 
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HEWではビルド処理を変更できます。 [オプション->ビルドフェーズ…]を選んで[ビルド
フェーズ]ダイアログボックス （図 3.2） を表示します。左には現在のプロジェクトで定義さ
れたフェーズを示します（図 3.2）では標準のビルドフェーズを示します）。この章では[ビル
ドフェーズ] ダイアログボックスが提供する様々な機能について説明します。 

 
 

 
図 3.2: ビルドフェーズ ダイアログボックス 
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3.2 カスタムビルドフェーズを作成する 
標準のビルド実行の前後または途中に他のツールを実行する場合、独自のビルドフェーズ

（カスタムビルドフェーズ）を作成します。カスタムビルドフェーズを略してカスタムフェー
ズということがあります。 

 
 [オプション->ビルドフェーズ…] を選ぶと [ビルドフェーズ] ダイアログボックス （図 

3.2） が表示されます。 [追加…] ボタンをクリックしてください。新しいビルドフェーズを
作成するための[新規ビルドフェーズ]ダイアログボックス（図 3.3a）が表示されます。 

 
ステップ 1（図 3.3a）では、カスタムビルドフェーズを新規に作成するか、システムビルド

フェーズを追加するかを選択します。システムビルドフェーズは、使用しているツールチェイ
ン（コンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタ、ライブラリアンなど）内で定義済みのす
ぐに使用できるフェーズ、または、ユーティリティフェーズ（例えば、ファイルコピー、ソー
スコード複雑度解析ツールなど）です。システムフェーズがこれ以上ない場合、[既存のシス
テムフェーズの追加]ボタンが非アクティブになります。（システムビルドフェーズを略して
システムフェーズといいます。） 

 
[新規カスタムフェーズの作成]を選んでカスタムビルドフェーズを作成してください。 

 
 

 
図 3.3a: 新規ビルドフェーズ ダイアログボックス (ステップ 1) 
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ステップ 2（図 3.3b）では作成するフェーズの種類を選びます。2つの選択肢（ [複数フェー
ズ]または [単一フェーズ]）があります。複数フェーズを実行すると特定のファイルグループ
に属するプロジェクト内の各ファイルにコマンドが適用されます。例えば、[入力ファイルの
選択]フィールドに[C source file]を選ぶと、プロジェクト内の各ファイルに 1回ずつコマンド
が実行されます。単一フェーズを選ぶとビルド実行中に一度だけ実行されます。 

 

 
図 3.3b: 新規ビルドフェーズ ダイアログボックス (ステップ 2) 

 
 
入力ファイルグループリストは、そのプロジェクト用に定義された現在のファイルグルー

プを含みます。入力ファイルグループリストの中の[Multiple Groups…]エントリを選択すると、
複数の入力ファイルグループを定義することができます。このリストのエントリは、図 3.3c
に示すダイアログボックスを表示します。 

 

 
図 3.3c: 複数の入力ファイルグループの変更 

 
選択すると、入力ファイルグループは[Multiple Groups…]と表示されます。プロジェクトに

追加されているカスタムフェーズ用に、複数の入力ファイルグループをこのダイアログボック
スで選ぶことができます。ファイルグループを選択するには、ファイルグループ名の隣にある
ボックスをチェックしてください。このダイアログボックスでは、１つ以上のファイルグルー
プが選択できます。 
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ステップ 3（図 3.3d）では、新しいビルドフェーズについての基礎的な情報を入力します。 

[フェーズ名] フィールドにフェーズ名を入力します。 [コマンド] フィールドにプログラム
ファイルのパスを入力します （コマンドラインオプションは含めません。オプションは HEW
のメニューバーの[オプション]メニューで指定します）。[デフォルトオプション]フィールド
にフェーズのデフォルトのオプションを指定します。デフォルトオプションはプロジェクトに
新しいファイルを追加するときに付加されるオプションです。[初期ディレクトリ] フィール
ドにはそのプログラムをどのディレクトリから実行するか（つまり、ツール実行前にどこにカ
レントディレクトリを設定するか）を入力します。 

 

 
図 3.3d: 新規ビルドフェーズ ダイアログボックス (ステップ 3) 

 
 
最後のステップ 4（図 3.3e）では、そのフェーズに必要な環境変数を指定します。 
 

 
図 3.3e: 新規ビルドフェーズ ダイアログボックス (ステップ 4) 
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新しい環境変数を追加するには、[追加…] ボタンをクリックしてください。図 3.4 のダイ
アログボックスが表示されます。新しい環境変数を追加するには[変数] フィールドに環境変
数名を入力して [値] フィールドに環境変数の値を入力して [OK]ボタンをクリックします。 

 
環境変数を変更するには、ステップ 4のダイアログボックスのリストから環境変数を選ん

で、[変更…] ボタンをクリックします。 [変数] フィールドと [値] フィールドを変更して 
[OK]ボタンをクリックすると、リストに変更した変数が追加されます。 

 
環境変数を削除するには、ステップ 4のダイアログボックスのリストから削除する環境変

数を選んで、[削除] ボタンをクリックします。 
 

 
図 3.4: 環境変数 ダイアログボックス 

 
追加するツールが動作中に出力を表示できる場合、ステップ 4のダイアログボックスの[実

行中に標準出力を表示する]オプションを使用してください。出力が発生するごとにツールの
出力を表示します。このオプションが offに設定されると、HEWはツールに表示されている
全出力を保存し、ツールが動作を終了したとき出力ウィンドウに表示します。ただ、ツールが
長時間かかる作業を実行中である場合、実行の進行状況を見るのが難しいため、このオプショ
ンは問題となることがあります。 

 
注意 [実行中に標準出力を表示する]を用いると、特定のオペレーティングシステムで特定

のツールを使用するとき問題を引き起こすことがあります。もしツールが HEWの中
でロックアップ、またはフリーズするといった問題がありましたら、[実行中に標準出
力を表示する]オプションのチェックを外して下さい。 

 
 
指定した内容で新しいフェーズを作るには、 [完了] ボタンをクリックしてください。デ

フォルトでは[ビルドフェーズ] ダイアログボックス（図 3.2）の[ビルド順序]タブの[ビルド
フェーズの順序]リストの最後に新しいフェーズが追加されます。 
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3.3 ビルドのフェーズ順序 
図 3.5の標準的ビルドでは、①コンパイラの前、②アセンブラの前、③リンケージエディタ

の前、④リンケージエディタの後、の四ヶ所にフェーズを追加できます。ビルドの順序の中で
好きな場所にカスタムフェーズを追加したりシステムフェーズを移動したりできます。ビルド
処理を正しく実行させるためには、カスタムフェーズの出力が他のフェーズに入力される場合、
フェーズの順序を正しく設定することが必要です。 

 

 
図 3.5: 標準的ビルド処理 

 
 
 [ビルドフェーズ] ダイアログボックスでビルドフェーズの順序を変更できます。このダイ

アログボックスにはフェーズの順序に関するタブが二つあります。 [ビルド順序] タブと[ファ
イルのビルド順序]タブです。 
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3.3.1 ビルドのフェーズ順序 
[ビルド順序] タブ（図 3.6）は、[ビルド] ( )または[すべてをビルド] ( ) 操作で実行さ

れるフェーズの現在の順序を示します。各フェーズの左にあるチェックボックスのチェックの
有無はそのフェーズの有効/無効を示します。このチェックボックスをチェックするとその
フェーズが実行されます。 

 

 
図 3.6: ビルドフェーズ ダイアログボックス ビルド順序タブ 

 
また、以下の操作ができます。 
 

 フェーズを削除するには 
1. 削除するフェーズを選んでください。 
2. [削除] ボタンをクリックしてください。 

 
 システムフェーズのプロパティを表示するには 

1. プロパティを表示するシステムフェーズを選んでください。 
2. [変更...]ボタンをクリックしてください。 

 
 フェーズを移動するには 

1. 移動するフェーズを選んでください。 
2. [上へ] または [下へ] ボタンをクリックすると上下に移動します。 

 
 フェーズを取り込むには 

1. [取り込み] ボタンをクリックしてください。ダイアログボックスが表示され、カスタ
ムフェーズを取り込むための既存のプロジェクトを見ることができます。 

2. カスタムフェーズを取り込みたいプロジェクトの位置を選んでください。選択する
と、取り込み可能なプロジェクトのカスタムフェーズを並べたダイアログボックスが
表示されます。 

3. フェーズ名を選択し、プロパティをクリックすると、カスタムフェーズの詳細が表示
されます。そのフェーズが必要な機能を果たすかどうか、これを見て決定することが
できます。 

4. どのフェーズを取り込むか決定したら、そのフェーズをリスト上でハイライト表示
し、[OK]ボタンをクリックしてください。ビルド順序で一番下にあるビルドフェーズ
ダイアログボックスに、そのフェーズが追加されます。 
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 カスタムフェーズを変更するには  
1. 変更するカスタムフェーズを選んでください。 
2. [変更…] ボタンをクリックしてください。[MyPhaseの変更] ダイアログボックスの

[コマンド] タブが表示されます（図3.7）。 
3. 必要に応じてフィールドの内容を変更してください。 
4. 入力ファイルがなくてもフェーズの実行を中断したくない場合、[実行前に入力ファ

イルが存在するか否かのチェックを行わない] チェックボックスをチェックしてく
ださい。 
 

 
図 3.7: MyPhaseの変更 ダイアログボックスコマンド タブ 

 
5. [環境]タブ（図 3.8）を選んでフェーズの環境設定を行ってください。 
6. 環境変数の追加は [追加…]ボタン、変更は [変更…] 削除は[削除] ボタンを使用して

ください。操作は前節と同じです。 
7. 変更後 [OK]ボタンをクリックしてください。 
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図 3.8: MyPhaseの変更 ダイアログボックス環境 タブ 
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3.3.2 ビルドファイルのフェーズ順序 
ワークスペースウィンドウから Cソースファイルを選んで[ビルド->コンパイル]を選ぶか、
を押すと、ファイルがコンパイルされます。同じように、ワークスペースウィンドウから

アセンブリ言語ソースファイルを選んで[ビルド->コンパイル]を実行すると、ファイルがアセ
ンブルされます。ファイルグループと実行するフェーズの関係は[ビルドフェーズ]ダイアログ
ボックスの [ファイルのビルド順序] タブ（図 3.9）で管理されています。 

 

 
図 3.9: ビルドフェーズ ダイアログボックス ファイルのビルド順序 タブ 

 
リストには、[ファイルグループ] リストボックスのファイルグループに対してビルドファ

イル操作を選択したとき実行されるすべての現在のフェーズを表示します。図 3.9では“C 
source file” ファイルグループが選ばれており、 “Compiler” フェーズと “MyPhase” フェーズ
が関連付けされています。 

 
[ビルド順序]タブのリストに新しいエントリを追加すると、自動的に[ファイルのビルド順

序]タブの[フェーズ順序]リストに新しいエントリが追加されます。例えば、“C source file”を入
力とするフェーズを追加します。このフェーズは“ファイルのビルド”操作を“C source file”に適
用する時に実行されるフェーズのリストに自動的に追加されます。[ビルド->コンパイル…]を
選んだときに実行したくないフェーズがある場合、[フェーズ順序]リストのフェーズ名の左に
あるチェックボックスのチェックを外してください。 
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3.4 カスタムビルドフェーズのオプション設定 
カスタムフェーズを定義後、フェーズ実行時に使用するコマンドラインオプションを指定

します。定義されたフェーズにはそれぞれ [オプション]メニューにオプション設定用のメ
ニューがあります。指定するフェーズのオプションを選んでください。起動するダイアログ
ボックスは、選んだカスタムフェーズがシングルフェーズかマルチプルフェーズかによって異
なります（図 3.3b [単一フェーズ]/[複数フェーズ]ラジオボタン指定）。 

 
 

 
図 3.10: カスタムフェーズのオプションダイアログボックス（複数フェーズ） 

 
 
図 3.10にカスタムフェーズオプションダイアログボックスを示します。左側にはプロジェ

クトとファイルのリストがあります。Windows® Explorerと同様の方法で、オプションを変更
するプロジェクトとファイルを複数、一回以上選ぶことができます。右側には 3つのオプショ
ンタブがあります。選んだファイルに適用するオプションをここで設定してください。 
また、ダイアログボックス左上のコンフィグレーションリストで、どのコンフィグレーショ

ンの情報を表示するか選択できます。各コンフィグレーションは[Multiple configurations…]と
いう名のエントリと一緒に並べられています。[Multiple configurations…]を選択すると、ダイ
アログボックスが表示され、複数のコンフィグレーションを選択できます。 
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3.4.1 オプションタブ 
[Options] タブ（図 3.11）ではフェーズに渡されるコマンドラインオプションを定義できま

す。 [コマンド] フィールドではフェーズを定義したときに入力したコマンドを表示します 
（図 3.3d）。 [オプション] フィールドにはコマンドに渡すコマンドライン引数を入力してく
ださい。プレースホルダを挿入する場合は、対応するプレースホルダを [プレースホルダ] ド
ロップダウンリストボックスから選び、 [挿入] ボタンをクリックしてください。プレースホ
ルダの詳細については、付録 C, 「プレースホルダ」を参照してください。 

 
 

 
図 3.11: カスタムフェーズのオプション オプション タブ 
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3.4.2 Output Files タブ 
 “Output Files” タブ（図 3.12）ではフェーズで作成される出力ファイルを指定します。HEW

では、ファイルがこのフェーズを通過する前に、出力ファイルの日付が入力ファイルの日付よ
り古いことをチェックしています。出力ファイル作成後入力ファイルが変更された場合、入力
ファイルに対してこのフェーズが実行されます。出力ファイルが最新の場合、入力ファイルに
対してこのフェーズは実行されません。 

 
注意  出力ファイルを指定しない場合フェーズは常に実行されます。 
 
 

 
図 3.12: カスタムフェーズのオプション Output Files タブ 

 
 出力ファイルを追加するには 

1. [追加…]をクリックしてください。[Add Output File] ダイアログボックスが表示され
ます（図 3.13）。 

2. ファイル名を入力するか、[参照…]ボタンで選んでください。 
3. [OK]ボタンをクリックすると、リストに出力ファイルを追加します。 

 

 
図 3.13: Add Output File ダイアログボックス 
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 出力ファイルを変更するには 
1. 変更する出力ファイルを選んでください。 
2. [変更…]をクリックすると [Modify Output File] ダイアログボックスが表示されます

（タイトル以外は図 3.13と同様）。 
3. フィールドを変更して [OK]ボタンをクリックしてください。変更した項目がリスト

に追加されます。 
 

 出力ファイルを削除するには 
1. 削除する出力ファイルを選んでください。 
2. [削除] ボタンをクリックしてください。 
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3.4.3 Dependent Files タブ 
 “Dependent Files” タブ（図 3.14）ではフェーズに必要な依存ファイルを指定します。HEW

では、各ファイルがこのフェーズを通過する前に、依存ファイルの日付が入力ファイルの日付
より新しいか否かをチェックしています。チェック後、依存ファイルの日付が新しい場合（つ
まり、入力ファイル作成後に依存ファイルが変更された場合）このフェーズでファイルが実行
されます。依存ファイルの日付が入力ファイルの日付より古い場合、このフェーズは実行され
ません。 

 
 

 
図 3.14: カスタムフェーズのオプション Dependent Files タブ 

 
 

 依存ファイルを追加するには 
1. [追加…]ボタンをクリックしてください。 [Add Dependent File]ダイアログボックスが

表示されます（図 3.15）。 
2. ファイル名を入力するか、 [参照…]ボタンで選んでください。 
3. [OK]ボタンをクリックすると、リストに出力ファイルを追加します。 

 

 
図 3.15: Add Dependent File ダイアログボックス  
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 依存ファイルを変更するには 
1. 変更する依存ファイルを選んでください。 
2. [変更…]をクリックすると [Modify Dependent File] ダイアログボックスが表示されま

す（タイトル以外は図 3.15と同じ）。 
3. フィールドを変更して [OK]ボタンをクリックすると変更した項目がリストに追加さ

れます。 
 

 依存ファイルを削除するには 
1. 削除するファイルを選んでください。 
2. [削除]ボタンをクリックしてください。 
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3.5 ファイルのマッピング 
デフォルトでは、フェーズに入力されるファイルはプロジェクトから取得したのものだけ

です。つまり、[新規ビルドフェーズ]ダイアログボックス（図 3.3b）の[入力ファイルの選択] 
ドロップダウンリストに指定した種類のプロジェクトファイルだけです。もし前のフェーズか
ら出力されたファイル（中間ファイル）をフェーズで使いたい場合は、[ビルドフェーズ] ダ
イアログボックス （図 3.16）の[ファイルマッピング] タブで定義してください。 

 

 
図 3.16: ビルドフェーズ ダイアログボックス ファイルマッピング タブ 

 
 
ファイルマッピングでは、あるフェーズ（出力元フェーズという）で作成したある種類の

出力ファイル（中間ファイル）を、他のフェーズ（出力先フェーズという）に渡すように指定
します。プロジェクトファイルに加えて中間ファイルも渡されます。 
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 ファイルのマッピングを追加するには 
1. [追加…]ボタンをクリックしてください。 [ファイルマッピングの設定] ダイアログ

ボックスが表示されます（図 3.17）。 
2. [ファイルグループ]ドロップダウンリストボックスから、フェーズ間で渡したいファ

イルグループを選んでください。 
3. [フェーズ元]ドロップダウンリストボックスから出力元フェーズ（ファイルを作成す

るフェーズ）を選んでください。 
4. [フェーズ先]ドロップダウンリストボックスから出力先フェーズ（ファイルを渡す先

のフェーズ）を選んでください。 
5. [OK]ボタンをクリックすると新しいマッピングが追加されます。 

 
 

 
図 3.17: ファイルマッピングの設定 ダイアログボックス 

 
 

 ファイルマッピングを変更するには 
1. 変更するマッピングを選んでください。 
2. [変更…] ボタンをクリックしてください。 [ファイルマッピングの設定] ダイアログ

ボックスが表示されます（図 3.17）。 
3. 必要に応じてオプションを変更してください。 
4. [OK]ボタンをクリックすると変更が有効になります。 
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3.6 ビルドを管理する 
デフォルトでは、HEWはビルドのすべてのフェーズを実行し、途中で致命的なエラーが起

こったときだけ中止します。これは [オプション] ダイアログボックスの [ビルド]タブ（図 
3.18）で変更することができます。 

 
 

 
図 3.18: オプションダイアログボックス ビルド タブ 

 
 
[ツール->オプション...] を選んでダイアログボックスを表示してください。ある一定の回数

を超えるエラーが起きた後にビルドを中止したいとき、[エラーの数が超えたときにビルド中
止]チェックボックスをチェックして右のフィールドにエラー数を入力してください。ある一
定の数を超えるウォーニングが表示されたときにビルドを中止したいとき、 [ウォーニングの
数が超えたときにビルド中止] チェックボックスをチェックして右のフィールドにウォーニ
ング数を入力してください。 

 
注意  上記設定にかかわらず、致命的エラーが発生した場合、ビルドは停止します。 

 
[ビルド]タブでは、エラー数やウォーニング数の制限のほかに、コマンドライン、環境、初

期ディレクトリの表示の有無を設定することができます。表示するには、それぞれのチェック
ボックスをチェックしてください。 
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3.7 ビルドの出力のログを取る 
ファイルに各ビルドの結果を保存したいときには、[ツール-> カスタマイズ...] を選んで[カ

スタマイズ]ダイアログボックスを表示して [ログ] タブを選んでください （図 3.19）。 [ロ
グファイル生成] チェックボックスをチェックして、[ディレクトリ] フィールドにログファイ
ルのフルパスを入力するか、[参照…]ボタンをクリックしてパスを選択してください。 

 
 

 
図 3.19: カスタマイズダイアログボックス ログ タブ 
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3.8 ツールチェインのバージョンを変更する 
同じツールチェインの２つ以上のバージョンが HEWに登録されているとき図 3.20に示す

[ツールチェインのバージョンの変更]ダイアログボックスでバージョンを選択できます。この
ダイアログボックスを表示されるには[ツール->ツールチェインバージョンを変更…]を選択し
てください。このダイアログボックスの[使用可能なバージョン]ドロップダウンリストから
バージョンを選択し、[OK]ボタンをクリックしてください。 

 
 

 
図 3.20: ツールチェインのバージョンの変更 ダイアログボックス 

 
ツールチェインを構成するツールの情報を表示するには[ツールチェインのバージョンの変

更]ダイアログボックスの[ビルドフェーズノツールチェイン]リストからツールを一つ選択し、
[情報]ボタンをクリックしてください。ツール情報ダイアログボックス（図 3.21）にそのツー
ルの情報が表示されます。このダイアログボックスを閉じるには[Close]ボタンをクリックして
ください。 

 
 

 
図 3.21: ツール情報 ダイアログボックス 
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3.9 外部デバッガを使う 
HEWは外部デバッガツールを起動することができます。もし他のデバッガを使いたい場合

は、[ツール]メニューに加えなければいけません。詳細は、6章「環境のカスタマイズ」を参
照してください。 

 
[カスタマイズ] ダイアログボックス（図 3.22）の [デバッガ] タブにルネサスデバッギン

グインタフェース(HEW2)に関連する情報を設定します。一部のターゲットが現在新しい環境
でサポートされていない場合は、古いバージョンのデバッガを使用することができます。[ツー
ル-> カスタマイズ…]を選んでダイアログボックスを表示させ、[デバッガ]タブを選んでくだ
さい。 

 
 

 
図 3.22: カスタマイズ ダイアログボックス デバッガ タブ 

 
 
外部デバッガを使用する場合は、[外部デバッガ]をチェックしてください。そして以下の項

目を設定してください。1つは HEW2の実行ファイルの場所です。HEW2はバージョン 4.0以
降のものを指定してください。そうでない場合、動作を保証できません。2つめはセッション
ファイルの情報です。HEW2に切り替わったとき、どのセッションをロードするかを HEW2
に伝えます。もう 1つはダウンロードモジュールの場所です。これはビルド後にダウンロード
モジュールが変更された場合 HEWが自動的に HEW2に切り替わるために必要です。 

 
指定したセッションファイルで HEW2を起動するには、次に示す[外部デバッガの実行]ツー

ルバーボタンをクリックしてください。 
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ビルド後、ダウンロードモジュールが更新された場合、HEWから HEW2に戻り、すぐデバッ
グできるようになります。HEW2を使用しているときにソースウィンドウのどれかをダブルク
リックすると、HEWに戻りダブルクリックした行のソースファイルを開いた状態になります。 
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3.10 メイクファイルの生成 
HEWでは、メイクファイルを生成することができます。メイクファイルを使用すると、完

全にHEWをインストールしていなくても、現在のプロジェクトをビルドすることができます。
HEWをインストールしていない相手にプロジェクトを送ったり、メイクファイルを含むビル
ド全体をバージョン管理したりする場合に便利です。 

 
 メイクファイルを生成するには 

1. メイクファイルを生成するプロジェクトが現在のプロジェクトであることを確認し
てください。 

2. プロジェクトをビルドするビルドコンフィグレーションが現在のコンフィグレー
ションであることを確認してください。 

3. [ビルド>Makeファイルの生成] を選んでください。 
4. このメニューを選ぶと、ダイアログボックスが表示され、ワークスペースのどの部分

をメイクファイルに追加するか尋ねます（図3.23参照）。 
5. [Makeファイル生成前にスキャンを行う]ボックスをチェックするか、チェックを外し

てください。プロジェクトファイルの依存性が最新のものであることが分かっている
場合、特に、ワークスペースに複数のプロジェクトがある場合は、チェックの切り替
えが早く、より効率的です。依存性によって切り替わる場合、メイクファイルを含む
すべてのプロジェクトがスキャンされます。 

6. 手持ちのメイクファイルに対応するラジオボタンを選択し、[OK]ボタンをクリックし
てください。 

 

 
図 3.23: Makeファイルの生成 ダイアログボックス 

 

HEWは現在のワークスペースディレクトリ内に“make”サブディレクトリを作り、その中に
メイクファイルを生成します。メイクファイルの名前は、現在のプロジェクトやコンフィグ
レーションに拡張子.makを付けたものです(例：project  debug.mak)。HEWにより生成された
メイクファイルは、HEWをインストールしたディレクトリにある実行ファイル HMAKE.EXE
で実行できます。ただし、ユーザが変更したメイクファイルは実行できません。 

 
 メイクファイルを実行するには 

1. コマンドウィンドウを開き、メイクファイルが生成された“make”ディレクトリに移行
してください。 

2. HMAKEを実行してください。コマンドラインはHMAKE.EXE <メイクファイル名>で
す。 
 

注意 生成したメイクファイルが移動可能か否かは、プロジェクト自体が移動可能か否かに
依存します。たとえば、出力ディレクトリやインクルードファイルディレクトリへの
フルパスを含むコンパイラオプションがあると、異なるインストール環境下の別の
ユーザがビルドした場合、失敗する可能性が高いでしょう。一般的に、できるだけプ
レースホルダを使用して、フルパス、または特定のパスの使用はなるべく避けてくだ
さい。 
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4 エディタの使用 

 
この章では HEWが提供するエディタの使い方を説明します。 
 

4.1 エディタウィンドウ 
エディタウィンドウには、表示中や編集中のファイルウィンドウが含まれます（図 4.1）。 
 
常に 1つのウィンドウだけがアクティブです。それをアクティブウィンドウ（または現在

のウィンドウ）と呼びます。アクティブウィンドウのタイトルバーは他のウィンドウとは色が
異なります。（図 4.1では“dbsct.c”がアクティブウィンドウです。）文字入力やテキスト貼り
つけなどのテキスト操作はアクティブウィンドウでのみ行うことができます。 

 
アクティブウィンドウから他のソースファイルウィンドウへ切り替えるには（他のウィン

ドウをアクティブウィンドウにする場合）、以下の方法があります。 
(a) そのウィンドウが表示されていればそれをクリックする。 
(b) CTRL+TABキーを押下して順次ウィンドウをアクティブにする。 
(c) [ウィンドウ]メニューからウィンドウ名を選ぶ。 
(d) エディタウィンドウの下の該当するタブを選ぶ。 
 
ファイルが変更されている場合、ファイル名のタイトルバーにアスタリスク（＊）が追加

されます。アスタリスクはファイルを保存するまで表示されます。現在のウィンドウですべて
の変更が戻された(Undo)場合には、アスタリスクは削除されます。 

 

 
図 4.1: エディタウィンドウ 
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4.2 複数のファイルを使う 
プロジェクトのファイルを操作するときにはエディタウィンドウを使います。エディタに

よって、一度に複数のファイルを開いたり、ファイル間の切り替えをしたり、異なる構成に並
べ替えたり、任意の順序に編集できます。ウィンドウ上での操作はWindows®のアプリケー
ションの一般的な機能であり、[ウィンドウ]メニューから選ぶことができます。 

 
[ウィンドウ->重ねて表示] 

 開いているすべてのウィンドウの左上が見えるように重ねて並べます。 
 

[ウィンドウ->上下に並べて表示] 
 開いているすべてのウィンドウが互いに重ならずにエディタウィンドウの全体

を占めるように並べます（水平方向）。 
 

[ウィンドウ->左右に並べて表示] 
 開いているすべてのウィンドウが互いに重ならずにエディタウィンドウの全体

を占めるように並べます（垂直方向）。 
 

[ウィンドウ->アイコンの整列] 
 すべての最小化したウィンドウをエディタウィンドウの下に並べます。 
 

[ウィンドウ->すべて閉じる] 
 開いているエディタウィンドウをすべて閉じます。 
 

また、エディタのファイルはノートブック形式で表示することができます。つまり、各ファ
イルにタブが付いていてファイル間の行き来を容易にできます。 

 
ファイルをノートブック形式で表示するには 

1. [ツール->オプション…]を選んでください。 [オプション] ダイアログボックス
が表示されるので [エディタ] タブを選んでください。 

2. [ブック形式でファイルを表示] チェックボックスをチェックしてください。 
3. [OK]ボタン をクリックしてください。 
 



4 エディタの使用 

75 

4.2.1 エディタツールバー 
エディタツールバーには、エディタ、検索、ブックマーク、テンプレートの４つの関連す

るツールバーがあります。これにより、頻繁に使うエディタの機能を簡単に選ぶことができま
す。以下に各ボタンの機能を説明します。 

 

4.2.2 エディタツールバーボタン 
 

 新規ファイル 

 クリックすると、新規のソースファイルウィンドウをデフォルト名で作成しま
す。ファイルを保存するときにファイルの名前を変えることができます。 

 

 ファイルを開く 

 クリックすると、ファイルを開きます。標準のファイル選択用ダイアログボッ
クスが表示されます。開きたいファイルを選び“開く”をクリックします。 

 

 ファイルの保存 

 クリックすると、アクティブウィンドウのソースファイルを保存します。 
 

 すべてのファイルの保存 

 クリックすると、開いているすべてのファイルを保存します。 
 

 ファイルの印刷 

 クリックすると、現在のアクティブウィンドウの内容を印刷します。 
 

 カット 

 クリックすると、選択されたテキストを削除してWindows® のクリップボード
にコピーします。（貼りつけ操作をすると、再びファイルに貼りつけることが
できます。） 

 

 コピー 

 クリックすると、選択されたテキストを Windows® のクリップボードにコ
ピーします。 

 

 貼りつけ 
 クリックすると、アクティブウィンドウのカーソル位置にクリップボードの内

容をコピーします。 
 

 検索 
 クリックすると、現在のファイルを指定された文字列で検索します。[検索]ダ

イアログボックスが表示されるので、検索パラメータを指定してください。 
 

  ファイル間検索 

 クリックすると、複数のファイルを指定された文字列で検索します。検索結果
はすべてアウトプットウィンドウの“Find in Files”タブに表示します。詳細は、
この章の後半の「複数のファイル間でのテキスト検索」を参照してください。 
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 かっこの組み合わせ 
 かっこ{ }, [ ] , ( )内のテキストをハイライト表示します。これは、開きかっこ（{）

で始まり閉じかっこ（}）で終わるC/C++言語のコードの構造を知りたいときに
便利です。始まりのかっこを選択するか、始まりのかっこの前にカーソルを置
いて、このボタンをクリックしてください。かっこの組み合わせの詳細につい
ては、この章の後半の「かっこの組み合わせ」を参照してください。 

 

 テンプレートの挿入 

 クリックすると、あらかじめ決められたテンプレートを現在のカーソル位置に
挿入します。[テンプレートの挿入]ダイアログボックスが表示されます。テン
プレート名を選び、[OK]ボタンをクリックしてください。テンプレートの挿入
の詳細については、この章の後半の「テンプレート」を参照してください。 

 

 ブックマークの設定と解除 
 HEWはブックマーク機能を提供します。ブックマークを設定するには、行を選

び、このボタンをクリックしてください（エディタウィンドウの左余白に緑色
のマークが付きます）。ブックマークを解除するには、行を選び、このボタン
をクリックしてください（エディタウィンドウの左余白のマークが消えます）。
ブックマークの詳細については、この章の後半の「ブックマーク」を参照して
ください。 

 

4.2.3 検索ツールバーボタン 
 

  ファイル間検索 

 複数のファイルにおいて文字列を検索します。[Output] ウィンドウの[Find in 
Files] タブに、検索結果を表示します。詳細は、この章の後半の「検索とファ
イル内の移動」を参照してください。 

 

 検索 
 クリックすると、現在のファイルを指定された文字列で検索します。[検索]ダ

イアログボックスが表示されるので、検索パラメータを指定してください。 
 

 次を検索 

 現在の検索文字列の次の出現を検索します。 
 

 前を検索 
 現在の検索文字列の直前の出現を検索します。 
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4.2.4 ブックマークツールバーボタン 
 

 ブックマークの設定と解除 

 現在の行にブックマークを設定します。または、現在の行のブックマークを解
除します。 

 

 次のブックマーク 

 現在の行から現在のファイルの次のブックマークに飛びます。 
 

 前のブックマーク 

 現在の行から現在のファイルの前のブックマークに飛びます。 
 

 全ブックマーク解除 

 現在のファイルのすべてのブックマークを解除します。 
 

4.2.5 テンプレートツールバーボタン 
 

 テンプレートの定義 

 挿入するテンプレートテキストを定義します。 
 

 テンプレートの挿入 

 ドロップダウンリストで選んだテンプレートを、現在のカーソル位置に挿入し
ます。 
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4.3 標準のファイル操作 
 

4.3.1 新規ファイルの作成 
 

新しいエディタウィンドウを作成するには 
 [ファイル->新規作成] を選択するか、“新規ファイル”ツールバーボタン ( ) 

をクリックするか、”CTRL+N”キーを押下してください。 
 
新しいウィンドウにはデフォルトで名前がつきます。ファイルを保存するときに名前

を変更できます。 
 

4.3.2 ファイルの保存 
 

エディタウィンドウの内容を保存するには 
1. 内容を保存するウィンドウがアクティブであることを確認してください。 
2. [ファイル->上書き保存] を選択するか、[ファイルの保存]ツールバーボタン 

( ) をクリックするか、”CTRL+S”キーを押下してください。 
3. ファイルを新規に保存する場合、名前を付けて保存するダイアログボックスが

表示されます。ファイル名とディレクトリを指定して、[保存]をクリックして
ください。 

4. すでに保存したことのあるファイルの場合は、ダイアログボックスを表示せず
にファイルが更新されます。 

 
エディタウィンドウの内容を新しい名前で保存するには 

1. 内容を保存するウィンドウがアクティブであることを確認してください。 
2. [ファイル->名前を付けて保存...]を選んでください。 
3. 名前を付けて保存するダイアログボックスが表示されます。ファイル名とディ

レクトリを指定して[保存]をクリックしてください。 
 

4.3.3 全ファイルの保存 
 

すべての開いているエディタウィンドウの内容を保存するには 
1. [ファイル->すべて保存] を選ぶか、[すべて保存]ツールバーボタン ( )をク

リックしてください。 
2. 新規にファイルを保存する場合、名前を付けて保存するためのダイアログボッ

クスが表示されます。ファイル名とディレクトリを指定してください。 
3. すでに保存したことのあるファイルの場合は、ダイアログボックスを表示せず

にファイルが更新されます。 
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4.3.4 ファイルを開く 
 

ファイルを開くには 
1. [ファイル->開く...] を選ぶか、[ファイルを開く]ツールバーボタン ( ) をク

リックするか、 “CTRL+O”キーを押下してください。 
2. ファイルを開くダイアログボックスが表示されます。右のディレクトリブラウ

ザを使って、開きたいファイルのあるディレクトリに移動してください。[ファ
イルの種類]コンボボックスでファイルの種類を選んでください。 (“All Files” 
(*.*)を指定すると、そのディレクトリのすべてのファイルが表示されます。) 

3. ファイルを選んで[開く]をクリックしてください。 
 

開いた最新のファイル 5つは[File]メニューの[最近使ったファイル]サブメニューに追加さ
れます。この機能は最近開いたファイルを再び開きたいときに便利です。 

 
最近利用したファイルを開くには 

 [ファイル->最近使ったファイル] メニューオプションを選択してこのサブメ
ニューから開きたいファイルを選択してください。または、ワークスペースウィ
ンドウの[Projects]タブで開きたいファイルをダブルクリックするか、ファイル
を選び、右マウスボタンをクリックしてポップアップメニューから[開く <ファ
イル名>]オプションを選んでください。 

 

4.3.5 ファイルを閉じる 
 
個別にファイルを閉じるには、以下のいずれかの方法で閉じます。 
 

• エディタウィンドウのシステムメニュー（[最大化]表示されていないときの各ウィ
ンドウの左上）をダブルクリックする。 

• エディタウィンドウのシステムメニュー（[最大化]表示されていないときの各ウィ
ンドウの左上）をクリックして[閉じる]メニューオプションを選ぶ。 

• アクティブウィンドウであることを確認後”CTRL+F4”キーを押下する。 
• アクティブウィンドウであることを確認後[ファイル->閉じる]を選ぶ。 
• “閉じる”ボタン（[最大化]表示されていないときの各ウィンドウの右上）をクリッ
クする。 

 
すべてのウィンドウを閉じるには 

 [ウィンドウ->すべて閉じる]を選んでください。 
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4.4 ファイルを編集する 
HEWエディタは標準的な編集機能をサポートします。通常の方法（メニュー、ツールバー、

キーボードのショートカット）で編集できるほか、各エディタウィンドウにあるポップアップ
メニュー（またはローカルメニューという）でも編集することができます。ポップアップメ
ニューを表示するには、開いたウィンドウにポインタを置き、マウスの右ボタンをクリックし
てください。表 4.1に編集の基本操作を示します。 

 

表 4.1: 編集の基本操作 
名称 機能 操作 

切り取り ハイライト表示されたテキストを削除
しWindows®クリップボードに貼りつ
ける 

“カット”ツールバーボタンをクリック 

[編集->切り取り]を選択 

[切り取り] -ローカルメニューを選択 

CTRL+Xキーを押下 

コピー ハイライト表示されたテキストをコ
ピーしWindows®クリップボードに貼
りつける 

“コピー ”ツールバーボタンをクリック 

[編集->コピー] を選択 

[コピー] -ローカルメニューを選択 

CTRL+Cキーを押下 

貼り付け Windows®クリップボードの内容をコ
ピーしてアクティブウィンドウのカー
ソル位置に貼りつける 

“貼り付け”ツールバーボタンをクリッ
ク 

[編集->貼り付け]を選択 

[貼り付け] - ローカルメニューを選択 

CTRL+Vキーを押下 

削除 ハイライト表示されたテキストを削除
する（Windows®クリップボードに貼
りつけない） 

[編集->削除] を選択 

Delete キーを押下 

すべて選択 アクティブウィンドウの内容すべてを
選択（ハイライト表示）する 

[編集->すべて選択] を選択 

CTRL+Aキーを押下 

元に戻す 最新の編集操作を取り消す [編集->元に戻す] を選択 

CTRL+Zキーを押下 

やり直し 最新の取り消した編集操作をやり直す [編集->やり直し] を選択 

CTRL+Yキーを押下 
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4.5 検索とファイル内の移動 
HEWには、検索、置換、ファイル間の操作の機能があります。次の 3節にそれらの機能の

使い方を示します。 
 

4.5.1 テキストの検索 
 

現在のファイルのテキストを検索するには 
1. 内容を検索するウィンドウがアクティブウィンドウであることを確認してくだ

さい。 
2. 検索開始位置にカーソルを置いてください。 
3. [編集->検索...]を選ぶか、”CTRL+F”キーを押下するか、エディタウィンドウの

ローカルメニューから [検索...]を選ぶか、[検索]ツールバーボタン( )をクリッ
クしてください。[検索]ダイアログボックスが表示されます （図4.2）。 

 

 
図 4.2: 検索 ダイアログボックス 

 
4. [検索文字列]フィールドに検索するテキストを入力するか、ドロップダウンリ

ストボックスから以前検索した文字列を選んでください。ファイルウィンドウ
でテキストを選んでから[Find]ダイアログボックスを開くと、選んだテキストが
自動的に[検索文字列]フィールドに入ります。 

5. 単語単位で文字列を探す場合は、[単語単位で探す]チェックボックスをチェッ
クしてください。このオプションを選択しない場合は、一部でも一致する文字
列が検索されます。 

6. 大文字と小文字を識別したいときは[大文字、小文字を区別する]チェックボッ
クスをチェックしてください。 

7. 正規表現を使ってテキストを検索する場合[正規表現]チェックボックスを
チェックしてください。詳細は付録B, 「正規表現」を参照してください。 

8. [検索する方向]ラジオボタンにより、検索する方向を指定できます。[下へ]を選
ぶと、カーソル位置からファイルの下の方向に検索します。[上へ]を選ぶと、
カーソル位置から上の方向に検索します。 

9. [次を検索]ボタンをクリックすると検索を始めます。検索を終了するには[キャ
ンセル]をクリックしてください。 

 
また、複数のファイル間での検索もできます。 
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4.5.2 複数のファイル間でのテキスト検索 
 

複数のファイルでテキストを検索するには 
1. [編集->ファイル内から検索...]を選ぶか、エディタウィンドウのローカルメ

ニューから[ファイル内から検索...]を選ぶか、[ファイルの中から検索]ツール
バーボタン ( )をクリックしてください。[ファイルから検索]ダイアログボッ
クスが表示されます（図4.3）。 

 
 

 
図 4.3: ファイルから検索 ダイアログボックス 

 
2. [検索文字列]フィールドに検索したいテキストを入力するか、ドロップダウン

リストボックスから以前検索した文字列を選んでください。ファイルウィンド
ウでテキストを選んでから[ファイルから検索]ダイアログボックスを開くと、
そのテキストが自動的に[検索文字列]フィールドに入ります。 

3. [ファイルの種類]フィールドに、検索するファイルの拡張子を指定してくださ
い。複数の拡張子を指定するときは、コンマで区切ってください（例：*.c, *.h）。 

4. [ディレクトリ]フィールドに検索するファイルのディレクトリを指定してくだ
さい。または、[参照... ]ボタンをクリックして画面上で検索するファイルを指
定してください。 

5. 指定したディレクトリとその下のディレクトリすべてを検索したいときは、[サ
ブフォルダも探す]チェックボックスをチェックしてください。[ディレクトリ]
フィールドで指定したディレクトリだけを検索したいときは、[サブフォルダも
探す]チェックボックスがチェックされていないことを確認してください。 

6. 大文字と小文字を識別したいときは[大文字、小文字を区別する]チェックボッ
クスをチェックしてください。 

7. 正規表現を使ってテキストを検索したいときは、[正規表現]チェックボックス
をチェックしてください。 詳細は付録 B,「正規表現」を参照してください。 

8. [検索]ボタンをクリックすると検索を始めます。 検索結果はアウトプットウィ
ンドウの[Find in Files]タブに表示されます。アウトプットウィンドウの文字列
をダブルクリックすると、ファイルの当該文字列にジャンプします。 
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4.5.3 テキストを置換する 
テキストの置換は前節で説明したテキストの検索に似ています。異なる点は、テキスト検

索後、他のテキストに置き換えるところです。 
 

ファイルのテキストを置換するには 
1. 内容を置換するウィンドウがアクティブであることを確認してください。 
2. 検索を始める位置にカーソルを置いてください。 
3. [編集->置換...]を選ぶか、”CTRL+H”キーを押下するか、エディタウィンドウの

ローカルメニューから[置換...]を選んでください。[置換]ダイアログボックスが
表示されます（図4.4）。 

4. [置換文字列]フィールドに置換前のテキストを入力してください。または、ド
ロップダウンリストボックスから以前に検索した文字列を選んでください。
ファイルウィンドウでテキストを選んでから[置換]ダイアログボックスを開く
と、選んだテキストが自動的に[置換文字列]フィールドに入ります。 

5. [置換後の文字列]フィールドに置換後のテキストを入力してください。または、
ドロップダウンリストボックスから以前に検索した文字列を選んでください。 

 
 

 
図 4.4: 置換 ダイアログボックス 

 
6. 単語単位で文字列を探す場合は、[単語単位で探す]チェックボックスをチェッ

クしてください。このオプションを選択しない場合は、一部でも一致する文字
列が検索されます。 

7. 大文字と小文字を識別したいときは[大文字、小文字を区別する]チェックボッ
クスをチェックしてください。 

8. 正規表現を使ってテキストを検索したいときは、[正規表現]チェックボックス
をチェックしてください。 詳細は付録 B, 「正規表現」を参照してください。 

9. [次を検索]をクリックすると、検索文字列、条件に合致したものの次を検索し
ます。置換したい場合は[置換]をクリックしてください。[すべてを置換]をク
リックすると、該当するすべての文字列を置換します。[キャンセル]をクリッ
クすると、置換動作を停止します。 
なお、[置換]で[選択範囲のみ]を選択している場合はテキストの選択範囲が置換
対象となり、[ファイル全体]を選択している場合はファイル全体が置換対象と
なります。[すべての開いているファイル]を選択している場合は、エディタで
現在開いているファイルがすべて置換対象となります。 
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4.5.4 指定した行にジャンプする 
 

ファイルの指定した行にジャンプするには 
1. ファイルがアクティブであることを確認してください。 
2. [編集->ジャンプ...]を選ぶか、”CTRL+G”キーを押下するか、エディタウィンド

ウのローカルメニューから[ジャンプ...]を選んでください。[ジャンプ]ダイアロ
グボックスが表示されます（図4.5）。 

3. ダイアログボックスに指定する行番号を入力して、[OK]ボタンをクリックして
ください。 

4. カーソルが指定した行の先頭に移ります。 
 

 
図 4.5: ジャンプダイアログボックス 

 

4.6 ブックマーク 
一度に多くの大容量のファイルを扱うとき、必要な行や領域を見つけるのが難しくなりま

す。ブックマークをあらかじめ特定の行に設定しておくと、後でその行にジャンプできます。
例えば、行数の多い C言語ファイルの各関数の定義位置にブックマークを設定すると便利で
す。ブックマークは、解除するまでか、設定したファイルを閉じるまで有効です。 

 
ブックマークを設定するには 

1. カーソルを設定する行に置いてください。 
2. [編集->ブックマーク->ブックマークの挿入/削除]を選ぶか、”CTRL+F2”キーを

押下するか、ローカルメニューから[ブックマーク->ブックマークの挿入/削除] 
を選ぶか、[ブックマークの挿入/削除]ツールバーボタン ( )をクリックしてく
ださい。 

3. ブックマークが設定されると、その行の左余白に緑のマークが表示されます。 
 
ブックマークを解除するには 

1. カーソルを解除する行に置いてください。 
2. [編集->ブックマーク->ブックマークの挿入/削除] を選ぶか、”CTRL+F2”キーを

押下するか、ローカルメニューから[ブックマーク->ブックマークの挿入/削除] 
を選ぶか、[ブックマークの挿入/削除]ツールバーボタン( ) をクリックしてく
ださい。 

3. 解除されると左余白部分は通常のテキスト表示に戻ります。 
 
次のブックマークにジャンプするには 

1. カーソルが検索するファイルの中にあることを確認してください。 
2. [編集->ブックマーク->次のブックマーク]を選ぶか、”F2”キーを押下するか、

ローカルメニューから [ブックマーク->次のブックマーク] を選ぶか、または
[次のブックマークへ]ツールバーボタン( ) をクリックしてください。 
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同じファイルの一つ前のブックマークに戻るには 
1. カーソルが検索するファイルの中にあることを確認してください。 
2. [編集->ブックマーク->前のブックマーク]を選ぶか、”SHIFT+F2” キーを押下す

るか、ローカルメニューから [ブックマーク->前のブックマーク] を選ぶか、[前
のブックマークへ]ツールバーボタン( ) をクリックしてください。 

 
ファイル内のすべてのブックマークを解除するには 

1. すべてのブックマークを解除するファイルのウィンドウをアクティブにしてく
ださい。 

2. [編集->ブックマーク->すべてのブックマークの削除]を選ぶか、ローカルメ
ニューから [ブックマーク->すべてのブックマークの削除] を選ぶか、[すべて
のブックマークの削除]ツールバーボタン( ) をクリックしてください。 

 

4.7 ファイルを印刷する 
 

ファイルを印刷するには 
1. 印刷するファイルのウィンドウをアクティブにしてください。 
2. [ファイル->印刷...]を選ぶか、[印刷]ツールバーボタン ( ) をクリックする

か、”CTRL+P”キーを押下してください。 
 
 

4.8 テキストのレイアウト 
この章では、エディタウィンドウの中でテキストのレイアウトを設定する方法を説明しま

す。 
 

4.8.1 ページ設定 
HEWエディタからファイルを印刷するとき、印刷ダイアログボックスの設定により、印刷

方法が変わります（例えば、片面印刷、両面印刷など）。また、[ページ設定]ダイアログボッ
クスでは、印刷するテキストの余白（上下左右）を指定できます。プリンタによっては、A4
サイズの端まで印刷できない場合があるので、この指定が必要です。また、用紙の左端にとじ
しろを残したい場合などにも便利です。 

 
ページの余白を設定するには 

1. [ファイル->ページレイアウトの設定...]を選んでください。[ページ設定]ダイア
ログボックスが表示されます（図4.6）。 

2. [余白]フィールドに必要な余白を入力してください （[インチ]または [ミリ
メートル]ラジオボタンを選んでください）。 

3. [OK]ボタンをクリックすると余白が設定されます。  
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図 4.6: ページ設定 ダイアログボックス 

ページのヘッダとフッタを設定するには 
1. [ファイル->ページレイアウトの設定...]を選んでください。[ページ設定]ダイア

ログボックスが表示されます（図4.6）。 
2. ヘッダおよびフッタの編集フィールドに表示するテキストを入力してくださ

い。ページ番号、テキスト配置、日付の各フィールドとともに通常のプレース
ホルダが利用できます。これらは、ページが印刷される前にすべて拡張されま
す。 

3. [OK]ボタンをクリックすると、新しい設定が有効になります。  
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4.8.2 タブを変更する 
 

タブの文字数を変更するには 
1. [ツール->オプション...]を選んでください。[Options]ダイアログボックスが表示

されます。[エディタ]タブを選びます（図4.7）。 
2. [タブ幅]フィールドに必要なタブの文字数を指定してください。 
3. [OK]ボタンをクリックするとタブの文字数が設定されます。 
 
 

 
図 4.7: オプション ダイアログボックス エディタ タブ 

 
“TAB”キーを押下すると、通常、タブ文字がファイルに入力されます。しかし、タブ文字の

かわりに空白文字列を入力したほうがよい場合があります。[オプション]ダイアログボックス
の[エディタ]タブで、タブ文字を空白文字列として指定できます。 

 
タブ文字の代わりに空白文字列を使用するには 

1. [ツール->オプション...]を選んでください。[オプション]ダイアログボックスが
表示されます。[エディタ] タブを選んでください（図4.7）。 

2. タブ文字の代わりに空白文字列を使用する場合は [空白をタブとして使用] 
チェックボックスをチェックしてください。 

3. [OK]ボタン をクリックすると設定内容が有効になります。  
 

4.8.3 自動インデント 
標準のエディタでリターンキーを押下すると、カーソルは次の行の左端に移ります。自動

インデントを設定すると、カーソルは、改行時、前行の最初の文字の下に移ります。したがっ
て、自分でタブや空白を入力することなく、C/C++言語またはアセンブリ言語のコードをより
速く見やすく入力できます。 
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図 4.8に２つの例を示します。 (i) は自動インデントの設定をしなかったときにリターン

キーを押した場合の例を示します。カーソルは次の行の左端に移ります。int z=20の行は、上
の２行とそろっていません。(ii)は自動インデントを設定してリターンキーを押下した場合の
例を示します。カーソルは前行の iの下に移ります。したがって、int z=20行を入力すると、
テキストは自動的に前の行と整列（つまり、自動インデント）します。 

 
 

int x=5; 
int y=10; 

void myfunction 
(void) { 

int z=20; 

i) Auto Indentation 
Disabled 

ii) Auto Indentation 
Enabled 

int x=5; 
int y=10; 

void myfunction 
(void) { 

int z=20; 

 
図 4.8: 自動インデント 

 
 

自動インデントを設定するには 
1. [ツール->オプション...]を選んでください。[オプション]ダイアログボックスが

表示されます。[エディタ]タブを選んでください（図4.7）。 
2. [自動インデント]チェックボックスをチェックしてください。 
3. [OK]ボタンをクリックすると、自動インデントが設定されます。 
 

4.9 ウィンドウを分割する 
HEWでは、テキストウィンドウを２つに分割できます。図 4.9に、テキストウィンドウの

右上にある“閉じる”ボタンのすぐ下にある スプリットバーボタンを示します。 
 

 
図 4.9: スプリットバー ボタン 

 
 

(i)自動インデントなし          (ii)自動インデントあり 
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ウィンドウを分割するには 
 スプリットバーボタンをダブルクリックしてウィンドウを二つに分割するか、

スプリットバーボタンを押したままマウスを下に移動して分割したい位置でマ
ウスボタンを離してください。 

 
スプリットバーの位置を調節するには 

 スプリットバーボタンを押したままマウスを下に移動して、分割したい位置で
マウスボタンを離してください。 

 
ウィンドウの分割を解除するには 

 スプリットバーボタンをダブルクリックするか、スプリットバーボタンをウィ
ンドウの一番上か一番下に移動してください。 
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4.10 テキストの表示の変更方法 
この節では、エディタウィンドウのテキスト表示の変更方法を説明します。 
 

4.10.1 エディタのフォントを変更する 
HEWではエディタのフォントを指定できます。ファイルの種類にかかわらず、エディタウィ

ンドウはすべて同じフォントを使用します。 
 

エディタのフォントを変えるには 
1. [ツール->表示形式...]を選んでください。[表示形式]ダイアログボックスが表示

されます。ツリーの中の[Source]アイコンを選んでください（図4.10）。 
2. [フォント]リストからフォントの種類を選んでください。 
3. [サイズ]リストからフォントの大きさを選んでください。 
4. [OK]ボタンをクリックするとフォントの種類と大きさが設定されます。 
 

 
図 4.10: 表示形式 ダイアログボックス フォント タブ 
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4.11 シンタックスを色づけする 
コードをより読みやすくするため、指定した文字列（キーワードなど）を異なる色で表示

できます。例えば、Cソースコードのコメントを緑色で、C言語の型（intなど）を青色で表
示できます。 

 
色づけの方法は、ファイルグループ単位で指定できます。例えば、Cソースファイル、テキ

ストファイル、マップファイル、自分のファイルでそれぞれ異なった色づけ方法を定義できま
す。 

 
既存の色を変えるには 

1.  [ツール->表示形式...]を選んでください。[表示形式]ダイアログボックスが表示
されます。 

2.  色の変更をしたいアイテムを、ツリーの中のアイコンの下から選んでください。
このアイテムはファイルタイプ（例：C言語のソースファイル）および適切な
キーワードグループ（例：識別子またはプリプロセッサ）となります。 

3.  [カラー]タブを選んでください。 
4. [前面]リストと[背景]リストの色を変更してください。[System]を選択するとコ

ントロールパネルで現在設定してある文字色と背景色になります。 
5.  [OK]ボタンをクリックすると新しい設定になります。 
 
新規のキーワードグループを作るには 

1. [ツール->表示形式...]を選んでください。[表示形式]ダイアログボックスが表示
されます。 

2. キーワードグループを追加したいファイルタイプをツリーから選んでくださ
い。 

3. ツリー下の[追加…]をクリックすると[Add Category]ダイアログボックスが表示
されます（図4.11）。[カテゴリ名]フィールドにキーワードグループを入力し、
[OK]ボタンを押下すると新しいキーワードグループが追加されます。 

 

 
図 4.11: Add Categoryダイアログボックス 

 
新規のキーワードを作るには 

1. [ツール->表示形式...]を選んでください。[表示形式]ダイアログボックスが表示
されます。 

2. シンタックスのハイライト表示を変更したいアイテムを、ツリーの中のアイコ
ンの下から選んでください。このアイテムはファイルタイプ（例：C言語のソー
スファイル）および適切なキーワードグループ（例：識別子またはプリプロセッ
サ）となります。 

3. [キーワード]タブを選んでください（図4.12）。 
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図 4.12: 表示形式ダイアログボックス キーワードタブ 

 
4. キーワードを追加するには[追加…]ボタンをクリックしてください。すると

[キーワード追加]ダイアログボックスが表示されます（図4.13）。[キーワード]
フィールドにキーワードを指定し[OK]ボタンを押してダイアログを閉じてく
ださい。キーワードを削除するにはキーワードを選択して[削除]ボタンをク
リックしてください。 

 

 
図 4.13: キーワード追加ダイアログボックス 

 
新規ファイルを作成すると、デフォルトではファイルの拡張子がないためシンタックスの

色付けは行いません。（エディタが自動的に新規ファイルに付ける名前には拡張子がありませ
ん）。新規ファイルにシンタックスの色付けをするには、上記の拡張子をもつ名前でファイル
を保存してください。 

 
シンタックスの色付けを有効／無効にするには 

1. [ツール->オプション...]を選んでください。[オプション]ダイアログボックスが
表示されます。[エディタ]タブを選んでください。（図4.7）。 

2. [シンタックスカラーリング]チェックボックスをチェックすると有効になり、
チェックしないと無効になります。設定後、[OK]ボタンをクリックしてくださ
い。 
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4.12 テンプレート 
ソフトウェア開発時、同じテキストを繰り返し入力する場合がよくあります。例えば、関

数定義、ループ、関数の機能のコメント欄などです。HEWでは、現在アクティブなエディタ
ウィンドウに、定型テキスト（テンプレート）を挿入できます。テンプレート設定後は定型テ
キストを、手作業で入力するかわりに、簡単に挿入できるようになります。 

 

4.12.1 テンプレートを設定する 
 

テンプレートを設定するには 
1. [編集->テンプレート->テンプレートの定義...]を選ぶか、ローカルメニューから 

[テンプレート->テンプレートの定義...]を選ぶか、”CTRL+T”キーを押下するか、
[Define Templates...]ツールバーボタン ( )を選んでください。図4.14 に示すダ
イアログボックスが表示されます。 

2. [追加]をクリックしてください。ダイアログボックスが表示され、選択したテ
ンプレート名を尋ねます。この場合、独自のテンプレート名を選択してくださ
い。そうしないと、複製したテンプレート名のメッセージが表示され、テンプ
レートは追加されません。 

3. 既存のテンプレートを変更したいときは、[テンプレート名]ドロップダウンメ
ニューから変更するテンプレートを選んでください。 

4. テンプレートテキストエリアにテキストを入力してください。他のエディタ
ウィンドウからテキストをコピーして”CTRL+V”キーを押下してこのダイアロ
グボックスに貼りつけることができます。 

5. テンプレートを設定するとき、次のキーワードを使うことができます。 
 

メニューエントリ プレースホルダテキスト 説明 

時間 $(TIME) テンプレートが挿入される時間 

日/月/年 $(DATE DMY) 現在の日/月/年 

月/日/年 $(DATE MDY) 現在の月/日/年 

年/月/日 $(DATE YMD) 現在の年/月/日 

テキストの年月日 $(DATE TEXT) 現在の年月日をテキスト表示 

行 $(LINE) テンプレートを挿入する最初の行の番号 

ユーザ $(USER) 現在のユーザ 

ファイル $(FULLFILE) ファイルの名称 

ファイル名 $(FILE) ファイルの名称、フルパス 

プロジェクト名 $(PROJNAME) 現在のプロジェクトの名称 

ワークスペース名 $(WORKSPNAME) ワークスペースの名称 

カーソル位置 $(^) 挿入カーソル：テンプレートを挿入した後
カーソルをこの位置に設定 
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6. ‘$(^)’ を入力すると、テンプレートが挿入された後のカーソルはこの位置にな

ります。‘$(^)’ を設定しないと、テンプレートが挿入された後のカーソルはテ
ンプレート最後の文字の後ろになります（通常の貼りつけ操作と同じ）。 

 

 
図 4.14: テンプレートの定義 ダイアログボックス 

 

4.12.2 テンプレートを削除する 
 

テンプレートを削除するには 
1. [編集->テンプレート->テンプレートの定義...]を選ぶか、ローカルメニューから 

[テンプレート->テンプレートの定義...]を選び、”CTRL+T”キーを押すか、[Define 
Templates...]ツールバーボタン(  )をクリックしてください。図4.14 に示すダ
イアログボックスが表示されます。 

2. [テンプレート名]ドロップダウンリストから削除したいテンプレート名を選
び、[削除]ボタンをクリックしてください。 

3. [OK]ボタンをクリックすると、テンプレートの変更が保存され、ダイアログ
ボックスは終了されます。 

 

4.12.3 テンプレートを挿入する 
 

テンプレートを挿入するには 
 ツールバーでテンプレートを選択し“テンプレートの挿入”ツールバーボタン

(  )をクリックするか、 [編集->テンプレート->テンプレートの挿入...]を選
ぶか、ローカルメニューから [テンプレート->テンプレートの挿入...]を選んで
ください。選んだテンプレートが現在のエディタウィンドウに追加されます。 
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4.12.4 かっこの組み合わせ 
複雑なソースコードは扱いにくいことがあります。特に、C言語のブロックが互いに深いネ

スト構造になっている場合や、if文で複雑な論理文が表現されている場合などです。HEWで
は、そのような場合のために、かっこの種類{ }, ( ) , [ ]ごとにかっこの間のテキストをハイラ
イト表示できます。 

 
かっこの組み合わせを見つけるには 

1. かっこの始めをハイライト表示するか、カーソルをかっこの前に置いてくださ
い。 

2. [括弧の呼応]ツールバーボタン (  )をクリックするか、 “CTRL+B”キーを押
下するか、 [編集->括弧の呼応]を選ぶか、 ローカルメニューから[括弧の呼応] 
を選んでください。 

 
ファイル全体の構造をチェックするために、カーソルをファイルの始めに置いて、かっこ

の組み合わせの操作を繰り返し行ってください。組み合わせがなくなるまで、かっこの組み合
わせごとに次々とハイライト表示されます。  
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4.13 Editorカラムの管理 
Editorのカラムは、デバッガの機能に応じて追加します。また、ユーザがカラムを表示、非

表示を選択することが可能です。 

 
図 4.15: Editorカラム 

すべてのソースファイルでカラムをオフにするには 
1. [Editor]ウィンドウを右クリックしてください。 
2. [表示カラムの設定...]メニュー項目をクリックしてください。 
3. [エディタ全体のカラム状態]ダイアログボックスが表示されます。 
4. [Check status]は、そのカラムが有効か無効かを示します。チェックされている場合は有
効です。チェックボックスがグレー表示の場合、一部のファイルではカラムが有効で、
別のファイルでは無効であることを意味します。 

5. [OK]ボタンをクリックして、新しいカラム設定を有効にしてください。 
 

1つのソースファイルでカラムをオフにするには 
1. 削除したいカラムのある[Editor]ウィンドウを右クリックしてください。[Editor]ポップ
アップメニューが表示されます。 

2. [Columns]メニュー項目をクリックしてください。カスケードされたメニュー項目が現
れます。各カラムは、このポップアップメニューに表示されます。カラムが有効であ
る場合、名前の横にチェックマークがあります。エントリをクリックすると、カラム
の表示、非表示を切り替えます。 
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図 4.16: エディタ全体のカラム状態ダイアログボックス 
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5 ツール管理 

 
[ツールアドミニストレーション]ダイアログボックスで、HEWで使うツールを管理します 

(図 5.1)。このダイアログボックスは[ツール-> アドミニストレーション…]で開きます。すべ
てのワークスペースが閉じているときは変更可能で、ワークスペースが開いているときは参照
のみ可能です。 

 

 
図 5.1: ツールアドミニストレーション ダイアログボックス 

 
5種類の標準ツールがあります。 
Toolchain： 一連のビルドフェーズ （例:コンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタ）。 

ビルド機能を実現。 
System Tools： [ツール]メニューから選ぶことのできるアプリケーション （.EXE）。ツー

ルチェインをサポートする追加のアプリケーション（例: Hi-performance Embedded 
Workshop  2（HEW2）などの外部デバッガまたは対話式グラフィカルライブラリア
ン）。 

Utility Phases： 特定のビルド機能をサポートする、あらかじめ用意されたビルドフェーズ 
（例: ソースコードの複雑度解析、ソースコードの行カウントなど）。特定のツール
チェインに依存しない追加のビルド機能。 

Debugger Components： 特定のデバッガ機能をサポートするツール（例: ターゲットプラッ
トフォーム、オブジェクトリーダなど）。 

Extension Components： HEWシステムのある領域における特定のキー機能をサポートする
ツールです。これらのツールはインストールすると、必ず登録されます（例: HEWビ
ルダ、デバッガ、フラッシュサポート）。 
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5.1 ツールの位置 
HEWでは、新しいツールがインストールされるたびに HEWとの連動に必要なツールの位

置を自動的に保持します。インストール後、HEWはそのツールに関する情報（位置を含む）
を保持します。これを登録と呼びます。初期登録は自動で行いますが、開発の途中で、プロジェ
クトのツールをより効率良く利用するためにユーザ自身でツールを登録することが必要にな
ることがあります。この章では登録について説明します。 

 

5.2 HEW 登録ファイル (*.HRF) 
HEWと互換性のあるツール（ツールチェイン、システムツール、またはユーティリティ

フェーズ）をインストールすると、拡張子.HRF（図 5.2 i）のファイルもインストールされま
す。この拡張子は “HEW Registration File”の略であり、.HRFファイルには HEWへの登録に必
要な情報が記述されています。登録するには、そのツールの.HRFファイルを[ツールアドミニ
ストレーション]ダイアログボックスにロードします（図 5.2 ii）。 

 
 

i. インストール ii. 登録

etc

bin

MyTool

MYTOOL.HRF

help

C:\

etc

bin

MyTool

MYTOOL.HRF

help

C:\

HEW

 
図 5.2: HRF ファイルの位置と登録  

 
HEWでツールを使うには、まず登録が必要です。[ツールアドミニストレーション]ダイア

ログボックス（図 5.1）は現在登録されているツールを表示します。このダイアログボックス
を開くには、ワークスペースがすべて閉じていることを確認して[ツール-> アドミニストレー
ション…]を選んでください。ワークスペースを開いた状態で[ツールアドミニストレーション]
ダイアログボックスをアクセスすると、ダイアログが開きますが変更はできません。HEWが
デフォルトでインストールされると、新しいツールは自動的に登録されます。 

 
HEWはツールデータベースファイルに、ツール情報を格納します。デフォルトでは、この

ファイルは HEWアプリケーションディレクトリに作成されます。しかし、ネットワーク環境
で作業を行っている場合は、このディレクトリは他の場所に設定されることがあります。ツー
ルディレクトリの場所は変更が可能です。 
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ツールの場所を変更するには 
1. [ツール-> アドミニストレーション…]を選んでください。 
2. [HEWツールのデータベースの場所]の[変更]ボタンをクリックしてください。 
3. 新しいツールがあるディレクトリのルートディレクトリを選択し、[OK]ボタン

をクリックしてください。 
4. ディレクトリが切り替わり、ツールの場所が新しいディレクトリに移ります。

この場所にあるかもしれない新しいツールはスキャンする必要があります。ス
キャンには、スキャンディスクまたはレジスタツール機能を使用します。 
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5.3 ツールを登録する 
HEWは起動後にインストールしたすべてのツールを自動的に登録します。しかし、ときに

は、ユーザがツールを登録する必要があります。 
 

5.3.1 ドライブのツール検索 
ドライブを検索して HEWに互換性のあるツールを見つけることは、HEWのツールインス

トール情報が削除されたり破壊されたときなどに有益です。なぜなら、ツール情報を再びすぐ
に作成することができるからです。 

 
ツールを検索するには 

1. [ツールアドミニストレーション]ダイアログボックス（図5.1）の[ディスク内検
索…] ボタンをクリックすると [コンポーネントのディスク内検索] ダイアロ
グボックスが表示されます（図5.3）。 

 
 

 
図 5.3: コンポーネントのディスク内検索 ダイアログボックス 

 
 

2. [どのディレクトリを検索するか選択してください]フィールドに、検索する
ディレクトリを入力してください。または、 [参照…] ボタンをクリックして
ディレクトリを選んでください。 

3. [サブフォルダを含む] チェックボックスをチェックすると、指定したディレク
トリとその下のディレクトリをすべて検索します。 

4. [開始] ボタンをクリックすると検索を始めます。検索中、 [開始] ボタンは [中
断] ボタンに変わります。検索を途中で止めるときには [中断] ボタンをクリッ
クしてください。 

5. [コンポーネント] リストに検索結果を表示します。個別にツールを登録するに
はそのツールを選んで [登録]をクリックしてください。すべてのツールを登録
するには [すべて登録] をクリックしてください。 

6. [閉じる]をクリックするとダイアログボックスを終了します。 
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5.3.2 ツールを一つ登録する 
HEWでは、ツールを検索しなくても、ツールを一つずつ登録できます。HEW 登録ファイ

ル (*.HRF) はツールがインストールされたルートディレクトリにあります。 
 

ツールを登録するには 
1. [登録…] ボタンをクリックすると標準のファイルを開くダイアログボックス

が開きます。フィルタが [HEW Registration Files (*.hrf)] に設定されています。 
2. 登録するファイルの.HRFファイルをアクセスして選び、[Select]をクリックして

ください。 
3. 選んだツールに関する情報を示すダイアログボックスが表示されます。ツール

を登録するには[登録]をクリックしてください。登録しない場合は[閉じる]ボタ
ンをクリックしてください。 

 

5.4 ツールの登録を取り消す 
登録したツールによって、HEWは影響を受けます。例えば、新しいプロジェクト作成時に、

登録された互換性のあるすべてのシステムツールが、ツールメニューに追加されます。ときに
はユーザにとっては、これによって効率が下がったり、使いにくいかもしれません。そのよう
なときは、登録を取り消すことができます。[ツールアドミニストレーション]ダイアログボッ
クスでツールを選び [登録解除] ボタンをクリックしてください。確認のダイアログボックス
が表示されます。 登録を取り消す場合は[はい] をクリックしてください。 

 
注意 ツールの登録を取り消しても、ハードディスクからツールがなくなることはありませ

ん。単に、HEWに格納されているそのツールに関する情報を削除するだけです（HEW
から切断されます）。この動作はいつでも元に戻すことができ、ツールを再登録でき
ます（前節「ツールを登録する」参照）。ハードディスクからツールを削除（アンイ
ンストール）したいときはこの章後半の「ツールのアンインストール」を参照してく
ださい。 

 

5.5 ツールのプロパティの参照と編集  
ツールに関する情報を参照するには、ツールを [登録済みコンポーネント] リストから選ん

で [プロパティ…] ボタンをクリックしてください。[一般] タブを選んだ状態で （図 5.4）プ
ロパティのダイアログボックスが表示されます。このタブでは、名前、バージョン、位置を示
します。このタブは編集できません。 
 

 
図 5.4: プロパティのダイアログボックス 一般 タブ 
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ツールについての情報を参照するには [情報] タブをクリックしてください（図 5.5）。例
えば、著作権、履歴、バグの修正、ユーザへのお知らせなどが表示されます。 

 

 
図 5.5: プロパティのダイアログボックス 情報 タブ 

 
 
ツールの環境設定を参照、編集するには [環境] タブを選んでください（図 5.6）。このダ

イアログボックスは、ツールチェインの環境を変更するとき、もっとも一般的に使われていま
す。 

 

 
図 5.6: プロパティのダイアログボックス 環境 タブ 

 
新しい環境変数を追加するには、[追加…]ボタンをクリックしてください。図 5.7に示すダ

イアログボックスが表示されます。[変数]フィールドに変数名を入力して[値]フィールドに変
数の値を入力して [OK]ボタンをクリックしてください。環境変数の値を柔軟に指定できるよ
うにするため、プレースホルダポップアップメニューがあります。プレースホルダの詳細は、
付録 C 「プレースホルダ」を参照してください。 

 
環境変数を変更するには、[環境]タブで変更する環境変数を選び[変更…]ボタンをクリック

してください。[変数] フィールドと [値]フィールドを必要に応じて変更して [OK]ボタン を
クリックすると、変更した環境変数が[環境]タブに加わります。環境変数を削除するには、そ
の環境変数を選び [削除] ボタンをクリックしてください。 
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図 5.7: 環境変数 ダイアログボックス 
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5.6 ツールのアンインストール  
HEWには登録されていないツールをハードディスクから削除するための、内蔵のアンイン

ストール方法があります。 
 

ツールをアンインストールするには 
1. [ツール->アドミニストレーション…]を選択してください。 
2. [アンインストール]ボタンをクリックしてください。[HEWツールのアンインス

トール]ダイアログボックスが表示されます(図5.8)。 
 

 
図 5.8: HEW ツールのアンインストールダイアログボックス 

 
 

3. 一番上のフィールドに検索するディレクトリを入力するか、 [参照…] ボタン
をクリックしてブラウズしてください。 

4. [サブフォルダを含む] チェックボックスをチェックすると、指定したディレク
トリの下のディレクトリをすべて検索します。 

5. [開始] ボタンをクリックすると検索を始めます。検索中、 [開始] ボタンは [中
断] ボタンに変わります。 [中断] ボタンをクリックすると、検索の途中でも検
索を中止します。 

6. 検索結果は [アンインストールされるツール] リストに表示されます。ツール
を選んで [アンインストール] をクリックするとツールをアンインストールし
ます。 

7. [閉じる] をクリックしてダイアログボックスを終了してください。 
 

現在 HEWで登録されていないツールのみアンインストールできます。登録されているツー
ルをアンインストールしようとすると、図 5.9に示すダイアログボックスが表示されます。こ
のようなときは、[ツール->アドミニストレーション…]で HEW の[ツールアドミニストレー
ション]ダイアログボックスに戻り、ツールの登録を取り消してから、アンインストールを再
実行してください。 
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図 5.9:アンインストール不可のダイアログボックス 

 
  

HEWから登録をはずしたツールを選んで[登録解除] ボタンをクリックすると、図 5.10に示
す確認のダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには削除されるすべて
のファイルやフォルダが表示されます。これらのファイルやフォルダを削除してよいことを確
認して [はい] ボタンをクリックしてください。アンインストールを中止するときは、 [いい
え] または [キャンセル] ボタンをクリックしてください。 

 
 

 
図 5.10: 確認ダイアログボックス  
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5.7 テクニカルサポートについて  
[ツールアドミニストレーション] ダイアログボックスでは、“隠れている”システムツール

に関する情報を表示できます。これらのツールは HEWの一部であり、手動で登録または登録
取り消しすることができません。[ツールアドミニストレーション]ダイアログボックスの [す
べてのコンポーネントを表示]チェックボックスをチェックすると、隠れていたツールフォル
ダを表示します （図 5.11）。 

 

 
図 5.11: すべてのツールの表示 

 
 
テクニカルサポートを受ける際、ツールに関する詳細をお尋ねすることがあります。その

ときには、そのツールのフォルダを開き、ツールを選び、 [プロパティ] ボタンをクリックし
てください。ここで表示されるダイアログボックスはこの章の前半で説明したものと同じよう
に動作します。ただし、[環境]タブはありません。 

 
HEWにはまた、登録されたツールに関する情報をファイルに出力する機能があるので、

HEWシステム全体の情報を得ることができます。もし HEWで問題がありましたら、テクニ
カルサポート担当宛にこの情報を送付してください。 

 
ツール情報を出力するには 

1. [ツール->アドミニストレーション]メニューをクリックしてください。 
2. [ツール情報] ボタンをクリックすると、[ツール情報ファイルの保存]ダイアロ

グボックスが表示されます。 
3. ファイルの場所を選び、[保存]ボタンをクリックしてください。 
4. HEW2に現在登録されているツールの情報を選んだ場所にファイル出力しま

す。 
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5.8 カスタムプロジェクトタイプ  
HEW の [プロジェクト->テンプレートの作成…] メニュー機能で、現在のプロジェクトの

設定を利用してプロジェクトのテンプレートを作成することができます。このテンプレートを
カスタムプロジェクトジェネレータと呼びます。ユーザは、新しいプロジェクトタイプの名称
とプロジェクト生成ウィザードのスタイルを指定できます。作成したカスタムプロジェクト
ジェネレータは、[ツールアドミニストレーション] ダイアログボックスで表示できます。カ
スタムプロジェクトジェネレータを他の HEW環境で使用するには、[ツールアドミニストレー
ション] ダイアログボックスで該当するカスタムプロジェクトジェネレータを選択して、[エ
クスポート] ボタンをクリックしてください。カスタムプロジェクトジェネレータの実行環境
がインストール可能な実行ファイルにまとまります。このファイルを目的とするユーザのマシ
ン上で実行すれば、カスタムプロジェクトジェネレータがインストールされます。 
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6 環境のカスタマイズ 

 

6.1 ツールバーのカスタマイズ 
HEWでは 2つのツールバーを標準で提供します。また、[カスタマイズ] ダイアログボック

ス（図 6.1）を使用して、新しいツールバーを作成することができます。 
 
 

 
図 6.1: カスタマイズ ダイアログボックス ツールバー タブ 

 
新しいツールバーを作るには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2. [新規...] ボタンをクリックしてください。図6.2に示すダイアログボックスが表
示されます。  

3. [ツールバー名] フィールドに新しいツールバー名を入力してください。 
4. [OK]ボタン をクリックすると新しいツールバーが作成されます。 
 
 



6 環境のカスタマイズ 

112 

 
図 6.2: 新規ツールバー ダイアログボックス 

 
作成した新しいツールバーにはボタンがなく、位置を固定せずに表示されます。 
 
ツールバーにボタンを追加するには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 [コマンド] タブを選んでください。（図6.3参照）。 

2. [Categories]リストからボタンのカテゴリーを選び、使用できるボタンを参照し
てください。[Buttons]エリアからボタンを選ぶとそのボタンの機能が表示され
ます。 

3. ボタンをクリックしてダイアログボックスからツールバーにドラッグしてくだ
さい。 

 
 

 
図 6.3: カスタマイズ ダイアログボックス コマンド タブ  
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ツールバーからボタンを削除するには 
1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス

が表示されます。 [コマンド] タブ （図6.3参照）を選んでください。 
2. ボタンをツールバーから[Buttons]エリアへドラッグしてください。 
 
ユーザ定義のツールバーを削除するには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2. [ツールバー]リストからユーザ定義のツールバーを選ぶと図6.1の[Reset] ボタ
ンが[Delete] ボタンに変化します。[Delete] ボタンをクリックしてください。 

 
標準のツールバーを初期状態に戻すには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2. [ツールバー]リストから標準のツールバーを選んで [Reset] ボタンをクリック
してください。 

 
ツールバーのツールチップを表示/非表示するには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2. [ツールチップ表示] チェックボックスをチェックすると表示、チェックしない
と非表示になります。 

 
ユーザが作成したツールバーのツールバー名を変えるには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2. [ツールバー]リストでユーザが作成したツールバーで名前を変更したいものを
選んでください。 

3. [ツールバー名] フィールドでツールバー名を変更してください。 
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6.2 ツールメニューのカスタマイズ 
ツールメニューをカスタマイズして新しいメニューオプションを含めることができます。 

 
新しいメニューオプションを追加するには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 [メニュー] タブを選んでください（図6.4）。最初に、全ワー
クスペースに適用できるグローバルアプリケーションワイドツールを追加する
（[アプリケーション内有効:] に追加）か、または現在のワークスペースのみに
適用できるワークスペースワイドツールを追加する（[ワークスペース内有効:] 
に追加）かどうかを決めてください。一度決定したら、ダイアログボックスの
該当部分を選ぶようにしてください。 

 

 
図 6.4: カスタマイズ ダイアログボックス メニュー タブ  

 
2. [追加…] ボタンをクリックしてください。図6.5に示すダイアログボックスが表

示されます。既存のシステムツールをメニューに追加するには、 [既存ツール
からの選択] ラジオボタンを選び、ドロップダウンリストからシステムツール
を選び、 [OK]ボタンをクリックしてください。また、新しいツールを追加す
るには、以下の手順に従ってください。 

3. [名前] フィールドにツール名を入力してください。 
4. [コマンド] フィールドにコマンドを入力してください。ただし、コマンドに渡

す引数は入力しないでください。 
5. [引数] フィールドにコマンドに渡す引数を入力してください。 
6. [初期ディレクトリ] フィールドにツールを実行する初期ディレクトリを入力

してください。 
7 [OK]ボタン をクリックするとメニューオプションが [ツール] メニューに追

加されます。 
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図 6.5: ツールの追加 ダイアログボックス 

 
 
デフォルトでは、新しいメニューオプションはリストの最後に追加されます（ツール

メニューの一番下）。 
 
メニューオプションを変更するには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。[メニュー]タブ（図6.4参照）を選んでください。 

2. 変更するメニューオプションを選んで [変更…] ボタンをクリックしてくださ
い。 

3. [ツールの変更]ダイアログボックス（図6.6）を変更後、 [OK]ボタンをクリッ
クしてください。 

 

 
図 6.6: ツールの変更 ダイアログボックス 
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メニューオプションを削除するには 
1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス

が表示されます。[メニュー]タブ（図6.4参照）を選んでください。 
2. 削除するメニューオプションを選んで [削除] ボタンをクリックしてくださ

い。 
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6.3 ヘルプシステムを構築する 
HEWではエディタウィンドウでコンテキスト依存ヘルプを提供します。エディタウィンド

ウでテキストを選び F1キーを押下すると、選んだテキストに関するヘルプを検索します。検
索するヘルプファイルは[カスタマイズ]ダイアログボックスの[ヘルプ]タブに表示されます。 

 
新しいヘルプファイルを追加するには 

1. [ツール->カスタマイズ…]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 [ヘルプ] タブ （図6.7参照）を選んでください。 

 

 
図 6.7: カスタマイズ ダイアログボックス ヘルプ タブ 

 
2. [追加…] ボタンをクリックしてください。 [ヘルプファイルの追加]ダイアログ

ボックス（図6.8）が表示されます。 
3. [説明] フィールドにヘルプファイルの説明を入力してください。 
4. [ファイル名]フィールドにヘルプファイルへのフルパスを入力してください

（または[参照…] ボタンをクリックしてファイルを選んでください）。 
5. [OK]ボタン をクリックすると新しいヘルプファイルが定義されます。 
 

 
図 6.8: ヘルプファイルの追加 ダイアログボックス 
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デフォルトのヘルプファイルを設定する場合は[デフォルトヘルプファイル] ドロップダウ

ンリストからヘルプファイルを選んでください。F1キーを押下したときに任意のヘルプファ
イルを参照するには [(None)] を選んでください。 

 

6.4 ワークスペースオプションを指定する 
HEWでは[オプション] ダイアログボックス（図 6.9）でワークスペースの様々なオプショ

ンを設定することができます。 [ツール->オプション...]の[ワークスペース]タブを選んでくだ
さい。 

 
 

 
図 6.9: オプション ダイアログボックス ワークスペース タブ 

 
次にこのタブで制御できるオプションを説明します。 
 

6.4.1 起動時に最後に開いたワークスペースを開くチェック
ボックス 

このチェックボックスをチェックすると、HEW起動時に、最後に開いたワークスペースを
自動的に開きます。 
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6.4.2 ワークスペースを開いたときにファイル表示チェック
ボックス 

HEWは、ワークスペースを閉じるとき、開いていたファイルを記憶します。そして、再び
ワークスペースを開くとき、HEWは同じファイルを復帰させる（つまり開く）ことができま
す。これにより、中断したセッションを引き続き行うことができます。このチェックボックス
をチェックすると、ワークスペースを開いたときに前回開いていたファイルを開きます。 

 

6.4.3 ワークスペースを開いたときにワークスペース情報の表
示チェックボックス 

多くのワークスペースを使うと、各ワークスペースの内容を正確に覚えておくのは難しく
なります。この問題を解決するために、HEWでは、各ワークスペースの説明を入力しておく
ことができ、このチェックボックスをチェックすると、それをワークスペースを開くときに表
示することができます。 

 
ワークスペースの説明を入力するには 

1. [Workspace] ウィンドウの[Projects] タブからワークスペースのアイコンを選
んでください。 

2. マウスの右ボタンをクリックしてポップアップメニューを表示させ、 [プロパ
ティ] オプションを選んでください。図6.10に示すダイアログボックスが表示
されます。 

3. [情報] フィールドに説明を入力してください。 
4. ワークスペースを開いたときにワークスペースプロパティダイアログボックス

を開かせたいときは[ワークスペースを開いたときにワークスペース情報の表
示]チェックボックスをチェックしてください。このチェックボックスは[オプ
ション]ダイアログボックスの[ワークスペース] タブの[ワークスペースを開い
たときにワークスペース情報の表示]チェックボックスと同じ役割を持ってい
ます。 

 

 
図 6.10: ワークスペースプロパティダイアログボックス 
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HEWでは、ワークスペースを開くときにこの説明を表示することができます。したがって、
そのワークスペースが目的のワークスペースかどうかを判断することができます。この説明を
表示するには、[ワークスペースを開いたときにワークスペース情報の表示]チェックボックス
をチェックしてください。 

 

6.4.4 ツール実行前にワークスペースの保存チェックボックス 
このチェックボックスをチェックすると、ビルドフェーズを実行（[ビルド]、[すべてビル

ド]、[コンパイル]操作）する前や、バージョン管理コマンドを実行する前に、現在のワークス
ペースを保存します。 

 

6.4.5 ワークスペース保存前に確認チェックボックス 
上記の[ツール実行前にワークスペースの保存]チェックボックスに加えてこのチェック

ボックスをチェックすると、保存する前に確認の画面が表示されます。 
 

6.4.6 新規ワークスペースのデフォルトディレクトリエディッ
トボックス 

新しいワークスペースを作成すると [新規プロジェクトワークスペース] ダイアログボッ
クスが起動します。このダイアログボックスにはその新しいワークスペースが作成されるディ
レクトリを入力するフィールドがあります。デフォルトでは、ルートディレクトリが入力して
あります。しかし、他のディレクトリ（例：“C:¥Workspaces”）にデフォルトを変更したい場
合、このフィールドにそのディレクトリを入力するか、 [参照…] ボタンで位置を指定してく
ださい。 

 

6.4.7 セッション保存前に確認エディットボックス 
このオプションをチェックすると、HEWはセッションをディスクに保存する前にプロンプ

トを表示します。 
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6.5 HEWエディタ以外のエディタを使う 
HEWエディタ以外のエディタも使うことができます。外部のエディタを指定してあると、

以下の操作をしたときにそれが起動します。 
 

• ワークスペースウィンドウの[Projects]タブのファイルをダブルクリックしたとき 
• ワークスペースウィンドウの[Navigation]タブのエントリをダブルクリックしたと
き 

• アウトプットウィンドウの[Build] タブのエラーやウォーニングをダブルクリック
したとき 

• アウトプットウィンドウの[Find in Files] タブのエントリをダブルクリックしたと
き 

• ワークスペースウィンドウのポップアップメニューから[開く <ファイル名>] を
選んだとき 

 
HEWエディタ以外のエディタを指定するには 

1. [ツール->オプション…]を選んでください。 [オプション] ダイアログボックス
が表示されるので [エディタ] タブ（図6.11）を選んでください。 

 

 
図 6.11: オプション ダイアログボックス エディタ タブ 

 
2. [外部エディタの使用] チェックボックスをチェックしてください。 [外部エ

ディタ] ダイアログボックスが表示されます （図6.12）。 
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図 6.12: 外部エディタ ダイアログボックス 

 
3. [コマンド]フィールドに実行可能ファイルのパス（引数をのぞいて）を入力し

てください。 
4. [ファイルを開くときの引数]フィールドにファイルを開くのに必要な引数を入

力してください。開くファイルのパスには $(FULLFILE) プレースホルダを
使ってください。 

5. [行番号を指定してファイルを開く時の引数] フィールドにファイルの特定の
行を開くのに必要な引数を入力してください。開くファイルのパスには 
$(FULLFILE) プレースホルダを使ってください。また、カーソルを最初に置く
行の番号には $(LINE) プレースホルダを使ってください。 

6. [OK]ボタン をクリックするとエディタが指定されます。 
 

 注意 HEWエディタ以外のエディタを使う場合、以下のことに注意してください。 
 

• どのように起動しても、外部エディタを起動するたびに、エディタは新規に起動し
ます。 

• ビルド操作（[ビルド]、[すべてビルド]、[コンパイル]）を行う前にファイルを保存
してください。 

 

6.6 ファイルの保存をカスタマイズする 
 
[オプション] ダイアログボックス （図 6.11）の[エディタ] タブで、ファイルの保存方法を

カスタマイズすることができます。[ツール->オプション…] で[エディタ] タブを選んでくだ
さい。 

  
ファイル保存に関するチェックボックスを以下に説明します。 
 

6.6.1 ツール実行前にワークスペースの保存チェックボックス 
このチェックボックスをチェックすると、ビルドフェーズ（[ビルド]、[すべてビルド]、[コ

ンパイル]操作）またはバージョン管理コマンドを実行する前に編集したファイルを保存しま
す。 

 

6.6.2 ワークスペース保存前に確認チェックボックス 
上記の[ツール実行前にワークスペースの保存]チェックボックスと、このチェックボックス

をチェックすると、保存する前に確認メッセージを表示します。 
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6.7 外部デバッガを使う 
HEWは外部デバッガツールを起動することができます。もし他のデバッガを使いたい場合

は、[ツール]メニューに加えなければいけません。 
 
[カスタマイズ] ダイアログボックス（図 6.13）の [デバッガ] タブにルネサスデバッギング

インタフェース(HEW2)に関連する情報を設定します。一部のターゲットが現在新しい環境で
サポートされていない場合は、古いバージョンのデバッガを使用することができます。[ツー
ル-> カスタマイズ…]を選んでダイアログボックスを表示させ、[デバッガ]タブを選んでくだ
さい。 

 
 

 
図 6.13: カスタマイズ ダイアログボックス デバッガ タブ 

 
 
外部デバッガで使う場合は、[外部デバッガ]をチェックし、以下の項目を設定します。指定

する項目は 3つあります。1つは HEW2の実行ファイルの場所です。HEW2はバージョン 4.0
以降のものを指定してください。そうでない場合、動作を保証できません。2つめはセッショ
ンファイルの情報です。HEW2に切り替わったとき、どのセッションをロードするかを HEW2
に伝えます。3つめはダウンロードモジュールの場所です。これはビルド後にダウンロードモ
ジュールが変更された場合 HEWが自動的に HEW2に切り替わるために必要です。 

 
指定したセッションファイルで HEW2を起動するには、[外部デバッガの実行]ツールバーボ

タンをクリックしてください。 
 
ビルド後、ダウンロードモジュールが更新された場合、HEWから HEW2に戻り、すぐデバッ

グできるようになります。HEW2を使用しているときにソースウィンドウのどれかをダブルク
リックすると、HEWに戻りダブルクリックした行のソースファイルを開いた状態になります。 
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6.8 カスタムプレースホルダを使う 
HEWでは、ディレクトリを定義するときに、以前に定義したプレースホルダを指定するこ

とができます。これによって、プロジェクトを再配置することができます。 
 
また、HEWでは、カスタムプレースホルダを定義することもできます。このことは、ユー

ザがカスタムプレースホルダを定義し、そのディレクトリの値を決められることを意味します。
一度定義されると、このプレースホルダは HEWの別の場所で有効になります。 

 
[アプリケーション内有効プレースホルダ]に定義したプレースホルダは、HEWで使用する

すべてのワークスペースやプロジェクトに対して有効です。それに対して、[ワークスペース
内有効プレースホルダ]に定義したプレースホルダは、現在のワークスペースにおいてのみ有
効です。 

 
 

 
図 6.14: カスタマイズ ダイアログボックス プレースホルダ タブ 

 
カスタムプレースホルダを追加するには 

1. [ツール->カスタマイズ...]を選んでください。図6.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 
[プレースホルダ]タブを選んでください（図6.14）。 

2. [アプリケーション内有効プレースホルダ]、あるいは[ワークスペース内有効ホ
ルダ]のどちらを使いたいか、選んでください。リスト横にある[追加]ボタンを
クリックしてください。 

3. [新規カスタムプレースホルダ]ダイアログボックスが表示されます（図6.15）。 
4. このフィールドでは、プレースホルダの適切な名前、およびプレースホルダが

意味する内容の説明を選んでください。 
5. 次に、このプレースホルダと関連するディレクトリを選んでください。
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$(PROJDIR)のように、オプション設定等で定義済みのプレースホルダとして使
用することができます。 

 
 

 
図 6.15: 新規カスタムプレースホルダダイアログボックス 

 

6.9 確認ダイアログボックスを使う 
HEWでは、ある操作を行うときに、数多くの確認内容を設定することができます。通常、

これらはデフォルトで設定されていますが、何度も操作を行う場合は、このダイアログボック
スを使うのに疲れるかもしれません。[オプション]ダイアログボックスの[確認]ページは、確
認用のダイアログボックスを管理するために使用します。 

 
[確認]ダイアログボックスを見るには 

1. [ツール->オプション...]から[確認]タブ（図6.16）を選んでください。 
2. 確認内容がこのダイアログボックスに一覧表示されます。 
3. 確認内容のチェックを切り替えるには、名前の左側にあるチェックボックスを

使用してください。 
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図 6.16: オプションダイアログボックス 確認ページ 

 



 

127 

7 バージョン管理 

 
HEWはバージョン管理システムと接続することができます。プロジェクトでバージョン管

理システムを使用する理由を以下に示します。 
 

• プロジェクト開発環境の統合性を維持するため 
• プロジェクトのバージョンを記録･保存するため 
• ソースファイルに対するバージョン管理を行い、複数のユーザが一つのプロジェク
トを共同開発できるようにするため 

 
図 7.1にバージョン管理システムを使用するプロジェクトの一般例を示します。ここでは 3

人のユーザがソースコードを相互参照するために同じ共有ネットワークドライブを使用して
います。バージョン管理システムはソースファイルの参照や更新を管理するために使用します。 

ネットワーク

ローカル ローカル ローカル

ファイル

プロジェクト

ファイル ファイル

バージョン管理システム

 
図 7.1: バージョン管理 
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7.1 バージョン管理システムを選択する 
初期設定では、バージョン管理サブメニューが表示されます（図 7.2）。このとき、まだバー

ジョン管理システムが現在のワークスペースで有効でないため、 [ツール->バージョン管理->
選択…] オプションだけが利用できます。 

 
 

 
図 7.2: バージョン管理サブメニュー 
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バージョン管理システムを選ぶには 
1 [ツール->バージョン管理->選択…]を選んでください。図7.3に示すダイアログ

ボックスが表示されます。このダイアログボックスにはサポートするバージョ
ン管理システムがすべて表示されます。 

2 [バージョン管理ツール] リストからバージョン管理システムを選んで [選択] 
ボタンをクリックしてください。 [現在のバージョン管理ツール] には新しい
設定が表示されます。 

3 [OK] ボタンをクリックしてください。 
 
 

 
図 7.3: バージョン管理ツールの選択 ダイアログボックス 

 
注意 HEWと共にインストールされたバージョン管理システムだけが[バージョン管理ツー

ルの選択] ダイアログボックスに表示されます（図 7.3）。 
 
バージョン管理システムを選択すると、[ツール->バージョン管理->構成…] オプションが使

用できるようになります。 
 
次の章ではバージョン管理システムの使用方法について説明します。 
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8 カスタムバージョン管理システム 

HEWに加えて、カスタムのバージョン管理システムを構築できます。HEWにより、すで
にマシンにインストールされたバージョン管理システムと接続します。つまり、HEWがバー
ジョン管理ツール自体を提供するわけではなく、ワークスペースやプロジェクトで使用する
バージョン管理システムを統合する手段を提供するだけです。 

 

8.1 バージョン管理メニューオプションを定義する 
カスタムのバージョン管理システムでは、[ツール->バージョン管理]サブメニューからオプ

ションを選ぶか、バージョン管理ツールバーボタンでバージョン管理コマンドを起動すること
ができます。そうすると、関連するコマンドが実行され、出力が[Output]ウィンドウの[Version 
Control] タブに表示されます。 

 
バージョン管理メニューオプションまたはツールバーボタンを実行するには 

1 [Workspace]ウィンドウからバージョン管理コマンドを適用する項目（ワークス
ペース、プロジェクト、フォルダ、ファイルなど）を選んでください。コマン
ドが選択されると、すべてのファイルが選んだ項目から抽出され、バージョン
管理コマンドに渡されます。例えば、ワークスペースアイコンを選ぶと、その
プロジェクトのすべてのファイルがバージョン管理コマンドに渡されます。こ
れには、どのようなシステムファイルも含まれます。 

2 [ツール->バージョン管理] サブメニューからメニューオプションを選ぶか、
バージョン管理ツールバーボタンを選んでください。 

 
カスタムバージョン管理のサポートにより、バージョン管理システムの指定がフレキシブ

ルに構築できます。 [ツール->バージョン管理->構成…] を選んで [Version Control Setup] ダ
イアログボックスを表示してください （図 8.1）。 
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図 8.1: Version Control Setup ダイアログボックス Commands タブ 

 
[Commands]タブには 2つのメニューオプションのリストがあります。1つめのリスト[System 

menu options and toolbar buttons]は常にバージョン管理サブメニューに表示されるメニューオ
プションです。これに対応するバージョン管理ツールバーがあります。2つめのリスト [User 
menu options]はユーザ定義の追加オプションで、バージョン管理サブメニューの最後に追加さ
れます。図 8.2にバージョン管理サブメニューの構成を示します。 

 

 
図 8.2: バージョン管理 サブメニュー 
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8.1.1 システムメニューオプションとツールバーボタン 
ツールバーまたは[ツール->バージョン管理]サブメニューのシステム定義オプションから

コマンドを起動するには、まず、起動したときに実行する関連したコマンドを定義しなければ
なりません。オプション名とその説明を表 8.1に示します。 

 

表 8.1: システムメニューオプションの説明 
オプション 説明 

Add File(s) バージョン管理に選んだファイルを追加する 

Remove File(s) バージョン管理から選んだファイルを削除する 

Get File(s) バージョン管理から選んだファイルの読み取り専用ローカルファイ
ルを取得する 

Check In File(s) バージョン管理に選んだファイルのローカルコピーを戻し更新する 

Check Out File(s) バージョン管理から選んだファイルの書き込み可能なローカルファ
イルを取得する 

Status of File(s) 選んだファイルの状態を表示する 

 
システムメニューやツールバーボタンを変更するには 

1 [バージョン管理->構成…]を選ぶと図8.1 に示すダイアログボックスが表示さ
れます。 

2 [System menu options and toolbar buttons] リストから変更するオプションを選ん
で [Modify…] ボタンをクリックすると 図8.3 に示すダイアログボックスが表
示されます。図8.3は[Add File(s)]を選択した場合の例です。 

3 [Add…]ボタンでコマンドを追加してください。詳細はこの章の後半の「バー
ジョン管理コマンドを定義する」を参照してください。 

4 [OK]ボタンをクリックして [Define Command for “<コマンド名>” ] ダイアログ
ボックスを閉じてください。 

5 [OK]ボタンをクリックして[Version Control Setup]ダイアログボックスを閉じて
ください。 

 
 

 
図 8.3: システムメニューオプションの変更（例） 
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8.1.2 ユーザ定義メニューオプション 
ユーザ定義のメニューオプションはいくつでも作成できます。名前も自由につけられます。

また、メニューの順序も指定できます。ユーザ定義のメニューオプションはバージョン管理
ツールバーには表示されません。 

 
新しいバージョン管理メニューオプションを作るには 

1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2 [Add...] ボタンをクリックしてください。図8.4に示すダイアログボックスが表
示されます。 

3 [Option] フィールドにメニューオプション名を入力してください。 
4 [Add…]ボタンでメニューオプションにコマンドを追加してください。詳細は、

この章の後半の 「バージョン管理コマンドを定義する」を参照してください。 
5 [OK]ボタンをクリックして[Add Menu Option]ダイアログボックスを閉じてく

ださい。 
6 [OK]ボタンをクリックして[Version Control Setup]ダイアログボックスを閉じて

ください。 
 

 
 

 
図 8.4: Add Menu Option ダイアログボックス 

 
既存のバージョン管理メニューオプションを削除するには 

1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2 [User menu options] リストから削除するメニューオプションを選んで 
[Remove] ボタンをクリックしてください。 

3. [OK]ボタンをクリックして [Version Control Setup] ダイアログボックスを閉じ
てください。 
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既存のバージョン管理メニューオプションを変更するには 
1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス

が表示されます。 
2 [User menu options] リストから変更するメニューオプションを選び、リストの

横の[Modify…]ボタンをクリックしてください。図8.4に示すダイアログボック
スが表示されます（ただしタイトルは[Modify Menu Option]です）。 

3 メニューオプション名を変更して [OK]ボタンをクリックしてください。 
4 [OK]ボタン をクリックして[Version Control Setup]ダイアログボックスを閉じ

てください。 
 
バージョン管理メニューオプションの順序を変更するには 

1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2 移動するメニューオプションを選んで、上に移動するには[Move up]ボタンを、
下に移動するには [Move down] ボタンをクリックしてください。 

3. [OK]ボタンをクリックして [Version Control Setup] ダイアログボックスを閉じ
てください。 

8.2 バージョン管理コマンドを定義する 
図 8.3や図 8.4で [Add...] や [Modify…] ボタンをクリックすると、コマンドを定義できま

す。どちらの場合も、図 8.5に示すダイアログボックスが表示されます。 
 

 
図 8.5: Add/Modify Commandダイアログボックス  
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コマンドを定義するには 
1 [Version control executable]フィールドにコマンド実行ファイルのフルパスを入

力するか、 [Browse…] ボタンをクリックしてコマンド実行ファイルの位置を
指定してください。 

2 [Arguments] フィールドにコマンドラインパラメータを入力してください。 
3 [Initial directory] フィールドに実行ファイルを起動するディレクトリを入力す

るか、 [Browse…]ボタンをクリックして起動ディレクトリを指定してくださ
い。ただし、特に起動ディレクトリを指定する必要がない場合は、 “$(FILEDIR)” 
プレースホルダを指定してファイルのディレクトリと同じディレクトリでコマ
ンドを実行してください。 

4 [Executable return code] オプションを設定してください。オプションの設定は次
節を参照してください。 

5 [OK]ボタン をクリックすると新しいコマンドが定義されます。 
 

8.2.1 Executable return codeオプション 
コマンドのリターンコードでエラーを示すことができるならば、 [Command has failed if the 

return code is] オプションを選択して右の 2つのフィールドを設定してください。 
 
[Command has failed if the return code is] オプションが選択されている場合、HEWは各コマ

ンドのリターンコードをチェックしてエラーが起こったかどうか判定します。エラーが起こっ
た場合、コマンド実行は停止してそれに続くコマンド実行やコマンドの後に続く処理（例：ビ
ルド）は実行されません。 

 
[Return code of tool is not meaningful] オプションが選択されている場合、HEWは各コマンド

のリターンコードをチェックしません。したがって、すべてのコマンドが実行されます。 
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8.3 変数を指定する 
変数は正しく指定しなければなりません。もし間違っていると、バージョン管理システム

が正しく動作しません。また、１つのバージョン管理コマンドを複数のファイルに適用する場
合があるため、変数をフレキシブルな方法で指定することが重要です。これを行うために、 
[Arguments] フィールドにはプレースホルダボタンがあります（プレースホルダの詳細は、付
録 C, 「プレースホルダ」を参照してください）。プレースホルダボタンをクリックすると、
使用できるプレースホルダがポップアップメニューで表示されます（図 8.6）。表 8.2に各プ
レースホルダの説明と実際の値を示します。 

 
 

 
図 8.6: 変数フィールドプレースホルダのポップアップメニュー  
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表 8.2: 変数フィールドのプレースホルダ 
プレースホルダ 実際の値 

User login  name 現在のユーザログイン (“General”タブ) 

User login password 現在のユーザパスワード (“General”タブ) 

Version control directory 「仮想的」バージョン管理マップ (“Projects”タブ) 

Comment コマンド実行前に指定したコメント 

File path + name 操作するファイル名とそのフルパス 

Filename 操作するファイル名（拡張子を含む） 

File leaf 操作するファイル名（拡張子を含まない） 

File extension 操作するファイルの拡張子 

File directory 操作するファイルのディレクトリ 

Configuration directory 現在のコンフィグレーションディレクトリ 

Project directory 現在のプロジェクトのディレクトリ 

Workspace directory 現在のワークスペースディレクトリ 

Temp directory テンポラリディレクトリ 

Command directory バージョン管理実行ディレクトリ 

Windows directory Windows® がインストールされているディレクトリ 

Windows system directory Windows®のシステムファイルがあるディレクトリ 

Workspace name 現在のワークスペース名 

Project name 現在のプロジェクト名 

Configuration name 現在のコンフィグレーション名 
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8.3.1 ファイルの位置を指定する 
ファイルの位置を指定するときには、プレースホルダを使用してください。そうでないと、

そのコマンドは指定したファイルにしか適用できません。例えば、バージョン管理のアプリ
ケーションに–GET コマンドが使われていて、ファイルの読み出し専用コピーを作成するとし
ます。このとき、 [Arguments] フィールドは以下のように指定できます。 

 
-GET “c:¥vc¥files¥project¥main.c” 

 
しかし、このコマンドを実行しても、ファイルMAIN.Cしかコピーできません。この問題

を解決するために、HEWにはプレースホルダとディレクトリのマッピングというシステムが
あります。マッピングにより、どの「作業中の」ディレクトリ（つまり、作業中のソースファ
イルがあるディレクトリ）がどの「管理」ディレクトリ（つまり、バージョン管理システムに
保存されているソースファイルのディレクトリ）に対応するかを指定します。これら 2つの
ディレクトリ間のマッピングは、 [Version Control Setup] ダイアログボックスの“Projects”タブ
（図 8.7）で指定できます。 

 

 
図 8.7: Version Control Setup ダイアログボックス Projectsタブ  

 
新しいマッピングを定義するには 
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1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 [Projects]タブを選んでください。図8.7に示すダイアログボッ
クスが表示されます。  

2 [Version control directory mappings]リストの横にある [Add…] ボタンをクリッ
クしてください。図8.8に示すダイアログボックスが表示されます。 

3 [Source directory] フィールドにもとの作業中のディレクトリを入力するか、
[Browse…] ボタンで 
ディレクトリを選んでください。 

4 [Version control directory]フィールドにバージョン管理ディレクトリを入力して
ください。 

 

 
図 8.8: Version Control Directory Mappingダイアログボックス 

 
既存のマッピングを変更するには 

1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 [Projects] タブを選んでください。図8.7に示すダイアログ
ボックスが表示されます。 

2 [Version control directory mappings]リストから変更するマッピングを選び、
[Modify…] ボタンをクリックしてください。 図8.8に示すダイアログボックス
が表示されます。 

3 二つのディレクトリを変更して [OK]ボタンをクリックしてください。 
 
既存のマッピングを削除するには 

1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 [Projects] タブを選んでください。図8.7に示すダイアログ
ボックスが表示されます。 

2 [Version control directory mappings]リストから削除するマッピングを選んで 
[Remove]ボタンをクリックしてください。 

 
 マッピングを定義すると、[Version control directory] プレースホルダ $(VCDIR)

を使用してプロジェクトファイルを保存するディレクトリを示すことができま
す。図8.9に例を示します。ここではネットワークを共有したバージョン管理ド
ライブ(X:¥) と開発が行われているローカルドライブ(C:¥)からマッピングされ
た3つのディレクトリがあります。 
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ネットワーク - X:\ローカル - C:\

X:\vc\sw\app\project1

X:\vc\sw\app\src

X:\vc\sw\shared

C:\work\application\project1

C:\ work\application\src

C:\work\shared

マッピング先

 
図 8.9:マッピングの例 

 
例えば、–GET コマンドが使われていてファイルの読み出し専用コピーを作成するバージョ

ンコントロールのアプリケーションが選ばれているとします。プロジェクトのすべてのファイ
ルを取得するには、次のコマンドを使用します。 

 
-GET “$(VCDIR)¥$(FILENAME)” 

 
そのプロジェクトファイルのコマンドを実行すると、$(VCDIR) をファイルマッピングの中

の対応するバージョン管理ディレクトリに置き換えます。 
 
例えば、 FILE1.Cが C:¥work¥application¥project1¥file1.cにあるとします。FILE1.Cに-get

コマンドが適用されると、次のようになります。 
 

(1) $(VCDIR)が X:¥vc¥sw¥app¥project1に置き換えられます。これは
C:¥work¥application¥project1のバージョン管理ディレクトリマッピングに対応しているから
です。 

(2) FILE1.Cが$(FILENAME)に置き換えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

図 8.10: 置き換えの例 

プロジェクトファイル:

変数：

コマンド： x:¥vc¥sw¥app¥project1 ¥ file1.c 

$(VCDIR) ¥ $(FILENAME) 

c:¥work¥application¥project1 ¥ file1.c 
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8.3.2 環境変数の設定 
現在の設定を確認するには[Version Control Setup]ダイアログボックスの[Projects] タブを表

示してください（図 8.7）。 
 

新しい環境変数を追加するには 
1 [Environment] リストの横にある[Add…]ボタンをクリックしてください。図

8.11に示すダイアログボックスが表示されます。 [Variable] フィールドに環境
変数名を、[Value]フィールドに環境変数の値を入力して [OK]ボタン をクリッ
クしてください。[Environment] リスト に新しい環境変数が追加されます。 

 

 
図 8.11: Environment Variable ダイアログボックス 

 
 

環境変数を変更するには 
1 変更する環境変数を[Environment]リストから選んで、[Modify…] ボタンをク

リックしてください。[Variable] フィールドと [Value] フィールドを必要に応
じて変更して[OK]ボタンをクリックすると、変更した環境変数がリストに追加
されます。 

 
環境変数を削除するには 

1 削除する環境変数を[Environment]リストから選んで、[Remove]ボタンをクリッ
クしてください。 

 

8.3.3 コメントを指定する 
コマンドに “$(COMMENT)” プレースホルダを含む場合、コマンド実行時に図 8.12に示す

ダイアログボックスにコメントを入力してください。 
 
 

 
図 8.12: Please Enter Comment ダイアログボックス 
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コメントは各コマンドごとに指定できます。また、[Apply comment to all files] チェックボッ

クスをチェックして [OK]ボタンをクリックすると、すべてのファイルに同じコメントが指定
できます。 
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8.3.4 ユーザ名とパスワードを指定する 
バージョン管理ツールでは一般的にユーザ名とパスワードの入力をコマンドラインで行う

必要があります。これは、ファイルを保護し、どのファイルがどのユーザによって変更された
か記録するためです。バージョン管理システムでは 2つのプレースホルダ “User login name”, 
$(USERNAME), と “User login password”, $(PASSWORD)をサポートします。コマンドを実行
すると、これらのプレースホルダは[Version Control Setup]ダイアログボックスの[General] タブ
（図 8.13）の現在の設定に置き換えます。 

 
 

 
図 8.13: Version Control Setup ダイアログボックス Generalタブ 
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プレースホルダ$(USERNAME) と $(PASSWORD)に値を設定するには、最初にログインの
指定をしておく必要があります。もしこれらのプレースホルダのうちのどちらかのプレースホ
ルダを使うコマンドを実行する前にログイン指定をしていなかった場合、コマンド実行前にロ
グインするよう要求されます。 

 
ユーザ名とパスワードを設定するには（ログインの指定） 

1 [Log in…] ボタンをクリックしてください。図8.14に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2 [User name] フィールドにユーザ名を入力してください。 
3 [Password] フィールドにパスワードを入力してください。 
4 [Confirm password by retyping it below] フィールドにパスワードを再入力してく

ださい。. 
5 [OK]ボタン をクリックすると新しいユーザ名とパスワードが設定されます。

[Password] フィールドと[Confirm password by retyping it below] フィールドで異
なるパスワードが入力された場合はもう一度パスワードを入力するよう要求さ
れます。 

 
 

 
図 8.14: Log in ダイアログボックス 
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8.4 実行を制御する 
[Version Control Setup]ダイアログボックスの [General] タブ（図 8.13）では、使用するバー

ジョン管理ツールと HEWを制御することができます。また、現在のバージョン管理コンフィ
グレーションファイルへのフルパスを表示します。 

 
 

8.4.1 Prompt before executing commandチェックボックス 
バージョン管理コマンドを実行する前にこのチェックボックスをチェックすると、図 8.15

に示すダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスではコマンドの実行の有
無を確認することができます。チェックボックスのチェックを外すとそのコマンドは実行しま
せん。[OK]ボタン をクリックすると、選んだコマンドを実行します。[キャンセル] をクリッ
クするとコマンドは実行しません。 

 
 

 
図 8.15: コマンドプロンプト ダイアログボックス（例） 

 
 

8.4.2 Run in DOS Windowチェックボックス 
デフォルトでは、バージョン管理コマンドの出力は[Output]ウィンドウの[Version Control]タ

ブに結果が表示されます。このチェックボックスをチェックすると、各コマンドを別の DOS
ウィンドウで実行します。 

 

8.4.3 Use forward slash ‘/’ as version control directory delimiter
チェックボックス 

デフォルトでは、HEWがプレースホルダ$(VCDIR)を置き換えるときバックスラッシュ文字 
‘¥’ （日本語Windows®では円記号）を使ってディレクトリを区切ります。しかし、お使いの
バージョン管理システム(例 Visual SourceSafe)で、ディレクトリを区切るときにスラッシュ文
字‘/’を使う場合は 、[Use forward slash ‘/’ as version control directory delimiter]チェックボックス
をチェックしてスラッシュ文字‘/’でディレクトリを区切ってください。 
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8.5 設定内容の保存と適用 
ワークスペースごとに異なるバージョン管理設定を行うことができます。HEWではそれぞ

れのバージョン管理設定を保存して他のワークスペースに適用することができます。これによ
り、複数のワークスペースで何度も同じバージョン管理設定を行う必要がなく、時間を節約す
ることができます。 

 
バージョン管理設定を保存するには 

1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2 [Export…] ボタンをクリックしてください。標準のファイル保存ダイアログ
ボックスが表示されます。設定内容を保存するディレクトリを選んでください。 

3 ファイル名を入力して [OK]ボタンをクリックしてください。 
 
バージョン管理設定を適用するには 

1 [バージョン管理->構成…]を選んでください。図8.1に示すダイアログボックス
が表示されます。 

2 [Import…] ボタンをクリックしてください。標準のファイルを開くダイアログ
ボックスが表示されます。適用するファイル（*.HVC） を選んでください。 

3 [OK]ボタンをクリックしてください。 
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9 Visual SourceSafeを使用する 

HEWは Visual SourceSafeバージョン管理システムをサポートします。現在、HEWは Visual 
SourceSafeのバージョン 5と 6だけをサポートしています。 

 
Visual SourceSafe バージョン管理システムでは、Visual SourceSafeデータベースのなかのプ

ロジェクトとワークスペースのなかのプロジェクトを関連付けます。[ツール->バージョン管
理] サブメニューからオプションを選ぶか、バージョン管理ツールバーボタンをクリックする
ことにより、標準コマンドをすばやく起動することができます。 

 

9.1 ワークスペースに Visual SourceSafeを関連づける 
以下の節では、Visual SourceSafeと現在のワークスペースとを関連付ける方法を説明します。 
 

9.1.1 Visual SourceSafeを選ぶ 
まず、Visual SourceSafeをバージョン管理システムとして選びます。 
 

Visual SourceSafe 5.0または 6.0を使うには 
1 [ツール->バージョン管理->選択…]を選んでください。 [バージョン管理ツール

の選択] ダイアログボックス（図7.3）に、サポートするバージョン管理システ
ムを表示します。 

2 バージョン管理システムのリストから [Visual SourceSafe 5.0/6.0] の項目を選
び、[選択]ボタンをクリックしてください。 

3 [OK]ボタン をクリックしてください。[SourceSafe Login] ダイアログボックス
（図9.1）が表示されます。 

4 [Username] にVisual SourceSafeのログインを、[Password]にパスワードを入力し
てください。 

5 プロジェクトを追加するVisual SourceSafeデータベース（つまりSRCSAFE.INI）
へのフルパスをDatabase pathフィールドに入力してください。 

6 [OK]ボタンをクリックしてください。 [Create SourceSafe Project] ダイアログ
ボックス（図9.2）が表示されます。 

7 [Project name]フィールドに、データベースに作成するプロジェクト名（つまり
フォルダ）が表示されます。プロジェクト名は変更できます。 

8 [Project name]フィールド下のツリーにはステップ6で指定したデータベースの
構造を示します。[Project name]フィールドに指定したフォルダをどのフォルダ
内に作成するかを選んでください。 

9 [OK]ボタンをクリックしてください。 
10 現在のワークスペースにあるプロジェクトの数だけ、ステップ７～９を繰り返

してください。 
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図 9.1: SourceSafe Loginダイアログボックス 

 

 
図 9.2: Create SourceSafe Project ダイアログボックス 

 
HEWは、Visual SourceSafe内に必要なプロジェクトを作成して、迅速にアクセスできるよ

うに、バージョン管理ツールバーやメニューを設定しました。Visual SourceSafeプロジェクト
自体は作成しましたが、まだファイルは追加されていません。 
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9.1.2 Visual SourceSafeにファイルを追加する 
前節では、ハードディスクのプロジェクトディレクトリ（つまり作業中のディレクトリ）

と Visual SourceSafeのプロジェクトディレクトリ（つまり管理されたディレクトリ）との間で
マッピングを確立しただけです。ハードディスクのプロジェクトディレクトリ（サブディレク
トリを含む）に複数のソースファイルがあってもマッピング先の Visual SourceSafeのディレク
トリには最初何もありません。 

 
まず、バージョン管理システムとして Visual SourceSafeを選びます。 
 

Visual SourceSafeにファイルを追加するには 
1 Visual SourceSafeに追加するファイル（複数可）を選んでください。ファイルフォ

ルダ、プロジェクトフォルダ、ワークスペースフォルダ、またはそれらを混在
して選ぶこともできます。プロジェクトフォルダ、またはワークスペースフォ
ルダを選ぶと、システムファイルがファイルリストに追加されます。例えば、
プロジェクトフォルダを選ぶと、プロジェクトファイルをファイルリストへ追
加します。プロジェクトファイルがチェックアウトされ、バージョンが最後に
ロードしたときより新しい場合、そのプロジェクトをリロードしたいかどうか
をユーザに問い合わせます。 

2 ファイル追加ツールボタン（ ）をクリックするか、[ツール->バージョン管理
->ファイルの追加] メニューオプションを選んでください。 

 
Visual SourceSafeにファイルを追加すると、ワーキングディレクトリのローカルバージョン

は読み取り専用になります。ファイルが追加されたことを確認したり、プロジェクト内のすべ
てのファイルの状態を表示するには、 

 
1 チェックしたいファイルのプロジェクトフォルダを選んでください。 
2 ファイルの状態ツールボタン（ ）をクリックするか、 [ツール->バージョン管理->

ファイルの状態] メ 
ニューオプションを選んでください。 

3 [Output]ウィンドウの[Version Control]タブに各ファイルの状態が表示されます。表示さ
れた情報により、ファイルがプロジェクトに追加されたかどうか、ファイルがチェッ
クアウトされたかどうか、また、誰によってチェックアウトされたかがわかります。 
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9.2 Visual SourceSafeコマンド 
以下の 8つの操作ができます。 

• バージョン管理にファイルを追加する 
• バージョン管理からファイルを削除する 
• 読み取り専用ファイルを取得する 
• 読み取り/書き込みファイルをチェックアウトする(編集するため) 
• チェックアウトしたファイルをチェックインする（編集後 Visual SourceSafeを更新
する） 

• ファイルのチェックアウト操作をキャンセルする（編集結果をキャンセルする）* 
• ファイルの状態を表示する 
• ファイルの履歴を表示する* 

 
*他のコマンドは、ツールバーまたはメニューからアクセスできますが、これらのコマンド

は [ツール->バージョン管理] サブメニューからしかアクセスできません。 
 

9.2.1 バージョン管理からファイルを削除する 
HEWプロジェクトにファイルが表示（[Workspace]ウィンドウの[Projects]タブ）されても、

それらのファイルが Visual SourceSafeによって管理されているとは限りません。 
 

Visual SourceSafeからファイルを削除するには 
1 Visual SourceSafeから削除するファイルを選んでください。ファイルフォルダ、

プロジェクトフォルダ、ワークスペースフォルダ、またはこれらを混在させて
選ぶこともできます。 

2 ファイル削除ツールバーボタン（ ）をクリックするか、 [ツール->バージョ
ン管理->ファイルの削除] メニューオプションを選んでください。 

 

9.2.2 バージョン管理からファイルの読み取り専用コピーを取
得する 

Visual SourceSafeはソースファイルを保護して、管理しているファイルの書き込み可能なコ
ピーを一度に一人のユーザだけが取得できるようにします。しかし、どのユーザもすべての
ファイルの読み取り専用コピーを取得できます。 

 
Visual SourceSafeから読み取り専用コピーを取得するには 

1 Visual SourceSafeから取得するファイルを選んでください。ファイルフォルダ、
プロジェクトフォルダ、ワークスペースフォルダ、またはこれらを混在して選
ぶこともできます。 

2 ファイル取得ツールバーボタン（ ）をクリックするか [ツール->バージョン
管理->ファイルの取得] メニューオプションを選んでください。 
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9.2.3 バージョン管理からファイルの書き込み可能コピーを
チェックアウトする 

Visual SourceSafe はソースファイルを保護して、管理しているファイルの書き込み可能コ
ピーを一度に一人のユーザだけが取得できるようにします。チェックアウト操作をすると、
Visual SourceSafeからファイルの書き込み可能コピーをローカルドライブに取得します。これ
は、チェックアウトしようとするファイルがすでに他のユーザによりチェックアウトされてい
ない場合のみ可能です。 

 
Visual SourceSafeからファイルの書き込み可能コピーをチェックアウトするには 

1 Visual SourceSafeからチェックアウトしたいファイルを選んでください。ファイ
ルフォルダ、プロ 
ジェクトフォルダ、ワークスペースフォルダ、またはこれらを混在して選ぶこ
ともできます。 

2 ファイルチェックアウトツールバーボタン（ ）をクリックするか [ツール->
バージョン管理->ファイルのチェックアウト] メニューオプションを選んでく
ださい。 

 

9.2.4 バージョン管理にファイルの書き込み可能コピーを
チェックインする 

Visual SourceSafe はソースファイルを保護して、管理しているファイルの書き込み可能コ
ピーを一度に一人のユーザだけが取得できるようにします。チェックアウト操作をすると、
Visual SourceSafeからファイルの書き込み可能コピーをローカルドライブに取得します。
チェックアウトしたファイルを編集してチェックインすると、編集結果を他のユーザが見られ
るようになります。 

 
編集した Visual SourceSafeのファイルをチェックインするには 

1 Visual SourceSafeに再びチェックインするファイルを選んでください。複数の
ファイルを選ぶことができます。ファイルフォルダ、プロジェクトフォルダ、
ワークスペースフォルダ、またはこれらを混在して選ぶこともできます。 

2 ファイルチェックインツールバーボタン（ ）をクリックするか [ツール->バー
ジョン管理->ファイルのチェックイン] メニューオプションを選んでくださ
い。 

 

9.2.5 チェックアウト操作を取り消す 
Visual SourceSafe はソースファイルを保護して、管理しているファイルの書き込み可能コ

ピーを一度に一人のユーザだけが取得できるようにします。チェックアウト操作をすると、
Visual SourceSafeからファイルの書き込み可能コピーをローカルドライブに取得します。
チェックアウトしたファイルを編集してチェックインすると、編集結果を他のユーザが見られ
るようになります。しかし、もしチェックアウト操作を誤って行った場合、または、必要なく
なった場合、チェックアウト操作を取り消すことができます。 

 
Visual SourceSafeからのファイルのチェックアウト操作を取り消すには 

1 以前のチェックアウト操作を取り消したいファイルを選んでください。ファイ
ルフォルダ、プロジェクトフォルダ、ワークスペースフォルダ、またはこれら
を混在して選ぶこともできます。 

2 [ツール->バージョン管理->チェックアウトの取り消し] メニューオプションを
選んでください。 
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9.2.6 ファイルの状態を表示する 
HEWプロジェクトにファイルが表示されても（[Workspace] ウィンドウの[Projects] タブ）、

ファイルが Visual SourceSafeに管理されているとは限りません。Visual SourceSafeに管理され
ているファイルのうち、チェックインされたり、チェックアウト（ユーザが編集するため）さ
れるものがあります。状態コマンドは、現在のファイルの状態を表示します。 

 
Visual SourceSafeのファイルの状態を表示するには 

1 状態を表示するファイルを選んでください。複数のファイルを選ぶこともでき
ます。ファイルフォルダ、プロジェクトフォルダ、ワークスペースフォルダ、
またはこれらを混在して選ぶことができます。 

2 ファイルの状態ツールバーボタン（ ）をクリックするか [ツール->バージョ
ン管理->ファイルの状態] メニューオプションを選んでください。 

 

9.2.7 ファイル履歴を表示する 
Visual SourceSafe はプロジェクトのファイルへの編集を管理します。ファイルが最初にプロ

ジェクトに追加されたときからの編集内容の完全なファイル履歴を表示できます。 
 

Visual SourceSafeのファイル履歴を表示するには 
1 ファイル履歴を表示するファイルを選んでください。複数のファイルを選ぶこ

とができます。ファイルフォルダ、プロジェクトフォルダ、ワークスペースフォ
ルダ、またはこれらを混在して選ぶことができます。 

2 [ツール->バージョン管理->Show History] メニューオプションを選んでくださ
い。 
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9.3 Visual SourceSafe統合化オプション 
[ツール->バージョン管理->構成…]を選ぶことにより、履歴コマンドや状態コマンドの表示

方法を変更できます。 
 
履歴コマンドの結果をダイアログボックスで表示するには、[Display dialog box for history] 

チェックボックスをチェックしてください。履歴コマンドの結果を“Output” ウィンドウの
[Version Control]タブで表示するには、[Display dialog box for history] チェックボックスの
チェックをはずしてください。 
状態コマンドの結果をダイアログボックスで表示するには、[Display dialog box for file status]

チェックボックスをチェックしてください。状態コマンドの結果を[Output] ウィンドウの
[Version Control]タブで表示するには、[Display dialog box for file status]チェックボックスの
チェックをはずしてください。 
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1. はじめに 

High-performance Embedded Workshop (HEW)は、ルネサスのマイクロコンピュータ用に、C/C++言
語およびアセンブリ言語で書いたアプリケーションの開発およびデバッグを簡単に行うためのグラ
フィカルユーザインタフェースを提供します。アプリケーションを実行するエミュレータのアクセス、
計測、および変更に関して、HEWは高機能でしかも直観的な手段を提供することを目的としていま
す。 
 
本システムは、ルネサスオリジナルマイクロコンピュータを使用したシステムの開発をソフトウェ

ア、ハードウェアの両面からサポートする支援装置です。 
E10Aエミュレータの本体である PCMCIAカードエミュレータ、または PCIカードエミュレータ(以

降、カードエミュレータと略す)は、H-UDIポート【注】を経由して、ユーザシステムに接続します。
このため完成した製品に近い形態でデバッグを行うことができます。また、 PCMCIA TYPE IIスロッ
ト、または PCIスロットを搭載しているパーソナルコンピュータ（IBM PC互換機）をホストコン
ピュータにして実験室、フィールドと場所を選ばずデバッグを行うことができます。 

 

Insert PC Card Emulator
H-UDI Micro Computer
Development System

PCCard

 

図 1.1 E10Aエミュレータを使用したシステム構成外観（PCMCIAカードエミュレータ使用時） 
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図 1.2 E10Aエミュレータを使用したシステム構成外観（PCIカードエミュレータ使用時） 

 
【注】  H-UDIとは、JTAG (Joint Test Action Group)インタフェースとコンパチブルなインタフェー

ス仕様です。 
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E10Aエミュレータの特長は、以下のとおりです。 
 
（1）コストパフォーマンスに優れたカードエミュレータ 

PCMCIAまたはPCIインタフェースにより、小型サイズ、低価格を実現しました。 
（2）リアルタイムエミュレーション 

CPUの最高動作周波数でのリアルタイムエミュレーションができます。 
（3）優れた操作性を実現 

Microsoft® Windows® 98、Microsoft® Windows® Me、Microsoft® Windows® 2000、Microsoft® 
Windows® XP、およびMicrosoft® Windows NT®環境下で動作するHEW (High-performance 
Embedded Workshop 2) の使用により、マウスなどのポインティングデバイスを用いて、
ユーザプログラムのデバッグが可能です。また、HEWを使用して、ロードモジュールファ
イルを高速にダウンロードできます。 

（4）充実したデバッグ機能 
ブレーク、トレース機能の充実によりデバッグ効率が向上します。ブレークポイント、お
よびブレーク条件を専用のウィンドウで設定したり、トレース情報をウィンドウに表示で
きます。さらに、豊富なコマンドライン機能を備えています。 

（5）製品形態でのユーザシステムのデバッグ 
ユーザシステム完成時の製品形態に近い状態でユーザシステムのデバッグを行うことがで
きます。 

（6）コンパクトなデバッグ環境 
PCMCIAカードエミュレータを使用すると、ノート型パソコンをホストコンピュータとし
て使用でき、場所を選ばずデバッグ環境を作成することができます。 

（7）AUDトレース機能【注】 
AUDトレース機能により、大容量のリアルタイムトレースが可能です。 

 
【注】  AUDとは、Advanced User Debuggerの略です。機種によっては、サポートしていない製品

があります。 
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1.1 使用上の注意事項 
 

注意� 
E10A エミュレータをお使いになる前に、以下の注意事項を必ず確認してください。 
誤った使い方は、E10A エミュレータ、ユーザプログラムおよびユーザシステムの破壊に 
つながります。 

 
(1) 製品を梱包箱から取り出し、納入品明細書に示されているものがそろっているか、確認して

ください。 
(2) 製品に重量物を上積みするなどして、無理な力を加えないでください。 
(3) 製品に過大な物理的衝撃を与えないでください。デバッガ編「1.2 使用環境条件」を参照し

てください。 
(4) E10Aエミュレータを、指定された使用可能なスロット（PCMCIA TYPE IIスロット、または

PCIスロット）以外に挿入しないでください。 
(5) ホストコンピュータまたはユーザシステムの設置場所を移動する場合は、本製品に強い振

動、衝撃が加わらないように注意してください。 
(6) ケーブルを接続した後は、接続位置が正しいことを再度確認してください。接続方法につい

ては、デバッガ編「3 使用前の準備」を参照してください。 
(7) すべてのケーブルを接続し終えてから、接続した各装置へ電源を投入してください。また、

電源が入っているときにケーブルの接続および取り外しをしないでください。 
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1.2 使用環境条件 
 

注意� 
E10A エミュレータを使用する場合、表 1.1、および表 1.2 に示す条件を守ってください。 
この条件を満たさない状態で E10A エミュレータを使用した場合、E10A エミュレータ、 
ユーザプログラムおよびユーザシステムが正常に動作しない場合があります。 

 

表 1.1 使用環境条件 
項番 項目 仕様 

１  温度 動作時         ：    10～35℃ 

非動作時       ：    -10～50℃ 

２  湿度 動作時         ：    35～80%RH 結露なし 

非動作時       ：    35～80%RH 結露なし 

３  振動 動作時         ：    最大 2.45m/s2 

非動作時       ：    最大 4.9m/s2 

梱包輸送時     ：    最大 14.7m/s2 

４  周囲ガス 腐食性ガスのないこと 

 

表 1.2 動作環境 
項番 項目 動作環境 

1 ホストコンピュータ Pentium3 600MHｚ以上を搭載し、PCMCIA TYPE IIスロット、または PCIス
ロットを備えた IBM PCおよびその互換機 

2 OS Windows® 98、Windows® Me、Windows® 2000、Windows®XPおよび 
Windows NT® 

3 最小稼動メモリ容量 128MB以上（推奨ロードモジュールサイズの 2倍以上） 

4 ハードディスク容量 インストールディスク容量 50MB以上 

（スワップ領域を考慮してメモリ容量の 2倍以上（推奨 4倍以上）の空き容量を
ご用意ください。） 

5 マウスなどのポイン
ティングデバイス 

ホストコンピュータ本体に接続可能でWindows® 98、Windows® Me、Windows® 
2000、Windows®XPおよびWindows NT®に対応している、マウスなどのポイ
ンティングデバイス 

6 電源電圧 5.0±0.25V 

7 消費電流 HSxxxxKCM01H : 110mA (max) 

HSxxxxKCM02H : 230mA (max) 

HSxxxxKCI01H : 340mA (max) 

HSxxxxKCI02H : 600mA (max) 

8 CD-ROMドライブ E10Aエミュレータ用 HEWをインストールするため、または E10Aエミュレー
タユーザーズマニュアルを参照するために必要 
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1.3 梱包品の確認 
梱包を解いた後、梱包品がそろっているか確認してください。E10Aエミュレータの梱包品は、別

冊の「SHxxxx E10A エミュレータ製品固有ガイド」の 1.1章を参照してください。確認した結果、梱
包品に不足がありましたら、ユーザ登録先の弊社メールアドレス、またはWEBサイトまでご連絡く
ださい。 
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2. E10Aエミュレータ機能 

本章では、E10Aエミュレータの機能を紹介します。 
E10Aエミュレータがサポートするデバイスにより、多少機能が異なります。 
各機能の使用方法は、デバッガ編「6 チュートリアル」をご参照ください。 
 

2.1 機能概要 
E10Aエミュレータの機能概要を表 2.1に示します。 
製品ごとの機能については、オンラインヘルプを参照してください。 

表 2.1  E10Aエミュレータの機能 
項番 項目 機能 

1 ユーザプロ
グラム 

実行系機能 

・ デバイスが保証する範囲の動作周波数による、プログラム実行 

・ リセットエミュレーション 

・ Step機能 

シングル Step機能（1Step：1命令） 

ソースレベル Step機能（1Step：ソース 1行） 

Step Over機能（サブルーチン内はブレークしない） 

Step Out機能（PC実行中のサブルーチンの呼び出し元関数に戻るまで実行） 

2 リセット 

機能 

・ ブレーク中、HEWからデバイスへパワーオンリセット発行 

3 トレース 

機能 

・ デバイス内蔵のトレース機能 

・ AUDトレース 

 分岐トレース、メモリアクセストレース 

4 ブレーク 

機能 

・ ハードウェアブレーク条件（条件、本数はデバイスにより異なる） 

・ PCブレーク条件（255箇所） 

・ 強制ブレーク機能 

5 パフォーマ
ンス測定 
機能 

・ マイコン内蔵のカウンタにより、Point to Pointの経過サイクル数などを測定する機能 

・ 関数ごとに経過サイクル数などを測定し、Go終了時に一覧表示する機能 

6 メモリアク
セス機能 

・RAMへのダウンロード 

・ フラッシュメモリへのダウンロード 

・ 1行アセンブル 

・ 逆アセンブル 

・ メモリリード 

・ メモリライト 

・ ユーザプログラム実行中の変数内容の表示自動更新 

・ FILL 

・ サーチ 

・ ムーブ 

・ コピー 



2  E10Aエミュレータ機能 

166 

項番 項目 機能 

7 汎用/制御レ
ジスタアク
セス機能 

汎用/制御レジスタのリード/ライト 

8 内蔵 I/Oレジ
スタアクセ
ス機能 

内蔵 I/Oレジスタのリード/ライト 

9 ソースレベ
ルデバッグ
機能 

豊富なソースレベルデバッグ機能。 

10 コマンドラ
イン機能 

コマンド入力をサポートしています。 

各コマンドを入力順に羅列したファイルを作成すれば、バッチ処理を行うこともできま
す。 

11 ヘルプ機能 各機能の操作方法や、コマンドラインウィンドウから入力できるコマンドのシンタックス
を記載しています。 

 
次の章から、E10Aエミュレータの特徴的な機能についてご説明します。 
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2.2 トレース機能 
E10Aエミュレータには 2種類のトレース機能があります。 

2.2.1 内蔵トレース機能 
 分岐元／分岐先アドレスと、ニモニック、オペランド、ソース行を表示します。 
 デバイスに内蔵されているトレースバッファを使用して実現しますので、リアルタイムにトレー
スを取得することができます。 

 
【留意事項】 
 1. トレース取得できる分岐命令の数、トレース表示内容は、製品によって異なります。各

製品の仕様については、オンラインヘルプを参照してください。 
2. 製品によっては、内蔵トレース機能はサポートしておりません。各製品の仕様について

は、オンラインヘルプを参照してください。 
3. 製品によっては、内蔵トレース機能が拡張されています。各製品の仕様については、オ

ンラインヘルプを参照してください。 
 

2.2.2 AUDトレース機能 
デバイスの AUD端子を E10Aエミュレータに接続している場合に有効な、大容量のトレース機能

です。トレース取得するイベントが発生した場合、AUD端子からリアルタイムにトレース情報が出
力されます。 

 
トレース取得できるイベントの数は、分岐元／分岐先の組を 1個とすると最大 262,144個です。 
 

(1)   トレース取得イベント 

AUDトレース機能では、以下に示すイベントを取得することができます。 
 

(a) 分岐発生情報 

分岐元／分岐先アドレスを取得します。 
 

(b) 指定範囲内メモリアクセス情報 

指定した範囲内のメモリアクセスをトレース取得します。 
メモリ範囲は 2つまで指定できます。チャネル A、チャネル Bにそれぞれ範囲を指定すること 
ができます。またそれぞれトレース取得するバスサイクルとして、リードサイクル、ライトサ 
イクル、またはリードライトサイクルを選択できます。 
本機能は、以降、「ウィンドウトレース機能」と呼びます。 
 

(c) ソフトウェアトレース 

特殊な命令を実行した場合に、実行時の PC値と 1つの汎用レジスタ内容をトレース取得します。 
あらかじめ、Cソース上に Trace(x)関数（xは変数名）を記述し、コンパイル、リンクしてくださ

い。詳細は SHC/C++コンパイラマニュアルを参照してください。 
ロードモジュールを E10Aエミュレータにロードし、ソフトウェアトレース機能を有効にして実行

すると、Trace(x)関数を実行した PC値と、xに対応する変数の値と、ソースが表示されます。 
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【留意事項】 
 本機能は、SH4系は SHC/C++コンパイラ V6.0、SH3系は SHC/C++コンパイラ V7.0よりサ 
 ポートされます。 
 
【留意事項】 
 トレース取得できるイベントの種類は、製品によって異なります。各製品の仕様については、

オンラインヘルプを参照してください。 
 
(2)   トレース取得モード 

AUDトレース機能では、トレースを取得する際の取得方法において以下のモードを持っています。 
表 2.2に、AUDトレースのトレース取得モードを示します。 
 

表 2.2   AUDトレース取得モード 
種別 モード 説明 

Realtime trace 
モード 

トレース情報を出力中に次の分岐が発生した場合、すべ
てのトレース情報を出力できないことがあります。この
ため、ユーザプログラムはリアルタイムに動作します
が、トレース情報が一部取得できないことがあります。 

トレース出力が

連続して発生し
た場合の取得
モード 
 
 

Non realtime trace
モード 

トレース情報を出力中に次の分岐が発生した場合、ト
レース情報が出力し終わるまで、CPUは動作を停止しま
す。このため、ユーザプログラムのリアルタイム性はあ
りません。 

Trace continue 
モード 

古い情報を上書きして、常に最新の情報を取得します。 E10Aエミュ
レータのトレー
スバッファがフ
ルになった場合
の取得モード 

Trace stop 
モード 

その後のトレースを取得しません。 
ユーザプログラムは継続して実行されます。 

 

(3)   トレース表示内容 

プログラムの実行停止後、[Trace Window]ウィンドウにトレース結果を表示します。[Trace Window]
ウィンドウへは、以下を表示します。 
・ PTR ：トレースバッファ内ポインタ（最後に実行した命令が +0 となります） 
・ IP ：一番最近のトレース情報から遡って、いくつ前の情報であるかを示します。 

分岐命令は、分岐元と分岐先で 1つとカウントします。 
・ Type ：トレース取得情報の種類を表示します。 
・ Address ：トレース取得アドレスを表示します。 
・ Data ：トレース取得データを表示します。データのない情報に関しては、「********」を

表示します。 
・ Instruction、Source、Label： 
トレース取得アドレスのニモニック、該当するソースと、ラベル情報を表示します。「Source」カラ
ムをダブルクリックすると、ソースウィンドウの該当個所にカーソルが移動します。 
 
また、Type列、Address列、Data列は、選択されている AUDトレース種別によってそれぞれ以下の
意味を持ちます。 
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表 2.3   [Trace Window]ウィンドウ表示内容 
トレース種別 TYPE列 ADDR列 DATA列 

分岐トレース BRANCH 分岐元アドレス 表示なし 

 DESTINATION 分岐先アドレス 表示なし 

ウィンドウトレース【注 1】 MEMORY メモリアクセスアドレス メモリアクセスデータ 

ソフトウェアトレース【注 1】 S_TRACE Trace(x)関数実行アドレス 変数 xデータ 

データロスト【注 1】【注 2】 LOST 表示なし 表示なし 

CPUウエイト発生【注 1】【注 2】 CPU-WAIT 表示なし 表示なし 

【注】 1. 内蔵トレースでは表示しません。 

 2. デバッグ対象のデバイスによっては、[Lost]、[CPU-WAIT]が出力されません。このため、トレース

データの出力が間に合わなかったことや、トレースデータ出力のために CPUがウエイトを発生した

ことが分かりませんので、ご了承ください。 

 

(4)   トレースウィンドウの便利な機能 

トレースウィンドウでは、以下の便利な機能をサポートしています。 
・ 指定データの検索 
・ 指定データの抽出 
・ 指定データをフィルタリングして再表示 
・ 分岐先アドレスから、次の分岐元アドレスまでの情報補填 
これらの機能の使用方法については、デバッガ編「5.15 トレース情報を見る」を参照してくださ
い。 
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2.3 ブレーク機能 
E10Aエミュレータでは、以下の 3種類のブレーク機能があります。 
 

(1) ハードウェアブレーク機能 
デバイス内蔵のブレークコントローラを使用した機能です。 
アクセスアドレス条件、命令フェッチアドレス条件、データ条件、バスサイクル条件などが設定で
きます。 
アドレス条件はすべて論理アドレスです。 
また、ソースウィンドウの”EVENTカラム”からも設定できます。設定方法はデバッガ編「5.2 プ
ログラムをダウンロードする」を参照してください。 
  

(2) PCブレーク機能（BREAKPOINT） 
指定アドレスの命令を専用命令に置き換えることでブレークする機能です。 
メモリへのライトが発生するため RAM領域および内蔵フラッシュメモリ以外の場所には設定でき
ません。 
本機能は、[Event]ダイアログボックスの[Breakpoint]シートで設定できます。 
また、[Editor]ウィンドウや[Disassembly]ウィンドウ上で、設定したい行の[Editor]カラムをダブ 
ルクリックすることによっても設定できます。 
 

(3) 強制ブレーク機能 
ユーザプログラムを強制的にブレークする機能です。 
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2.4 パフォーマンス測定機能 
E10Aエミュレータには、パフォーマンスを測定する機能として、以下 3種類があります。 
 

2.4.1 Point to Pointの経過サイクルなどを測定する機能 
本機能は、デバイス内蔵のカウンタにより、指定条件成立時から指定条件成立時までに要したサイ

クル数などを測定する機能です。 
サポートデバイスによって、サイクル数だけでなく、キャッシュミスの回数や、TLBミスの回数

など、いろいろな項目を測定することもできます。 
各製品の仕様は、オンラインヘルプを参照してください。 
本機能は以降、「パフォーマンス測定機能」、または「PA1」と呼びます。 
 

[留意事項] 
 測定できる項目は、製品によって異なります。また、製品によっては、本機能はサポートして

おりません。各製品の仕様については、オンラインヘルプを参照してください。 
 

2.4.2 プロファイル機能 
E10Aエミュレータでは、各関数のパフォーマンスを計測できる「プロファイル機能」があります。

関数ごとの所要時間の統計などをとることによって、パフォーマンスの悪い関数を見つけ出すことが
容易になります。 

 
【注】  プロファイル機能とパフォーマンス測定機能は、同時に使用できません。 
       同時に使用しようとした場合、「Can not use this function」エラーメッセージダイアログ 

ボックスが表示されます。 
 
[留意事項] 
 測定できる項目は、製品によって異なります。また、製品によっては、本機能はサポートして

おりません。各製品の仕様については、オンラインヘルプを参照してください。 
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2.5 メモリアクセス機能 
E10Aエミュレータには以下のメモリアクセス機能があります。 

(1) メモリリード/ライト機能 

[Memory]ウィンドウ：メモリ内容をウィンドウ表示します。 
          [Memory]ウィンドウ OPEN時に指定したサイズのみリードします。 
          エミュレータ内にキャッシュを持っていないため、常にリードサイクルが発

生します。 
また、[Memory]ウィンドウからライトした場合は、ウィンドウの更新のため
に、 [Memory]ウィンドウで表示されている範囲のリードが発生します。 
[Memory]ウィンドウを更新したくない場合、ポップアップの[表示固定]メ
ニューで更新しない設定にすることができます。 

 
meコマンド：コマンドライン機能です。 
      指定アドレスを指定サイズでリード、ライトする機能です。 
 

(2) ユーザプログラムのダウンロード機能 

ワークスペース内に登録されたロードモジュールをダウンロードできます。 
[デバッグ]メニューの[ダウンロード]で、ダウンロードするモジュールを選択できます。 
また、ワークスペース内のロードモジュールを右クリックすることによってポップアップメニュー

が開きますが、このポップアップメニューからもダウンロードを行うことができます。 
ダウンロード先は、RAMまたはフラッシュメモリです。 
デバイス内蔵以外のフラッシュメモリへダウンロードする場合、[オプション]メニューの[エミュ

レータ]を選択して[Configuration]ウィンドウを開き、 [Loading flash memory]ページで必要な設定を
行ってください。 
本機能では、デバッグ情報などソースレベルデバッグに必要な情報もダウンロードします。 
 

(3) メモリデータのアップロード機能 

指定アドレスから指定サイズ分、ファイルに保存することができます。 
ファイル形式は Sタイプ形式となります。 
 

(4) メモリデータのダウンロード機能 

Sタイプ形式のファイルで保存されているメモリ内容をダウンロードできます。 
[Memory]ウィンドウのポップアップメニューから[ロード]を選択してください。 
 

(5) 変数内容表示 

ユーザプログラムの指定した変数の内容を表示します。 
変数内容表示機能の使用方法については、デバッガ編「5.13 変数の表示」を参照してください。 
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(6) その他のメモリ操作機能 

その他、以下の機能があります。 
・ メモリフィル機能 
・ メモリコピー機能 
・ メモリセーブ機能 
・ メモリベリファイ機能 
・ メモリサーチ機能 
・ 内蔵 I/O表示機能 
・ キャッシュテーブル表示、編集機能（キャッシュ内蔵デバイスのみ） 
・ TLBテーブル表示、編集機能（MMU内蔵デバイスのみ） 
・ ラベル名、変数名とその内容を表示する機能 

 
詳細につきましてはオンラインヘルプを参照してください。 
 

【留意事項】 

1. ユーザプログラム実行中のメモリアクセス 
ユーザプログラム実行中にメモリウィンドウ等からメモリアクセスした場合、E10Aエミュレー
タ内部でユーザプログラムの実行を一旦停止してメモリアクセスし、その後ユーザプログラム
を再実行しています。したがって、ユーザプログラムのリアルタイム性はありません。 
 
参考値として、以下の環境でのユーザプログラムの停止時間を示します。 
 環境： 
 ホスト PC ：Pentium®Ⅲ 800MHz 
 SH7710 ：CPUクロック 66.67MHz（モード 1. FRQCR=H'1003、入力クロック 16.67MHz） 
 JTAGクロック ：3.75MHz 
コマンドラインウィンドウから 1バイトメモリリードを行った場合、停止時間は約 32msとなり
ます。 

 
2. ユーザプログラムブレーク中のメモリアクセス 

E10Aエミュレータは、フラッシュメモリ領域に対してもダウンロードすることができます。し
かし他のメモリライト操作は RAM領域および内蔵フラッシュメモリに対してのみ可能です。
したがって、メモリライト、BREAKPOINT等の設定は RAM領域および内蔵フラッシュメモリ
のみに行ってください。 
また、MMUによりメモリ空間がリードのみ可能となっている場合にも、メモリライト、
BREAKPOINT設定、ダウンロード等の操作は行わないでください。 

 
3. ユーザプログラムブレーク中のキャッシュ操作 
キャッシュ内蔵デバイスでキャッシュイネーブルの場合、E10Aエミュレータは以下の方法でメ
モリアクセスしています。 
メモリライト時：キャッシュを一旦ライトスルーにし、メモリライトを行う、または、OCBWB
命令を使用。 
メモリリード時：設定されているキャッシュ書き込みモードを変更せず行う。 
メモリベリファイ時：ベリファイのためのリードは、キャッシュを一旦無効にする。 
したがって、ユーザプログラムブレーク中にメモリリードやライト操作を行うと、キャッシュ
の状態は変化します。 
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2.6 スタックトレース機能 
E10Aエミュレータでは、スタック情報を用いて、現在の PCがある関数がどの関数からコールさ

れているかを表示します。本機能は、Dwarf2形式のデバッグ情報を持ったロードモジュールをロー
ドした場合のみ使用できます。 
本機能の使用方法については、デバッガ編「6.20 スタックトレース機能」を参照してください。 
 
 

2.7 オンラインヘルプ 
各機能の操作方法や、コマンドラインウィンドウから入力できるコマンドのシンタックスを記載し

ている、オンラインヘルプ機能があります。 
エミュレータ用機能のヘルプを見る場合、[ヘルプ]メニュー→[エミュレータヘルプ]を選択してく

ださい。 
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3. 使用前の準備 

3.1 E10Aエミュレータ使用フローチャート 
E10Aエミュレータを使用するにあたって、梱包を解いたあと下記の手順で準備を行ってください。 
 

 

警告�
 

 準備を行う前に図 3.1 中のアミのかかっている参照先を全てよく読んで理解してくだ 
 さい。 
 誤った使い方は、E10A エミュレータ、ユーザプログラムおよびユーザシステムの破壊に 
 つながります。 

 

 

図 3.1 E10Aエミュレータ使用フローチャート 
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3.2 エミュレータソフトウェアのインストール 
CD-Rのルートディレクトリから Setup.exeを実行しインストールウィザードを起動してください。 
インストールウィザードに従いインストールを行ってください。 
また、インストール時にハードウェアの設定も行うため、ご使用のオペレーティングシステムおよ

びインタフェース（PCI、PCMCIA）によりインストール手順が異なります。ご使用の環境に合わせ
たインストール手順に従ってインストールを進めてください。 
 

3.2.1 Windows® 98 operating systemまたはWindows® Me operating 
systemへのインストール 

 

(1) PCIカードタイプの E10Aエミュレータをご使用の場合 

 1. HEWのインストールを行ってください。 
（コンポーネントの選択では[PCI Card Driver]を必ず選択してください。） 

 2. オペレーティングシステムを終了し、PCの電源を切ってください。 
 3. E10AエミュレータPCIカードをPCに装着してください。 
  デバッガ編「3.3 ホストコンピュータとカードエミュレータとの接続」をご参照くだ

さい。 
 4. PCを起動してください。ハードウェアが認識され、自動的にドライバのインストールが 

  開始されます。【注】 
 

(2) PCMCIAタイプの E10Aエミュレータをご使用の場合 

 1. HEWのインストールを行ってください。 
（コンポーネントの選択では[PC Card Driver (PCMCIA)]を必ず選択してください。） 

 2. E10AエミュレータPCMCIAカードをPCに装着してください。 
  デバッガ編「3.3 ホストコンピュータとカードエミュレータとの接続」をご参照くだ

さい。 
 3. ハードウェアが認識され、自動的にドライバのインストールが開始されます。【注】 
 

【注】「新しいハードウェアの追加ウィザード」が表示された場合、[使用中のデバイスに最適なド
ライバを検索する（推奨）]を選択し、検索場所として[検索場所の指定]を選択してください。
指定する検索場所は、それぞれ以下としてください。 

     ・PCIカードタイプの E10Aをご使用の場合： 
        「<ドライブ>:¥DRIVERS¥PCI¥95」を指定。 

   ・PCMCIAカードタイプの E10Aをご使用の場合： 
        「<ドライブ>:¥DRIVERS¥PCMCIA¥95」を指定。 

    （<ドライブ>は CD-ROMドライブのドライブ名です。） 
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3.2.2 Windows NT® 4.0 operating systemへのインストール 
 

(1) PCIカードタイプの E10Aエミュレータをご使用の場合 

 1. オペレーティングシステムを終了し、PCの電源を切ってください。 
 2. E10AエミュレータPCIカードをPCに装着してください。 
  デバッガ編「3.3 ホストコンピュータとカードエミュレータとの接続」をご参照くだ

さい。 
 3. PCを起動し、Administrator権限でログオンしてください。 
 4. HEWのインストールを行ってください。 

（コンポーネントの選択では[PCI Card Driver]を必ず選択してください。[PCI Card Driver] 
 コンポーネントの下に、各製品の型名を選択するチェックボックスがありますので、正 
 しい型名を選択してください。正しい型名を選択しないと、正しいドライバがインス
トールされないため、E10Aエミュレータが動作しません。） 

 5. PCを再起動してください。 
 

(2) PCMCIAタイプの E10Aエミュレータをご使用の場合 

 1. オペレーティングシステムを終了し、PCの電源を切ってください。 
 2. E10AエミュレータPCMCIAカードをPCに装着してください。 
  デバッガ編「3.3 ホストコンピュータとカードエミュレータとの接続」をご参照くだ

さい。 
 3. PCを起動し、Administrator権限でログオンしてください。 
 4. HEWのインストール中にE10AエミュレータPCMCIAカードが使用するリソースに 

 ついての問い合わせがあるため、設定値を事前に調べる必要があります。 
 [スタート]メニュー → [プログラム] → [管理ツール（共通）] → [Windows NT診断プ 
 ログム]を起動し、リソースパネルよりIRQ、I/Oポート、およびメモリの使用状況を確 
 認し、他のデバイスと競合しない設定値を決定してください。（IRQ: 1チャネル、I/O 
 ポート: H’Fバイト、メモリ: H’4000バイトのリソースを使用します。） 

 5. HEWのインストールを行ってください。 
（コンポーネントの選択では[PC Card Driver (PCMCIA)]を必ず選択してください。[PC  
 Card Driver (PCMCIA)]コンポーネントの下に、各製品の型名を選択するチェックボック
スがありますので、正しい型名を選択してください。正しい型名を選択しないと、正し 
 いドライバがインストールされないため、E10Aエミュレータが動作しません。） 
6. PCを再起動してください。 

 
【留意事項】 
 1. SH7729 E10Aエミュレータ、SH7729R E10Aエミュレータ、SH7622 E10Aエミュレー

タの場合、納入品明細書に記載されている MODEL名を選択するチェックボックスがあ
りますので、正しい型名を選択してください。 

 2. [Drivers]コンポーネントで選択されたドライバは、PC起動後にすべて開始される設定に
なっています。したがって、各カードを抜いた状態で PCを起動した場合や、正しいド
ライバ以外をインストールした場合、ドライバが開始できないため、サービスコントロー
ルマネージャがエラーを通知しますが、問題はありません。 
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3.2.3 Windows®2000 operating systemまたはWindows® XP operating 
systemへのインストール 

 

(1) PCIカードタイプの E10Aエミュレータをご使用の場合 

 1. Administrator権限でログオンしてください。 
 2. HEWのインストールを行ってください。 

（コンポーネントの選択では[PCI Card Driver]を必ず選択してください。） 
 3. オペレーティングシステムを終了し、PCの電源を切ってください。 
 4. E10AエミュレータPCIカードをPCに装着してください。 
  デバッガ編「3.3 ホストコンピュータとカードエミュレータとの接続」をご参照くだ

さい。 
 5. PCを起動し、Administrator権限でログオンしてください。ハードウェアが認識され、 

 自動的にドライバのインストールが開始されます。【注】 
 

(2) PCMCIAタイプの E10Aエミュレータをご使用の場合 

 1. Administrator権限でログオンしてください。 
 2. HEWのインストールを行ってください。 

（コンポーネントの選択では[PC Card Driver (PCMCIA)]を必ず選択してください。） 
 3. E10AエミュレータPCMCIAカードをPCに装着してください。 
  デバッガ編「3.3 ホストコンピュータとカードエミュレータとの接続」をご参照くだ

さい。 
 4. ハードウェアが認識され、自動的にドライバのインストールが開始されます。【注】 
 

【注】「新しいハードウェアの検出ウィザード」が表示された場合、[デバイスに最適なドライバを
検索する（推奨）]を選択し、検索場所として[検索場所の指定]を選択してください。指定す
る検索場所は、それぞれ以下としてください。 

   ・PCIカードタイプの E10Aをご使用の場合： 
        「<ドライブ>:¥DRIVERS¥PCI¥2000」を指定。 
   ・PCMCIAカードタイプの E10Aをご使用の場合： 
        「<ドライブ>:¥DRIVERS¥PCMCIA¥2000」を指定。 
      （<ドライブ>は CD-ROMドライブのドライブ名です。） 
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3.3 ホストコンピュータとカードエミュレータとの接続 
 
カードエミュレータをホストコンピュータの PCMCIA TYPE IIスロット、または PCIスロットに挿

入してください。 
 
【留意事項】  
  Windows®98, Windows®Me, Windows®2000, Windows®XP, Windows NT®をご使用の場合、

カードエミュレータ装着前に、必ずエミュレータソフトウェアのインストールを行ってくだ
さい。 

 

 

図 3.2 カードエミュレータのホストコンピュータへの挿入（PCMCIA使用時） 

 

 

図 3.3 カードエミュレータのホストコンピュータへの挿入（PCI使用時） 
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デバッガ編「3.4  カードエミュレータとユーザシステムとの接続」に示す手順でカードエミュレー
タとユーザシステムをユーザインタフェースケーブルで接続してください。 
また、装置の移動などのためにカードエミュレータとユーザシステムを取り外したり、取り付ける場
合も同様の手順で接続してください。 
 

警告�
 

 E10A エミュレータ PCI カードを挿入する際、以下の点に注意してください。挿入を誤る
と、ご使用のホストコンピュータを破壊する可能性があります。 
1. ホストコンピュータの電源を切ってください。 
2. PCI カードエミュレータを PCI スロットに平行に挿入してください。 
3. コネクタとケーブル位置を確認し、確実に接続できるようにネジ止めしてください。 
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3.4 カードエミュレータとユーザシステムとの接続 
 

(1) H-UDIポートコネクタをユーザシステム上に実装してください。カードエミュレータが推奨
するH-UDIポートコネクタを表3.1に示します。 

表 3.1 推奨コネクタ 
 型 名 メーカ 仕様 

７６１４－６００２ 住友スリーエム株式会社 14ピンストレートタイプ（国内推奨） 14ピン 

コネクタ ２５１４－６００２ 住友スリーエム株式会社 14ピンストレートタイプ（海外推奨） 

DX10M-36S ヒロセ電機株式会社 基板ネジ止めタイプ 

DX10M-36SE ヒロセ電機株式会社 基板ロックピン止めタイプ 

36ピン 

コネクタ 

DX10GM-36SE ヒロセ電機株式会社 基板ロックピン止めタイプ 

 
【留意事項】 

H-UDIポートコネクタ実装時、14ピンコネクタ使用時は、周囲３mm四方に他の部品を実装
しないでください。 
36ピンコネクタ使用時は、コネクタ実装部に他の信号線を配線しないでください。 

 
(2) ユーザインタフェースケーブルコネクタの信号TDOは、H-UDIポートコネクタのTDIに、ユー

ザインタフェースケーブルコネクタの信号TDIはH-UDIポートコネクタのTDOに接続できる
よう、H-UDIポートコネクタのピン配置には注意してください。 H-UDIポートコネクタのピ
ン配置は「SHxxxx E10A エミュレータ製品固有ガイド」の1.4章を参照してください。 

 
(3) 14ピンストレートタイプコネクタ使用時のユーザインタフェースケーブルの接続方法を図

3.4に示します。 ケーブルのGND線はユーザシステムのGNDに接続してください。 また、
GNDにネジ止めする場合はφ3 (mm)のネジを用意してユーザシステムのGNDに接続してくだ
さい。 
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図 3.4 14ピンストレートタイプコネクタ使用時のユーザシステム側のユーザインタフェース 
ケーブル接続方法 

 
【留意事項】 
 1． H-UDIポートコネクタの信号線の接続先は、デバイスのピン配置を参照してください。 
 2． ユーザシステムからユーザインタフェースケーブルを引き抜く場合、必ず引き抜きタブ

を持ち、引き抜いてください。 
 3． H-UDIが動作する周波数の範囲は、サポートするデバイスによって異なります。詳細は、

SHxxxx E10A エミュレータ製品固有ガイドの「2.2.4 JTAGクロック（TCK）、AUD
クロック（AUDCK）使用時の注意事項」を参照してください。 

 4. ユーザシステムに H-UDIポートコネクタを実装する際、H-UDIの信号の配線は、 H-UDI
ポートコネクタからデバイスに直接接続してください。 

 5. ユーザシステムを設計する際、バウンダリスキャン用ループにデバイスの TDI信号、TDO
信号を接続しないでください。または、スイッチ等でデバイスを切り離すようにしてく
ださい（図 3.5参照）。 
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図 3.5  ユーザシステム設計時の注意 
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3.5 システムチェック 
次に、ソフトウェアを実行し、E10Aエミュレータが正しく接続されていることをチェックします。 
ここでは、製品に添付のチュートリアル用ワークスペースを使用して起動します。 
新規にプロジェクトを作成して起動する方法や、既存の HEW用のワークスペースを使用して起動

する方法については、デバッガ編「4 デバッグの準備をする」を参照してください。 
 

(1) ホストコンピュータとE10Aエミュレータを接続してください。  
(2) E10Aエミュレータのコネクタとユーザインタフェースケーブルを接続します。 
(3) ユーザシステム側のコネクタにユーザインタフェースケーブルを接続します。 
(4) ホストコンピュータの電源を入れてください。 
(5) [スタート]メニューの[プログラム]から[Renesas High-performance Embedded Workshop 2]  

[High-performance Embedded Workshop 2]を選択してください。 
 

 
図 3.6   [スタート]メニュー 

 
【留意事項】 
  [Renesas High-performance Embedded Workshop 2] -> [Tools] は、ご使用の環境によって

は表示されません。 



3 使用前の準備 

185 

(6) [ようこそ!]ダイアログボックスが表示されます。 
 

 
図 3.7   [ようこそ!]ダイアログボックス 

 
・[新規プロジェクトワークスペースの作成]ラジオボタン 

ワークスペースを新規作成する場合に選択します。 
 

・[最近使用したプロジェクトワークスペースを開く]ラジオボタン 
既存のワークスペースを使用する場合に選択します。 
開いたワークスペースの履歴が表示されます。 
 

・[別のプロジェクトワークスペースを参照する]ラジオボタン 
既存のワークスペースを使用する場合に選択します。 
開いた履歴が残っていない場合に使用します。 
 

ここでは、チュートリアル用ワークスペースを使用するため、[別のプロジェクトワークスペース
を参照する]ラジオボタンを選択し、[OK]ボタンを押してください。 
 
[ワークスペースを開く]ダイアログボックスが開きますので、以下のディレクトリを指定してくだ
さい。 

HEWインストール先ディレクトリ¥Tools¥Renesas¥DebugComp¥Platform¥E10A¥xxxx¥Tutorial 
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ディレクトリの指定後、以下のファイルを選択し[開く]ボタンを押してください。 
 

図 3.8   [ワークスペースを開く]ダイアログボックス 

 
(7) ご使用のデバイスによっては[Select Emulator mode]ダイアログボックスが表示されます。 

 

 
図 3.9   [Select Emulator mode]ダイアログボックス 

 
[Device]ドロップダウンリストボックスでは、ご使用のデバイス名を選択してください。 
[Mode]グループボックスで選択する内容は以下です。 

・E10A Emulator  
指定したデバイスのE10A Emulatorを起動します。プログラムのデバッグが行えます。 
 

・Writing Flash memory 
フラッシュメモリへユーザプログラムを書き込むだけのモードです。 
プログラムのデバッグはできません。 
ダウンロードするロードモジュールをワークスペースに登録し、ダウンロードしてくだ
さい。 
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(8) [Connecting]ダイアログボックスが表示され、エミュレータの接続を開始します。 
 

 
図 3.10   [Connecting]ダイアログボックス 
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(9) [E10A Driver Details]ダイアログボックスが表示されます。[Driver]コンボボックスで、HEW
とE10Aエミュレータを接続するドライバの選択を行います。 
[Interface]には、接続するPCインタフェースボードのインタフェース名、[Channel]は、ボー
ドが接続されているインタフェースが表示されます。[E10A Driver Details]ダイアログボック
スでドライバを選択します。本ダイアログボックスは、次回のHEWの起動からは表示されま
せん。（ターゲットデバイスにより、この手順はない場合があります。） 

 

 
図 3.11   [E10A Driver Details]ダイアログボックス 

• [Driver]コンボボックスで、HEWと E10Aエミュレータを接続するドライバの選択を行いま
す。 

• [Interface]には、接続するカードエミュレータのインタフェース名、［Channel］には、PC
インタフェースボードが接続されているインタフェースが表示されます。 

[Driver]コンボボックス：PCMCIAカードエミュレータ使用時はE10A PC Card Driver を
選択します。PCIカードエミュレータ使用時はE10A PCI Card 
Driver を選択します。詳細は、別冊「SHxxxx E10A エミュレー
タ製品固有ガイド」の「2.2.1 E10Aエミュレータのドライバ
選択」の表2.4を参照してください。 

[Interface]コンボボックス：PCMCIAカードエミュレータ使用時はPC Cardを選択します。
PCIカードエミュレータ使用時はPCIを表示します。（各ドラ
イバをインストールしていない場合は、表示されません） 

• ［Close］ボタンをクリックしてください。 
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(10) 図3.12に示すダイアログボックスが表示されます。 
 

 
図 3.12   RESET信号入力要求メッセージのダイアログボックス 

(11) ユーザシステムの電源を入れます。 
(12) ユーザシステムからRESET信号を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 
(13) フラッシュメモリ内蔵デバイスを使用している場合は、図3.13のダイアログボックスが開き

ます。ご使用のシステムクロック値を入力してください。 
 システムクロックとは、入力クロックではなく、逓倍後のCPUの動作周波数を表します。 

 

 
図 3.13   [System Clock]ダイアログボックス 

(14) ご使用のデバイスによっては以下のダイアログボックスが表示されますので、フラッシュメ
モリセキュリティのため、IDコードを入力してください。 

 ただし、IDコードとしてH′FFFFFFFFは設定できません。 
 以降、E10A Emulatorモードで起動した場合、[New ID code]チェックボックスを外して起動す

る場合に、ここで設定したIDコードを入力してください。 
 IDコードが一致しない場合、フラッシュメモリの内容は消去されます。 
 [New ID code]チェックボックスがチェックされている場合もフラッシュメモリの内容は消

去されます。 
 

 
図 3.14   [ID Code]ダイアログボックス 
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(15) HEWの[Output]ウィンドウに”Connected”と表示されたら、E10Aエミュレータの起動は 
完了です。 

 

 
図 3.15   [Output]ウィンドウ 

【注】  ユーザプログラムが既に内蔵フラッシュメモリにダウンロードされている場合、E10Aエ
ミュレータ起動後にはユーザプログラムのデバッグ情報がないため、そのままではソースレ
ベルデバッグが行えません。ソースレベルデバッグを行うためには、E10Aエミュレータ起
動後にデバッグ情報ファイルをロードしてください。 

  詳しくは、デバッガ編「4.3.1 エミュレータ起動時の設定」を参照してください。 
 
【留意事項】  

1. E10Aエミュレータが起動されない場合、次のダイアログボックスが表示されます。 
 
   (a) 以下のダイアログボックスが表示された場合、ユーザシステムの電源が入っていない 
      か、RESET信号がデバイスに入力されていない可能性があります。ユーザシステムの 
   電源とリセット端子への入力回路を確認してください。 
 

 
図 3.16   [Can not find /RESET signal]ダイアログボックス 

   (b) 以下のダイアログボックスが表示された場合、H-UDIポートコネクタが正しく結線さ
れていない可能性があります。H-UDIポートコネクタとの結線を確認してください。 

 

 
図 3.17   [Check the connection]ダイアログボックス 
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   (c) 以下のダイアログボックスが表示された場合、デバイスが正常に動作していない可能
性があります。デバイスが正常に動作できない要因がないかどうか確認してください。 

 

 
図 3.18   [COMMUNICATION TIMEOUT ERROR]ダイアログボックス 

 

 
図 3.19   [INVALID ASERAM FIRMWARE!]ダイアログボックス 

 

 
図 3.20   [Error JTAG boot]ダイアログボックス 

   (d) 以下のダイアログボックスが表示された場合、フラッシュメモリの消去が行えません。
フラッシュメモリの書換え回数が限界を越えていますので、MCUを交換してください。 

 

 
図 3.21   [Flash memory erase error!]ダイアログボックス 
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   (e) 以下のダイアログボックスが表示された場合、フラッシュメモリにライトできません。
入力したシステムクロック値が誤っているか、あるいはフラッシュメモリの書換え回
数が限界を越えています。 

 

 
図 3.22   [Error sending Flash memory write program]ダイアログボックス 

   (f) 以下のダイアログボックスが表示された場合、入力された ID コードが間違っています。
この場合、フラッシュメモリのセキュリティのため、フラッシュメモリの内容をすべ
て消去します。 

 

 
図 3.23   [ID code error!]ダイアログボックス 

   (g) 以下のダイアログボックスが表示された場合、MCU と E10Aエミュレータとの通信が
取れません。一因として、MCU が正しく動作していない可能性があるため、設定を確
認してください。 

 

 
図 3.24   [Boot Failed!]ダイアログボックス 

 
2. その他の要因で E10Aエミュレータが起動されない場合、状況に応じたメッセージボック
スが表示されます。 
ボード上の結線などを確認する上で、メッセージの内容を参考にしてください。 
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3.6 アンインストール 
ご使用の PCからインストールした E10Aエミュレータ用ソフトウェアを削除します。 
HEWは、インストールした製品を把握していますので、必ず HEW画面上の操作でアンインストー

ルを行ってください。 
コントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」でもアンインストールは可能ですが、そ

の場合は HEWに含まれるすべてのツール（コンパイラも含む）が削除されますのでご注意ください。 
 
 1. HEWを起動してください。 
 2. [ようこそ!]ダイアログボックスの、[アドミニストレーション…]ボタンをクリックしてくだ

さい。 
 

 
 図 3.25   [ようこそ!]ダイアログボックス 

 3. [ツールアドミニストレーション]ダイアログボックスが開きます。 
 

 
 図 3.26   [ツールアドミニストレーション]ダイアログボックス 
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 4. [登録済みコンポーネント]リストボックス内の[Debugger Components]の左側にある 
   [+]マークをクリックしてインストール済みコンポーネントを一覧表示し、アンインストー 
   ルしたい製品名を強調表示してください。 

 

 
 図 3.27   アンインストールする製品の強調表示 

 5. 次に、[登録解除]ボタンをクリックしてください。 
以下のメッセージボックスが表示されますので、[はい]ボタンを押してください。 
 

 
 図 3.28   メッセージボックス 

これで、HEWへの登録解除は完了です。 
次に、PC内から E10Aエミュレータ用のファイルを削除します。 
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 6. [ツールアドミニストレーション]ダイアログボックスの[アンインストール]ボタンを押し
てください。 

[HEWツールのアンインストール]ダイアログボックスが開きます。 
 

 
 図 3.29   [HEWツールのアンインストール]ダイアログボックス 

 7. [開始]ボタンを押してください。インストールされている製品が一覧表示されます。 
 

 
 図 3.30   アンインストールする製品の強調表示 
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アンインストールしたい製品名を強調表示し、[アンインストール]ボタンを押してください。 
これでアンインストールは完了です。 
 

注意� 
アンインストール中に共有ファイルの検出が行われる場合があります。 
他の製品が共有ファイルを使用する可能性がある場合は共有ファイルの削除を行わないで
ください。Microsoft® Windows NT® 4.0 operating system をご使用の場合、ドライバの
レジストリ登録情報の削除について問い合わせが行われる場合があります。他の製品が該
当のドライバを使用する可能性がある場合はレジストリ登録情報の削除を行わないでくだ
さい。アンインストールにより他の製品が起動しなくなった場合は他の製品を再インス
トールしてください。 
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4. デバッグの準備をする 

4.1 ワークスペース、プロジェクト、ファイル 
ワードプロセッサでドキュメントを作成、修正できるのと同じように、HEWではワークスペース

を作成、修正できます。 
 
ワークスペースはプロジェクトを入れる箱と考えることができます。同じように、プロジェクトは

プロジェクトファイルを入れる箱と考えることができます。したがって各ワークスペースにはプロ
ジェクトが一つ以上あり、各プロジェクトにはファイルが一つ以上あります。この構成を図 4-1に示
します。 

 

プロジェクト�

プロジェクト�

プロジェクト�

ファイル�

ファイル�

ファイル�

ワークスペース�

 
図 4.1   ワークスペース、プロジェクト、ファイルの構成 

 
ワークスペースでは関連したプロジェクトを一つにまとめることができます。例えば、異なるプロ

セッサに対して 1つのアプリケーションを構築しなければならない場合、または、アプリケーション
とライブラリを同時に開発している場合などに便利です。さらに、ワークスペース内でプロジェクト
を階層的に関連づけることができます。つまり、1つのプロジェクトを構築すると、その子プロジェ
クトを最初に構築します。 

 
ワークスペースを活用するには、ユーザは、まずワークスペースにプロジェクトを追加して、その

プロジェクトにファイルを追加しなければなりません。 
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4.2 HEWの起動方法 
 HEWは以下の手順で起動します。 

(1) ホストコンピュータとE10Aエミュレータ、ユーザシステムを接続し、ユーザシステムの電源
を入れてください。 

(2) [スタート]メニューの[プログラム]から[Renesas High-performance Embedded Workshop 2]→
[High-performance Embedded Workshop 2]を選択してください。 

(3) [ようこそ!]ダイアログボックスが表示されます。 
 

 
図 4.2   [ようこそ!]ダイアログボックス 

 
・[新規プロジェクトワークスペースの作成]ラジオボタン 

ワークスペースを新規作成する場合に選択します。 
・[最近使用したプロジェクトワークスペースを開く]ラジオボタン 

既存のワークスペースを使用する場合に選択します。 
開いたワークスペースの履歴が表示されます。 

・[別のプロジェクトワークスペースを参照する]ラジオボタン 
既存のワークスペースを使用する場合に選択します。 
開いた履歴が残っていない場合に使用します。 

 
[新規プロジェクトワークスペースの作成]を選択しツールチェインを使用しない場合と、 [新規プ

ロジェクトワークスペースの作成]を選択しツールチェインを使用する場合、[別のプロジェクトワー
クスペースを参照する]を選択した場合の起動について説明します。[最近使用したプロジェクトワー
クスペースを開く]は、[別のプロジェクトワークスペースを参照する]を選択した場合のワークスペー
スファイルの指定が省略された動作となります。 
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4.2.1 新規にワークスペースを作成する場合(ツールチェイン未使用) 
(1)HEW起動時に表示される、[ようこそ!]ダイアログボックスで、[新規プロジェクトワークスペー
スの作成]ラジオボタンを選択し、[OK]ボタンを押してください。 

 

 
図 4.3   [ようこそ!]ダイアログボックス 
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(2)Project Generatorが開始されます。 
ここでは、ツールチェイン用の設定に関する説明は省略します。 
 
ツールチェインをご購入されていない場合、以下の画面が開きます。 
 

 
図 4.4   [新規プロジェクトワークスペース]ダイアログボックス 

 
・[ワークスペース名]エディットボックス 
新規作成するワークスペース名を入力してください。ここでは“test”と入力します。 

 
・[プロジェクト名]エディットボックス 
プロジェクト名を入力してください。ワークスペース名と同じでよろしければ、入力する必要 
はありません。 

 
 その他のリストボックスはツールチェイン設定用ですので、ツールチェインをインストールし
ていない場合は固定情報が表示されます。 

 



4 デバッグの準備をする 

201 

(3)次に、以下の画面が表示されます。 
 

 
図 4.5   [New Project-Step 7]ダイアログボックス 

ここで、該当する E10Aエミュレータにチェックし、[次へ]ボタンを押してください。 
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(4)次に、コンフィグレーションファイル名を設定します。 
 コンフィグレーションとは、エミュレータ以外の HEWの状態を保存するファイルです。 

 

 
図 4.6   [New Project-Step 8]ダイアログボックス 

これで E10Aエミュレータに関する設定は終了です。 

[完了]ボタンを押し、Project Generatorを終了してください。HEWが起動します。 

 
(5)HEW起動後、自動的に E10Aエミュレータが接続されます。 
接続中の操作については、デバッガ編「3.5 システムチェック」を参照してください。 
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4.2.2 新規にワークスペースを作成する場合(ツールチェイン使用) 
(1)HEW起動時に表示される、[ようこそ!]ダイアログボックスで、[新規プロジェクトワークスペー
スの作成]ラジオボタンを選択し、[OK]ボタンを押してください。 
 

 
図 4.7   [ようこそ!]ダイアログボックス 

 
(2)Project Generatorが開始されます。 

Project Generatorの詳細については、ツールチェインご購入時に含まれる、「High-performance  
Embedded Workshop2 チュートリアル」を参照してください。 
ここでは、ツールチェイン用の設定に関する説明は省略します。 
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ツールチェインをご購入されている場合、以下の画面が開きます。 
 

 
図 4.8   [新規プロジェクトワークスペース]ダイアログボックス 

 
・[ワークスペース名]エディットボックス 
新規作成するワークスペース名を入力してください。ここでは“test”と入力します。 

 
・[プロジェクト名]エディットボックス 
プロジェクト名を入力してください。ワークスペース名と同じでよろしければ、入力する必要 
はありません。 

 
・[CPUファミリ]ドロップダウンリストボックス  
該当する CPUファミリを選択してください。 

 
・[ツールチェイン]ドロップダウンリストボックス  
ツールチェインをご使用になる場合、該当するツールチェイン名を選択してください。 
使用しない場合、[None]を選択してください。 
・[プロジェクトタイプ]リストボックス  
使用したいプロジェクトタイプを選択してください。 
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【留意事項】  
1. E10Aエミュレータの場合、以下のどれかを選択しても同じです。 
  ・[Application]と[SHxxxx E10A Emulator Application] 
  ・[Assembly Application]と[SHxxxx E10A Emulator Assembly Application] 
  ・[Empty Application]と[SHxxxx E10A Emulator Empty Application] 

 
2. E10Aエミュレータの場合、[Demonstration]を選択した場合に以下の注意事項があります。 

[Demonstration]は Simulator用のプログラムです。生成されるプログラムを使用される場合、 
“Printf文”を削除してください。 

 
(3)次に、ツールチェインの設定を行いますので、必要な設定を行ってください。 
  ツールチェインの設定が終了したら、以下の画面が表示されます。 
 

 
図 4.9   [New Project-Step 7]ダイアログボックス 

 
ここで、該当する E10Aエミュレータにチェックし、[Next]ボタンを押してください。 
必要であれば、他の製品にもチェックをしてください。 
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(4)次に、コンフィグレーションファイル名を設定します。 
  コンフィグレーションとは、エミュレータ以外の HEWの状態を保存するファイルです。 

 

 
図 4.10   [New Project-Step 8]ダイアログボックス 

   
これで E10Aエミュレータに関する設定は終了です。 

画面の指示に従い、Project Generatorを終了してください。HEWが起動します。 

 
(5)HEW起動後、E10Aエミュレータを接続してください。 
 E10Aエミュレータは、HEW起動後すぐに接続する必要はありません。 
 E10Aエミュレータを接続する場合は、以下のどちらかの操作をしてください。 
 接続中の操作については、デバッガ編「3.5 システムチェック」を参照してください。 
 
 (a)E10Aエミュレータ起動時の設定を行ってから接続する方法 

[オプション]メニューの[デバッグの設定]を選択し、[デバッグの設定]ダイアログボックスを開い
てください。ここで、ダウンロードモジュールや起動時に自動的に実行するコマンドチェインな

どを登録することができます。 

[デバッグの設定]ダイアログボックスの詳細については、デバッガ編「4.3 E10Aエミュレータ起
動時の設定」を参照してください。 

[デバッグの設定]ダイアログボックスの設定終了後、ダイアログボックスを閉じると、E10Aエ

ミュレータが接続されます。 
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 (b)E10Aエミュレータ起動時の設定を行わずに簡単に接続する方法 
E10Aエミュレータを使用する設定があらかじめ登録されているセッションファイルに切り替
えることにより、E10Aエミュレータを簡単に接続できます。 

 

 
 図 4.11   セッションファイルの選択 

 
上記図中の、丸印の中にあるリストボックスから、「図 4.10 [New Project-Step 8]ダイアログボック

ス」の[Target name]テキストボックス内で設定されている文字列を含んだセッションファイル名を
選択してください。 

このセッションファイルには、E10Aエミュレータを使用する設定が登録されています。 

選択終了後、E10Aエミュレータが自動的に接続されます。 
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4.2.3 既存のワークスペースを指定する場合 
(1)HEW起動時に表示される、[ようこそ!]ダイアログボックスで、[別のプロジェクトワークスペー
スを参照する]ラジオボタンを選択し、[OK]ボタンを押してください。 

 

 
図 4.12    [ようこそ!]ダイアログボックス 
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(2)[ワークスペースを開く]ダイアログボックスが開きますので、ワークスペースが作成されている
ディレクトリを指定してください。 

 
ディレクトリの指定後、ワークスペースファイル（拡張子 .hws）を選択し[開く]ボタンを押して
ください。 

 

 
図 4.13    [ワークスペースを開く]ダイアログボックス 

 
(3)HEWが起動され、指定したワークスペースの保存状態が復元されます。 
指定したワークスペースがエミュレータに接続された状態を保存していた場合には、エミュレー
タへの接続が自動で行われます。指定したワークスペースがエミュレータに接続されていない状
態を保存していた場合に、エミュレータの接続を行う場合は、デバッガ編「4.5 エミュレータ
の接続」を参照してください。 
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4.3 E10Aエミュレータ起動時の設定 

4.3.1 エミュレータ起動時の設定 
E10Aエミュレータの起動時、コマンドチェインの実行を自動的に行うことができます。 
また、ダウンロードするロードモジュールを複数登録することができます。 
登録したロードモジュールは、ワークスペースウインドウに表示されます。 
 
[オプション]メニューから[デバッグの設定]を選択してください。 
[デバッグの設定]ダイアログボックスが開きます。 
 

 
 図 4.14   [デバッグの設定]ダイアログボックス（[ターゲット]ページ） 

 
[ターゲット]ドロップダウンリストボックスで接続したい製品名を選択してください。 
[デフォルトデバッグフォーマット] ドロップダウンリストボックスで、ダウンロードするロード
モジュールの形式を選択し、それに対応するダウンロードモジュールを[ダウンロードモジュール]
リストボックスに登録してください。 
 

【注】  この時点ではプログラムのダウンロードはされていません。 
  ダウンロード方法については、デバッガ編「5.2 プログラムをダウンロードする」を参照し

てください。 
 
次に、[オプション]ページをクリックしてください。 
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 図 4.15   [デバッグの設定]ダイアログボックス（[オプション]ページ） 

 
 ここでは、指定したタイミングで自動的に実行するコマンドチェインを登録します。 
 指定できるタイミングは以下 3点です。 
・エミュレータ接続時 
・ダウンロード直前 
・ダウンロード直後 
 

[コマンドバッチファイル実行タイミング]ドロップダウンリストボックスで、コマンドチェイン
を実行するタイミングを指定してください。 
また、[コマンドバッチファイル実行順序]リストボックスに、指定したタイミングで実行するコ
マンドチェインファイルを登録してください。 
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4.3.2 プログラムのダウンロードについて 
[Workspace]ウィンドウの[Download modules]にダウンロードモジュールが追加されます。 
[Workspace]ウィンドウの[Download modules]のロードモジュールを右クリックで開き[ダウンロー

ド]を選択するとダウンロードが開始します。 
 

 
図 4.16   [Workspace]ウィンドウダウンロード画面([Project Files]) 

【留意事項】 
 1. 複数のロードモジュールをダウンロードする場合は、[デバッグ]メニューの[ダウンロー

ド]→[All Download modules]を選択してください。 
3. 実際のマイコン内蔵フラッシュメモリにプログラムが書き込まれるのはユーザプログラ
ム実行直前です。 
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4.3.3 Writing Flash Memory モードの設定 
ここでは書き込みツールとして使用する場合の手順を示します。新規に作成したワークスペースに

ダウンロードするロードモジュールを登録し、書き込みを行います。 
 

(a) 新規プロジェクトワークスペースを選択します。 
 

 
図 4.17   [新規プロジェクトワークスペース]ダイアログボックス 
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対象のマイコンを選択し、その後はデフォルトのまま「次へ」を選択します。 
 

 
図 4.18   [New Project-Step7]ダイアログボックス 

 
 

(b) [Select Emulator mode]ダイアログボックスが表示されます。 
 

 
図 4.19   [Select Emulator mode]ダイアログボックス 

 
Writing Flash memory modeを選択します。 
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(c) ターゲットボードに電源を入れてOKを押してください。 
 

 
図 4.20   パワーオン要求メッセージのダイアログボックス 

 
 

(d) システムクロックを入力してください。 
 システムクロックとは、入力クロックではなく、逓倍後のCPUの動作周波数を表します。 

 

 
図 4.21   [System Clock]ダイアログボックス 
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(e) [オプション]メニューの[デバッグの設定]を選択してください。 
 

 
図 4.22   HEW画面 
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(f) 対象のマイコンを選択し、[追加]ボタンでダウンロードモジュールを選択します。 
 

 
図 4.23   [デバッグの設定]ダイアログボックス([ターゲット]ページ) 

 
 

(g) [Project Files]にダウンロードファイルが表示されます。 
 

 
図 4.24   [Workspace]ウィンドウ([Project Files]) 
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(h) ファイルを選択し右クリックでダウンロードを行います。 
 

 
図 4.25   [Workspace]ウィンドウダウンロード画面([Project Files]) 

 
 

(i) SUMチェックダイアログが表示されて書き込みが完了します。 
Sum dataの値は、内蔵ROM領域の値をバイト加算した値です。 
また、ユーザプログラムが存在しない領域はH′FFで計算します。 

 

 
図 4.26   Flash memory writing完了メッセージ 

 
 

(j) 以下のダイアログボックスが表示されます。 
一度ワークスペースを閉じて再度立上げ直すか、終了を選択してください。 

 

 
図 4.27   Writing Flash memory mode終了、再起動メッセージ 
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4.4 デバッグセッション 
 HEWは、ビルダオプションをコンフィグレーションへ保存することができます。同様に、HEWは、
デバッガオプションをセッションに保存することもできます。セッションには、デバッギングプラッ
トフォーム、ダウンロードするプログラム、各デバッギングプラットフォームのオプションを保存す
ることができます。 
 セッションは、コンフィグレーションとは直接関連がありません。これは、複数のセッションが同
じダウンロードモジュールを共有し、プログラムの不要なリビルドを避けられることを意味します。 
各セッションのデータは、別々のファイルで HEWプロジェクトに保存します。詳細については、

以下で説明します。 
 

4.4.1 セッションを選択する 
セッション選択するには、次の2通りの方法があります。 
 
・ツールバーから選択する 

1. ツールバーのドロップダウンリストボックス（図 4.28）からセッションを選んでください。 
 

 
図 4.28 ツールバーの選択 

・ダイアログボックスから選択する 
1. [オプション->デバッグセッション...]を選んでください。[デバッグセッション]ダイアログ
ボックスを表示します（図 4.29）。 

 

 
図 4.29   [デバッグセッション]ダイアログボックス 

2. [現在のセッション]ドロップダウンリストから使用したいセッションを選んでください。 
3. [OK]ボタンをクリックして、セッションを設定してください。 
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4.4.2 セッションの追加と削除 
 別のセッションから設定をコピーしたり、セッションを削除したりして、新しいセッションを追加
することができます。 

 
・新しい空のセッションを追加する 

1. [オプション->デバッグセッション...]を選んでください。[デバッグセッション]ダイアログ
ボックスを表示します（図 4.29）。 

2. [追加...]ボタンをクリックしてください。[新規セッション追加]ダイアログボックスを表示し
ます（図 4.30）。 

3. [新規セッションの追加]ラジオボタンをチェックしてください。 
4. セッションの名前を入力してください。 
5. [OK]ボタンをクリックし、[デバッグセッション]ダイアログボックスを閉じてください。 
6. 入力したセッション名のファイルを新しく作成します。ファイルが既に存在する場合は、エ
ラーを表示します。 

 

 
図 4.30   [新規セッション追加]ダイアログボックス 
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・既存のセッションを新しいセッションファイルにインポートする 
1. [オプション->デバッグセッション...]を選んでください。[デバッグセッション]ダイアログ
ボックスを表示します（図 4.29）。 

2. [追加...]ボタンをクリックしてください。[新規セッション追加]ダイアログボックスを表示し
ます（図 4.30）。 

3. [既存セッションの使用]ラジオボタンをチェックしてください。 
4. セッションの名前を入力してください。 
5. 現在のプロジェクトにインポートしたい既存のセッションファイルを入力するか、[参照...]ボ
タンをクリックして選択してください。 
[セッションファイルへのリンク]チェックボックスをチェックしない場合、プロジェクトディ
レクトリにインポートした新しいセッションファイルを生成します。 
[セッションファイルへのリンク]チェックボックスをチェックした場合、プロジェクトディレ
クトリに新しいセッションファイルは生成せず、既存のセッションファイルにリンクします。 
[書き込み不可属性でのセッションファイル生成]チェックボックスをチェックした場合、リン
クしたセッションファイルをリードオンリーで使用します。 

6. [OK]ボタンをクリックし、[デバッグセッション]ダイアログボックスを閉じてください。 
 
・セッションを削除する 

1. [オプション->デバッグセッション...]を選んでください。[デバッグセッション]ダイアログ
ボックスを表示します（図 4.29）。 

2. 削除したいセッションを選んでください。 
3. [削除]ボタンをクリックしてください。 
    現在のセッションを削除することはできません。 
4. [OK]ボタンをクリックし、[デバッグセッション]ダイアログボックスを閉じてください。 

 
・セッションのプロパティを見る 

1. [オプション->デバッグセッション...]を選んでください。[デバッグセッション]ダイアログ
ボックスを表示します（図 4.29）。 

2. 見たいプロパティのあるセッションを選んでください。 
3. [プロパティ]ボタンをクリックしてください。[セッションプロパティ]ダイアログボックスを
表示します（図 4.31）。 

 

 
図 4.31   [セッションプロパティ]ダイアログボックス 
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・セッションをリードオンリーにする 
1. [オプション->デバッグセッション...]を選んでください。[デバッグセッション]ダイアログ
ボックスを表示します（図 4.29）。 

2. リードオンリーにしたいセッションを選んでください。 
3. [プロパティ]ボタンをクリックしてください。[セッションプロパティ]ダイアログボックスを
表示します（図 4.31）。 

4. [書き込み不可]チェックボックスをチェックしてください。リンクをリードオンリーにしま
す。これは、デバッガ設定ファイルを共有する場合、およびデータを間違って修正したくな
い場合に便利です。 

5. [OK]ボタンをクリックしてください。 
 

・セッションを別名で保存する 
1. [オプション->デバッグセッション...]を選んでください。[デバッグセッション]ダイアログ
ボックスを表示します（図 4.29）。 

2. 保存したいセッションを選んでください。 
3. [名前を付けて保存]ボタンをクリックしてください。[セッションの保存]ダイアログボックス
を表示します（図 4.32）。 

4. 新しいファイルを保存する場所を指定してください。 
5. セッションファイルを別の場所へエクスポートしたい場合は、[プロジェクトとのリンク]
チェックボックスをチェックしないでください。現在のセッションの場所の代わりに、この
場所をHEWで使用したい場合は、[プロジェクトとのリンク]チェックボックスをチェックし
てください。 

6. [保存]ボタンをクリックしてください。 
 

 
図 4.32   [セッションの保存]ダイアログボックス 

 

4.4.3 セッション情報を保存する 
セッションを保存するには 

1. [ファイル->セッションの保存]を選んでください。 
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4.5 エミュレータの接続 
 エミュレータの接続には、以下の方法があります。 
 
(1) E10Aエミュレータ起動時の設定を行ってから接続する方法 

[オプション]メニューの[デバッグの設定]を選択し、[デバッグの設定]ダイアログボックスを開い

てください。ここで、ダウンロードモジュールや起動時に自動的に実行するコマンドチェインな
どを登録することができます。 

[デバッグの設定]ダイアログボックスの詳細については、デバッガ編「4.3 E10Aエミュレータ

起動時の設定」を参照してください。 

[デバッグの設定]ダイアログボックスの設定終了後、ダイアログボックスを閉じると、E10Aエ
ミュレータが接続されます。 

 
(2) E10Aエミュレータ起動時の設定を行わずに簡単に接続する方法 

E10Aエミュレータを使用する設定があらかじめ登録されているセッションファイルに切り替
えることにより、E10Aエミュレータを簡単に接続できます。 
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図 4.33    セッションファイルの選択 

 
 上記図中の、丸印の中にあるリストボックスから、「図 4.10 [New Project-Step 8]ダイアログボッ
クス」の[Target name]テキストボックス内で設定されている文字列を含んだセッションファイル名
を選択してください。 

このセッションファイルには、E10Aエミュレータを使用する設定が登録されています。 

選択終了後、E10Aエミュレータが自動的に接続されます。セッションファイルについての詳細は
デバッガ編「4.4 デバッグセッション」を参照してください。 
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4.6 エミュレータの終了 
ツールチェインをご使用の場合、エミュレータの終了方法は 2通りあります。 
・起動中のエミュレータの接続を解除する方法 
・HEW自体を終了する方法 
 
(1)起動中のエミュレータの接続を解除する方法 
 
[オプション]メニューから[デバッグの設定]を選択し、[デバッグの設定]ダイアログボックスを開い

てください。(「図 4.14 [デバッグの設定]ダイアログボックス（[ターゲット]ページ）」参照) 
[ターゲット]ドロップダウンリストボックスで<None>を選択するか、他製品を選択してください。 
他製品を選択した場合、起動中のエミュレータの接続を解除した後、選択した製品の接続が開始さ

れます。 
 
(2)HEW自体を終了する方法 
[ファイル]メニューから[アプリケーションの終了]を選択してください。 
 
メッセージボックスが表示されます。必要なら、[はい]ボタンをクリックし、セッションをセーブ

してください。セーブ後、HEWは終了します。不要なら、[いいえ]ボタンをクリックしてください。
HEWは終了します。 
 

 
図 4.34   メッセージボックス 
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5. デバッグ 

 
 デバッグ操作と関連するウィンドウおよびダイアログボックスについて説明します。 
 

5.1 エミュレーション環境を設定する 
 この節では、エミュレーションを行うための環境を設定する方法を説明します。 
 

5.1.1 [Configuration]ダイアログボックスを開く 
[オプション->エミュレータ->システム...]を選択するか、[Emulator System]ツールバーボタン を

クリックすると、[Configuration]ダイアログボックスが開きます。 
 

5.1.2 [General]ページ 
[General]ページでは、E10Aエミュレータの基本設定を行います。 
 

 
図 5.1   [Configuration]ダイアログボックス（[General]ページ） 
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設定できる項目は以下の通りです。 
[Mode] マイコン名を表示します。 

[Emulation mode] ユーザプログラム実行時のエミュレーションモードを選択します。 

  Normal ：通常の実行を行います。 

  No break ：PCブレークポイント、ハードウェアブレークポイントを一時的に無
効にしてユーザプログラムを実行します。 

ステップ中の割り込みの開放/マスクを設定します。 

 Disable interrupts during single step execution ：ステップ開始時に割り込み[注 1]を受
け付けません。 

[Step option] 

 Enable interrupts during single step execution ：ステップ開始時に割り込み[注 1]を受け
付けます。 

UBCモードの設定を行います。 

 EML ：E10Aエミュレータにより、BREAK CONDITIONとして使用します。 

[UBC mode] 

 User ：UBCをユーザに開放します。[注 2] 

[AUD clock] AUDトレース取得時のクロックです。 

周波数が低いと、リアルタイムトレース使用時にデータ抜けの発生頻度が高くなります。 

周波数は、サポートデバイスの AUD clock上限を超えないように設定してください。 

AUD機能を使用できる E10Aエミュレータを使用しているときのみ必要です。 

各製品の AUD clock上限は SHxxxx E10A エミュレータ製品固有ガイドの「2.2.4 JTAG
クロック（TCK）、AUDクロック（AUDCK）使用時の注意事項」を参照してください。 

[JTAG clock] AUDトレース以外の通信クロックです。 

周波数が低いと、ダウンロードが遅くなります。 

周波数は、サポートデバイスの TCK上限を超えないように設定してください。 

各製品の TCK上限は SHxxxx E10A エミュレータ製品固有ガイドの「2.2.4 JTAGク
ロック（TCK）、AUDクロック（AUDCK）使用時の注意事項」を参照してください。 
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[Flash memory 

synchronization]  

ユーザプログラム停止時にフラッシュメモリの内容をエミュレータで取得するかどう

か、また、PCブレーク設定場所を元のコードに回復するかどうかを選択します。 

ユーザプログラムでフラッシュメモリに対して書換えが発生しない場合、フラッシュメ

モリ内容をエミュレータで取得する必要はありません。 

また、フラッシュメモリ内プログラムが PCブレークコードに置き換えられている状

態に問題がなければ、元のコードに回復する必要はありません。 

Disable 

 E10Aエミュレータ起動時およびフラッシュメモリ領域の変更時、フラッシュメモリ領

域への PCブレーク設定変更時以外は、フラッシュメモリに対してリード/ライトを行

いません。 

PC to flash memory 

 ユーザプログラム停止時に、設定している PCブレークコードを元の命令に置き換えま

す。フラッシュメモリ内プログラムが PCブレークコードに置き換えられている状態

に問題がある場合、本オプションを選択してください。 

Flash memory to PC 

 ユーザプログラム停止時に、フラッシュメモリの内容をエミュレータからリードしま

す。ユーザプログラムでフラッシュメモリに対して書換えが発生する場合、本オプショ

ンを選択してください。 

PC to flash memory, Flash memory to PC 

 ユーザプログラム停止時に、フラッシュメモリの内容をエミュレータからリードしま

す。また、設定している PCブレークコードを元の命令に置き換えます。 

ユーザプログラムでフラッシュメモリに対して書換えが発生し、フラッシュメモリ内

プログラムが PCブレークコードに置き換えられている状態に問題がある場合、本オ

プションを選択してください。 

 

AUD端子とマルチプレクスされているポートを AUDとして使用するか設定します。 

 AUD not used ：AUD端子として使用しません。 

[AUD Port] 

 AUD used ：AUD端子として使用します。 

[注 1]  ブレーク中に発生した割り込みも含みます。 
[注 2]  “User”を選択した場合、使用できない機能があります。使用できない機能は製品によって異な

りますので、オンラインヘルプを参照してください。 
 
【注】  本ダイアログボックスで設定可能な項目はご使用のエミュレータにより異なります。 

詳細につきましては、オンラインヘルプをご参照ください。 
 

5.1.3 フラッシュメモリへダウンロードする 
[Loading flash memory]ページでは、フラッシュメモリへのダウンロードを行う場合の設定を行いま

す。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスでは本機能は使用できません。 
詳細につきましては、デバッガ編「6.22 フラッシュメモリへのダウンロード機能」を参照してく

ださい。 
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図 5.2 [Configuration]ダイアログボックス（[Loading flash memory]ページ） 
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設定できる項目は以下の通りです。 
[Loading flash 
memory] 

フラッシュメモリへのダウンロードを行う場合、Enableにします。 

Enable時は、HEW上でダウンロードを行う場合、常にライトモジュールを呼び出します。 

  Disable ：フラッシュメモリへのダウンロードを行いません。 

  Enable ：フラッシュメモリへのダウンロードを行います。 

フラッシュメモリへの書き込みを行う前に消去を行う場合、Enableにします。 

 Disable ：フラッシュメモリの消去を行いません。 

[Erasing flash 
memory] 

 Enable ：フラッシュメモリの消去を行います。 

[File name] ライト/消去モジュール名を設定します。設定したファイルは、フラッシュメモリへロード
する前に RAM領域へロードします。 

[Bus width of 
flash memory] 

フラッシュメモリのバス幅の設定を行います。 

[Flash memory 
erasing time] 

フラッシュメモリ消去時の TIMEOUT値を設定します。デフォルトは 3分となっています
が、消去に時間がかかる場合は値を大きくしてください。 

設定できる値は、最小:D’0、最大:D’65535です。正の整数値のみ入力可能です。 

[Entry point] ライト/消去モジュールの呼び出し先アドレスを設定します。 

（RAMアドレスである必要があります。） 

 [All erasing 
module address] 

：消去モジュールの呼び出し先アドレスを入力します。 

 [Writing module 
address] 

：ライトモジュールの呼び出し先アドレスを入力します。 
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5.2 プログラムをダウンロードする 
プログラムをダウンロードし、ソースコードおよびアセンブリ言語コードとして見る方法を説明し

ます。 
 
【注】  ブレークが起こると、HEWはプログラムカウンタ(PC)の場所を表示します。多くの場合、

例えば、ELF/DWARF2をベースにしたプロジェクトがもとのパスから移動した場合、ソー
スファイルを自動的に見つけることができない場合があります。この場合、HEWはソース
ファイルブラウザダイアログボックスを開くので、ユーザは手動でファイルを探すことがで
きます。 

 

5.2.1 プログラムをダウンロードする 
デバッグするロードモジュールをダウンロードします。 
 
プログラムのダウンロードは、[デバッグ->ダウンロード]からロードモジュールを選択するか、

[Workspace]ウィンドウの[Download modules]のロードモジュールを右クリックすると表示されるポッ
プアップメニューより[ダウンロード]を選択します。 

 
【注】 1. プログラムをダウンロードする場合、ロードモジュールとして HEWに登録する必要があ

ります。登録方法については、デバッガ編「4.3 E10Aエミュレータ起動時の設定」を
参照してください。 

 2. 外部 RAMにプログラムをダウンロードする場合は、必ずダウンロード対象領域のバスコ
ントローラの設定を行ってから、ダウンロードを実行してください。 
特に SDRAMの初期化、バス幅の設定がターゲットシステムに合っているかを十分にご
確認ください。 
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5.2.2 ソースコードを表示する 
 ソースファイルを選択して[開く]ボタンをクリックすると、HEWは、統合化エディタのファイルを
開きます。または、[Workspace]ウィンドウのソースファイルをダブルクリックすることによって表示
することができます。 
 

 
図 5.3   [Editor]ウィンドウ 

 
本ウィンドウでは左端に行情報として下記を表示します。 

 1列目 (Source addressカラム) アドレス情報 

 2列目 (Eventカラム) イベント情報(ブレークコンディション) 

 3列目 (Editorカラム) PC、ブックマーク、ブレークポイント情報 

 
Source addressカラム 

 プログラムをダウンロードすると、Source addressカラムに現在のソースファイルに対するアドレスを
表示します。本機能は PC値やブレークポイントをどこに設定するかを決めるときに便利です。 

 
Eventカラム 
 Eventカラムには下記を表示します。 

  ブレークコンディションのアドレス条件を設定します。 

アドレス条件が設定できるブレークコンディションチャネルの本数分設定可能です。 

本数は製品によって異なります。 
 この設定は、ポップアップメニューからも可能です。 
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 Eventカラムをダブルクリックすることによって、上記のビットマップが現れます。 
 この設定は、ポップアップメニューからも可能です。 
 

 
図 5.4 ポップアップメニュー 

【留意事項】 
 [Edit]メニューや[Eventpoint]ウィンドウによって、各チャネルの条件にアドレス条件以外を追加
した場合、Eventカラムの表記は消えます。 

 
Editorカラム 

 Editorカラムには下記を表示します。 

  ブックマークを設定している 

  PC Breakを設定している 

  PC位置 

 
すべてのソースファイルでカラムをオフにするには 

1. [Editor]ウィンドウを右クリックしてください。 
2. [表示カラムの設定...]メニュー項目をクリックしてください。 
3. [エディタ全体のカラム状態]ダイアログボックスを表示します。 
4. チェックボックスは、そのカラムが有効か無効かを示します。チェックしている場合は有効
です。チェックボックスがグレー表示の場合、一部のファイルではカラムが有効で、別のファ
イルでは無効であることを意味します。 
オフにしたいカラムのチェックボックスからチェックを外してください。 

5. [OK]ボタンをクリックして、新しいカラム設定を有効にしてください。 
 

 
図 5.5   [エディタ全体のカラム状態]ダイアログボックス 

1つのソースファイルでカラムをオフにするには 
1. 削除したいカラムのあるソースファイルを開き、[編集]メニューをクリックしてください。 
2. [カラム]メニュー項目をクリックしてください。カスケードしたメニュー項目が現れます。各
カラムを、このポップアップメニューに表示します。カラムが有効である場合、名前の横に
チェックマークがあります。エントリをクリックすると、カラムの表示、非表示を切り替え
ます。 
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5.2.3 アセンブリ言語コードを表示する 
ソースファイルが開いているときは、右ボタンをクリックしてポップアップメニューを開き、[逆

アセンブリ]を選択してください。開いているソースファイルに対応するアドレスに[Disassembly]ウィ
ンドウを表示します。 
 
ソースファイルが存在しなくてもアセンブリ言語レベルでコードを表示したい場合は、[表示]->[逆

アセンブリ...]を選択するか、[Disassembly]ツールバーボタン をクリックします。 
[Disassembly]ウィンドウは現在の PCの場所で開きます。また、ディスアセンブルニーモニック(可

能なときはラベルも一緒に)を表示する[Address], [Code] (オプション)を表示します。 
また、[Disassembly]ウィンドウのポップアップメニューから[混合表示]を選択すると、ソースとコー
ドの両方を表示することができます。以下は[混合表示]を選択した場合の表示例です。 

 
図 5.6   [Disassembly]ウィンドウ 
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5.2.4 アセンブリ言語コードを修正する 
修正したい命令をダブルクリックすることによって、アセンブリ言語コードを修正することができ

ます。[アセンブル]ダイアログボックスが開きます。 
 

 
図 5.7   [アセンブル]ダイアログボックス 

 
アドレス、機械語コード、およびディスアセンブル命令を表示します。新しい命令を入力するか、

[ニモニック]フィールドの古い命令を編集します。”Enter”キーを押すと、命令をメモリにアセンブル
して、次の命令に移ります。[OK]ボタンをクリックすると、命令をメモリにアセンブルしてダイアロ
グボックスを閉じます。[キャンセル]ボタンをクリックするか”Esc”キーを押すと、ダイアログボック
スが閉じます。 
 
【注】  アセンブリ言語表示は、実際のメモリ上の機械語コードからディスアセンブルします。メモ

リの内容を修正すると、ダイアログボックス（および[Disassembly]ウィンドウ）には新しい
アセンブリ言語コードを表示します。しかし、[Editor]ウィンドウの表示内容は変更しません。
これはソースファイルにアセンブラを含む場合も同じです。 

 

5.2.5 特定のアドレスを見る 
[Disassembly]ウィンドウを使って作成したプログラムを見ているとき、プログラム内のほかのとこ

ろも見たいときがあります。そのような場合、プログラム内のコードをスクロールせずに特定のアド
レスに直接行くことができます。ポップアップメニューから[表示アドレス設定]を選択します。 
 

 
図 5.8   [アドレス指定]ダイアログボックス 

 
エディットボックスにアドレスまたはラベル名を入力して、[OK]ボタンをクリックするか”Enter”

キーを押します。[Disassembly]ウィンドウを更新して新しいアドレスコードを表示します。オーバー
ロード関数またはクラス名を入力した場合、[関数選択]ダイアログボックスを開くので、関数を選択
してください。詳細はデバッガ編「5.12.3 複数ラベルをサポートする」で説明します。 
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5.2.6 現在のプログラムカウンタアドレスを見る 
HEWでアドレスまたは値を入力できるところでは、式も入力することができます。先頭にハッシュ

文字をつけたレジスタ名を入力すると、そのレジスタ内容を式の値として使用します。従って、[表
示アドレス設定]ダイアログボックスを開いて"#pc"という式を入力すると、[Editor]または
[Disassembly]ウィンドウには、現在の PCアドレスを表示します。例えば、"#PC+0x100"といった PC
レジスタおよびオフセットの式を入力することにより現在の PCのオフセットも表示することができ
ます。 

5.3 コマンドラインインタフェースでデバッグする 
ウィンドウメニューやウィンドウコマンドを使用しないで、テキストベースのコマンドを入力して

デバッグするには、[Command Line]ウィンドウを使用します。 
 

5.3.1 [Command Line]ウィンドウを開く 
[Command Line]ウィンドウを開くには、[表示->コマンドライン]を選択するか、[コマンドライン]

ツールバーボタン をクリックします。 
 

 
図 5.9   [Command Line]ウィンドウ 

 
テキストベースのコマンドを入力してデバッグプラットフォームを制御できるウィンドウです。コ

マンド行をファイルから呼び出して実行すること、および出力結果をファイルに記録することができ
ます。 

[Command Line]ウィンドウ最終行のコマンドプロンプト(‘>’)に続けて入力後、”Enter”キーを押すと
コマンドを実行します。使用できるコマンドについては、デバッガ編「付録 G コマンドライン機能｣
およびオンラインヘルプを参照してください。 
ウィンドウタイトルとしてバッチファイル名とログファイル名をコロンで区切って表示します。 

 
最終行で”Ctrl+↑”または”Ctrl+↓”を押すと過去に実行したコマンド行を呼び出すことができます。 
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5.3.2 コマンドファイルを設定する 
あらかじめ定義した一連のコマンド行を実行する場合は、コマンドファイルを利用すると便利です。 
コマンドファイルはテキストエディタで作成し、実行すべきコマンドラインを記述しておきます。

コマンドファイル名のデフォルトは”.hdc”です。 
コマンドファイルを設定するには、[バッチファイルを指定]ダイアログボックスを使用します。 
ポップアップメニューから[バッチファイル指定...]を選択すると、[バッチファイルを指定]ダイアロ

グボックスを表示します。コマンドファイル名(*.hdc)を入力できます。 [OK]ボタンをクリックする
と、設定したコマンドファイル名を、ウィンドウタイトルに表示します。[キャンセル]ボタンをクリッ
クすると、設定を変更しないでダイアログボックスを閉じます。 
 

 
図 5.10   [バッチファイルを指定]ダイアログボックス 

 

5.3.3 コマンドファイルを実行する 
コマンドファイルを実行するには、[バッチファイルを指定]ダイアログボックスで[実行]ボタンを

クリックするか、ポップアップメニューから[バッチファイルの実行を開始]を選択します。[バッチ
ファイルの実行を開始/停止]メニューはコマンドファイル実行中にグレー表示となり、コマンドファ
イル実行が停止してユーザに制御が戻ったときに有効表示になります。 
 

5.3.4 コマンド実行を中断する 
コマンド実行を中断する場合は、ポップアップメニューから [バッチファイル停止]を選択します。

[バッチファイル停止]メニューはコマンド実行中に有効表示になります。 
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5.3.5 ログファイルを設定する 
コマンド実行結果を保存するログファイルは[ログファイルを開く]ダイアログボックスで設定し

ます。 
[ログファイルを開く]ダイアログボックスを開くには、ポップアップメニューから[ログファイル指

定...]を選択します。 
 

 
図 5.11   [ログファイルを開く]ダイアログボックス 

 
出力結果を記録するログファイル(“*.log”)の名前を入力します。ロギングオプションを自動的に設

定し、ログファイル名をウィンドウのタイトルバーに表示します。 
既に存在しているログファイル名を指定すると、ログを追加するか、以前のログを消去して、新し

いログを上書きするかを確認します。 
 

5.3.6 ログファイルへの出力を開始/停止する 
ファイルへのロギング処理を実行するか、停止するかの切り替えは、ポップアップメニューの[ロ

ギング開始/停止]で行います。ログファイルの内容は、ロギングが終了するか、チェックボックスを
クリアしてロギングを一時的に停止しなければ表示できないことにご注意ください。ロギングを再び
開始すると、ログファイルに追加します。 
 

5.3.7 ファイルの fullパスを入力する 
カレントディレクトリは移動する可能性があるため、[Command Line]ウィンドウではファイル名を
fullパスで指定することをお勧めします。しかし、fullパスのファイル名をキー入力するのは煩雑であ
るため、ファイルをブラウズして選択するだけでfullパスファイル名を入力できる機能をサポートし
ています。 
ポップアップメニューで[参照...]を選択すると、[Browse]ダイアログボックスを表示します。ここで
ファイルを選択し[開く]をクリックすると、fullパスファイル名をカーソル位置に貼り付けます。カー
ソルが最終行にある場合のみ使用できます。 
 

5.3.8 プレースホルダを入力する 
ポップアップメニューから[プレースホルダ]のサブメニューで選択したプレースホルダをカーソ

ル位置に貼り付けます。カーソルが最終行にある場合のみ使用できます。 
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5.4 レジスタ内容を見る 
アセンブリ言語レベルでデバッグを行う場合に、CPUの汎用レジスタの内容を簡単に見ることが

できます。これは、[レジスタ]ウィンドウを使用して行います。 
 

5.4.1 [レジスタ]ウィンドウを開く 
[レジスタ]ウィンドウを開くには、[表示->CPU->レジスタ]を選択するか、[レジスタ]ツールバーボ

タン をクリックします。[レジスタ]ウィンドウが開き CPU汎用レジスタおよびその値(16進数)を
表示します。 
 

 
図 5.12   [レジスタ]ウィンドウ 

 

5.4.2 ビットレジスタを拡張する 
ビットレベルのフラグで制御するレジスタの場合、数値ではなく記号でビットの状態を表示します。

また、そのレジスタをダブルクリックすると[Edit Register]ダイアログを表示し、各ビットごとにオン
/オフを設定できます。各ビットのチェックボックスをチェックしたときは１を、クリアしたときは
０を設定します。 

 
図 5.13   ビットレジスタの拡張 
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5.4.3 レジスタの内容を修正する 
レジスタの内容を修正するには、以下のいずれかの方法でレジスタダイアログボックスを開きます。 

 
• 修正したいレジスタをダブルクリックする。 
• 修正したいレジスタを選択して、ポップアップメニューの[編集...]を選択する。 

 

 
図 5.14   [レジスタ]ダイアログボックス 

 
[値]フィールドには数字または C/C++の式を入力することができます。ドロップダウンリストから

オプションを選択して、レジスタの内容のすべて、マスクした領域、フローティングビットまたはフ
ラグビットを修正することができます(このリスト内容は、CPUのモデルおよび選択したレジスタに
よって異なります)。 
 
新しい数字および式を入力したら[OK]ボタンをクリックするか”Enter”キーを押します。ダイアロ

グボックスは閉じて、新しい値をレジスタに書き込みます。 
 

5.4.4 レジスタの内容を使用する 
[Disassembly]または[Memory]ウィンドウのアドレス指定など、HEWの別のところで値を入力する

場合、CPUレジスタの中にある値を使用するためには、”#R1”、”#PC”、”#R6_BANK”、または”#R3”
などのように、レジスタ名の先頭に“#”記号をつけてください。 
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5.5 メモリを操作する 
この節では、CPUのアドレス空間におけるメモリ領域の見方を説明します。ここでは、１つのメ

モリ領域を異なるフォーマットで見る方法、メモリブロックをフィルおよび、移動する方法、ならび
にディスクファイルを使用してメモリ領域をロードおよび、ベリファイする方法を説明します。 
 

5.5.1 メモリ領域を見る 
メモリ領域を見るには、[表示->CPU->メモリ...]を選択するか、[メモリ]ツールバーボタン をク

リックして[Memory]ウィンドウを開きます。 
 

 
図 5.15   [表示アドレス]ダイアログボックス 

 
[先頭アドレス] フィールドおよび[終了アドレス]フィールドに表示したい範囲をアドレス値また

は同等のシンボルで入力します。[データサイズ]ドロップダウンリストから表示するデータサイズを
選択します。[OK]ボタンをクリックするか、”Enter”キーを押すとダイアログボックスは閉じて
[Memory]ウィンドウが開きます。入力した表示開始および終了アドレス内でスクロールすることがで
きます。 
 

 
図 5.16   [Memory]ウィンドウ 

【注】  [+n]列の中の一組をメモリユニットと呼びます。 
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カラムを 3つ表示します。 
 

1. [Address] この行の[Data]カラムの最初のアイテムのアドレス 
2. [Data] デバッギングプラットフォーム物理メモリからアクセス幅でデータを読み出し、

表示幅に変換します。 
3. [Value] 他のフォーマットで表示するデータ 

 

5.5.2 異なるフォーマットでデータを表示する 
[Memory]ウィンドウの表示フォーマットを変更する場合は、ポップアップメニューから[表示形式]

を選択します。 
 

 
図 5.17   [表示形式]ダイアログボックス 

メモリを異なる幅で表示して編集するには、[データサイズ]ドロップダウンリストを使用します。
例えば、[Byte]オプションを選択すると、表示を更新して個々のバイトとしてメモリ領域を表示しま
す。 
 
データは、異なるフォーマットに変換することができます。これは 2つ目の[表示形式]カラムに表

示します。フォーマットのリストは、データ選択に依存します。 
 

[表示形式]カラムのフォントを、データ表示に使用するフォントと異なるようにすることができま
す。これは、データを[Word]フォーマットで表示したときに[double]バイト文字値を表示するのに便
利です。 

5.5.3 ウィンドウを分割表示する 
[Memory]ウィンドウを上下 2分割で表示したいときは、ポップアップメニューから[分割]を選択後、

分割バーを移動して分割します。分割バーをウィンドウの上端または下端に移動すると分割表示を解
除します。 
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5.5.4 異なるメモリ領域を見る 
[Memory]ウィンドウの表示するメモリ領域を変更したいときは、スクロールバーを使用します。新

しいアドレスをすぐに見たいときには、[表示アドレス]ダイアログボックスを使用します。これは、
ポップアップメニューから[アドレス設定]を選択することによって開くことができます。 
 
新しいアドレスを入力して[OK]ボタンをクリックするか”Enter”キーを押します。ダイアログボッ

クスは閉じ、[Memory]ウィンドウの表示が新しいアドレスのデータに更新します。オーバーロード関
数またはクラス名を入力すると、[関数選択]ダイアログボックスが開くので、関数を選択します。  
 

5.5.5 メモリの内容を修正する 
メモリ内容は、[メモリ編集]ダイアログボックスで変更します。変更したいメモリユニット上に

カーソルを移動します（[Memory]ウィンドウ表示選択にしたがって）。メモリユニットをダブルクリッ
クするか、”Enter”キーを押します。 
 

 
図 5.18   [メモリ編集]ダイアログボックス 

 
 [新しい値]フィールドには数字または C/C++の式を入力することができます。新しい数字または

式を入力したら、[OK]ボタンをクリックまたは”Enter”キーを押すと、新しい値をメモリに書き込みま
す。 
また、メモリユニット上にマウスカーソルを移動し、キーボードより 16進数を入力することによ

り、メモリの内容を変更することもできます。 
 

5.5.6 メモリ範囲を選択する 
選択する範囲が[Memory]ウィンドウにある場合、最初のメモリユニット（[Memory]ウィンドウディ

スプレイでの選択に従い）をクリックして最後のユニットまでマウスをドラッグすることによって領
域を選択することができます。選択した領域はハイライト表示します。 
 
メモリアドレス範囲が[Memory]ウィンドウよりも大きい場合、または[Memory]ウィンドウにはな

い場合、[Memory]ダイアログボックスのそれぞれのフィールドに開始アドレスおよびバイトカウント
を入力することができます。 
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5.5.7 メモリ内の値を探す 
メモリ内の値を探すには、[Memory]ウィンドウを開き、ポップアップメニューから[検索]を選択し

ます。  
 

 
図 5.19   [メモリ検索]ダイアログボックス 

 
検索するアドレス範囲の先頭および終了アドレス（[Memory]ウィンドウの中のメモリ領域を選択し

ている場合には、開始および終了アドレス値を自動的にフィルします）、および検索データ値を入力
し、検索データ形式を選択します。検索データ形式にパターン検索を指定すると、最大 256バイトの
バイト列を検索できます。終了アドレスには先頭に'+'記号をつけることができ、この記号を入力する
と先頭アドレス＋入力した値が終了アドレスになります。 
また、パターン検索以外では検索条件として、データ一致/不一致、検索方向を指定できます。パ

ターン検索はデータ一致および順方向のみの検索となります。 
 

[OK]ボタンをクリックするか”Enter”キーを押します。ダイアログボックスは閉じて HEWは指定し
たデータの領域を検索します。データが見つかると、データが見つかったアドレスから[Memory]ウィ
ンドウに表示します。 
 
データを見つけることができなかった場合、[Memory]ウィンドウの表示は以前と変わらず、データ

を見つけることができなかったことを知らせるメッセージボックスを表示します。 
 
データが見つかった状態で、ポップアップメニューから[次を検索]を選択すると、次のアドレスか

ら検索を続行します。 
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5.5.8 メモリ範囲に値をフィルする 
メモリフィル機能を使って値をメモリアドレス範囲の内容に設定することができます。 
同じ値でメモリ範囲に入れるには、[Memory]ウィンドウのポップアップメニューの[フィル]を選択

するか、[メモリ]ドロップダウンメニューの[フィル]を選択します。 
 

 
図 5.20   [メモリフィル]ダイアログボックス 

 
[Memory]ウィンドウでアドレス範囲を選択した場合には、指定した開始および終了アドレスを表示

します。 
[データサイズ]ドロップダウンリストボックスからフォーマットを選択して[フィルデータ]フィー

ルドにデータ値を入力します。[OK]ボタンをクリックするか”Enter”キーを押すと、ダイアログボック
スが閉じて新しい値をメモリ領域に書き込みます。 
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5.5.9 メモリ領域をコピーする 
メモリコピー機能を使用してメモリ領域をコピーすることができます。メモリ領域を選択してポッ

プアップメニューから[コピー...]を選択すると、[メモリコピー]ダイアログボックスを表示します。 
 

 
図 5.21   [メモリコピー]ダイアログボックス 

 
[Memory]ウィンドウで選択したコピー元の開始アドレスおよび終了アドレスは、[先頭アドレス]お

よび[終了アドレス]フィールドに表示します。[ベリファイ]チェックボックスをチェックすることに
よりコピー元とコピー先を比較しながらコピーすることもできます。[データサイズ]ドロップダウン
リストボックスでコピー単位を選択することもできます。コピー先の開始アドレスを[コピー先アド
レス]フィールドに入力して[OK]ボタンをクリックするか、”Enter”キーを押すと、ダイアログボック
スを閉じてメモリブロックを新しいアドレスにコピーします。 
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5.5.10 メモリ領域を保存、検証する 
メモリ保存機能を使用してアドレス空間のメモリ領域をディスクファイルに保存することができ

ます。 
[ファイル->メモリの保存...]を選択して[名前を付けて保存(メモリ)]ダイアログボックスを開きま

す。 
 

 
図 5.22   [名前を付けて保存(メモリ)]ダイアログボックス 

 
保存するメモリブロックの開始および終了アドレス、ファイル名、ファイルフォーマットを入力し

ます。[ファイル名]ドロップダウンリストボックスには、メモリを保存するために使用した過去 4つ
のファイル名を表示します。 
また[参照...]ボタンをクリックすると、標準の[名前を付けて保存]ダイアログボックスを開きます。

[OK]ボタンをクリックするか”Enter”キーを押すと、ダイアログボックスを閉じて、メモリブロックを
指定したフォーマットファイルとしてディスクに保存します。ファイルの保存が完了すると、確認の
メッセージボックスを表示します。 
 
メモリベリファイ機能を使用してアドレス空間のメモリ領域を検証することができます。[ファイ

ル->メモリのベリファイ...]を選択して[メモリベリファイ]ダイアログボックスを開きます。 
 

 
図 5.23   [メモリベリファイ]ダイアログボックス 
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5.5.11 ウィンドウ内容更新を抑止する 
ユーザプログラム実行停止時などに、自動的に[Memory]ウィンドウ内容を更新しないようにできま

す。ポップアップメニューの[表示固定]をチェックします。 
 

5.5.12 ウィンドウ内容を更新する 
[Memory]ウィンドウの内容を強制的にアップデートできます。 
ポップアップメニューから[最新の情報に更新]を選択します。 

 

5.5.13 メモリ内容を比較する 
2つのメモリブロック内容を比較することができます。メインメニューから[メモリ->比較...]を選択

するか、[Memory]ウィンドウのポップアップメニューから[比較...]を選択して[メモリ比較]ダイアログ
ボックスを開きます。 
 

 
図 5.24   [メモリ比較]ダイアログボックス 

 
比較フォーマット([データサイズ])、比較元メモリ領域の開始アドレス([先頭アドレス])と終了アド

レス([終了アドレス])、および比較先メモリ領域の先頭アドレス([比較先アドレス])を入力します。
[Memory]ウィンドウでメモリブロックを反転表示していれば、ダイアログボックスを表示したときに
開始アドレスと終了アドレスを自動的に設定します。 
不一致個所があった場合は、そのアドレスをメッセージボックスに表示します。 
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5.5.14 メモリ領域にファイルをダウンロードする 
デバッグプラットフォームのメモリにファイルをロードできます。[Memory]ウィンドウのポップ

アップメニューから[ロード...]を選択して、[ダウンロードプログラム]ダイアログボックスを開きます。 
 

 
図 5.25   [ダウンロードプログラム]ダイアログボックス 

 
ファイルフォーマット([フォーマット])、ファイル名([ファイル名])を入力します。オフセット

フィールド([オフセット])は、ロードアドレス値を変更するときはオフセット値、変更しないときは 0
を指定します。 
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5.6 I/Oメモリを見る 
マイクロコントローラには内蔵周辺モジュールがあります。デバイスによって周辺モジュールの数

および型は異なりますが、代表的なモジュールとしては、DMAコントローラ、シリアルコミュニケー
ションインタフェース、A/Dコンバータ、バスステートコントローラおよびウォッチドッグタイマな
どがあります。マイクロコントローラのアドレス空間にマッピングしたアクセスレジスタは、内蔵周
辺モジュールを制御します。 
 

[Memory]ウィンドウは、連続したメモリアドレスのデータをバイト、ワード、ロングワード、単精
度浮動小数点、倍精度浮動小数点、または ASCII値として表示することがでます。これに対し I/Oメ
モリは、非連続なメモリアドレスに異なるサイズでレジスタが割り付いているので、HEWはこれら
のレジスタを簡単に確認したり設定したりすることができるように[IO]ウィンドウを提供します。 
 

5.6.1 [IO]ウィンドウを開く 
[IO]ウィンドウを開くには、[表示->CPU->IO]を選択するか、[I/Oの表示]ツールバーボタン をク

リックします。内蔵周辺と一致するモジュールが I/Oレジスタ情報を構成します。[IO]ウィンドウを
最初に開くと、モジュール名の一覧表のみを表示します。 
 

 
図 5.26   [IO]ウィンドウ 
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5.6.2 I/O Register 表示を拡張する 
I/Oレジスタの名前、アドレス、および値を表示するには、モジュール名をダブルクリックするか、

クリックまたはカーソルを使用することによってモジュール名を選択し、”Enter”キーを押します。モ
ジュールの表示が拡張し、その周辺モジュールのそれぞれのレジスタおよびその名前、アドレス、お
よび値を表示します。モジュール名を再びダブルクリックする（または”Enter”キーを押す）と、表示
している I/Oレジスタを閉じます。 
 
ビットレベルで表示するには、[レジスタ]ウィンドウと同様のやり方で I/Oレジスタを拡張します。 

 

5.6.3 I/Oレジスタの内容を修正する 
I/Oレジスタの値を編集するには、ウィンドウに対して 16進数を直接入力します。さらに複雑な式

を入力するには、レジスタをダブルクリックするか”Enter”キーを押してレジスタの内容を修正するた
めのダイアログボックスを開きます。新しい数字または式を入力したら、[OK]ボタンをクリックする
か”Enter”キーを押します。ダイアログボックスは閉じて新しい値をレジスタに書き込みます。 
 
【注】  [IO]ウィンドウは、”SHxxxx.io”に定義されている内容を表示しています。”SHxxxx.io”の内容

を編集することにより、表示するレジスタを追加／削除することができます。 
  ”SHxxxx.io”に記載すべき内容については、デバッガ編「付録 D I/Oファイルフォーマット」

を参照してください。 
  また、”SHxxxx.io”は以下ディレクトリ内にあります。（xxxxはエミュレータデバイスグルー

プ名を示します） 
  ＜HEWインストール先ディレクトリ＞

¥Tools¥Renesas¥DebugComp¥Platform¥E10A¥xxxx¥IOFiles 
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5.7 現在の状態を表示する 
デバッグプラットフォームの現在の状態を知るには[Status]ウィンドウを表示します。 
[Status]ウィンドウを開くには、[表示->CPU->ステイタス]を選択するか、[ステイタスの表示]ツー

ルバーボタン をクリックします。 
 

 
図 5.27   [Status]ウィンドウ 

 
[Status]ウィンドウには、3枚のシートがあります。 

 
• [Memory]シート 

  メモリマッピングおよび現在ロードしたオブジェクト・ファイルが使用するメモリエリ
アなど、現在のメモリステータスに関する情報を含んでいます。 

• [Platform]シート 
  CPU種別および動作モードなど、エミュレータのステータス情報、実行状態および実行
統計情報を含んでいます。 

• [Events]シート 
  リソース情報およびブレークポイント等のイベント情報に関する情報を含んでいます。 

 
【注】  本ウィンドウに表示する項目はご使用のエミュレータにより異なります。 

詳細につきましては、オンラインヘルプをご参照ください。 
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5.8 メモリ内容の日本語表示 

5.8.1 メモリ内容を UNICODE形式で表示する 
メモリ内容を UNICODE形式の日本語で表示する場合は[Memory]ウィンドウを使用します。 
[Memory]ウィンドウに UNICODE形式で表示するには、ポップアップメニューから[表示形式]を選

択して[表示形式]ダイアログボックス(図 5.17参照)上で[データサイズ]に[Word]、[表示形式]に
[Unicode character]を指定します。 
 

5.8.2 メモリ内容を SJIS形式または EUC形式で表示する 
メモリ内容を SJIS形式または EUC形式の日本語で表示および変更する場合は、[Localized Dump]

ウィンドウを使用します。 
 

(1) [Localized Dump]ウィンドウを開く 

[Localized Dump]ウィンドウを開くには[表示->CPU->日本語メモリダンプ...]を選択するか、[日本語
メモリダンプ]ツールバーボタン をクリックして[日本語メモリダンプ設定]ダイアログボックスを
開きます。 
 

 
図 5.28   [日本語メモリダンプ設定]ダイアログボックス 

 
本ダイアログでは下記項目を指定します。 

[アドレス] データのメモリ開始アドレスを指定します。（16進表示） 

[バイト数] データのバイト数を指定します。 

データ形式を指定します。 

[SJIS] シフト JIS形式で表示します。 

[DBCS] 

[EUC] EUC形式で表示します。 

 
[日本語メモリダンプ設定]ダイアログボックスに設定後、[OK]ボタンをクリックすると[Localized 

Dump]ウィンドウが開きます。 
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図 5.29   [Localized Dump]ウィンドウ 

(2) 日本語データを編集する 

ポップアップメニューから[編集...]を選択すると、[文字列編集]ダイアログボックスが開きます。メ
モリ内容の日本語データを編集できます。 

 
図 5.30   [文字列編集]ダイアログボックス 

 
変更したい日本語データを入力して[OK]ボタンをクリックします。 

 

(3) 日本語データを検索する 

ポップアップメニューから[検索...]を選択すると、[検索]ダイアログボックスを開きます。日本語文
字列を検索できます。 
 

 
図 5.31   [検索]ダイアログボックス 

 
検索したい日本語文字列をエディットボックスに入力し、[次を検索]ボタンまたは、”Enter”キーを

押すと、ウィンドウ内で指定した文字列を検索します。一致した場合は強調表示します。 
検索条件として文字列のほかに大文字/小文字の区別、および検索方向を指定できます。 
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(4) 表示アドレスを変更する 

ポップアップメニューから[アドレス設定...]を選択すると、[アドレス設定]ダイアログボックスを開
きます。ウィンドウに表示するメモリアドレスを変更できます。 
 

(5) 表示バイト数を変更する 

ポップアップメニューから[バイト数設定...]を選択すると、[バイト数設定]ダイアログボックスを開
きます。ウィンドウに表示するバイト数を変更できます。 
 

(6) 表示データ形式を変更する 

ポップアップメニューから[EUC]または[SJIS]をチェックすると、ウィンドウに表示するデータ形
式を変更できます。 
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5.9 ラベルを見る 
HEWがユーザプログラムソースコードをメモリ上の実際のコードにリンクする際に使用するデ

バッグ情報のほかに、デバッグオブジェクトファイルもシンボル情報を含みます。これはテキスト名
の表で、プログラムのアドレスをあらわします。HEWではラベルと呼ばれています。[Disassembly]
ウィンドウにおいて、対応するアドレスの代わりとして、また命令オペランドの一部として、ラベル
の最初の 8文字を表示します。 
 
【注】  オペランドとラベルの値が一致すれば、命令のオペランドはラベル名に置き換わります。同

じ値を持つラベルが 2つ以上ある場合、アルファベット順で先に来るラベルを表示します。 
[エディットコントロール]にアドレスまたは値を入力できる場合には、代わりにラベルを使
用することができます。 

 

5.9.1 ラベル一覧を見る 
現在のデバッガセッションに定義したラベルのすべてを見るには、[表示->シンボル->ラベル]を選

択するか、[ラベルの表示]ツールバーボタン をクリックします。 
 

 
図 5.32   [Label]ウィンドウ 

 
それぞれのカラムのヘッダをクリックすることによりアルファベット順（ASCIIコードによって）

またはアドレス値でソートしたシンボルを表示させることができます。 
 

[BP]カラムをダブルクリックすることにより関数の入り口で PCブレークポイントをすばやく設定
したり解除したりすることができます。 
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5.9.2 ラベルを追加する 
ラベルを追加するには、ポップアップメニューから[追加...]を選択して、[ラベル追加]ダイアログ

ボックスを表示します。 
 

 
図 5.33   [ラベル追加]ダイアログボックス 

 
新しいラベル名を[名前]フィールドに入力し、対応する値を[アドレス]フィールドに入力して[OK]

ボタンを押します。[ラベル追加]ダイアログボックスがクローズし、ラベルリストに新しいラベルを
追加、更新します。多重定義関数やクラス名を入力したときは、[関数選択]ダイアログボックスが開
くので、関数を選択して[アドレス]フィールドを設定します。詳細は、デバッガ編「5.12.3 複数ラベ
ルをサポートする」を参照してください。 
 

5.9.3 ラベルを編集する 
ラベルを編集するにはポップアップメニューから[編集...]を選択します。[ラベルの編集]ダイアログ

ボックスを表示します。 
 

 
図 5.34   [ラベルの編集]ダイアログボックス 

 
ラベル名と対応する値を編集して、[OK]ボタンを押すとラベルリストに編集を反映し、保存します。

多重定義関数やクラス名を入力したときは、[関数選択]ダイアログボックスが開くので、関数を選択
して[アドレス]フィールドを設定します。詳細は、デバッガ編「5.12.3 複数ラベルをサポートする」
を参照してください。 
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5.9.4 ラベルを削除する 
削除したいラベルを選択した状態で、ポップアップメニューから[削除]を選択します。この際、 

図 5.35に示す確認メッセージボックスを表示します。 
 

 
図 5.35   ラベル削除確認メッセージボックス 

 
[OK]ボタンを押すとラベルリストから削除し、ウィンドウを更新します。メッセージボックスの表

示不要のときは、HEWの[オプション]ダイアログボックスの[確認]シートで[ラベル削除]オプション
を選択しないでください。 
 

5.9.5 すべてのラベルを削除する 
ポップアップメニューから[すべてを削除]を選択すると、リストからすべてのラベルを削除します。

この際、図 5.36に示す確認メッセージボックスを表示します。 
 

 
図 5.36   全ラベル削除確認メッセージボックス 

 
[OK]ボタンを押すと、すべてのラベルを HEWのシンボルテーブルから削除し、リスト表示もクリ

アします。メッセージボックスの表示が不要のときは、HEWの[オプション]ダイアログボックスの[確
認]シートで[すべてのラベル削除]オプションを選択しないでください。 
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5.9.6 ラベルをファイルからロードする 
シンボルファイルをロードして現在の HEWのシンボルテーブルに結合できます。ポップアップメ

ニューから[ロード...]を選択すると、[ファイルを開く]ダイアログボックスをオープンします。 
 

 
図 5.37   [ファイルを開く]ダイアログボックス 

 
ダイアログボックスは、Windows®標準の[ファイルを開く]ダイアログボックスと同様です。ファイ

ルを選択し、[開く]ボタンを押すとロードを開始します。シンボルファイルの標準拡張子は”.sym”で
す。シンボルのロードが完了するとロードしたシンボル数を表示したメッセージボックスを表示しま
す。このメッセージボックスは、HEW [オプション]ダイアログボックスの[確認]シートで非表示にも
できます。 
 

5.9.7 ラベルをファイルに保存する 
ポップアップメニューから[名前を付けて保存...]を選択すると、[名前を付けて保存]ダイアログボッ

クスを表示します。[名前を付けて保存]ダイアログボックスはWindows®標準の[名前を付けて保存]ダ
イアログボックスと同様に操作できます。[ファイル名]フィールドにファイル名を入力し[保存]ボタ
ンを押すとシンボルファイルにラベルリストを保存します。標準ファイル拡張子は”.sym”です。 
フォーマットがデバッガ編「付録 E シンボルファイルフォーマット｣にあるので参照してくださ

い。 
 
一度[名前を付けて保存...]メニューでファイルに保存すると、以後はポップアップメニューの[上書

き保存]で、現在のシンボルテーブルを同一シンボルファイルに保存できます。 
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5.9.8 ラベルを検索する 
ポップアップメニューから[検索...]を選択すると、[ラベルの検索]ダイアログボックスを表示します。 

 

 
図 5.38   [ラベルの検索]ダイアログボックス 

 
検索したいラベル名の一部、全部をエディットボックスに入力し、[OK]ボタンまたは、”Enter”キー

を押すと、指定した文字列を含んでいるテキストファイルをサーチします。 
 
【注】  ラベルは、はじめの 1024文字分しか情報を保持していません。したがって、ラベル名のは

じめの 1024文字分は重複しないようにしてください。ラベルは、大文字、小文字を区別し
ます。 

 

5.9.9 次を検索する 
ラベルが検索できた後、ポップアップメニューから[次を検索]を選択すると、検索条件に一致する

次のラベルを検索します。 
 

5.9.10 ラベルに対応するソースプログラムを表示する 
ラベルを選択した状態で、ポップアップメニューから[ソースを表示]を選択すると、ラベルのアド

レスに対応する[Editor]または、[Disassembly]ウィンドウをオープンします。 
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5.10 プログラムを実行する 
作成したプログラムコードの実行方法について説明します。ここでご説明する実行方法は、プログ

ラムを連続して実行させたり、シングルステップ実行を行ったり、同時に複数の命令を実行させたり
することです。 
 

5.10.1 リセットから実行を開始する 
ターゲットマイコンをリセットしてリセットベクタアドレスプログラムを実行させるには、[デ

バッグ->リセット後実行]を選択するか、[リセット後実行]ツールバーボタン をクリックします。 
 
プログラムは、ブレークポイントにヒットするまで、またはブレーク条件が成立するまで実行を続

けます。プログラムの実行は手動で停止することができます。その方法としては、[デバッグ->プロ
グラムの停止]を選択するか[停止]ツールバーボタン をクリックします。 
 
【注】  プログラムはリセットベクタ位置に格納したアドレスから実行を開始します。したがって、

この位置に自分のスタートアップコードのアドレスを含んでいることを確認した上で実行
する必要があります。 

 

5.10.2 実行を継続する 
作成したプログラムが停止すると、HEWは、CPUの現在のプログラムカウンタ(PC)値に対応する

エディタおよび[Disassembly]ウィンドウの行の左余白に黄色の矢印を表示します。ステップ実行を
行った場合、または実行を続けた場合、この命令を次に実行します。 
 
現在の PCアドレスから実行を継続するには、[実行]ツールバーボタン をクリックするか、[デ

バッグ->実行]を選択します。 
前回停止時と異なるアドレスから実行を継続するには、下記の方法で PCを変更後に[実行]ツール

バーボタン をクリックするか、[デバッグ->実行]を選択します。 
• [レジスタ]ウィンドウ上で変更する。詳しくは、デバッガ編「5.4.3 レジスタの内容を修正す
る｣を参照してください。 

• [Editor]ウィンドウまたは[Disassembly]ウィンドウ上で、テキストカーソル(マウスカーソルで
はありません)を変更したい行に移動してポップアップメニューから[カーソル位置に PC値を
設定]を選択する。 

 

5.10.3 カーソルまで実行する 
アプリケーションを実行している途中で、シングルステップ実行を複数回行うだけの比較的小さい

セクションコードのみを実行したいと考える場合があります。これは、カーソル位置まで実行機能を
使用して行うことができます。 
 

 カーソル位置まで実行を使用するには 
1. [Editor]または[Disassembly]ウィンドウが開いていて、プログラムを停止するアドレスを表示し
ていることを確認します。 

2. アドレスフィールドをクリックするかカーソルキーを使用してプログラムを停止するアドレス
上にテキストカーソルを置きます。 

3. ポップアップメニューから[カーソル位置まで実行]を選択します。 
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デバッギングプラットフォームは作成したコードを現在の PC値から実行し、カーソル位置が示す
アドレスまで実行します。 
 
【注】 1. 作成したプログラムが設定したアドレスのコードを決して実行しない場合、プログラム

は停止しません。その場合、コードの実行を中止するには、”Esc”キーを押すか、[デバッ
グ ->プログラムの停止]を選択するか、[停止]ツールバーボタン をクリックします。 

 2. カーソル位置まで実行機能は、PCブレークポイント機能を利用しています。そのため、
すでに PCブレークポイントが最大数設定してある場合は、本機能は使用できません。 

 

5.10.4 開始アドレスを指定して実行する 
[プログラム実行]ダイアログボックスを利用すると、任意のアドレスから命令を実行することがで

きます。 
[プログラム実行]ダイアログボックスを開くには、[デバッグ->ラン...]を選択します。 

 

 
図 5.39   [プログラム実行]ダイアログボックス 

 
本ダイアログボックスでは命令実行の条件を設定します。 
[プログラムカウンタ値] 実行を開始する命令アドレスを設定します。 

初期値は現在の PC値となります。 

[テンポラリ PCブレークポイント] 一時的な PCブレークポイントを設定します。 

本ダイアログボックスによる命令実行が停止するとこのブレーク

ポイントは解除されます。 

【注】 [テンポラリ PCブレークポイント]は PCブレークポイント機能を利用しています。既に PC
ブレークポイントを最大数利用している場合は本機能を利用できません。 

 
[実行]ボタンをクリックすると、設定した内容に従って命令を実行します。 
[リセット実行]ボタンをクリックすると、リセットベクタから命令を実行します。 
[キャンセル]ボタンをクリックすると、命令を実行しないで、本ダイアログボックスを閉じます。 
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5.10.5 シングルステップ 
作成したコードをデバッグするために、一度に一行だけまたは一つの命令だけステップ実行して、

この命令がシステムにどのように影響するかを確認したい場合、[Editor]ウィンドウでは、ソースライ
ン一行だけをステップ実行します。 
[Disassembly]ウィンドウにおいては、アセンブリ言語命令単位にステップ実行します。命令が他の関
数またはサブルーチンをコールした場合、オプションでその関数にステップインまたはステップオー
バすることができます。その命令コールを行わない場合には、いずれのオプションでも、デバッガに
命令を実行させ、次の命令で停止させることができます。 
 

(1) 関数にステップイン実行する 

関数にステップイン実行することを選択した場合にはデバッガは関数の行または命令でコールを
実行します。関数にステップインするには、[ステップイン]ツールバーボタン をクリックするか、
[デバッグ->ステップイン]を選択します。 
 

(2) 関数コールをステップオーバ実行する 

関数をステップオーバ実行することを選択した場合には、デバッガはコールおよび関数内のすべて
のコード(および関数が行う可能性のある関数コールのすべて)を実行して、呼び出し元の関数の次の
行または命令で停止します。関数をステップオーバするには、[ステップオーバ]ツールバーボタン
をクリックするか、[デバッグ ->ステップオーバ]を選択します。 
 

(3) 関数からステップアウト実行する 

関数内の確認したい命令の実行が終了した場合や、誤って関数にステップインした場合に、ステッ
プアウト機能を使用すると関数内の残りのコードをステップ実行せずに呼び出し元の関数に戻るこ
とができます。 
 
現在の関数からステップアウトするには、[ステップアウト]ツールバーボタン をクリックする

か、[デバッグ ->ステップアウト]を選択します。 
 

5.10.6 複数のステップ 
[プログラムステップ]ダイアログボックスを使用することにより、一度に複数のステップ実行がで

きます。このダイアログボックスでは、ステップ間の時間差を選択し、ステップ実行を自動的に行う
よう設定できます。このダイアログボックスは、[デバッグ -> ステップ...]を選択して開きます。 
 

[プログラムステップ]ダイアログボックスを表示します。 
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図 5.40   [プログラムステップ]ダイアログボックス 

 
[ステップ] 連続実行するステップ数を設定します。 

[ディレイ(秒)] コードを自動的にステップ実行するときのステップ間の遅延を選択します。 

0から 6で 0が最も遅延が長くなります。 

[ステップオーバステップ] チェックすると関数呼び出しをステップオーバします。 

[ソースレベルステップ] チェックするとソースレベルでステップします。 

 
[OK]ボタンをクリックするか、”Enter”キーを押してステップ実行を開始します。 
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5.11 プログラムを停止する 
この節では、作成したプログラムの実行を停止する方法を説明します。停止手段として、[STOP]

ボタンを使用して停止する方法、および作成したコードの特定の場所にブレークポイントを設定する
ことによって停止する方法について説明します。 
 

5.11.1 STOPによる停止 
作成したプログラムが実行中の場合、[停止]ツールバーボタン  (赤い停止の印)を使用すること

ができます。しかし、プログラムが停止している場合は、使用できません  (STOPの印が灰色にな
ります)。[停止]ツールバーボタンをクリックするか、[デバッグ->プログラムの停止]を選択すること
によりプログラムが停止します。 
 

[停止]によりプログラムが停止したとき、[Output]ウィンドウの[Debug]タブに”Stop”というメッ
セージを表示します。 
 

5.11.2 標準のブレークポイント(PCブレークポイント) 
作成したプログラムをデバッグする場合、PCブレークポイントにより指定した行または命令でプ

ログラムの実行を停止させることができます。標準的な PCブレークポイントを設定したり解除した
りする方法を以下に示します。より複雑な設定をする場合には、[Event]ウィンドウを使用します。
[Event]ウィンドウは ボタンをクリックするか、 

[表示->コード->イベントポイント]を選択することにより表示します。詳細は、デバッガ編「5.14 
イベントポイントを使用する｣を参照してください。 
 

(1) [Editor]ウィンドウ上で PCブレークポイントを設定する 

1. PCブレークポイントを設定する位置の[Disassembly]または[Editor]ウィンドウが開いていること
を確認します。 

2. プログラムを停止したい行でポップアップメニューの[ブレークポイントの挿入/削除] を選択す
るか、”F9”キーを押すかします。 

3. 左余白に赤丸を表示します。これは、PC ブレークポイントを設定したことを示します。 
4. ポップアップメニューの[ブレークポイントの有効化/無効化]を選択すると、現在設定しているブ
レークポイントの有効/無効の切り替えができます。 

 
作成したプログラムを実行して PCブレークポイントを設定したアドレスに達すると、[Output]

ウィンドウの[Debug]タブに"BREAK POINT"というメッセージを表示し、実行を停止し、[Editor]また
は[Disassembly]ウィンドウを更新し、停止位置を左余白に矢印で表示します。 
 
【注】  ブレーク発生時には、PCブレークポイントを設定した行または命令を実行する直前で停止

します。その PCブレークポイントで停止した後に Goまたは Stepを選択した場合、矢印で
表示した行から実行します。 
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(2) [ブレークポイント]ダイアログボックスを使用して PCブレークポイントを設定する 

[編集->ソースブレークポイント...]を選択するとブレークポイントダイアログボックスを表示しま
す。 
 

 
図 5.41   [ブレークポイント]ダイアログボックス 

 
現在設定しているブレークポイントを表示します。 
[コードの編集]ボタンによりブレークポイントが存在するソースを見ることができます。 [削除]、

[すべて削除]ボタンによりプレークポイントを１つまたはすべてを削除することができます。また、
各ブレークポイントのチェックボックスにより有効/無効の切り替えができます。 

 

(3) PCブレークポイントを切り替える 

PCブレークポイントを設定している行の[BP]カラムをダブルクリックするか、その行にカーソル
を置いて”F9”キーを使用すると、[PCブレークポイント]の設定を切り替えることができます。切り替
わる設定内容はデバッグプラットフォームによって異なります。 
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5.12 Elf/Dwarf2のサポート 
 

HEWは、C/C++およびアセンブリ言語で書いたアプリケーションのデバッグのために Elf/Dwarf2
オブジェクトファイルフォーマットをサポートします。Elf/Dwarf2オブジェクトファイルフォーマッ
トを使用すると、実行中のアプリケーションに関するシンボルデバッグ情報を強力にアクセス、およ
び修正できます。 
 
主な特長 
• ソースレベルデバッグ 
• C/C++演算子 
• C/C++式(キャスト、ポインタ、参照) 
• あいまいな関数名 
• オーバーレイメモリロード 
• ウオッチ-ローカル、およびユーザ定義 
• スタックトレース 

 

5.12.1 C/C++演算子 
以下の C/C++ 言語演算子を使用することができます。 

 
+, -, *, /, &, |, ^, ~, !, >>, <<, %, (, ), <, >, <=, >=, ==, !=, &&, || 

Buffer_start + 0x1000 

#R1 | B'10001101 

((pointer + (2 * increment_size)) & H'FFFF0000) >> D'15 

!(flag ^ #ER4) 

 

5.12.2 C/C++の式 
式の例 
 
Object.value //メンバの直接参照を指定します(C/C++) 
p_Object->value //メンバの間接参照を指定します(C/C++) 
Class::value //クラスを持つメンバの参照を指定します(C++) 
*value //ポインタを指定します(C/C++) 
&value //参照を指定します(C/C++) 
array[0] //アレイを指定します(C/C++) 
Object.*value //ポインタを持つメンバの参照を指定します(C++) 
::g_value //グローバル変数の参照を指定します(C/C++) 
Class::function(short) //メンバ関数を指定します(C++) 
(struct STR) *value //キャスト動作を指定します(C/C++) 
 

5.12.3 複数ラベルをサポートする 
プログラム言語の中の、例えば C++オーバーロード関数などでは、1つのラベルが複数のアドレス

を表す場合があります。各ダイアログボックスでこのようなラベル名を入力した場合、HEWは[関数
選択]ダイアログボックスを使用してオーバーロード関数およびメンバ関数を表示します。 
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図 5.42   [関数選択]ダイアログボックス 

 
[関数選択]ダイアログボックスでは、オーバーロード関数またはメンバ関数を選択します。通常、

一度に一つの関数を選択します。ただし、ブレークポイントを設定する場合においてのみ、複数の関
数を選択することができます。このダイアログボックスには 3つの領域があります。 
 

[関数名の選択] 同じ名前をもつ関数またはメンバ関数、およびその詳細情報を表示します。 

[関数名の指定] 設定する関数およびそれらの詳細情報を表示します。 

[カウンタ] [全関数] 同じ名前をもつ関数またはメンバ関数を表示します。 

 [選択関数] [関数名の選択] リストボックスに表示する関数の数を表示します。 

 [指定関数] [関数名の設定]リストボックスに表示する関数の数を表示します。 

 

(1) 関数を選択する 

[関数名の選択]リストボックスから選択したい関数をクリックして、[>]ボタンをクリックします。
選択した関数を[関数名の設定]リストボックスに表示します。[関数名の選択]リストの関数すべてを
選択するには、[>>]ボタンをクリックします。 
 

(2) 関数の選択を解除する 

[関数名の設定]リストボックスから選択を解除する関数をクリックして、[<]ボタンをクリックしま
す。すべての関数の選択を解除するには、[<<]ボタンをクリックします。選択を解除した関数は、[関
数名の設定]リストボックスから[関数名の選択]リストボックスへ戻します。 
 

(3) 関数を設定する 

[OK]ボタンをクリックして、[関数名の設定]リストボックスに表示した関数を設定します。関数を
設定し、[関数選択]ダイアログボックスを閉じます。 
 

[キャンセル]ボタンをクリックすると、関数を設定せずにダイアログボックスを閉じます。 
 

5.12.4 オーバレイプログラムのデバッグ 
 オーバレイ関数を使用するための設定について説明します。 
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(1) セクショングループを表示する 

オーバレイ（いくつかのセクショングループを同じアドレス範囲に割り当てる）を使用すると、ア
ドレス範囲およびセクショングループを[オーバレイ]ダイアログボックスに表示します。 

[メモリ->オーバレイの構成]を選択して[オーバレイ]ダイアログボックスを開きます。 
 

 
図 5.43   [オーバレイ]ダイアログボックス (開いたとき) 

 
このダイアログボックスには 2つの領域があります。[アドレス]リストボックスおよび[セクション

名]リストボックスです。 
 

[アドレス]リストボックスは、オーバレイプログラムが使用するアドレス範囲を表示します。アド
レス範囲の１つをクリックして[アドレス]リストボックスのアドレス範囲を選択します。 
 

 
図 5.44   [オーバレイ]ダイアログボックス (アドレス範囲を選択) 

 
[セクション名]リストボックスは、選択したアドレス範囲に割り当てたセクショングループを表示

します。 
 
セクショングループを設定するには 
オーバレイ関数を使用するときは、最も優先度の高いセクショングループを[オーバレイ]ダイアロ

グボックスで選択していなければ、HEWは正しく動作しません。 
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まず[アドレス]リストボックスに表示したアドレス範囲の一つをクリックします。選択したアドレ
ス範囲に割り当てたセクショングループを[セクション名]リストボックスに表示します。 
表示しているセクショングループの中から最も優先度の高いセクショングループをクリックしま

す。 
 

 
図 5.45   [オーバレイ]ダイアログボックス (最も優先度の高いセクショングループ選択時) 

 
セクショングループを選択したら、[OK]ボタンをクリックして優先度の設定を保存して、ダイアロ

グボックスを閉じます。[キャンセル]ボタンをクリックすると、優先度の設定を保存せずにダイアロ
グボックスを閉じます。 
 
【注】  オーバレイ関数が使用するアドレス範囲内では[オーバレイ]ダイアログボックスに指定した

セクションのデバッグ情報を参照します。したがって、現在ロードしているプログラムと同
じセクションを[オーバレイ]ダイアログボックスで選択しなければなりません。 
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5.13 変数の表示 
 
本節では、ソースプログラム上の変数の値を表示する方法について説明します。 
 

5.13.1 ツールチップウォッチ 
作成したプログラムの変数を最もすばやく見るには、ツールチップウォッチ 機能を使用します。 

 
ツールチップウォッチ を使用するには 
確認したい変数を表示している[Editor]ウィンドウを開きます。 
確認したい変数名の上にマウスのカーソルを静止させます。変数の近くにツールチップを表示し、

その変数の基本的なウォッチ情報を表示します。 
 

 
図 5.46   ツールチップウォッチ 

 

5.13.2 インスタントウォッチ 
確認したい変数を表示している[Editor]ウィンドウを開きます。 
確認したい変数名の上にマウスのカーソルを置いてポップアップメニューから[インスタント

ウォッチ...]を選択します。 
[インスタントウォッチ]ダイアログボックスが開き、カーソル上の変数を表示します。 

 

 
図 5.47   [インスタントウォッチ]ダイアログボックス 

 
変数名の左側の’+’記号はクリックすれば情報を拡張表示できることを、’-’記号は情報を縮小表示

できることを示します。[登録]ボタンを押すと、変数を[Watch]ウィンドウに登録して、ダイアログボッ
クスを閉じます。[閉じる]ボタンを押すと、変数を[Watch]ウィンドウに登録しないで、ダイアログボッ
クスを閉じます。 
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5.13.3 [Watch]ウィンドウ 
[Watch]ウィンドウを開くことにより、任意の変数について値を参照することができます。 

 

(1) [Watch]ウィンドウを開く 

[Watch]ウィンドウを開くには、[表示->シンボル->ウォッチ]を選択するか、[ウォッチ]ツールバー
ボタン が使用可能であれば、クリックします。[Watch]ウィンドウが開きます。ウィンドウの中は
最初空白です。 

 
図 5.48   [Watch]ウィンドウ 

 
C/C++ソースレベルの変数を表示・変更することができるウィンドウです。本ウィンドウの内容は、

アブソリュートファイル(*.abs)内のデバッグ情報から、C/C++ソースプログラムの情報がある場合に
のみ表示します。コンパイラ等の最適化により、ソースプログラムの情報としてデバッグ情報にない
場合は表示できません。また、マクロ宣言されたものについても表示できません。 

 
表示する項目は以下の通りです。 
 

[Name] 変数名を表示します 

[Value] 変数の値、割付け位置を表示します 

割付け位置は{}で囲んで表示します 

[Type] 変数の型を表示します 

 
Rマークのある変数は、ユーザプログラム実行中に更新できることを示します。 
E10Aエミュレータでは[Watch]ウィンドウに登録した変数の内容をユーザプログラム実行中に更

新する実現手段としてユーザプログラムを一旦ブレークし、データをリードします。 
 
 

【注】  ユーザプログラムを一時的に停止するためユーザプログラムのリアルタイム性は損なわれ
ます。 
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Rマークの色が黒色の場合、データリードにより値の更新を行うことを示します。 
 
【注】 1. 本機能は変数ごと、また構造体であれば指定された構造体一括/要素ごとに設定できます。 
 2.  [Watch]ウィンドウを閉じたりスクロールすると、設定情報が解除されます。 
 3. レジスタに割り付けられている変数には設定することができません。 
 

(2) Watchアイテムを追加する 

Watchアイテムを[Watch]ウィンドウに追加するには、[Watch]ウィンドウの[シンボル登録]ダイアロ
グボックスを使用します。 
 

 [Watch]ウィンドウからシンボル登録を使用するには 
[Watch]ウィンドウを開きます。 
ポップアップメニューから[シンボル登録]を選択します。 
[シンボル登録]ダイアログボックスが開きます。 

 

 
図 5.49   [シンボル登録]ダイアログボックス 

 
見たい変数名を入力して、[OK]ボタンをクリックします。その変数を[Watch]ウィンドウに追加し

ます。 
また、 [Editor]ウィンドウから[Watch]ウィンドウへ変数をドラッグアンドドロップしても追加でき

ます。 
 
【注】 追加した変数がローカル変数で現在範囲外の場合には、HEWはその変数を[Watch]ウィンド

ウに追加しますが、その値は空白または、クエスチョンマーク'?'を表示します。 
  

(3) Watchアイテムを拡張する 

Watchアイテムがポインタ、アレイ、または構造体のとき、その名前の左側にプラス記号(+)の拡張
指示子を表示します。つまり、Watchアイテムを拡張できるという意味です。Watchアイテムを拡張
するには、プラス記号(+)をクリックします。１つのタブによってインデントをつけたアイテムは拡
張し、その要素(構造体またはアレイの場合)またはデータ値(ポインタの場合)を表示し、プラス記号
がマイナス記号に変わります。Watchアイテムが要素にポインタ、構造体、またはアレイを含む場合、
その横に拡張指示子を表示します。 
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図 5.50   Watchを拡張する 

 
拡張したWatchアイテムを元に戻すには、再びアイテムをダブルクリックします。アイテムの要素

は、元の単一のアイテムに戻り、マイナス記号はプラス記号に戻ります。 
 

(4) Watchアイテムの値を編集する 

テストのためや、プログラムにバグがあるために値が正しくないときには、Watch変数の値を変更
することができます。Watchアイテムの値を変更するには、値の編集機能を使用します。  
 

 Watchアイテムの値を編集するには 
ウィンドウに対して値を直接入力します。 
または、編集するアイテムをクリックにより選択すると、アイテム上のカーソルが点滅します。 
ポップアップメニューから[値の編集]を選択します。 
[値の編集]ダイアログボックスが開きます。 

 

 
図 5.51   [値の編集]ダイアログボックス 

 
[新しい値]フィールドに新しい値はまたは式を入力して[OK]ボタンをクリックします。[Watch]ウィ

ンドウを更新し、新しい値を表示します。 
 

(5) Watchアイテムを削除する 

特定のWatchアイテムを削除するには、そのアイテムを選択してポップアップメニューから[削除]
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を選択します。アイテムを削除し、[Watch]ウィンドウを更新します。 
すべてのWatchアイテムを削除するには、ポップアップメニューから[全シンボル削除]を選択しま

す。すべてのアイテムを削除し、[Watch]ウィンドウを更新します。 
 

(6) 自動更新を設定する 

Watchアイテムで変数名の左に表示する”R”マークは、その変数がリアルタイムに更新できること
を示します。Rマークが太字のとき、その変数の値をプログラムの実行時に従ってリアルタイムに更
新します。 
自動は[Watch]ウィンドウのポップアップメニューで設定します。 

 

(a) 自動更新有効化 

選択している変数の”R”マークが太字になり、自動更新します。 
 

(b) 全シンボル自動更新有効化 

すべての”R”マークが太字になり、自動更新します。 
 

(c) 自動更新無効化 

選択している変数の”R”マークが中抜きになり、自動を解除します。 
 

(d) 全シンボル自動更新無効化 

すべての”R”マークが中抜きになり、自動を解除します。 
 

(7) 表示基数を変更する 

変数を選択してポップアップメニューから[基数]を選択するとサブメニューで変数の表示基数を
変更できます。 
 

(8) 表示内容をファイルに保存する 

[Watch]ウィンドウの表示内容をファイルに保存するには、ポップアップメニューの[保存...]を選択
します。 

[保存...]を選択すると、[名前を付けて保存]ダイアログボックスを表示します。ファイル名を指定し、
[Watch]ウィンドウに表示している内容をセーブします。[Append]チェックボックスにチェックすると
追加書きこみ、チェックしないと上書きします。 
 

(9) [Memory]ウィンドウを表示する 

選択している変数が割り付いているメモリ領域を[Memory]ウィンドウに表示することができます。
ポップアップメニューの[メモリウィンドウへ移動...]を選択すると、[表示アドレス]ダイアログボック
スを開きます。ダイアログの初期値には選択している変数の情報(先頭アドレス、終了アドレス、お
よびデータサイズ)を設定します。[OK]ボタンをクリックすることで[Memory]ウィンドウを開きます。 
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5.13.4 [Locals]ウィンドウ 
[Locals]ウィンドウを開くことにより、ローカル変数の一覧とそれらの値を参照することができま

す。 
 

(1) [Locals]ウィンドウを開く 

[Locals]ウィンドウを開くには、[表示->シンボル->ローカル]を選択するか、[ローカル]ツールバー
ボタン をクリックします。 
 

 
図 5.52   [Locals]ウィンドウ 

 
ローカル変数を定義した時点で初期化していないと、ローカル変数に値を代入するまでローカル変

数の値は不正となります。 
 
ローカル変数の値およびローカル変数の表示は、[Watch]ウィンドウと同じ方法で修正することが

できます。 
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5.14 イベントポイントを使用する 
 
E10Aエミュレータは HEW標準の PCブレークポイントとは別に、より高度な条件指定によるブ

レーク、トレース、実行時間測定を行うイベントポイント機能を持っています。 
 

5.14.1 PCブレークポイントとは 
PCブレークポイントは指定アドレスの命令フェッチが行われた場合にユーザプログラムの実行を

停止します。 
最大 255ポイントまで設定できます。 

 

5.14.2 Break conditionとは 
Break conditionは単一アドレス指定以外に、データ条件など、より高度な条件指定が可能なポイン

トです。 
条件成立時の動作としてユーザプログラムの停止以外にパフォーマンス測定の開始/終了条件とし

て利用可能です。パフォーマンス測定の開始/終了条件とする場合、[Performance Analysis]ウィンドウ
から設定してください。 
複数の Break conditionを組み合わせることにより、より複雑な条件設定が可能です。 

 
【注】  設定できる内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容については、オンラインヘル

プを参照してください。 
 

5.14.3 [Event]ウィンドウを開く 
[Event]ウィンドウを開くには、[表示->コード->イベントポイント]を選択するか、[Eventpoints]ツー

ルバーボタン をクリックします。 
 
[Event]ウィンドウには、2枚のシートがあります。 

 
• [Breakpoint]シート 

PCブレークポイントの設定内容を表示します。また、PCブレークポイントの設定、変更
および解除を行うことができます。 

• [Break condition]シート 
ブレークコンディションチャネルの設定内容を表示、設定します。 
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5.14.4 PCブレークポイントを設定する 
[Breakpoint]シートでは PCブレークポイントの設定内容の表示、変更および追加ができます。 

 

 
図 5.53 [Event]ウィンドウ（[Breakpoint]シート） 

 
ブレークポイントを表示、設定します。 
シート内に表示する項目は以下の通りです。 

 
[Type] ブレークポイントであることを表示します。 

[State] 該当ブレークポイントの有効/無効を示します。 

  Enable ：有効 

  Disable ：無効 

ブレークポイント設定アドレスを表示します。 [Condition] 

 Address=プログラムカウンタ（対応するファイル名／行、シンボル名） 

ブレーク条件成立時の動作を表示します。 [Action] 

 Break ：実行停止 

 
 
本ウィンドウでブレークポイントをダブルクリックすると、[Set Break]ダイアログボックスが開き、

ブレーク条件を変更することができます。 
 
ウィンドウ内でマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューを表示します。このメ

ニューは以下のオプションを含みます。 
 

5.14.5 追加 
ブレークポイントを設定します。クリックすると、[Set Break]ダイアログボックスが開き、ブレー

ク条件を設定することができます。 
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5.14.6 編集 
ブレークポイントを１つ選択している場合のみ有効です。変更したいブレークポイントを選択後ク

リックすると、[Breakpoint]ダイアログボックスが開き、ブレーク条件を変更することができます。 
 

5.14.7 有効 
選択しているブレークポイントを有効にします。 

 

5.14.8 無効 
選択しているブレークポイントを無効にします。無効にした場合は、ブレークポイントはリストに

は残りますが、指定した条件が一致してもブレークは成立しません。 
 

5.14.9 削除 
選択しているブレークポイントを削除します。ブレークポイントを削除しないで、詳細情報は保持

したまま、条件が一致してもブレークを成立させないようにするには、Disableオプションを使用し
ます(デバッガ編「5.14.8 無効」参照)。 
 

5.14.10 すべてを削除 
全てのブレークポイントを削除します。 

 

5.14.11 ソースを表示 
ブレークポイントを１つ選択している場合のみ有効です。ブレークポイントのある[Source]ウィン

ドウをオープンします。 
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5.14.12 [Breakpoint]ダイアログボックス 
 

 
図 5.54   [Breakpoint]ダイアログボックス 

 
本ダイアログボックスでは、ブレーク条件を設定します。 
設定するブレークポイントアドレスを [Value]エディットボックスで指定します。また、#PCのよ

うに PCレジスタを指定することも可能です。ブレークポイントは 255個まで設定できます。 
設定できる内容は製品によって異なります。詳しくは、各製品のオンラインヘルプを参照してくだ

さい。 
 
  [Value]の設定時に、アドレスに多重定義関数あるいはメンバ関数を含むクラス名を入力した場

合、[Select Function]ダイアログボックスが開くので設定する関数を選択します。 
指定したブレーク条件は、[OK]ボタンをクリックすることにより設定します。[キャンセル]ボタン

をクリックすると、設定しないでダイアログボックスを閉じます。 
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5.14.13 ブレークコンディションを設定する 
[Break condition]シートではブレークコンディションの設定内容の表示、変更および追加ができます。 
 

 
図 5.55   [Event]ウィンドウ（[Break condition]シート） 

ブレーク条件を表示、設定します。 
条件検出チャネル本数や設定できる内容は製品によって違いますので、各製品のオンラインヘルプ

を参照してください。 
シート内に表示する項目は以下の通りです。 

 
[Type] ブレークチャネル番号を表示します。 

[State] 該当ブレークポイントの有効/無効を示します。 

  Enable ：有効 

  Disable ：無効 

[Condition] Breakが成立する条件を表示します。表示内容はブレーク種別により異なります。 

ブレーク条件成立時の動作を表示します。 [Action] 

 Break ：実行停止 

 
本ウィンドウでブレークポイントをダブルクリックすると、[Break condition]ダイアログボックスが

開き、ブレーク条件を変更することができます。 
[Break condition]ダイアログボックスの詳細については、各製品のオンラインヘルプを参照してくだ

さい。 
 
ウィンドウ内でマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューを表示します。このメ

ニューは以下のオプションを含みます。 
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5.14.14 編集...  
ブレークポイントを１つ選択している場合のみ有効です。変更したいブレークチャネルを選択後ク

リックすると、[Break condition]ダイアログボックスが開き、ブレーク条件を変更することができます。 
 

5.14.15 有効 
選択しているブレークチャネルを有効にします。 
条件が設定されていないブレークチャネルは Enableにすることができません。 

5.14.16 無効 
選択しているブレークチャネルを無効にします。無効にした場合は、指定した条件が一致してもブ

レークは成立しません。 
 

5.14.17 削除 
選択しているブレークチャネルの条件を初期化します。ブレークチャネルを初期化しないで、詳細

情報は保持したまま、条件が一致してもブレークを成立させないようにするには、Disableオプショ
ンを使用します(デバッガ編｢5.14.16 無効｣参照)。 
 

5.14.18 すべてを削除 
全てのブレークチャネルの条件を初期化します。 

 

5.14.19 ソースを表示 
ブレークチャネルを１つ選択している場合のみ有効です。ブレークチャネルのある[Source]ウィン

ドウをオープンします。 
ブレークチャネルにアドレス値が設定されていない場合は使用できません。 

 

5.14.20 シーケンシャル設定 
ブレークチャネルのシーケンシャル条件を設定します。 

 

5.14.21 ブレークコンディションの編集 
PCブレークポイント、ブレークコンディションに対する設定以外の操作方法はすべて共通となっ

ています。 
以下ブレークコンディションを例に設定以外の操作方法について説明します。 

 

5.14.22 ブレークコンディションの設定内容を変更する 
変更したいブレークコンディションを選択後ポップアップメニューから[編集...]を選択すると、各

イベントに対応した設定ダイアログボックスが開き、設定内容を変更することができます。[編集...]
メニューはブレークコンディションを 1個選択しているときのみ有効となります。 
 

5.14.23 ブレークコンディションを有効にする 
ブレークコンディションを選択後ポップアップメニューから[有効]を選択すると、選択しているブ

レークコンディションを有効にします。 
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5.14.24 ブレークコンディションを無効にする 
ブレークコンディションを選択後ポップアップメニューから[無効]を選択すると、選択しているブ

レークコンディションを無効にします。無効にした場合は、ブレークコンディションはリストには残
りますが、指定した条件が一致してもイベントは発生しません。 
 

5.14.25 ブレークコンディションを削除する 
ブレークコンディションを選択後ポップアップメニューから[削除]を選択すると、選択しているブ

レークコンディションを削除します。ブレークコンディションを削除しないで、詳細情報は保持した
まま、条件が成立してもイベントを発生させないようにするには、[無効]オプションを使用します(デ
バッガ編「5.14.24 ブレークコンディションを無効にする｣参照)。 
 

5.14.26 ブレークコンディションをすべて削除する 
ポップアップメニューから[すべて削除]を選択すると、すべてのブレークコンディションを削除しま
す。 
 

5.14.27 ブレークコンディションのソース行を表示する 
ブレークコンディションを選択後ポップアップメニューから[ソースを表示]を選択すると、ブレー

クポイントのある[Editor]または[Disassembly]ウィンドウをオープンします。[ソースを表示]メニュー
は対応するソースファイルを持つブレークコンディションを 1個選択しているときのみ有効となり
ます。 
 

5.15 トレース情報を見る 
 
Trace機能の説明は、デバッガ編「2.2 トレース機能」を参照してください。 

 

5.15.1 [Trace Window]ウィンドウを開く 
[Trace Window]ウィンドウを開くには、[表示->コード->トレース]を選択するか、[トレース]ツール

バーボタン をクリックします。 
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5.15.2 トレース情報を取得する 
E10Aエミュレータはトレース情報の取得条件を設定しない場合、デフォルトで内蔵トレース機能

でトレース情報を取得します。 
取得したトレース情報は[Trace Window]ウィンドウに表示します。 

 

 
図 5.56   [Trace Window]ウィンドウ（Internal traceの場合） 

表示する項目は以下の通りです。 
 

[PTR] トレースバッファ内ポインタ（最後に実行した命令が＋０となります） 

[IP] 取得したトレース情報数 

[Type] 分岐種別 

 BRANCH：分岐元 

 DESTINATION：分岐先 

[Address] 命令アドレス 

[Instruction] 命令ニモニック 

[Source] C/C++またはアセンブラソース 

[Label] ラベル情報 

 
[Trace Window]ウィンドウのポップアップメニューに[設定...]メニューがあります。[設定...]メ

ニューを選択すると[Acquisition]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックス内の
[Trace Type]で[AUD function]を選択するとAUDトレース機能を使用してトレース情報を取得します。 
 

 
図 5.57   [Trace Window]ウィンドウ（AUD traceの場合） 
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表示する項目は以下の通りです。 
なお、製品によっては表示されない情報もあります。 

 
[PTR] トレースバッファ内ポインタ（最後に実行した命令が＋０となります） 

[IP] 取得したトレース情報数 

[Type] トレース情報種別 

 BRANCH：分岐元 

 DESTINATION：分岐先 

 MEMORY：メモリアクセス 

 S_TRACE：Trace(x)関数実行したことを示す 

 LOST：トレース情報が失われた事を示す (リアルタイムモード時のみ) 

 CPU-WAIT：トレース情報出力のために CPUが待たされたことを示す 

       (ノンリアルタイムモード時のみ) 

[Bus] どこのバスに対するアクセスであるかを表示 

[R/W] 発生したデータアクセスが、リードアクセスかライトアクセスかを表示 

[Address] アドレス 

[Data] 発生したデータアクセスのデータを表示 

[Type]が S_TRACEの場合は、関数 Trace(x)の変数 x値を表示 

[Instruction] 命令ニモニック 

[Repeat] Repeatフィルタを使用した場合にのみ表示 

その分岐情報が連続して発生した回数を示す 

[Probe] 入力プローブの状態を表示 

[Timestamp] タイムスタンプ値を表示 

[Source] C/C++またはアセンブラソース 

[Label] ラベル情報 

 

【注】  表示する内容は製品によって違いますので、各製品のオンラインヘルプを参照してください。 
  サポートするチップによっては、AUDトレース機能が無い場合があります。 
 

[Trace Window]ウィンドウ内の不要なカラムは非表示にすることができます。 
カラムを非表示にする場合はヘッダカラム上で右クリックすると表示されるポップアップメ

ニューより非表示にしたいカラムを選択してください。 
カラムを再表示する場合は再度ポップアップメニューより該当のカラムを選択してください。 

 

5.15.3 トレース情報取得条件を設定する 
トレースバッファは有限であるため、バッファがいっぱいになった場合は最も古いトレース情報か

ら順に上書きします。トレース情報の取得条件を設定することにより、有用なトレース情報のみを取
得し、トレースバッファを有効に活用することができます。 
 
トレース情報の取得条件はポップアップメニューから[設定...]を選択すると表示される

[Acquisition]ダイアログボックスで設定します。 
[Acquisition]ダイアログボックスは下記ページより構成されています。 
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表5.1 [Acquisition]ダイアログボックスのページ構成 
ページ 設定項目 

[Trace mode] トレース情報の取得条件を設定します。 

[Window trace] ウィンドウトレースの取得条件を設定します。[注２] 

[AUD branch trace] AUDトレース機能で取得する分岐条件を設定します。
[注 1] 

[Branch trace] 内蔵トレース機能で取得する分岐条件を設定します。 

【注】 1. AUDトレース機能をサポートしていない製品は、本ダイアログボックスは未サポートです。 
 2. 製品によってはサポートしていません。詳細につきましては各製品のオンラインヘルプを

参照してください。 
 

(1) [Trace mode]ページ 

トレース情報の取得条件を設定します。 
 

 
図 5.58   [Acquisition]ダイアログボックス([Trace mode]ページ) 

 
本ダイアログボックスでは、トレース情報の取得方法、取得条件を設定します。 
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[Trace type]：トレース機能の種類を選択します 
 [AUD function] AUDトレース機能を使用します 
 [Internal trace] 内蔵トレース機能を使用します 

 
以下は AUDトレース機能を使用する場合のみ設定できます。 
 
[AUD function]：トレース取得条件を設定します 
トレース取得条件の説明については、デバッガ編「2.2.2 AUDトレース機能」を参照してくださ

い。 
 
[AUD mode]：AUDトレースの取得モードを設定します 
 [AUD mode1]：トレース情報が連続して発生した場合の動作を決めるオプション 

 [Realtime trace] 一部のトレース情報が出力されないモード 
 [Non realtime 

trace] 
トレースが出力されるまで CPUが待たされるモード 

 [AUD mode2]：E10Aエミュレータのトレースバッファが Fullになったときの動作を決める 
オプション 

 [Trace continue] 古いトレース情報を上書きして、常に最新の情報を取得します 
 [Trace stop] 以前のトレース情報は取得しないモード 
 [AUD trace display range]：トレースウィンドウの表示範囲を設定するオプション 

 [Start pointer] 設定された値からトレース表示 
 [End pointer] 設定された値までトレース表示 

 
指定した内容は、[OK]ボタンをクリックすることにより設定します。[Cancel]ボタンをクリックす

ると、設定しないでダイアログボックスを閉じます。 
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(2) [Window trace]ページ 

 

 
図 5.59   [Acquisition]ダイアログボックス([Window trace]ページ) 

    本ダイアログボックスでは、トレース情報の取得条件を設定します。 
トレース取得条件の説明については、デバッガ編「2.2.2 AUDトレース機能」を参照してくださ

い。 
 
 [Channel A]：ウィンドウトレースの Aチャネルを有効にします。 

 [Bus state] トレース取得する対象となるバスを選択します。 

 [Read/Write] リードアクセス、ライトアクセスをトレース取得するかどうか設定します。 

 [Trace start 
address] 

データアクセスをトレース取得するアドレス範囲を設定します。 

ここでは先頭アドレスを設定します。 

 [Trace end 
address] 

データアクセスをトレース取得するアドレス範囲を設定します。 

ここでは最終アドレスを設定します。 

 [Channel B]：ウィンドウトレースの Bチャネルを有効にします。 
 [Bus state] トレース取得する対象となるバスを選択します。 

 [Read/Write] リードアクセス、ライトアクセスをトレース取得するかどうか設定します。 

 [Trace start 
address] 

データアクセスをトレース取得するアドレス範囲を設定します。 

ここでは先頭アドレスを設定します。 

 [Trace end 
address] 

データアクセスをトレース取得するアドレス範囲を設定します。 

ここでは最終アドレスを設定します。 
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(3) [AUD Branch trace]ページ 

取得する分岐の種類を選択することができます。 
 

 
図 5.60   [Acquisition]ダイアログボックス([AUD Branch trace]ページ) 
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5.15.4 Traceレコードを検索する 
トレースレコードを検索するには[Trace Find]ダイアログボックスを使用します。 
[Trace Find]ダイアログボックスを開くには、ポップアップメニューの[検索...]を選択します。 

 
[Trace Find]ダイアログボックスは下記ページより構成されています。 

 

表5.2 [Trace Find]ダイアログボックスのページ構成 
ページ 設定項目 

[General] 検索範囲を指定します。 

[Address] アドレス条件を指定します。 

[Data] データ条件を指定します。 

[Type] トレース情報のタイプを指定します。 

[Bus] バス種別を指定します。 

[R/W] アクセスサイクルの種類を指定します。 

 
【注】  [General], [Address]以外の項目はご使用のエミュレータにより異なります。 

詳細につきましては、オンラインヘルプをご参照ください。 
 
 
各ページで条件を設定し、[OK]ボタンをクリックすることにより、サーチ条件を設定し、検索を開

始します。[キャンセル]ボタンをクリックすると、設定しないでダイアログボックスを閉じます。 
検索の結果一致するトレースレコードが見つかった場合は当該レコード行を強調表示します。一致

するトレースレコードが見つからなかった場合は、メッセージダイアログボックスを表示します。 
トレース情報の検索は各ページで設定した条件がすべて一致するトレース情報のみを検索します。 

 
トレースレコードが検索できた場合は、ポップアップメニューで[次を検索]を選択すると、次のト

レースレコードを検索できます。 
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(1) [General]ページ 

検索範囲を指定します。 

 
図 5.61   [Trace Find]ダイアログボックス([General]ページ) 

 
[トレース検索範囲] 検索範囲を指定します。 

 [否定] チェックすると他のページで設定した項目の否定条件で検索します。 

 [上方検索] チェックすると上方検索を行います。 

 [開始ポインタ] 検索を開始する PTRの値を入力します。 

 [終了ポインタ] 検索を終了する PTRの値を入力します。 

 
【注】  検索範囲入力時、[開始ポインタ]オプションに検索を終了する PTRの値、 [終了ポインタ]

オプションに検索を開始する PTRの値を指定することも可能です。 
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(2) [Address]ページ 

アドレス条件を指定します。 

 
図 5.62   [Trace Find]ダイアログボックス([Address]ページ) 

 
[無効] チェックすると、アドレスを検出しません。 

[設定] 指定したアドレスを検出します。 

 [値] アドレス値を入力します。 

([無効]選択時無効) 

 

(3) [Data]ページ 

データ条件を指定します。 

 
図 5.63   [Trace Find]ダイアログボックス([Data]ページ) 

 
[無効] チェックすると、データを検出しません。 

[設定] 指定したデータを検出します。 

 [値] データ値を入力します。 
([無効]選択時無効) 
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(4) [R/W]ページ 

アクセスサイクルの種類を指定します。 
 

 
図 5.64   [Trace Find]ダイアログボックス([R/W]ページ) 

 
[無効] チェックすると、リード/ライト条件を検出しません。 

[設定] 指定したリード/ライト条件を検出します。 

 [設定] リード/ライト条件を選択します。 
([無効]選択時無効) 

  READ: リードサイクル 

  WRITE: ライトサイクル 
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(5) [Type]ページ 

アクセスしたタイプを指定します。 
タイムスタンプ取得時は無効です。 

 
図 5.65   [Trace Find]ダイアログボックス([Type]ページ) 

 
[無効] チェックすると、タイプ条件を検出しません。 

[設定] 指定したタイプ条件を検出します。 

 [設定] タイプ条件を選択します。 
([無効]選択時無効) 

 

(6) [Bus]ページ 

バス状態を指定します。 

 
図 5.66   [Trace Find]ダイアログボックス([Bus]ページ) 

 
[無効] チェックすると、バス条件を検出しません。 

[設定] 指定したバス条件を検出します。 

 [設定] バス条件を選択します。 
([無効]選択時無効) 
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5.15.5 トレース情報をクリアする 
トレース情報をクリアするには、ポップアップメニューから[クリア]を選択します。その際にト

レース情報を保持しているトレースバッファは空になります。複数の[Trace Window]ウィンドウが開
いているときは、それらは同じバッファをアクセスしているため、すべての[Trace Window]ウィンド
ウをクリアすることになります。 
 

5.15.6 トレース情報をファイルに保存する 
トレース情報をファイルに保存するには、ポップアップメニューから[保存...]を選択します。  
[名前を付けて保存]ダイアログボックスを表示します。[Trace Window]ウィンドウに表示している

トレース情報をテキストファイルとして保存します。保存する範囲を、[PTR]の範囲によって指定す
ることができます(すべてのバッファをセーブするには、数分かかることがあります)。このファイル
は保存のみ可能で、[Trace Window]ウィンドウへの読み込みはできないことに注意してください。 
 
【注】  トレース情報をフィルタリングした場合、保存する範囲の指定はできません。フィルタリン

グした結果[Trace Window]ウィンドウに表示されたトレース情報すべてを保存します。保存
する範囲を指定したい場合は[Trace Filter]ダイアログボックスの[General]ページよりフィル
タ範囲を指定してください。 
フィルタ機能についてはデバッガ編「5.15.12 取得したトレース情報から必要なレコードを
抽出する」を参照してください。 

 

5.15.7 [Editor]ウィンドウを表示する 
トレースレコードに対応する[Editor]ウィンドウを表示するには二通りの方法があります。 

(1) トレースレコードを選択した状態でポップアップメニューから[ソースファイル表示]を選択
する 

(2) トレースレコードをダブルクリックする 

 
上記の操作により、[Editor]ウィンドウあるいは[Disassembly]ウィンドウを開いてソース表示し、選

択した行をカーソルで示します。 
 

5.15.8 ソース表示を整形する 
ポップアップメニューで[ソーストリム]を選択すると、ソースプログラムの左側の空白を取り除き

ます。 
取り除いた状態だと[ソーストリム]メニューの左にチェックが付きます。チェックありの状態で

[ソーストリム]メニューを選択すると取り除いた空白を元に戻します。 
 

5.15.9 トレース情報の取得を一時的に停止する 
ユーザプログラム実行中、一時的にトレース情報の取得を停止するにはポップアップメニューから

[停止]を選択します。 
トレース取得を中止し、トレース表示を更新します。 
ユーザプログラムを停止せずにトレース情報の取得のみ停止し、トレース情報を確認する場合など

に使用します。 
トレース取得は、自動的に再開します。 
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5.15.10 取得したトレース情報から必要なレコードを抽出する 
取得したトレース情報から必要なレコードのみを抽出するにはフィルタ機能を使用します。 
フィルタ機能はハードウェアにより取得したトレース情報をソフトウェアによりフィルタリング

します。 
取得条件を設定してトレース情報を取得する[Acquisition]設定と異なり、取得したトレース情報に

対し何度もフィルタ設定を変更することで必要な情報が簡単に抽出でき、データの分析に役立ちます。 
フィルタ機能を使用してもトレースバッファの内容は変更されません。 
トレースバッファは有限ですので、[Acquisition]設定により有用なトレース情報をより多く取得す

ることで、より効果的にデータの分析が可能となります。 
 
フィルタ機能を使用するには[Trace Filter]ダイアログボックスを使用します。 
[Trace Filter]ダイアログボックスを開くには、ポップアップメニューの[フィルタ...]を選択します。 

 
[Trace Filter]ダイアログボックスは下記ページより構成されています。 

 

表5.3 [Trace Filter]ダイアログボックスのページ構成 
ページ 設定項目 

[General] フィルタ範囲を指定します。 

[Address] アドレス条件を指定します。 

[Data] データ条件を指定します。 

[Type] トレース情報のタイプを指定します。 

[Bus] バス種別を指定します。 

[R/W] アクセスサイクルの種類を指定します。 

 
【注】  [General], [Address]以外の項目はご使用のエミュレータにより異なります。 

詳細につきましては、オンラインヘルプをご参照ください。 
 
各ページでフィルタ条件を設定し、[OK]ボタンをクリックすることにより、フィルタ条件にしたが

いフィルタリングを行います。[キャンセル]ボタンをクリックすると、[Trace Filter]ダイアログボック
スを開いた時点の設定のままダイアログボックスを閉じます。 
フィルタリングは各ページで設定したフィルタ条件が 1つ以上一致するトレース情報のみを[Trace 

Window]ウィンドウに表示します。 
 
フィルタリングを行ってもトレースバッファの内容は変更されませんので、何度もフィルタ条件を

変更しデータの分析ができます。 
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(1) [General]ページ 

フィルタ範囲を指定します。 
 

 
図 5.67   [Trace Filter]ダイアログボックス([General]ページ) 

 
[他のページ設定を無
効にする] 

チェックすると、サイクル番号のみ指定できます。他のオプションはすべて無効に
なります。 

[フィルターを有効に
する] 

チェックすると、フィルタを有効にします。 

[否定] チェックすると他のページで設定した項目の否定条件でフィルタリングします。 

[トレース表示範囲] フィルタ範囲を指定します。 

 [開始ポインタ] フィルタを開始する PTRの値を入力します。 

 [終了ポインタ] フィルタを終了する PTRの値を入力します。 

 
【注】  フィルタ範囲入力時、[開始ポインタ]オプションにフィルタを終了する PTRの値、 [終了ポ

インタ]オプションにフィルタを開始する PTRの値を指定することも可能です。 
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(2) [Address]ページ 

アドレス条件を指定します。 
 

 
図 5.68   [Trace Filter]ダイアログボックス([Address]ページ) 

 
[無効] チェックすると、アドレスを検出しません。 

[設定] 指定したアドレスを検出します。 

 [ポイント] 単一アドレスを指定します。 
([無効]選択時無効) 

 [範囲] アドレス範囲を指定します。 
([無効]選択時無効) 

 [開始] 単一アドレスまたはアドレス範囲の開始アドレスを入力します。 

([無効]選択時無効) 

 [終了] アドレス範囲の終了アドレスを入力します。 

([範囲]選択時有効) 

 
【注】  アドレス範囲入力時、[開始]オプションにアドレス範囲の終了アドレス、[終了]オプションに

アドレス範囲の開始アドレスを指定することも可能です。 
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(3) [Data]ページ 

データ条件を指定します。 
 

 
図 5.69   [Trace Filter]ダイアログボックス([data]ページ) 

 
 [無効] チェックすると、データを検出しません。 

[設定] 指定したデータを検出します。 

 [ポイント] 単一データを指定します。 
([無効]選択時無効) 

 [範囲] アドレス範囲を指定します。 
([無効]選択時無効) 

 [開始] 単一データまたはデータ範囲の最小値を入力します。 

([無効]選択時無効) 

 [終了] データ範囲の最大値を入力します。 

([範囲]選択時有効) 

 
【注】  データ範囲入力時、[開始]オプションにデータの最大値、[終了]オプションにデータの最小値

を指定することも可能です。 
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(4) [R/W]ページ 

アクセスサイクルの種類を指定します。 
 

 
図 5.70   [Trace Filter]ダイアログボックス([R/W]ページ) 

 
[無効] チェックすると、リード/ライト条件を検出しません。 

[設定] 指定したリード/ライト条件を検出します。 

 [READ] チェックすると、リードサイクルを検出します。 
([無効]選択時無効) 

 [WRITE] チェックすると、ライトサイクルを検出します。 
([無効]選択時無効) 

 



5 デバッグ 

302 

(5) [Type]ページ 

アクセスしたタイプを指定します。 
タイムスタンプ取得時は無効です。 
 

 
図 5.71   [Trace Filter]ダイアログボックス([Type]ページ) 

 
[無効] チェックすると、タイプ条件を検出しません。 

[設定] 指定したタイプ条件を検出します。 
([無効]選択時無効) 
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(6) [Bus]ページ 

バス状態を指定します。 
タイムスタンプ取得時は無効です。 
 

 
図 5.72   [Trace Filter]ダイアログボックス([Bus]ページ) 

 
[無効] チェックすると、バス条件を検出しません。 

[設定] 指定したバス条件を検出します。 
([無効]選択時無効) 
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5.15.11 統計情報を解析する 
指定された条件で統計情報の解析を実行するには、ポップアップメニューから[統計...]を選択しま

す。 
[統計]ダイアログボックスが開きます。 

 

 
図 5.73   [統計]ダイアログボックス 

 
[統計情報解析] 統計情報を解析するための設定を行います。 

 [デフォルト] 単一の入力値または文字列を指定します。 

 [範囲で指定] 入力値または文字列を範囲で指定します。 

 [項目] 解析対象項目を指定します。 

 [開始] 入力値または文字列を指定します。 
範囲で指定する場合は開始値を設定します。 

 [終了] 範囲で指定する場合の終了値を設定します。 
([範囲で指定]選択時有効) 

 [追加] 現在の条件に追加設定します。 

 [新規] 新しい条件を指定します。 

 [解析] 統計情報解析の結果を取得します。 

 [クリア] 設定の初期化を行います。 

 [結果] すべての条件と統計情報解析結果を削除します。 

 [閉じる] ダイアログボックスを閉じます。 
この時、[結果]リストのすべての結果は消去されます。 

 
本ダイアログボックスは、トレース情報の統計情報解析に使用します。[項目]オプションで解析対
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象項目を指定し、[開始] オプションおよび[終了]オプションで入力値または文字列を指定します。 
[新規]ボタンまたは[追加]ボタンにより条件を設定し[解析]ボタンをクリックすると、統計情報を解析
し[結果]リストに解析結果を表示します。 
 
【注】  本エミュレータでは[PTR]項目のみ範囲で指定可能です。それ以外の項目は単一の文字列で

指定してください。 
統計情報の解析における文字列の判定は[Trace Window]ウィンドウに表示される文字列と比
較し、完全一致したものだけをカウントします。ただし、大文字小文字は区別しません。ま
た、空白の数も考慮しません。 

 

5.15.12 取得したトレース情報から関数呼び出し箇所を抽出する 
取得したトレース情報から関数呼び出し箇所のみを抽出するには、ポップアップメニューから[関

数コール...]を選択します。 
[関数コール箇所の表示]ダイアログボックスが開きます。 

 

 
図 5.74   [関数コール箇所の表示]ダイアログボックス 

 
[設定] 関数呼び出し箇所の抽出を行うかどうか設定します。 

 [許可] 関数呼び出し箇所の抽出を行います。 

 [無効] 関数呼び出し箇所の抽出を行いません。 

 
[許可]オプションを選択した場合、取得したトレース情報より関数呼び出しを行っているサイクル

のみを抽出し表示します。関数呼び出し箇所の抽出を行ってもトレースバッファの内容は変更されま
せん。 
関数の呼び出しを含んだトレース情報に対して本機能を使用することにより、関数の呼び出し順序

を調べることができます。 
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5.16 関数呼び出し履歴を見る 
関数呼び出し履歴を表示する場合は、[Stack Trace]ウィンドウを使用します。 
 

5.16.1 [Stack Trace]ウィンドウを開く 
[Stack Trace]ウィンドウを開くには、[表示->コード->スタックトレース]を選択するか、[スタック

トレース]ツールバーボタンを クリックします。 
 

 
図 5.75   [Stack Trace]ウィンドウ 

 
表示する項目は以下の通りです。 

 
[Kind] 該当シンボルのシンボル種別を示します。 

  F：関数 

  P：関数パラメータ 

  L：ローカル変数 

[Name] シンボル名を示します。 

[Value] シンボルの値、アドレス、型を示します。 

 

5.16.2 ソースプログラムを表示する 
関数を選択した状態で、ポップアップメニューから[ソースファイル表示]を選択すると、選択した

関数に該当するソースプログラムを[Editor]ウィンドウ上に表示します。 
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5.16.3 表示形式を設定する 
ポップアップメニューから[表示設定...]を選択すると、[スタックトレース表示設定]ダイアログボッ

クスを表示します。[Stack Trace]ウィンドウの表示形式を設定します。 
 

 
図 5.76   [スタックトレース表示設定]ダイアログボックス 

 
[関数のネスト] [Stack Trace]ウィンドウに表示する関数コールネスト数を指定します。 

[表示シンボル] 関数以外に表示するシンボルを指定します。 

[表示基数] [Stack Trace]ウィンドウの表示基数を指定します。 
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5.17 メモリ内容を画像形式で表示する 
[Image]ウィンドウを使用すると、メモリ内容を画像形式で表示することができます。 

 

5.17.1 [Image]ウィンドウを開く 
[表示->グラフィック->画像...]を選択するか、[画像]ツールバーボタン をクリックすると、[画像

プロパティ]ダイアログボックスが開きます。 
 

 
図 5.77   [画像プロパティ]ダイアログボックス 

 [画像プロパティ]ダイアログボックスでは[Image]ウィンドウの表示方法を指定します。 
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[色情報] 表示する画像のカラー情報を指定します。 

 [モード] フォーマットを指定します。 

 [モノクロ] 白黒で表現します。 

 [RGB] R(赤)、G(緑)、B(青)で表現します。 

 [BGR] B(青)、G(緑)、R(赤)で表現します。 

 [YCbCr] Y(輝度)、Cb(青色の色差)、Cr(赤色の色差)で表現します。 

 [ビット/ピクセル] 選択した[モード]によって、ビット/ピクセルを指定します。(RGB/BGR選
択時有効) 

 [サンプリング] サンプリングのフォーマットを指定します。(YCbCr選択時有効) 

 [フォーマット] 点順次/面順次を指定します。(YCbCr選択時有効) 

[バッファ情報] データの格納場所、サイズ、パレットのアドレスを指定します。 

 [データアドレス] 表示する画像データのメモリ開始アドレスを指定します。(16進表示) 

 [パレットアドレス] カラーパレットデータのメモリ開始アドレスを指定します。(16進表示) 

(RGB/ BGRの 8Bit選択時有効) 

 [幅/高さ情報(ピクセル)] 画像の幅と高さを指定します。 

 [幅] 画像の幅を指定します。(接頭辞省略時は 10進で入力、10進表示) 

 [高さ] 画像の高さを指定します。(接頭辞省略時は 10進で入力、10進表示) 

 [バッファサイズ] 幅と高さから画像のバッファサイズを表示します。(16進表示) 

[表示情報] 画像全体中の表示部分の位置、サイズ、データ開始位置を指定します 

 [表示モード] 画像の全体表示/部分表示を指定します。 

 [全面表示] 画像を全体表示します。 

 [部分表示] 画像を部分表示します。 

 [開始位置]  

 [上部] 左上からデータを表示します。 

 [下部] 左下からデータを表示します。 

 [座標] 部分表示する画像の開始位置を指定します。([部分表示]選択時有効) 

 [X座標] 開始位置の X座標を指定します。(接頭辞省略時は 10進で入力、10進
表示) 

 [Y座標] 開始位置の Y座標を指定します。(接頭辞省略時は 10進で入力、10進
表示) 

 [幅/高さ情報(ピクセル)] 部分表示する画像の幅と高さを指定します。 

 [幅] 表示の幅を指定します。(接頭辞省略時は 10進で入力、10進表示) 

 [高さ] 表示の高さを指定します。(接頭辞省略時は 10進で入力、10進表示) 

 
[画像プロパティ]ダイアログボックスに設定後、[OK]ボタンをクリックすると[Image]ウィンドウが

開きます。 
[Image]ウィンドウ表示後もポップアップメニューの[プロパティ...]を選択することで本ダイアログ

ボックスを表示して表示内容を変更できます。 
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図 5.78   [Image]ウィンドウ 

 
メモリの内容を画像で表示します。 

 

5.17.2 ウィンドウを自動更新する 
ポップアップメニューから[自動更新]をチェックすると、ユーザプログラム実行停止時に自動的
にウィンドウ内容を更新します。 

 

5.17.3 ウィンドウを更新する 
ポップアップメニューから[更新]を選択すると、直ちにウィンドウ内容を更新します。 
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5.17.4 ピクセル情報を表示する 
ウィンドウ内をダブルクリックするとマウスポインタの位置のピクセル情報を[ピクセル情報]
ダイアログボックスに表示します。 

 

 
図 5.79   [ピクセル情報]ダイアログボックス 

 
カーソル位置のピクセル情報を表示します。 

 
[カラーモード] 画像のフォーマットを表示します。 

[ピクセル] カーソル位置のカラー情報を表示します。（10進表示） 

[位置] カーソル位置を X座標、Y座標で表示します。（10進表示） 

 [X] カーソル位置の X座標を表示します。 

 [Y] カーソル位置の Y座標を表示します。 

[バッファサイズ] バッファサイズを表示します。（10進表示） 

 [幅] バッファの幅を表示します。 

 [高さ] バッファの高さを表示します。 

[画像サイズ] 表示の幅と高さを表示します。（10進表示） 

 [幅] 幅を表示します。 

 [高さ] 高さを表示します。 
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5.18 メモリ内容を波形形式で表示する 
[Waveform View]ウィンドウを使用すると、メモリ内容を波形形式で表示します。 

 

5.18.1 [Waveform View]ウィンドウを開く 
[表示->グラフィック->波形...]を選択するか、[波形]ツールバーボタン をクリックすると、[波形

プロパティ]ダイアログボックスが開きます。 
 

 
図 5.80   [波形プロパティ]ダイアログボックス 

 
表示する波形形式を指定します。下記項目を指定できます。 

 
[データアドレス] データのメモリ開始アドレスを指定します。（16進表示） 

[データサイズ] 8ビット / 16ビットを指定します。 

[チャンネル] モノクロ/ステレオ を指定します。 

[バッファサイズ] データのバッファサイズを指定します。（16進表示） 

 
[波形プロパティ]ダイアログボックスに設定後、[OK]ボタンをクリックすると[Waveform View]

ウィンドウが開きます。 
[Waveform View]ウィンドウ表示後もポップアップメニューの[プロパティ...]を選択することで本

ダイアログボックスを表示して表示内容を変更できます。 
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図 5.81   [Waveform View]ウィンドウ 

 
メモリ内容を波形で表示します。横軸(X)にサンプリングデータ数、縦軸(Y)にサンプリング値を表

示します。 
 

5.18.2 ウィンドウを自動更新する 
ポップアップメニューの[自動更新]をチェックすると、ユーザプログラム実行停止時に自動的に
ウィンドウ内容を更新します。 

 

5.18.3 ウィンドウを更新する 
ポップアップメニューから[更新]を選択すると、直ちにウィンドウ内容を更新します。 

 

5.18.4 拡大表示する 
ポップアップメニューから[伸張]を選択すると、横軸を拡大して表示します。 

 

5.18.5 縮小表示する 
ポップアップメニューから[圧縮]を選択すると、横軸を縮小して表示します。 

 

5.18.6 最初のサイズに戻す 
ポップアップメニューから[元に戻す]を選択すると、最初のサイズに戻して表示します。 
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5.18.7 拡大/縮小倍率を設定する 
ポップアップメニューの[圧縮・伸張倍率]サブメニューで拡大/縮小倍率を 2、4、8倍から選択
します。 

 

5.18.8 横軸のサイズを設定する 
ポップアップメニューの[スケール]サブメニューで横軸のサイズを 128、256、512ピクセルから
選択します。 

 

5.18.9 カーソルを非表示にする 
ポップアップメニューの[カーソル削除]をチェックすると、カーソルを非表示にします。 

 

5.18.10 サンプリング情報を表示する 
ポップアップメニューから[サンプリング情報...]を選択すると、[サンプリング情報]ダイアログ
ボックスを表示します。 

 

 
図 5.82   [サンプリング情報]ダイアログボックス 

 
[Waveform View]ウィンドウのカーソル位置のサンプリング情報を表示します。下記情報を表示し

ます。 
 

[データサイズ] 8ビット / 16ビットを表示します。 

[チャンネル] データのチャンネルを表示します。 

[データ値] [X] カーソル位置の X座標を表示します。 

 [Y] カーソル位置の Y座標を表示します。 

(ステレオ選択時は上下 2つの Y座標を表示します) 
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5.19 パフォーマンスを測定する 
ユーザプログラムの実行効率を測定するには Performance Analysis機能を使用します。 
Performance Analysis機能はマイコン内蔵のパフォーマンス測定回路により指定範囲の実行効率を

測定するため、リアルタイム性は損なわれません。 
 
【注】  測定条件、チャネル本数は製品によって異なります。 
 

5.19.1 [Performance Analysis]ウィンドウを開く 
[Performance Analysis]ウィンドウを開くには、[表示->パフォーマンス->パフォーマンス解析]を選択

するか、[パフォーマンス解析]ツールバーボタン をクリックして[パフォーマンス解析方式の選択]
ダイアログボックスを開きます。 
 

 
図 5.83   [パフォーマンス解析方式の選択]ダイアログボックス 

 
[OK]ボタンをクリックすると[Performance Analysis]ウィンドウが開きます。 

 

 
図 5.84   [Performance Analysis]ウィンドウ 

 
 [Performance Analysis]ウィンドウ内の不要なカラムは非表示にすることができます。 
カラムを非表示にする場合はヘッダカラム上で右クリックすると表示されるポップアップメ

ニューより非表示にしたいカラムを選択してください。 
カラムを再表示する場合は再度ポップアップメニューより該当のカラムを選択してください。 

 



5 デバッグ 

316 

5.19.2 実行効率測定条件を設定する 
[Performance Analysis]ウィンドウでは測定条件の設定内容の表示および変更ができます。 
条件を設定するポイントを選択し、ポップアップメニューから[設定...]を選択すると[Performance 

Analysis Properties]ダイアログボックスを表示します。 
 

5.19.3 実行効率測定を開始する 
ユーザプログラムを実行すると前回の測定結果をクリアした後、設定した実行効率測定条件にした

がい自動的に実行効率測定を開始します。 
ユーザプログラムを停止すると、測定結果を[Performance Analysis]ウィンドウに表示します。 
 

5.19.4 測定条件を削除する 
測定条件を選択した状態で、ポップアップメニューから[リセット]を選択すると、選択された測定

条件を削除します。 
 

5.19.5 すべての測定条件を削除する 
ポップアップメニューから[全てリセット]を選択すると、設定している測定条件をすべて削除しま

す。 
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5.20 プロファイル情報を見る 
 
プロファイル機能は、アプリケーションプログラムの実行パフォーマンスを関数単位に測定します。

アプリケーションプログラム中の性能劣化の原因となっている場所および要因を調査することがで
きます。 

 
HEWはプロファイルデータの参照方法、参照目的に応じて、３つのウィンドウでプロファイル測

定結果を表示します。 
 

5.20.1 スタック情報ファイル 
プロファイル機能は、最適化リンカ(Ver.7.0以降)が出力するスタック情報ファイル（拡張子".SNI"）

を読み込むことができます。このファイルには、ソースファイル上の(静的な)関数呼び出し関係の情
報が入っています。HEWがスタック情報ファイルを読み込むことで、ユーザアプリケーションが未
実行（プロファイルデータの測定を行う前）でも、関数の呼び出し関係を表示できるようになります。
(但し、[Profile]ウィンドウのポップアップメニューで[表示設定->未実行関数を表示しない]をチェッ
クしている場合を除きます。) 
 

HEWがスタック情報ファイルを読み込まない場合、プロファイル機能で表示するデータは、プロ
ファイルデータ測定中に実行した関数についてのみになります。 

 
リンカでスタック情報ファイルを生成するには、[オプション->Hitachi SuperH Risc engine Standard 

Toolchain…]を選択して、[Standard Toolchain]ダイアログボックスを開き、[Link/Library]タブで
[Category]リストボックスを[Other]に指定し、[Stack information output]チェックボックスをチェックし
てください。 
 

 
図 5.85   [Standard Toolchain]ダイアログボックス(1) 
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5.20.2 プロファイル情報ファイル 
プロファイル情報ファイルを作成するためには、アプリケーションプログラムのプロファイルデー

タを測定後に、[Profile]ウィンドウの Pop-upメニューで[プロファイル情報の保存...]メニューオプショ
ンを選択し、ファイル名を指定します。 

 
プロファイル情報ファイルには、関数の呼び出し回数とグローバル変数のアクセス回数の情報が

入っています。最適化リンカ(Ver.7.0以降)は、プロファイル情報ファイルを読み込み、関数および変
数の配置を実際のプログラム動作状況に合わせた配置に最適化する機能を持っています。 

 
プロファイル情報ファイルをリンカに入力するには、[Standard Toolchain]ダイアログの

[Link/Library]タブで[Category]リストボックスを[Optimize]に指定し、[Include Profile]チェックボックス
をチェックして、プロファイル情報ファイル名を指定してください。 

 

 
図 5.86   [Standard Toolchain]ダイアログボックス(2) 

 
なお、[Include Profile]チェックボックスを有効にするには、[Optimize]リストボックスを[None]以外

に設定する必要があります。 
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5.20.3 スタック情報ファイルのロード 
スタック情報ファイルを読み込むかどうかは、ロードモジュールロード時に表示する、確認のメッ
セージボックスで指定できます。メッセージボックスの[OK]ボタンをクリックするとスタック情報

ファイルをロードします。 
 
 確認のメッセージボックスは、次の場合に表示します。 
 

• スタック情報ファイルが存在する時 
• [オプション]ダイアログボックス(メインメニューの[ツール->オプション…]を選択すると開
きます)の[確認]タブ（図 5.87）で[スタック情報ファイルをロードします (SNI ファイル)]
チェックボックスをチェックしている場合 

 

 
図 5.87   [オプション]ダイアログボックス 
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5.20.4 プロファイルを有効にする 
[表示->パフォーマンス->プロファイル]を選択し、[Profile]ウィンドウをオープンします。 
 
[Profile]ウィンドウのポップアップメニューで[有効]メニューオプションを選択します（メニューに

チェックマークが付きます）。 
 

5.20.5 測定方法を指定する 
プロファイルデータの測定時に、関数呼び出しをトレースするかどうかを指定できます。関数呼び

出しをトレースすると、ユーザプログラム実行時の関数呼び出し関係をツリー形式で表示できるよう
になります。関数呼び出しをトレースしないと、関数呼び出し関係を表示できませんが、プロファイ
ルデータの測定時間を短縮することができます。 
関数呼び出しをトレースしないようにするためには、[Profile]ウィンドウのポップアップメニュー

[関数呼び出しをトレースしない]を選択します。（メニューにチェックマークが付きます。） 
また、OSによるタスクスイッチなど、通常の方法以外で関数を呼び出しているプログラムの場合、

関数呼び出しを正しく表示できない場合がありますので、関数呼び出しをトレースせずにプロファイ
ルデータを測定してください。 
 

5.20.6 ユーザプログラムを実行し結果を確認する 
ユーザプログラムを実行し、停止すると[Profile]ウィンドウに測定結果を表示します。 
 
[Profile]ウィンドウには、[List]シートと[Tree]シートがあります。 

 

5.20.7 [List]シート 
関数とグローバル変数をリスト表示し、各関数/変数のプロファイルデータを表示します。 

 

 
図 5.88   [List]シート 
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カラムヘッダをクリックすると、アルファベットまたは数値の昇降順にソートして表示します。 
[Function/Variable]列または[Address]列をダブルクリックすると、該当するアドレスに対応したソー

スプログラムを表示します。 
 
ウィンドウ内でマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューを表示します。この

ポップアップメニューはデバッガ編「5.20.8 [Tree]シート｣を参照してください。 
 

5.20.8 [Tree]シート 
関数の呼び出し関係を表示し、各呼び出し位置におけるプロファイルデータを表示します。 
[Tree]シートは、[Profile]ウィンドウのポップアップメニュー[関数呼び出しをトレースしない]を

チェックしていない時のみ有効です。 
 

 
図 5.89   [Tree]シート 

 
[Function]列の関数をダブルクリックすると、ツリー構造を拡張または収縮表示します。また、'+'

／'-'キーでも拡張／収縮表示することができます。[Address]列をダブルクリックすると、該当するア
ドレスに対応したソースプログラムを表示します。 
ウィンドウ内でマウスの右ボタンをクリックするとポップアップメニューを表示します。このメ

ニューは以下のオプションを含みます。 
 

(1) ソースファイル表示 

選択している行の該当アドレスに対応したソースプログラムまたは逆アセンブルを表示します。 
 

(2) チャート表示 

選択している行の関数に着目した[Profile-Chart]ウィンドウを表示します。 
 

(3) 有効 

プロファイルデータ収集のオン・オフを切り替えます。プロファイルデータ測定が ONのとき、メ
ニューテキストの左にチェックマークを表示します。 
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(4) 関数呼び出しをトレースしない 

本メニューをチェックすると、プロファイルデータ測定時に関数呼び出しをトレースしません。例
えば、OSのタスクスイッチのように通常の方法以外で関数が呼び出されるプログラムのデータを測
定する場合に使用します。 

[Profile]ウィンドウの[Tree]シートで関数呼び出し関係を表示するためには、本メニューをチェック
せずにプロファイルデータを測定してください。また、測定結果のプロファイル情報ファイルを使用
して、最適化リンケージエディタによる最適化を行う場合も、本メニューをチェックしないでくださ
い。 
 

(5) 検索...  

[Function]列の文字列を検索する[テキスト検索]ダイアログボックスを表示します。検索したい文字
列をエディットボックスに入力し、[次を検索]ボタンまたは、”Enter”キーを入力すると、検索を開始
します。 

 

(6) データ検索...  

[データ検索]ダイアログボックスを表示します。 

 
図 5.90   [データ検索]ダイアログボックス 

 
[カラム]コンボボックスで検索カラムを、[検索データ]グループで検索方向を設定し、[次を検索]

ボタンまたは、”Enter”キーを入力すると、検索を開始します。また、連続して[次を検索]ボタンまた
は”Enter”キーを入力すると、次に大きいデータ（最小値の場合は小さいデータ）を検索します。 
 

(7) データクリア 

関数呼び出し回数のカウントおよびプロファイルデータをクリアします。[Profile]ウィンドウの
[List]シートおよび[Profile-Chart]ウィンドウのデータもクリアします。 

 

(8) プロファイル情報の保存...  

[プロファイル情報の保存]ダイアログボックスを表示します。プロファイル結果をプロファイル情
報ファイル（拡張子は".pro"）に保存します。最適化リンケージエディタは、プロファイル情報を元
に、ユーザプログラムの最適化を行うことが出来ます。プロファイル情報を使用した最適化について
の詳細は、最適化リンケージエディタのマニュアルを参照してください。 
 
【注】  [関数呼び出しをトレースしない]メニューをチェックして測定した結果のプロファイル情報

では、最適化リンケージエディタによる最適化は行えません。 
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(9) テキスト形式で保存...  

[プロファイルデータをテキスト形式で保存]ダイアログボックスを表示します。表示している状態
をテキストファイルに保存します。 
 

(10) 表示設定 

このメニューには下記サブメニューがあります。（以下の説明には[List]シートのみのメニューも
含みます） 

(a) 関数と変数を表示 

[Function/Variable]列で、関数およびグローバル変数の両方表示します。 
 

(b) 関数を表示 

[Function/Variable]列で、関数のみを表示します。 
 

(c) 変数を表示 

[Function/Variable]列で、グローバル変数のみを表示します。 
 

(d) 未実行関数を表示しない 

実行した関数のみ表示することができます。最適化リンケージエディタが出力するスタック使用量
情報ファイル(拡張子：sni)がロードモジュールと同一ディレクトリに存在しない場合、このチェック
ボックスの設定に関わらず、実行関数のみ表示します。 
 

(e) 子関数の実行結果を含んで表示 

表示するプロファイルデータに、関数内で呼び出した子関数のプロファイルデータを含めるかどう
かを設定します。 

 

(11) プロパティ...  

測定項目の設定を行います。 
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5.20.9 プロファイル－チャートウィンドウ 
[プロファイル－チャート]ウィンドウは、特定の関数に着目した関数の呼び出し関係を表示します。

本ウィンドウは、着目する関数を中心に表示し、その左側には着目した関数を呼び出した関数、右側
には、着目している関数が呼び出した関数を、それぞれ表示します。また、各呼び出しを行った回数
も表示します。 
 

 
図 5.91   [プロファイル－チャート]ウィンドウ 

 

5.20.10 表示データの種類および用途 
プロファイル機能から下記情報を得ることができます。 

 

(1) Address 

関数を配置しているメモリ上の位置を知ることができます。アドレス順にソート表示することによ
り、メモリ上の配置イメージで関数とグローバル変数を並べることができます。 
 

(2) Size 

サイズ順にソート表示すれば、サイズが小さくて頻繁に呼び出している関数を見つけることができ
ます。そのような関数があれば inline関数にすることで、関数呼び出しのオーバヘッドを減らせる場
合があります。 

 
また、キャッシュ内蔵マイコンをご使用の場合、サイズの大きい関数を実行すると、更新するキャッ

シュのサイズが大きくなります。このような、キャッシュミスの原因となり得る関数を頻繁に呼び出
していないかを容易に確認できます。 
 

(3) Stack Size 

関数呼び出しのネストが深い場合、関数呼び出し経路をたどり、その経路上の全関数のスタックサ
イズを合計することで、おおよそのスタック使用量を見積もれます。 
 

(4) Times 

呼び出し（アクセス）回数順にソート表示すれば、頻繁に呼び出している関数や頻繁にアクセスし
ている変数を容易に調べることができます。 
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(5) プロファイルデータ 

CPUにより、さまざまなデータを測定できます。各 CPUで測定するデータは、パフォーマンス測
定機能で測定できる項目と同じです。詳細はオンラインヘルプを参照してください。 
 
 

5.20.11 プロファイル情報ファイルを作成する 
プロファイル情報ファイルを作成する場合は、ポップアップメニューの[プロファイル情報の保

存...]メニューオプションを選択します。[プロファイル情報の保存]ダイアログを表示します。ファイ
ル名を選択して[保存]ボタンを押すと、選択したファイルにプロファイル情報を書きこみます。[全て
保存]ボタンを押すと、全てのファイルにプロファイル情報を書きこみます。 

 
図 5.92   [プロファイル情報の保存]ダイアログボックス 

 

5.20.12 注意事項 

(1) 誤差について 

プロファイル機能は、ユーザプログラム実行を内部的にブレークし、測定データを収集して 
再度ユーザプログラムを実行しています。 
そのため、測定項目がブレーク時と再実行時に発生した場合もカウントします。 
したがって、プロファイル測定値には誤差を含むことになります。 
本機能の測定値はあくまでも目安と考えてください。 
 

(2) プロファイル機能使用中に使用できなくなる機能について 

(a) パフォーマンス測定機能 
  プロファイル機能は、デバッガ編「2.4 パフォーマンス測定機能」を使用して実現していま
す。 
  プロファイル機能イネーブル時には、パフォーマンス測定機能は使用できません。 
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(b) STEP機能 
 プロファイル機能イネーブル時、STEP機能は使用しないでください。プロファイルデータを正
常に測定できません。 
 
(c) ユーザプログラム実行中のメモリアクセス 

   プロファイル機能イネーブル時、ユーザプログラム実行中のメモリアクセスは禁止です。 
 
(d) プロファイル機能を使用する場合は、分岐命令発生時にブレークが発生します。このため、
リアルタイム性がなくなります。また、ブレーク発生時に E10Aエミュレータ用ファームウェア
に制御がもどるため、E10Aエミュレータ用ファームウェアからユーザプログラムへ復帰したとき
の分岐命令の実行が[Trace Window]ウィンドウに表示されることがあります。この場合の表示は、
**EML**と表示します。 
 
(e) プロファイル機能を使用している場合は、Break Condition 3の機能は使用できません。 
 

(3) その他の注意事項 

(a) プロファイル機能を使用すると、前にパフォーマンス測定機能にて設定していた内容や測定し
たデータは消去されます。 
 
(b) プロファイル機能は、内部的にブレークを発生させて実現しています。そのため、ユーザプ
ログラム実行開始から終了までに要する時間が長くなります。 
参考値として、以下の環境でのユーザプログラム実行時間を示します。 
 
環境： 
ホストコンピュータ：Pentium® III 930MHz 
メモリ：127Mbyte 
OS：Windows® Me 
実行プログラム：ネストコール 10,000回 
 

 (i) プロファイル機能を使用しない場合：1秒未満 
 (ii) プロファイル機能を、子関数を含まない設定で使用した場合：96秒 

(iii) プロファイル機能を、子関数を含む設定で使用した場合：316秒 
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6. チュートリアル 

6.1 はじめに 
E10Aエミュレータの主な機能を紹介するために、チュートリアルプログラムを提供しています。

このプログラムを用いて説明します。 
 
このチュートリアルプログラムは、C++言語で書かれており、10個のランダムデータを昇順/降順

にソートします。 
チュートリアルプログラムでは、以下の処理を行います。 
main関数でソートするランダムデータを生成します。 
sort関数ではmain関数で生成したランダムデータを格納した配列を入力し、昇順にソートします。 
change関数では sort関数で生成した配列を入力し、降順にソートします。 
 
チュートリアルプログラムは、tutorial.cppファイルで提供しています。コンパイルされたロードモ

ジュールは、Tutorial.absファイルとして Dwarf2フォーマットで提供しています。 
 

【留意事項】  
1. Tutorial.absは、ビッグエンディアンで動作します。リトルエンディアンで動作させる場

合、再コンパイルを行ってください。 
再コンパイルを行った場合、本章で説明しているアドレスと異なることがあります。 

2. 本章は、一般的な E10Aエミュレータの使用例です。各製品の仕様については、別冊の
「SHxxxx E10A エミュレータ製品固有ガイド」、またはオンラインヘルプを参照してく
ださい。 

3. 各製品に添付される Tutorial.absの動作アドレスは、製品によって異なります。本章で使
用するアドレスを、実際にロードされたアドレスの上位 16ビットで置き換えて操作して
ください。 
[例] Tutorial.absのロードされたアドレスが H’0C00xxxxである場合、マニュアルでは PC 
   アドレスが H’0000006cとなっていますが、H’0C00006c（上位ビット H’0000 ->  
   H’0C00に変更）として、入力してください。 
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6.2 HEWの起動 
デバッガ編「3.5 システムチェック」にしたがって HEWを起動してください。 
 

6.3 E10Aエミュレータのセットアップ 
プログラムをダウンロードする前に、E10Aエミュレータの通信クロックをセットアップする必要

があります。 
 

• AUD clock 
AUDトレース取得時のクロックです。 
周波数が低いと、リアルタイムトレース機能使用時にデータ抜けの発生頻度が高くなりま
す。 
周波数は、サポートデバイスのAUD clock上限を超えないように設定してください。 
AUDトレース機能を使用できるE10Aエミュレータを使用しているときのみ必要です。 

 
• JTAG clock（TCK） 

AUDトレース以外の通信クロックです。 
周波数が低いと、ダウンロードが遅くなります。 
周波数は、サポートデバイスのTCK保証範囲の上限を超えないように設定してください。 
両クロックとも、制限事項はSHxxxx E10A エミュレータ製品固有ガイドの「2.2.4 JTAG
クロック（TCK）、AUDクロック（AUDCK）使用時の注意事項」をご参照ください。 

 
以下に、通信クロックを設定する方法について説明します。 
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6.4 [Configuration]ダイアログボックスの設定 
 
通信クロックを設定するために、[オプション]メニューから[エミュレータ]を選択し、さらに 

[システム…]を選択してください。[Configuration]ダイアログボックスが表示されます。 
 

 
図 6.1   [Configuration]ダイアログボックス 

[AUD clock]コンボボックスと、[JTAG clock]コンボボックスに適切な値を設定してください。デ
フォルトでも動作します。 
 
【留意事項】 
  本ウィンドウで設定できる内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
 
[OK]ボタンをクリックして、コンフィグレーションを設定してください。 
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6.5 ダウンロード先メモリの動作チェック 
ダウンロードを行うメモリが正常に動作することをチェックします。 
ダウンロード先のメモリが SDRAM/DRAM等の場合、ダウンロードする前にMPUのバスコント

ローラの設定をする必要があります。使用するメモリに従った設定を前もって適切に行ってください。
なお、バスコントローラは、[IO]ウィンドウから設定することができます。 
バスコントローラの設定などのメモリ設定が完了したら、[Memory]ウィンドウでメモリ内容を表示、

編集し、メモリが正常に動作することを確認します。 
 

【留意事項】 
  メモリ動作チェックは上記だけでは不完全な場合があります。メモリチェック用プログラム

を作成し、チェックすることをお勧めします。 
 

[表示]メニューの[CPU]サブメニューから[メモリ…]を選択し、[先頭アドレス]エディットボックス
に”H’00000000”を入力、[終了アドレス]エディットボックスに”H’00000FFF”を入力し、[データサイズ]
コンボボックスを”Byte”に設定してください。 

 

 
図 6.2   [表示アドレス]ダイアログボックス 

 
[OK]ボタンをクリックしてください。指定されたメモリ領域を示す[Memory]ウィンドウが表示さ

れます。 
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図 6.3   [Memory]ウィンドウ 

 
 [Memory]ウィンドウ上のデータ部分をダブルクリックすることにより、値が変更できます。また

データ部分をダブルクリックしなくても、カーソルのある場所のデータ内容を直接編集することがで
きます。 
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6.6 チュートリアルプログラムのダウンロード 

6.6.1 チュートリアルプログラムをダウンロードする 
デバッグしたいオブジェクトプログラムをダウンロードできます。 
E10Aエミュレータでは、内蔵フラッシュメモリ領域に対してもダウンロード、PCブレークポイン

トを設定することができます。 
PCブレークポイントの設定方法については、デバッガ編「6.17.1 PCブレーク機能」を参照して

ください。 
 

[Download modules]の[Tutorial.abs]から[ダウンロード]を選択します。 
 

 
図 6.4   チュートリアルプログラムのダウンロード 
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6.6.2 ソースプログラムを表示する 
HEWでは、ソースレベルでプログラムをデバッグできます。 

 
[C++ source file]の[tutorial.cpp]をダブルクリックします。 

 

 
図 6.5   [Editor]ウィンドウ（ソースプログラムの表示） 

 
必要であれば、[ツール]メニューから[表示形式…]オプションを選択し、見やすいフォントとサイ

ズを選択してください。 
[Editor]ウィンドウは、最初はプログラムの先頭を示しますが、スクロールバーを使って他の部分

を見ることができます。 
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6.7 PCブレークポイントの設定 
簡単なデバッグ機能の 1つに PCブレークポイントがあります。 
[Editor]ウィンドウにおいて、PCブレークポイントを簡単に設定できます。たとえば、sort関数の

コール箇所に PCブレークポイントを設定します。 
 
sort関数コールを含む行の[Editor]カラムをダブルクリックしてください。 

 

 
図 6.6   [Editor]ウィンドウ（PCブレークポイントの設定） 

 
sort関数を含む行に”• ”と表示されます。この表示により PCブレークポイントが設定されたことを

示しています。 
 

【留意事項】 
PCブレークポイントは、ROM領域には設定できません。 
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6.8 レジスタ内容の変更 
プログラムを実行する前に、プログラムカウンタおよびスタックポインタの値を設定してください。 
 
[表示]メニューの[CPU]サブメニューから[レジスタ]を選択してください。[レジスタ]ウィンドウが

表示されます。 
 

 
図 6.7   [レジスタ]ウィンドウ 
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プログラムカウンタ（PC）を変更する場合には、[レジスタ]ウィンドウで[PC]の数値エリアをマウ
スでダブルクリックすると、以下のダイアログボックスが表示され、値の変更が可能です。本チュー
トリアルプログラムでは、H´00000800を設定し、[OK]ボタンをクリックしてください。 

 

 
図 6.8   [レジスタ]ダイアログボックス（PC） 

 
同じようにして、スタックポインタ（SP）を変更します。本チュートリアルプログラムでは、

H’00010000を設定してください。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスをご使用の場合、スタックポインタ（SP）は内蔵 RAMの最終アド

レスを指定してください。 
デバイスごとに内蔵 RAMの領域は異なります。ご使用のデバイスのハードウェアマニュアルを参

照してください。 
 

 
図 6.9   [レジスタ]ダイアログボックス（R15） 

 



6 チュートリアル 

337 

6.9 プログラムの実行 
プログラムの実行方法について説明します。 
プログラムを実行する場合は、[デバッグ]メニューから[実行]を選択するか、ツールバー上の[実行]

ボタンを選択してください。 
 

 
図 6.10   [実行]ボタン 

 
実行を開始すると、ステータスバーに”** RUNNING”と表示し、その後、CPUステータス取得機能

をサポートしている製品では、実行 PCアドレスの表示となります。 
プログラムはブレークポイントを設定したところまで実行されます。プログラムが停止した位置を

示すために[Editor]カラム中に矢印が表示されます。また、[BREAK POINT]メッセージがステータス
バーに表示されます。 
 
【留意事項】 
 1.ブレーク後にソースファイルを表示する際に、ソースファイルパスを問い合わせる場合が 
  あります。ソースファイルの場所は以下です。 
  <HEWインストール先ディレクトリ> 

¥Tools¥Renesas¥DebugComp¥Platform¥E10A¥xxxx¥Tutorial ¥source 
 
 2.正常に実行できない場合、[デバッグ]メニューから[CPUのリセット]を選択し、一度リセッ 
 トを発行してから、図 6.8よりやり直してください。 
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 図 6.11   [Editor]ウィンドウ（ブレーク状態） 
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[Status]ウィンドウで最後に発生したブレークの要因が確認できます。 
 

[表示]メニューの[CPU]サブメニューから[ステイタス]を選択してください。 
[Status]ウィンドウが表示されますので、[Platform]シートを開いて Cause of last breakの Statusを確認
してください。 
 

 
図 6.12  [Status]ウィンドウ 

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の表示内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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6.10 ブレークポイントの確認 
設定した全てのブレークポイントは、[Event]ウィンドウで確認することができます。 
 
[表示]メニューの[コード]サブメニューから[イベントポイント]を選択してください。[Event]ウィン

ドウが表示されます。[Breakpoint]シートを開きます。 
 

 
図 6.13  [Event]ウィンドウ 

 
マウスの右ボタンで[Event]ウィンドウをクリックすると開くポップアップメニューにより、ブレー

クポイントの設定／変更、新しいブレークポイントの定義、およびブレークポイントの削除、有効／
無効の選択ができます。 
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6.11 シンボルの参照 
[Label]ウィンドウを使ってモジュール内のシンボル情報を表示させることができます。 
 
[表示]メニューの[シンボル]サブメニューから[ラベル]を選択してください。[Label]ウィンドウが表

示され、モジュール内のシンボル情報が参照できます。 
 

 
図 6.14  [Label]ウィンドウ 
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6.12 メモリ内容の確認 
Label名を指定することによって、Labelが登録されているメモリの内容を[Memory]ウィンドウで

確認することができます。たとえば、以下のように、ワードサイズで_mainに対応するメモリ内容を
確認します。 

 
[表示]メニューの[CPU]サブメニューから[メモリ]を選択し、[先頭アドレス]エディットボックスに” 

_main”を入力し、[終了アドレス]エディットボックスに”+ff”を入力し、[データサイズ]コンボボック
スを”Word”に設定してください。 
 

 
図 6.15  [表示アドレス]ダイアログボックス 

 
[OK]ボタンをクリックしてください。指定されたメモリ領域を示す[Memory]ウィンドウが表示さ

れます。 
 

 
図 6.16  [Memory]ウィンドウ 
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6.13 変数の参照 
プログラムをステップ処理するとき、プログラムで使われる変数の値が変化することを確認できま

す。たとえば、以下の手順で、プログラムの初めに宣言した long型の配列 aを見ることができます。 
 
[Editor]ウィンドウに表示されている配列 a の左側をクリックし、カーソルを置いてください。 
マウスの右ボタンで[インスタントウォッチ]を選択してください。 

 
以下のダイアログボックスが表示されます。 

 

 
図 6.17  [インスタントウォッチ]ダイアログボックス 

 
[登録]ボタンをクリックして、[Watch]ウィンドウに変数を加えてください。 

 

 
図 6.18  [Watch]ウィンドウ（配列の表示） 
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また、変数名を指定して、[Watch]ウィンドウに変数を加えることもできます。 
 
マウスの右ボタンで[Watch]ウィンドウをクリックし、ポップアップメニューから[シンボル登録]

を選択してください。 
 
以下のダイアログボックスが表示されますので、変数 i を入力してください。 

 

 
図 6.19  [シンボル登録]ダイアログボックス 

 
[OK]ボタンをクリックします。 

 
[Watch]ウィンドウに、int型の変数 i が表示されます。 

 

 
図 6.20  [Watch]ウィンドウ（変数の表示） 

 
[Watch]ウィンドウの配列 aの左側にある”+”マークをクリックし、配列 aの各要素を参照すること

ができます。 
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図 6.21  [Watch]ウィンドウ（配列要素の表示） 
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6.14 ローカル変数の表示 
[Locals]ウィンドウを使って関数内のローカル変数を表示させることができます。例として、main

関数のローカル変数を調べます。 
この関数は、4つのローカル変数 a, j, i, p_samを宣言します。 

 
[表示]メニューの[シンボル]サブメニューから[ローカル]を選択してください。[Locals]ウィンドウ

が表示されます。 
 

[Locals]ウィンドウには、現在のプログラムカウンタ（PC）が指している関数のローカル変数とそ
の値が表示されます。 
関数内にローカル変数が存在しない場合、[Locals]ウィンドウに何も表示されません。 
 

 
図 6.22  [Locals]ウィンドウ 

 
[Locals]ウィンドウの配列 aの左側にある”+”マークをクリックし、配列 a の構成要素を表示させ

てください。 
sort関数実行前と実行後の配列 a の要素を参照すると、ランダムデータが降順にソートされてい

ることがわかります。 
 
 



6 チュートリアル 

347 

6.15 プログラムのステップ実行 
HEWは、プログラムのデバッグに有効な各種のステップコマンドを備えています。 

表 6.1  ステップオプション 
項番 コマンド 説明 

1 ステップイン 各ステートメントを実行します（関数内のステートメントを含む）。 

2 ステップオーバ 関数コールを 1ステップとして、ステップ実行します。 

3 ステップアウト 関数を抜け出し、関数を呼び出したプログラムの次のステートメントで停止します。 

4 ステップ... 指定した速度で指定回数分ステップ実行します。 

 

6.15.1 ステップインの実行 
ステップイン機能はコール関数の中に入り、コール関数の先頭のステートメントで停止します。 

 
sort関数の中に入るために、[デバッグ]メニューから[ステップイン]を選択するか、またはツール

バーの[ステップイン]ボタンをクリックしてください。 
 

 
図 6.23  [ステップイン]ボタン 
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図 6.24   [Editor]ウィンドウ（ステップイン） 

 
[Editor]ウィンドウの強調表示が、sort関数の先頭のステートメントに移動します。 
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6.15.2 ステップアウトの実行 
ステップアウト機能はコール関数の中から抜け出し、コール元プログラムの次のステートメントで

停止します。 
sort関数の中から抜け出すために、[デバッグ]メニューから[ステップアウト]を選択するか、または

ツールバーの[ステップアウト]ボタンをクリックしてください。 
 
【留意事項】 
  本機能は処理時間がかかります。コール元が分かっている場合は、[カーソル位置まで実行]

をご使用ください。 
 

 
図 6.25  [ステップアウト]ボタン 

 

 
図 6.26   [HEW]ウィンドウ（ステップアウト） 

 
[Watch]ウィンドウに表示された変数 a のデータが昇順にソートされます。 
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6.15.3 ステップオーバの実行 
ステップオーバ機能は関数コールを 1ステップとして実行して、メインプログラムの次のステート

メントで停止します。 
 
デバッガ編「6.15.1 ステップインの実行」の手順を実行し change関数に移動してください。 
次に、change関数中のステートメントを一度にステップ実行するために、[デバッグ]メニューから

[ステップオーバ]を選択するか、またはツールバーの[ステップオーバ]ボタンをクリックしてくださ
い。 
 

 
図 6.27   [ステップオーバ]ボタン 

 

 
図 6.28   [HEW]ウィンドウ（ステップオーバ） 
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6.16 プログラムの強制ブレーク 
HEWは、プログラムを強制的にブレークすることができます。 
 
ブレークを全て解除してください。 
 
main関数の残り部分を実行するために、[デバッグ]メニューから[実行]を選択するか、ツールバー

上の[実行]ボタンを選択してください。 
 

 
図 6.29  [実行]ボタン 

 
プログラムは無限ループ処理を実行していますので、強制ブレークするために、[デバッグ]メ

ニューから[プログラムの停止]を選択するか、ツールバー上の[停止]ボタンを選択してください。 
 

 
図 6.30  [停止]ボタン 
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6.17 ブレーク機能 
E10Aエミュレータは、PCブレーク機能とハードウェアブレーク機能を持っています。 
HEWでは、PCブレークポイントの設定を[Event]ウィンドウで、また、ハードウェアブレーク条件

の設定を[Break Condition]ダイアログボックスでそれぞれ行うことができます。 
 
以下にブレーク機能の概要と設定方法について説明します。 
 

6.17.1 PCブレーク機能 
E10Aエミュレータは、255ポイントまで PCブレークを設定することができます。 
本章では、6.7章でご紹介した以外の設定方法を説明します。 
 
[表示]メニューの[コード]サブメニューから[イベントポイント]を選択してください。[Event]ウィン

ドウが表示されます。 
[Breakpoint]シートを開きます。 
 

 
図 6.31  [Event]ウィンドウ（PCブレーク設定前） 
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マウスの右ボタンで[Event]ウィンドウをクリックし、ポップアップメニューから[追加…]を選択し
てください。 

 
[Address]エディットボックスにアドレス H’00001076を入力してください。 
 

 
図 6.32  [Breakpoint]ダイアログボックス  

 
【留意事項】 
  本ダイアログボックスは、製品ごとに異なります。各製品の内容については、オンラインヘ

ルプを参照してください。 
 

[OK]ボタンをクリックしてください。 
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 [Event]ウィンドウには、設定された PCブレークポイントが表示されます。  
 

 
図 6.33  [Event]ウィンドウ（PCブレーク設定時） 

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の表示内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
 
チュートリアルプログラムを PCブレークポイントで停止させるため、以下の手順を実行してくだ

さい。 
デバッガ編「6.8 レジスタ内容の変更」で設定したプログラムカウンタ、スタックポインタ

（PC=H’00000800、R15=H’00010000）を[レジスタ]ウィンドウに設定して、[実行]ボタンをクリック
してください。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスをご使用の場合、スタックポインタ（SP）は内蔵 RAMの最終アド

レスを指定してください。 
デバイスごとに内蔵 RAMの領域は異なります。ご使用のデバイスのハードウェアマニュアルを参

照してください。 
正常に実行できない場合は、一旦リセットを発行してから上記手順を実行してください。 

 
設定した PCブレークポイントまで、プログラムを実行して停止します。 
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図 6.34   実行停止時の[Editor]ウィンドウ（PCブレーク） 
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[Status]ウィンドウの表示内容は、以下のようになります。 
 

 
図 6.35  [Status]ウィンドウの表示内容（PCブレーク） 

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の表示内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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6.18 ハードウェアブレーク機能 
ハードウェアブレーク条件 Break condition 1にアドレスバス条件とバスステータス条件のリードサ

イクルを設定する方法を説明します。 
 
[表示]メニューの[コード]サブメニューから[イベントポイント]を選択してください。[Event]ウィン

ドウが表示されます。 
先ほど設定した PCブレークポイントを削除します。マウスの右ボタンで[Event]ウィンドウをク

リックすることによって開くポップアップメニューから[すべてを削除]を選択し、設定されている PC
ブレークポイントをすべて解除してください。 
次は Break condition 1を設定します。 
[Break condition]タブをクリックしてください。 
 
ハードウェアブレーク条件 Break conditionは、3ポイントまで独立に条件を設定することができま

す。ここでは、ハードウェアブレーク条件 Break condition 1を設定します。 
 

【留意事項】 
  ハードウェアブレーク条件の本数は、製品ごとに異なります。各製品の仕様については、オ

ンラインヘルプを参照してください。 
 

[Event]ウィンドウ内の Break condition 1行を選択してください。Break condition 1行が強調表示され
ますので、ダブルクリックしてください。 
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図 6.36  [HEW]ウィンドウ（[Break condition 1]） 

 
[Break condition 1]ダイアログボックスが表示されます。 
[Address]ページの[Don’t care]チェックボックスを無効にします。 
[Address]ラジオボタンを選択して、値として[Address]エディットボックスにアドレス H’00001068

を入力してください。フラッシュメモリ内蔵デバイスの場合は、H’00001062を入力してください。 
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図 6.37  [Address]ページ（[Break condition 1]ダイアログボックス） 

 
【留意事項】 
  本ダイアログボックスで設定できる内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容につ

いては、オンラインヘルプを参照してください。 
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[Bus State]を選択して、[Bus State]ページを表示してください。 
[Read/Write]グループボックスで[Read]ラジオボタンを選択してください。 
 

 
図 6.38  [Bus State]ページ（[Break condition 1]ダイアログボックス） 

【留意事項】 
  本ダイアログボックスで設定できる内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容につ

いては、オンラインヘルプを参照してください。 
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[OK]ボタンをクリックしてください。 
State列の 1ポイント目の表示が”Disable”から”Enable”に変わります。 
Condition列の 1ポイント目の表示が”None”から”Address = H’00001068 direction read”に変わります。 
 
デバッガ編「6.8 レジスタ内容の変更」で設定したプログラムカウンタ、スタックポインタ

（PC=H’00000800、R15=H’00010000）を[レジスタ]ウィンドウに設定して、[実行]ボタンをクリック
してください。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスをご使用の場合、スタックポインタ（SP）は内蔵 RAMの最終アド

レスを指定してください。 
デバイスごとに内蔵 RAMの領域は異なります。ご使用のデバイスのハードウェアマニュアルを参

照してください。 
正常に実行できない場合は、一旦リセットを発行してから上記手順を実行してください。 

 
Break Condition1の条件まで、プログラムを実行して停止します。 
 

 
図 6.39   実行停止時の[Editor]ウィンドウ（[Break Condition 1]） 
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[Status]ウィンドウの表示内容は、以下のようになります。 
 

 
図 6.40  [Status]ウィンドウの表示内容（[Break Condition 1]） 

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の表示内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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6.18.1 シーケンシャルブレーク条件の設定 
E10Aエミュレータは、シーケンシャルブレーク機能を持っています。 
 
ハードウェアブレーク条件を次のように設定します。 

1. Break condition 1 
アドレスH’00001068をリードサイクル（読み出し）でアクセスした場合にブレーク条件が
成立します。  
フラッシュメモリ内蔵デバイスの場合は、アドレスH’00001062に設定してください。 

2. Break condition 2 
アドレスH’00001058をリードサイクル（読み出し）でアクセスした場合にブレーク条件が
成立します。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスの場合は、アドレスH’00001050に設定してください。 

 
前の章でご紹介した設定方法にしたがって設定してください。 
 
次に、これらのブレークポイントをシーケンシャルとする設定を行います。 
[Event]ウィンドウを右クリックすることによって開くポップアップメニューから[シーケンシャル

設定]を選択してください。[Sequential setting]ダイアログボックスが開きます。 
 

 
図 6.41  [Sequential setting]ダイアログボックス 

 
【留意事項】 
  本ダイアログボックスで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容につ

いては、オンラインヘルプを参照してください。 
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[Channel 2->1]ラジオボタンを選択し、OKボタンをクリックしてください。 
 
設定完了後、[Event]ウィンドウの状態は以下のようになっています。 

 

 
図 6.42  [Break condition]ページ 

 
【留意事項】 
  本ダイアログボックスで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容につ

いては、オンラインヘルプを参照してください。 
 
次に、デバッガ編「6.8 レジスタ内容の変更」で設定したプログラムカウンタ、スタックポイン

タ（PC=H’00000800、R15=H’00010000）を[レジスタ]ウィンドウに設定して、[Go]ボタンをクリック
してください。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスをご使用の場合、スタックポインタ（SP）は内蔵 RAMの最終アド

レスを指定してください。 
デバイスごとに内蔵 RAMの領域は異なります。ご使用のデバイスのハードウェアマニュアルを参

照してください。 
正常に実行できない場合は、一旦リセットを発行してから上記手順を実行してください。 

 
Break Condition 1の条件まで、プログラムを実行して停止します。 
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図 6.43   実行停止時の[Editor]ウィンドウ（シーケンシャルブレーク） 
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[Status]ウィンドウの表示内容は、以下のようになります。 
 

 
図 6.44  [Status]ウィンドウの表示内容（シーケンシャルブレーク） 

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の表示内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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6.19 トレース機能 
E10Aエミュレータには以下の 2種類の分岐命令トレース機能があります。 
 

(1) 内蔵トレース機能 
分岐元／分岐先アドレスと、ニモニック、オペランド、ソース行、ラベルを表示します。 
デバイスに内蔵されているトレースバッファを使用して実現しますので、リアルタイムにトレース
を取得することができます。 

 
【留意事項】 
 1. トレース取得できる分岐命令の数は、製品によって異なります。各製品の仕様について

は、オンラインヘルプを参照してください。 
 2. 製品によっては、内蔵トレース機能はサポートしておりません。各製品の仕様について

は、オンラインヘルプを参照してください。 
 3. 製品によっては、内蔵トレース機能が拡張されています。各製品の仕様については、 

オンラインヘルプを参照してください。 
 

(1) AUDトレース機能 
デバイスの AUD端子を E10Aエミュレータに接続している場合に有効な、大容量のトレース機能
です。トレース取得できるイベントの数は、分岐元／分岐先の組を 1個とすると最大 262,144個で
す。 
取得できる情報は以下です。 

(i) トレース情報の種類 
分岐情報、CPUからのメモリアクセス情報、Trace Rn命令実行時の PC値と Rn値 

(ii) トレース取得アドレス値 
(iii)データ値 
(iv) ニモニック 
(v) オペランド 
(vi) ソース行 

 
【留意事項】  

1. 製品によっては、AUDトレース機能はサポートしておりません。各製品の仕様については、
オンラインヘルプを参照してください。 

2. 製品によっては、AUDトレース機能で取得できるトレース情報の種類が異なります。各製
品の仕様、取得分岐数については、オンラインヘルプを参照してください。 

3. 製品によっては、AUDトレース表示数削減のため、複数回ループする場合においては IP
のみのカウントアップします。 
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6.19.1 トレースウィンドウの表示方法 
[表示]メニューの[コード]サブメニューから[トレース]を選択してください。トレースの取得結果が

表示されます。 
 

6.19.2 内蔵トレース機能 
分岐元／分岐先情報を最新の数分岐分トレースして表示します。 
内蔵トレースでは、分岐命令のタイプを指定して取得することができます。 
分岐命令のタイプの指定方法は、以下です。 
 
[表示]メニューから[トレース]を選択してください。 
マウスの右ボタンで[Trace Window]ウィンドウをクリックすることによって開くポップアップメ

ニューから 
[設定…]を選択してください。[Acquisition]ダイアログボックスが表示されます。 

[Branch trace]ページを開いてください。 
 

 
図 6.45   [Branch trace]ページ  

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで設定できる内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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デバッガ編「6.17.1 PCブレーク機能」の例でプログラムを実行してください。実行停止後に[Trace 

Window]ウィンドウにトレース結果を表示します。 
 

 
図 6.46   [Trace Window]ウィンドウ 

必要ならば、タイトルバーの下のヘッダバーをドラッグして、カラムの幅を調節してください。 
 
 
【留意事項】 
  トレース取得できる分岐命令の数、トレース表示内容は、製品によって異なります。各製品

の仕様については、オンラインヘルプを参照してください。 
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6.19.3 AUDトレース機能 
デバイスの AUD端子を E10Aエミュレータに接続している場合に有効なトレース機能です。 
AUDトレースの設定方法を以下に説明します。 
 

(1) トレース取得方法の設定 

[Trace Window]ウィンドウを表示してください。 
マウスの右ボタンで[Trace Window]ウィンドウをクリックすることによって開くポップアップメ

ニューから[設定...]を選択してください。[Acquisition]ダイアログボックスが表示されます。 
[Trace mode]ページで、トレースの取得条件を設定します。 
 

 
図 6.47   [Trace mode]ページ 

【留意事項】 
  AUDトレース機能をサポートしない製品では、本ページは使用できません。 
 本ウィンドウで設定できる内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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以下の表で、各オプションを説明します。 

[AUDトレース取得モード] 
種別 モード 説明 

Realtime trace 
モード 

トレース情報を出力中に次の分岐が発生した場合、すべ
てのトレース情報を出力できないことがあります。この
ため、ユーザプログラムはリアルタイムに動作します
が、トレース情報が一部取得できないことがあります。 

トレース出力が
連続して発生し
た場合の取得 
モード 
 
 

Non realtime trace
モード 

トレース情報を出力中に次の分岐が発生した場合、ト
レース情報が出力し終わるまで、CPUは動作を停止しま
す。このため、ユーザプログラムのリアルタイム性はあ
りません。 

Trace continue 
モード 

古い情報を上書きして、常に最新の情報を取得します。 E10Aエミュ
レータのトレー
スバッファがフ
ルになった場合
の取得モード 

Trace stop 
モード 

その後のトレースを取得しません。 
ユーザプログラムは継続して実行されます。 

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで設定できる内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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(2) トレース結果の表示 

デバッガ編「6.17.1 PCブレーク機能」の例でプログラムを実行してください。実行停止後に[Trace 
Window]ウィンドウにトレース結果を表示します。 

 
プログラムの実行停止後、[Trace Window]ウィンドウにトレース結果を表示します。 

次に表示例をご紹介します。 
 

 
図 6.48   [Trace Window]ウィンドウ（表示例） 
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6.19.4 MMUサポート 
本機能は、サポートデバイスがMMUを内蔵しているものに限ります。 

(1) [TLB]ウィンドウ 

E10Aエミュレータでは、TLBテーブルの内容を簡単に表示、編集することができます。 
[表示]メニューから[CPU]→[TLB]を選択することによって、表示、編集できます。 
詳しくは、オンラインヘルプをご覧ください。 
 

(2) VP_MAP変換機能 

MMUを内蔵しているデバイスにおいては、内部のアドレス(論理アドレス)を実メモリのアドレス
(物理アドレス)に変換することができます。このアドレス変換はデバイス内蔵のアドレス変換テーブ
ル(TLB)に従って行なわれます。MMUはエミュレーション実行時や E10Aエミュレータのメモリアク
セスコマンド実行状態でも機能しています。そのため、MMUのアドレス変換機能が有効な状態でメ
モリをアクセスするコマンドを使用した場合、MMUによって変換されたアドレスにアクセスします。
指定のアドレスが TLB内に無い場合、TLBミスヒットとなり、ユーザプログラムで TLBを書き換え
なければなりません。 
そこで、E10Aエミュレータでは、MMUを内蔵しているデバイスに対しては、VP_MAPテーブル

に従ったアドレス変換機能をサポートしています。VP_MAPテーブルとはエミュレーションコマンド
VPMAP_SETコマンドで作成する E10Aエミュレータ用アドレス変換テーブルです。 

 
(例)まず、変換テーブルを作成します。 
(論理アドレス H’10000～H’10fffを物理アドレス H’4000000～H’4000fffに、 
論理アドレス H’11000～H’11fffを物理アドレス H’0～H’fffに変換するテーブルを作成する） 
>vs  10000  10fff  4000000 (RET) 
>vs  11000  11fff  0 (RET) 
>vd  (RET) 
<VADDR_TOP>    <VADDR_END>   <PADDR_TOP> 
00010000          00010fff           04000000 
00011000        00011fff           00000000 
DISABLE 
 
次に、VP_MAPテーブルを有効にします(無効時はアドレス変換はしません)。 
>ve  enable (RET) 
>vd  (RET) 
<VADDR_TOP>    <VADDR_END>   <PADDR_TOP> 
00010000          00010fff         04000000 
00011000          00011fff           00000000 
ENABLE 
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この場合、論理アドレスと物理アドレスの対応は以下のようになります。 
 

H'10000

H'10FFF
H'11000

H'11FFF
H'12000
H'12FFF

H'12000

H'12FFF

H'4000000

H'4000FFF

H'0

H'FFF

 
図 6.49   VP_MAPテーブルによるアドレス変換 

 
アドレス変換方法は、[Configuration]ダイアログボックスの[Memory area]グループの各ラジオボタ

ンにより決定されます。 
次に、各設定状態でのアドレス変換方法を示します。 
 

(3) Normalラジオボタンが選択されている場合 

VP_MAPの設定が TLBよりも優先されます。VP_MAPが有効で、VP_MAP範囲内の場合、E10A
エミュレータが VP_MAPテーブルを用いてアドレス変換します。VP_MAPが有効でアドレスが
VP_MAP範囲外のとき、あるいは VP_MAPが無効であるときは、MMUの状態に従います。 

 

(4) Physicalラジオボタンが選択されている場合 

アドレス変換は行いません。 
 

(5) Virtualラジオボタンが選択されている場合 

TLBに従ってアドレス変換します。ただし、TLBテーブル範囲外のとき TLBエラーになります。 
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表 6.2   アドレス変換に使用するテーブル 
VP_MAP MMU ラジオボタン設

定【注】 有効/無効 範囲内/外 有効/無効 TLB範囲内/外

 

使用する変換テーブル 

範囲内 VP_MAPテーブルによって
変換 

有効 

範囲外 VP_MAPテーブルによって
変換 

範囲内 

無効 範囲内/外 VP_MAPテーブルによって
変換 

範囲内 TLBテーブルによって変換 有効 

範囲外 TLBエラー発生 

有効 

範囲外 

無効 範囲内/外 変換しない 

範囲内 TLBテーブルによって変換 有効 

範囲外 TLBエラー発生 

Normal指定 

無効 範囲内/外 

無効 範囲内/外 変換しない 

範囲内 TLBテーブルによって変換 有効 

範囲外 TLBエラー発生 

範囲内 TLBテーブルによって変換 

Virtual指定 有効/無効 範囲内/外 

無効 

範囲外 TLBエラー発生 

Physical指定 有効/無効 範囲内/外 有効/無効 範囲内/外 変換しない 

【注】[Configuration]ダイアログボックスの[Memory area]グループボックスで指定します。 
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6.20 スタックトレース機能 
E10Aエミュレータでは、スタック情報を用いて、現在の PCがある関数がどの関数からコールさ

れているかを表示します。 
 
【留意事項】  
 本機能は、Dwarf2形式のデバッグ情報を持ったロードモジュールをロードした場合のみ使用

できます。 
 Dward2形式のデバッグ情報を持ったロードモジュールは、SHC/C++コンパイラ V6.0以降で

サポートしています。 
 
sort関数内の行の[Editor]カラムをダブルクリックして、PCブレークポイントを設定してください。 

 

 
図 6.50   [Editor]ウィンドウ（PCブレークポイントの設定） 

 
デバッガ編「6.8 レジスタ内容の変更」で設定したプログラムカウンタ、スタックポインタ

（PC=H’00000800、R15=H’00010000）を[レジスタ]ウィンドウに設定して、[実行]ボタンをクリック
してください。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスをご使用の場合、スタックポインタ（SP）は内蔵 RAMの最終アド

レスを指定してください。 
デバイスごとに内蔵 RAMの領域は異なります。ご使用のデバイスのハードウェアマニュアルを参

照してください。 
正常に実行できない場合は、一旦リセットを発行してから上記手順を実行してください。 
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プログラムブレーク後、[表示]メニューの[コード]サブメニューから[スタックトレース]を選択し
[Stack Trace]ウィンドウを開いてください。 
 

 
図 6.51   [Stack Trace]ウィンドウ 

現在 PCが sort()関数内にあり、sort()関数は tutorial()関数からコールされていることがわかります。 
sort関数内の行の[Edit]カラムを再度ダブルクリックして、PCブレークポイントを解除します。 
 
【留意事項】 
 本機能の詳細はオンラインヘルプを参照してください。 
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6.21 パフォーマンス測定機能 
E10Aエミュレータには、マイコンのパフォーマンスを測定する機能があります。 
 
・パフォーマンス測定機能 
マイコン内蔵のカウンタを使用して、各種イベント発生回数、サイクル数を測定する機能です。 
開始条件、終了条件を設定できます。 
測定できる項目はサポートデバイスによって異なります。 
 

・プロファイル機能 
各関数のパフォーマンスを計測できる機能です。 
ユーザプログラム実行終了時に、全ての関数の呼び出し回数と、測定データを表示します。 
測定できるデータは、上記の、各種イベント発生回数、サイクル数を測定する機能と同じです。 
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6.21.1 パフォーマンス測定機能 
マイコン内蔵のカウンタを使用して、各種イベント発生回数、サイクル数を測定する例を説明しま

す。 
本機能は、後述の「プロファイル機能」と併用はできません。どちらかのみを使用してください。 
 

(1) 設定方法 

[表示]メニューから[パフォーマンス]サブメニューを選択し、[パフォーマンス解析]を選択してくだ
さい。[パフォーマンス解析方法の選択]ダイアログボックスが開きますので、[OK]ボタンを押してく
ださい。 

 

 
図 6.52   [パフォーマンス解析方法の選択]ダイアログボックス 

 
[Performance Analysis]ウィンドウが表示されます。 
 
本ウィンドウをマウスの右ボタンでクリックすることによって開くポップアップメニューより、

[設定]を選択してください。[Performance Analysis]ダイアログボックスが開きます。 
本ダイアログボックスで測定するイベントや測定条件を設定することができます。 
 

【留意事項】 
  本ダイアログボックスで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の設定内容につ

いては、オンラインヘルプを参照してください。 
 
条件設定後、[OK]ボタンを押し、ユーザプログラムを実行すると、実行終了後に[Performance 

Analysis]ウィンドウに結果が表示されます。 
 

 
図 6.53   [Performance Analysis]ウィンドウ 

 
【留意事項】 
  本ウィンドウで表示される内容は、製品ごとに異なります。各製品の表示内容については、

オンラインヘルプを参照してください。 
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6.21.2 プロファイル機能 
E10Aエミュレータでは、各関数のパフォーマンスを計測できる「プロファイル機能」があります。 

 
【留意事項】 

１．本機能は、プログラム実行途中で内部的にブレークを発生させて実現していますので、リ
アルタイム性はありません。また、測定には誤差があります。 

２．本機能は製品によってサポートしていない場合があります。また、製品によって測定でき
る項目が異なる場合があります。各製品の仕様については、別冊の「SHxxxx E10A エミュ
レータ製品固有ガイド」を参照してください。 

３．本機能は、前述の「パフォーマンス測定機能」と併用はできません。どちらかのみを使用
してください。 

 
まず、デバッガ編「6.6 チュートリアルプログラムのダウンロード」を参考にして、チュートリ

アルプログラムをダウンロードしてください。 
[表示]メニューから[パフォーマンス]サブメニューを選択し、[プロファイル]を選択します。[Profile]

ウィンドウが表示されます。 
 

 
図 6.54  [Profile]ウィンドウ 

次にプロファイル機能を有効にします。マウスの右ボタンで[Profile]ウィンドウの[List]ページをク
リックすることによって開くポップアップメニューから[有効]を選択してください。 
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図 6.55  [有効]の選択 

次に、関数ごとに測定するデータを設定します。マウスの右ボタンで[Profile]ウィンドウの[List]ペー
ジをクリックすることによって開くポップアップメニューから[プロパティ]を選択してください。
[Select Data]ダイアログボックスが表示されます。 

 

 
図 6.56  [Select Data]ダイアログボックス 

 
[Select Data]ダイアログボックスで測定したいデータを選択します。ここでは、測定データ 1とし

て経過時間（「Elapsed-time cycle」）を選択します。 
 
選択終了後、[OK]ボタンを押してください。 
 
main関数内の最終行 while文を含む行の[Edit]カラムをダブルクリックして、PCブレークポイント

を設定してください。 
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図 6.57   [Editor]ウィンドウ（PCブレークの設定） 

 
デバッガ編「6.8 レジスタ内容の変更」で設定したプログラムカウンタ、スタックポインタ

（PC=H’00000800、R15=H’00010000）を[レジスタ]ウィンドウに設定して、[実行]ボタンをクリック
してください。 
フラッシュメモリ内蔵デバイスをご使用の場合、スタックポインタ（SP）は内蔵 RAMの最終アド

レスを指定してください。 
デバイスごとに内蔵 RAMの領域は異なります。ご使用のデバイスのハードウェアマニュアルを参

照してください。 
正常に実行できない場合は、一旦リセットを発行してから上記手順を実行してください。 
 
プログラムブレーク後、[Profile]ウィンドウの[List]シートに測定結果が表示されます。 
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図 6.58  [Profile]ウィンドウ 

 
[Tree]シートは以下のように表示されます。 
 

 
図 6.59  [Tree]シート（[Profile]ウィンドウ ） 

 
またポップアップメニューから[チャート表示]を選択すると、チャート図を見ることができます。 
 

 
図 6.60  [Profile-Chart]ウィンドウ 
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6.22 フラッシュメモリへのダウンロード機能 
E10Aエミュレータは、フラッシュメモリ領域へダウンロードすることができます。 
本機能を使用するためには、ご使用のフラッシュメモリにライトするプログラム（以後、ライトモ

ジュールと呼びます）とフラッシュメモリを消去するプログラム（以後、消去モジュールと呼びます）、
またそれらのモジュールをダウンロードし実行する RAM領域が必要です。 

 
【留意事項】 
 1. ライトモジュールと消去モジュールは、お客様の方で用意して頂く必要があります。 
 2. 本機能はフラッシュメモリ内蔵デバイスでは使用できません。 

 

(a) ライト/消去モジュールと E10Aエミュレータファームウェアとのインタフェース 

ライト/消去モジュールは、E10Aエミュレータファームウェアから分岐します。 
E10Aエミュレータファームウェアからライト/消去モジュールへ正常に分岐、またはライト/消去

モジュールから E10Aエミュレータファームウェアに正常に戻ってくるようにするため、以下の条件
を必ず守ってください。 
・ ライト/消去モジュールは、全てアセンブル言語で記述してください。 
・ ライト/消去モジュール呼び出し前、呼び出し後で全ての汎用/制御レジスタ値を保証してください。 
・ ライト/消去モジュールは、処理終了後、必ずコール元に戻る構造としてください。 
・ ライト/消去モジュールは、モトローラ形式のファイルにしてください。 
 
また、フラッシュメモリアクセスに必要な情報を正確に渡すため、以下のインタフェースで作成して
ください。 

表 6.3   モジュールインタフェース 
項番 モジュール名 引数 リターン値 

1 ライトモジュール R4(L):ライトアドレス 

R7(L):ベリファイオプション 

   0=ベリファイなし 

   1=ベリファイあり 

R5(L):アクセスサイズ 

   0x4220=バイト 

   0x5720=ワード 

   0x4C20=ロング 

R6(L):ライトデータ 

R0(L):終了コード 

 正常終了=0 

 異常終了=0以外 

 ベリファイエラー=’BT’ 

 

2 消去モジュール R4(L):アクセスサイズ 

   0x4220=バイト 

   0x5720=ワード 

   0x4C20=ロング 

なし 

[注] (L)はロングサイズであることを示します。 

 
【留意事項】 
 ・ ライトモジュール 
  ライトデータは、R6レジスタにアクセスサイズ分設定されます。 
  R6レジスタは、アクセスサイズがワードまたはバイトの場合、上位ビットには 0が設 
  定されます。 
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(b) フラッシュメモリダウンロード方法 

フラッシュメモリへダウンロードするには、[オプション]メニュー→[エミュレータ]→[システム…]
から開く[Configuration]ダイアログボックスの[Loading flash memory]ページで必要な設定を行う必要
があります。 

 

 
図 6.61   [Loading flash memory]ページ 
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[Loading flash memory]ページのオプションを以下の表で説明します。 

表 6.4   [Loading flash memory]ページのオプション 
オプション 説明 

[Loading flash memory] 

ラジオボタン 

フラッシュメモリへのダウンロードを行う場合、Enableにします。 

Enable時は、[File]メニューから[File load]を選択してダウンロードを行う場合、常
にライトモジュールを呼び出します。 

 Enable：フラッシュメモリへのダウンロードを行う 

 Disable：フラッシュメモリへのダウンロードを行わない 

[Erasing flash memory] 

ラジオボタン 

フラッシュメモリ書き込みの前に消去を行う場合、Enableにします。 

Enable時は、ライトモジュールを呼び出す前に消去モジュールを呼び出します。 

 Enable：フラッシュメモリの消去を行う 

 Disable：フラッシュメモリの消去を行わない 

[File name]エディット 
ボックス 

ライト/消去モジュールを含む Sタイプロードモジュールのファイル名を設定しま
す。設定したファイルは、フラッシュメモリへロードする前に RAM領域へロード
します。 
ファイル名の入力の文字数は、最大 128文字です。 

[Bus width of flash 
memory]リストボックス 

フラッシュメモリのバス幅の設定を行います。 

[Flash memory erasing 
time]エディットボックス
【注】 

フラッシュメモリ消去時の TIMEOUT値を設定します。デフォルトは 3分となって
いますが、消去に時間がかかる場合は値を大きくしてください。 
入力値の基数は 10進数です。「H’」を付けると 16進数になります。 

[Entry point]グループ 
ボックス 

ライト/消去モジュールの呼び出し先アドレスを設定します。 

[All erasing module address] エディットボックス：消去モジュールの呼び出し 
先アドレスを入力します。 

[Writing module address] エディットボックス：ライトモジュールの呼び出し先 
アドレスを入力します。 

【注】 設定できる値は、D'1～D'65535ですが、設定値によって、TIMEOUT時間が長くなります。したがって、

使用しているフラッシュメモリの消去時間を考慮して、できるだけ最小の値を入力することをお勧めしま

す。 

 

(c) フラッシュメモリダウンロード機能使用時の注意事項 

フラッシュメモリダウンロード時には、以下の注意事項があります。 
 

• フラッシュメモリダウンロードをイネーブルにしている場合、フラッシュメモリ領域以外
へのダウンロードはできません。 

• フラッシュメモリ領域へはダウンロードのみ可能です。メモリライト、PCブレーク等の操
作は RAM領域のみに行ってください。 

• フラッシュメモリの消去をイネーブルにしている場合、消去を行っている間は[Stop]ボタン
で停止できません。 

• ライトモジュール、消去モジュールの各領域は、必ずMMU無効空間としてください。 
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(d) フラッシュメモリダウンロード例 

ルネサス製 SH7751用 CPUボード（型名：HS7751STC01H）に搭載されている、(株)Intel製フラッ
シュメモリ（型名：G28F640J5-150）にダウンロードする例をご紹介します。なお、各エミュレータ
のインストール先フォルダの中の¥Fmtoolフォルダにサンプルを提供しています。このサンプルを参
考にして、お客様の仕様に合ったプログラムを作成してください。 

 

表 6.5   ボード仕様 
項目 内容 

SDRAMアドレス H'0C000000～H'0FFFFFFF 

フラッシュメモリアドレス H'00000000～H'01FFFFFF 

フラッシュメモリバス幅 32ビット 

CPU内部周波数 167MHz 

バス周波数 55.7MHz 

CPU内部モジュール周波数 27.84.MHz 

動作環境 

エンディアン ビッグエンディアン 

 

 
Flash memory 
(32 Mbytes)

A0-A22

SHxxxx

CE0

CE1,2

OE

WE

D0-D7

D8-D15

D0-D7

D8-D15

D0-D7

D8-D15

D0-D7

D8-D15

FPGA

FIA bus buffer

FIA bus buffer

FD bus buffer

A2-A24

CS0

CS2

RD

WE0

D0-D31

GND

0-7

8-15

16-23

24-31

 
 

図 6.62   フラッシュメモリ結線図 

表 6.6   サンプルプログラム仕様 
項目 内容 

使用する RAMエリア H'0C001000～H'0C0015BF 

ライトモジュール開始アドレス H'0C001100 

消去モジュール開始アドレス H'0C001000 
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(i) SDRAMを使用するため、バスコントローラを設定します。 
(ii) [Configuration]ウィンドウの[Loading flash memory]ページの各オプションを以下のように設定

します。 
 

 
図 6.63   [Loading flash memory]ページ 

【注】  
1. フラッシュメモリにデータが既に書かれている場合、必ず[Erasing flash memory]を

[Enable]にしてください。[Disable]の場合、ベリファイエラーが発生します。 
2. [Erasing flash memory]を選択した場合、消去には約 1分間かかります（サンプル例の場

合）。 
 

(iii) ダウンロードするオブジェクトを選択し、フラッシュメモリ領域にダウンロードを行ってく
ださい。 
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6.23 さてつぎは？ 
このチュートリアルでは、E10Aエミュレータのいくつかの主な特徴と、HEWの使い方を紹介しま

した。 
E10Aエミュレータで提供されるエミュレーション機能を使用することによって、高度なデバッグ

を行うことができます。それによって、ハードウェアとソフトウェアの問題が発生する条件を正確に
分離し、識別すると、それらの問題点を効果的に調査することができます。 
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付録 A トラブルシューティング 

 
• エディタにテキストファイルが表示されているが、シンタックス色付けが表示されない 

 
 ファイルに名前が付いている（保存した）ことを確認してください。また、[ツール-> 
オプション...]を選んで[オプション] ダイアログボックスを開き、[エディタ]タブの[シン
タックスカラーリング]チェックボックスがチェックされていることを確認してください。
HEWではファイルの拡張子の属するファイルグループを調べてファイルを色付けするか
どうか判断します。現在定義されている拡張子とファイルグループを参照するには、 [プ
ロジェクト->ファイルの拡張子...]を選んで[ファイル拡張子]ダイアログボックスを表示し
てください。色付け情報を確認するには、[ツール->表示形式]を選んで[表示形式]ダイアロ
グボックスの[カラー]タブを参照してください。詳細は、HEW編「4 エディタの使用」の
シンタックスの色付けに関する説明をお読みください。 
 
 

• ツールの設定を変えたいが、[ツール->アドミニストレーション…] メニューオプションを選
べない 

 
 ワークスペースを開いている間は[ツール->アドミニストレーション...] を選ぶことはでき
ません。[ツールアドミニストレーション]ダイアログボックスを開くには、現在のワークス
ペースを閉じてください。  
 
 

• 日本語版Windows® 98/Me、Windows NT®、Windows® 2000, Windows®XP上で日本語入力が
できない、または日本語の文字が正しく表示されない 

 
 [ツール->表示形式…] を選んで“フォント”フィールドで日本語のフォントを選んでくださ
い。  
 
 

• 自分の PCでワークスペースを開いた。同時に、他の人が他の PCから同じワークスペースを
開いた。自分でワークスペースの設定を変えて保存した。その後、他の人がワークスペース
の設定を変えて保存した。自分が再びワークスペースを開くと、設定が自分の行った設定と
は異なっていた。 

 
 最後に保存した設定が有効です。HEWはワークスペースを開くとメモリ内で更新します。
ユーザが意識的に設定をファイルに保存しない限り、設定はファイルに保存されません。 
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付録 B 正規表現 

 
HEWエディタでは検索・置換操作の際、文字列に特殊文字を指定できます。指定できる特殊文字

を表 B.1に示し、その詳細を以下に示します。 
 

表 B.1: 正規表現の文字 

特殊文字 機能 

? 任意の一文字 (改行文字を除く)に一致 

* 任意の文字列（改行文字を除く）に一致 

¥n 改行文字に一致 

¥t タブ文字に一致 

[ ] かっこ内に列挙した、または、かっこの範囲の任意の一文字に一致 

¥ 以下に続く正規表現文字を無視 

 
注意 バックスラッシュ文字 ‘＼’ は日本語Windows®では円記号として表示されます。 
 
特殊文字 ? 

意味 改行文字以外の任意の一文字と一致します。 

  

例 t?p は “top”や “tip” と一致するが “trap”とは不一致。 

 
 

特殊文字 * 

意味 改行文字以外の文字列（0個以上の文字列）と一致します。二行にまたがって一致するこ
とはありません。* 文字は残りのパターンが一致するための最短文字列と一致します。 

  

例 t*o は “too”の“to”, “trowel”の“tro” , “sporty orange” の“ty o”と一致するが、 “smart 

orange”とは一致しない（* 文字は二行にまたがって一致することはないため）。 

 
 

特殊文字 ¥n 

  

意味 改行文字と一致する。 ¥n は行の終わりや 2行にわたるパターンを検索するときに使い
ます。 

例 1: ;¥n 

 行末のセミコロンと一致する。 

例 2: ;¥nif 

 セミコロンと改行文字が続き次に ifで始まる行が続く場合を検索する。 
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特殊文字 ¥t 

意味 タブと一致します。 

  

例 1: ¥t8 

 タブの次に 8がある場合を検索する。 

例 2: init¥t 

 initの次にタブがある場合を検索する。 

 
 

特殊文字 [ ] 

意味 かっこ内の文字または文字の範囲の中の任意の一文字と一致します。かっこをネストす
ることはできません。 

  

  [-] は文字の範囲を示します。例 [a-z] 、 [0-9]。範囲の始まりの文字は終わりの文字
より小さい ASCIIコードでなければなりません。 

  

  [~] は“[~” と “] ”の間の文字以外の一文字と一致します。改行文字がこのかっこ内にな
ければ、改行文字とも一致します。 

  

例 1: [AEIOU] 

  大文字の母音をすべて検索する。 

例 2: [<>?] 

  記号 <, > ,  ?を検索する。 

例 3: [A-Za-z0-9_] 

  大文字、小文字、数字、下線を検索する。 

例 4: [~0-9] 

  数字以外の文字を検索する。 

例 5: [ ¥t¥n] 

  空白、タブ、改行文字を検索する。 

例 6: [¥]] 

  ¥のすぐ後に]を置くと、記号 ] を検索する。 

 
 

特殊文字 ¥ 

意味 正規表現を無視する特殊文字です。バックスラッシュの次の文字が正規表現のとき、通
常の文字として扱います。バックスラッシュの次が非正規表現のとき、バックスラッシュ
は無視されます。 

  

例 1: ¥* 

  アスタリスクをすべて検索します。 

例 2: ¥¥ 

  バックスラッシュをすべて検索します。 
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付録 C プレースホルダ 

プレースホルダは、HEWの複数のツールによって提供される機能です。この章ではプレースホル
ダの使い方を説明します。 

 

C.1 プレースホルダとは? 
プレースホルダとは一時的にテキストに挿入される特殊文字列です。後に実際の値に置き換えます。

例えば、HEWのプレースホルダのひとつに、$(FULLFILE)があります。これは、すべてのパス付き
のファイルを示します。パラメータとしてファイルを編集できるエディタが c:¥myedit¥myeditor.exe 
であるとします。c:¥filesディレクトリのファイル FILE1.Cを開き、このエディタを起動するには、以
下のように直接指定することもできます。 

 
c:¥myedit¥myeditor.exe c:¥files¥file1.c 

 
しかし、このエディタを介して任意のファイルを開きたいとき、上記コマンドは“c:¥files¥file1.c”

を開くだけのものであるため、問題が起きます。指定したエディタを使うときにその時点で選んだ
ファイルを開くことができるようにするには、特定のファイル名を一般的なプレースホルダに置き換
えます。以下に例を示します。 

 
c:¥myedit¥myeditor.exe $(FULLFILE) 

 
これで、HEWがエディタでファイルを開くとき、$(FULLFILE)を選ばれたファイル名で置き換え

ます。 
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C.2 プレースホルダを挿入する 
プレースホルダは HEWの三つの編集フィールドで指定できます (図 C.1 、C.2、C.3)。プレース

ホルダの指定方法には四つあります。 
 
例 1 
プレースホルダを挿入したい場所にカーソルを置いてください。次に、必要なプレースホルダを編

集フィールドの右のポップアップメニューから選んでください。 
 
 

 
図 C.1: プレースホルダポップアップメニュー 

 
例 2 
“Custom directory”以外のプレースホルダをドロップダウンリストボックスから選び、プレースホル

ダによって示されたディレクトリからの相対サブディレクトリを指定してください。 “Custom 
directory”を選んだ場合、 [Sub-Directory]フィールドに絶対ディレクトリパスを指定してください。 

  
 

 
 図 C.2: プレースホルダドロップダウンリストと Sub-Directory フィールド 
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例 3 
プレースホルダを挿入したい場所にカーソルを置いてください。次に、必要なプレースホルダをド

ロップダウンリストボックスから選んでください。そして、[Insert]ボタンをクリックしてください。 
 
 

 
図 C.3: プレースホルダドロップダウンリストボックス 

 
 
例 4 
フィールドにプレースホルダを直接入力してください。大文字で入力して、“$(” で始めて“) ”で終

わってください。 
 
正しい    
$(FILEDIR) 

 

誤り 
$(Filedir) 

$(  FILEDIR   ) 

$FILEDIR 
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C.3 使用できるプレースホルダ 
表 C.1 にプレースホルダと意味を示します。  
 

表 C.1: プレースホルダ 

プレースホルダ 意味 

$(FULLFILE) ファイル名 (フルパスを含む) 

$(FILEDIR) ファイルディレクトリ 

$(FILENAME) ファイル名 (パスを除き拡張子を含む) 

$(FILELEAF) ファイル名（パスと拡張子を除く） 

$(EXTENSION) ファイルの拡張子 

$(WORKSPDIR) ワークスペースディレクトリ 

$(WORKSPNAME) ワークスペース名 

$(PROJDIR) プロジェクトディレクトリ 

$(PROJECTNAME) プロジェクト名 

$(CONFIGDIR) コンフィグレーションディレクトリ 

$(CONFIGNAME) コンフィグレーション名 

$(HEWDIR) HEWインストールディレクトリ 

$(TCINSTALL) ツールチェインインストールディレクトリ（オプションダイアログ上） 

$(TOOLDIR) ツールインストールディレクトリ（Tools Administration上） 

$(TEMPDIR) テンポラリディレクトリ 

$(WINDIR) Windows® ディレクトリ 

$(WINSYSDIR) Windows® システムディレクトリ 

$(EXEDIR) コマンドディレクトリ 

$(USERNAME) ユーザログイン（バージョン管理） 

$(PASSWORD) ユーザパスワード（バージョン管理） 

$(VCDIR) 「仮想的」バージョン管理ディレクトリ 

$(COMMENT) コメント（バージョン管理） 

$(LINE) エラー/ウォーニングの行番号 
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プレースホルダの使用例を以下に示します。 
 
 

表 C.2: プレースホルダの展開（例） 

プレースホルダ プレースホルダの展開例 

$(FULLFILE) c:¥hew¥workspace¥project¥file.src 

$(FILEDIR) c:¥hew¥workspace¥project 

$(FILENAME) file.src 

$(FILELEAF) file 

$(EXTENSION) src 

$(WORKSPDIR) c:¥hew¥workspace 

$(WORKSPNAME) workspace 

$(PROJDIR) c:¥hew¥workspace¥project 

$(PROJECTNAME) project 

$(CONFIGDIR) c:¥hew¥workspace¥project¥debug 

$(CONFIGNAME) debug 

$(HEWDIR) c:¥hew 

$(TCINSTALL) c:¥hew¥toolchains¥Hitachi¥sh¥511 

$(TOOLDIR) c:¥hew¥toolchains¥Hitachi¥sh¥511 

$(TEMPDIR) c:¥Temp 

$(WINDIR) c:¥Windows 

$(WINSYSDIR) c:¥Windows¥System 

$(EXEDIR) v:¥vc¥win32 

$(USERNAME) JHARK 

$(PASSWORD) 214436 

$(VCDIR) “c:¥project” は “x:¥vc¥project” へマッピングされている 

$(COMMENT) [Please Enter Comment]ダイアログボックスが表示される 

$(LINE) 12 
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表 C.2では以下のことを仮定しています。 
 

• ファイルパスは “c:¥hew¥workspace¥project¥file.src” 
• ワークスペース名 “workspace”の位置は “c:¥hew¥workspace” 
• プロジェクト名 “project” の位置は “c:¥hew¥workspace¥project” 
• コンフィグレーション名 “debug” にはコンフィグレーションディレクトリがあり、位置は 

“c:¥hew¥workspace¥project¥debug” 
• HEW.EXEが“c:¥hew”にインストールされている 
• ツールチェイン（コンパイラ、アセンブラ、リンケージエディタ）の*.HRF ファイル の位
置は “c:¥hew¥toolchain¥ Hitachi ¥sh¥511” 
このディレクトリは[Options]メニューのオプション設定ダイアログボックス上では
$(TCTINSTALL)として参照され、[Tools Administration]ダイアログボックス上では
$(TOOLDIR)として参照される 

• Windows® オペレーティングシステムが c:¥Windowsにインストールされており、
Windows® システムファイルが c:¥Windows¥Systemにインストールされている 

• バージョン管理実行可能パスが v:¥vc¥win32¥ss.exeである。バージョン管理システムにログ
インするユーザ名は JHARKでパスワードが 214436であり、バージョン管理実行可能ファ
イルへのコマンドラインには$(COMMENT)が指定されている。c:¥projectは[Tools->Version 
Control->Configure…]で選ぶと表示される[Version Control Setup]ダイアログボックスの
“Projects”タブの x:¥vc¥projectにマッピングされている 

• コンパイラまたはアセンブラのエラーが 12行目で起きた 
 

注意 どのフィールドでもすべてのプレースホルダを使用できるとは限りません。例えば、プレー
スホルダ$(LINE) は依存ファイル位置を指定するときには意味をもちません。プレースホル
ダ$(USERNAME)、$(PASSWORD)、$(VCDIR)、$(COMMENT)はバージョン管理でのみ受
け付けられます。各編集フィールドで、使用できないプレースホルダを指定すると、警告メッ
セージが表示される場合があります。 
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C.4 プレースホルダを使うにあたって 
プレースホルダによって、システムが使用する様々なファイルへのパスをフレキシブルに指定でき

ます。 
 

• パスまたはファイル名を入力する編集フィールドのとなりにプレースホルダのポップアッ
プメニュー (  ) がある場合、プレースホルダをどのように使ってパスやファイルの指
定をフレキシブルにできるかご考慮ください。 

• いくつかの構成を使うとき、プレースホルダ$(CONFIGDIR) を使うと、現在の構成のディ
レクトリからファイルへの書き込みやそのファイルから現在の構成のディレクトリへの書
き込みができるので、便利です。 

• できるだけプレースホルダを利用してください。プレースホルダは後で削除したり追加し
たりできるので、気軽に試すことができます。 
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付録 D I/Oファイルフォーマット 

 
 HEWは、I/Oレジスタ定義ファイルで取得する情報に基づいて、[IO]ウィンドウをフォーマットし
ます。デバッギングプラットフォームを選択すると、HEWは、選択したデバイスに対応する
“<device>.IO”ファイルを検索し、存在する場合にはこのファイルをロードします。これは、I/Oモ
ジュール、およびそのレジスタのアドレスやサイズを記述するフォーマット済みテキストファイルで
す。ユーザはテキストエディタでこのファイルを編集し、ユーザアプリケーションに特有のメモリ
マップレジスタや周辺レジスタ（例えば、マイコンのアドレス空間にマップしたASICデバイスのレ
ジスタ）のサポートを追加することができます。 
 

D.1 ファイルフォーマット(ビットフィールド非対応) 
各モジュール名を[Modules]定義セクションで定義し、モジュールの番号を、順番に付けていなけれ

ばなりません。各モジュールはレジスタ定義セクションに対応しており、セクション内のエントリは、
I/Oレジスタを定義します。 
 

“BaseAddress”はデバイスのための定義であり、そのデバイスでは、CPUモードによってアドレス空
間のI/Oレジスタの場所が移動します。この場合、”BaseAddress”値は、ある特有モードのI/Oレジスタ
のベースアドレスです。また、レジスタ定義で使用するアドレスは、同じモードにおけるレジスタの
アドレス位置です。I/Oレジスタファイルを実際に使用する場合、定義したレジスタアドレスか
ら”BaseAddress”値を引き、その結果のオフセットを選択したモードのベースアドレスに加算します。 
 

[Register]定義エントリは、<name>= <address> [<size>[<absolute>]]のフォーマットで入力します。 
 

1. <name>は表示するレジスタ名です。 
2. <address>はレジスタのアドレスです。 
3. <size>は、Bがバイトサイズ、Wがワードサイズ、Lがロングワードサイズを意味し

ます(デフォルトはバイトです)。 
4. <absolute>は、レジスタが絶対アドレスにある場合、Aと設定します。これは、異な
るモードのCPUによってI/O空間アドレス範囲が移動する場合のみ関連します。レ
ジスタが絶対アドレスにあると定義すると、ベースアドレスオフセットは計算せ
ず、指定したアドレスを直接使用します。 

 
 コメント行を入れる場合、“;”で始めなければなりません。 
 
 次に例を示します。 
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 例: 

 
 ; H8S/2655 Series I/O Register Definitions File 

 
 [Modules] 

BaseAddress=0 
Module1=Power_Down_Mode_Registers 
Module2=DMA_Channel_Common 
Module3=DMA_Channel_0 
... 
Module42=Bus_Controller 
Module43=System_Control 
Module44=Interrupt_Controller 
 
... 
 

 [DMA_Channel_Common] 
DMAWER=0xffff00 B A 
DMATCR=0xffff01 B A 
DMACR0A=0xffff02 B A 
DMACR0B=0xffff03 B A 
DMACR1A=0xffff04 B A 
DMACR1B=0xffff05 B A 
DMABCRH=0xffff06 B A 
DMABCRL=0Xffff07 B A 
 
... 
 

 [DMA_Channel_0] 
MAR0AH=0xfffee0 W A 
MAR0AL=0xfffee2 W A 
IOAR0A=0xfffee4 W A 
ETCR0A=0xfffee6 W A 
MAR0BH=0xfffee8 W A 
MAR0BL=0xfffeea W A 
IOAR0B=0xfffeec W A 
ETCR0B=0xfffeee W A 
 

 
 

 

コメント 

モジュールの定義 

レジスタの定義 

レジスタ名 

アドレス 

サイズ 

絶対アドレスラグ 
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D.2 ファイルフォーマット(ビットフィールド対応) 
 各モジュール名を[Modules]定義セクションで定義し、モジュールの番号を、順番に付けていなけれ
ばなりません。各モジュールはレジスタ定義セクションに対応しており、セクション内のエントリは、
I/Oレジスタを定義します。 
 
このセクションの最初で、”FileVersion=2”と宣言する必要があります。これは、このI/Oレジスタファ

イルがビットフィールド対応のバージョンで記述されていることを示します。 
 
 “BaseAddress”はデバイスのための定義であり、そのデバイスでは、CPUモードによってアドレス空
間のI/Oレジスタの場所が移動します。この場合、”BaseAddress”値は、ある特有モードのI/Oレジスタ
のベースアドレスです。また、レジスタ定義で使用するアドレスは、同じモードにおけるレジスタの
アドレス位置です。I/Oレジスタファイルを実際に使用する場合、定義したレジスタアドレスか
ら”BaseAddress”値を引き、その結果のオフセットを選択したモードのベースアドレスに加算します。 
 
 各モジュールにはセクションがあり、オプションの依存性によって形成するレジスタを定義しま
す。依存性は、モジュールがイネーブルかどうかを確認するためにチェックします。各レジスタ名を
セクションで定義し、レジスタの番号を、順番に付けていなければなりません。依存性は、dep=<reg> 
<bit> <value>のようにセクションに入力します。 
 

1. <reg>は依存性のレジスタIDです。 
2. <bit>はレジスタのビット位置です。 
3. <value>は値で、ビットは、イネーブルであるモジュールに使用しなければなりません。 

 
 [Register]定義エントリは、id=<name> <address> [<size>[<absolute>[<format>[<bitfields>]]]]のフォー
マットで入力します。 
 

1. <name>は表示するレジスタ名です。 
2. <address>はレジスタのアドレスです。 
3. <size>は、Bがバイトサイズ、Wがワードサイズ、Lがロングワードサイズを意味しま
す(デフォルトはバイトです)。 

4. <absolute>は、レジスタが絶対アドレスにある場合、Aと設定します。これは、異なる
モードのCPUによってI/O空間アドレス範囲が移動する場合のみ関連します。レジスタ
が絶対アドレスにあると定義すると、ベースアドレスオフセットは計算せず、指定し
たアドレスを直接使用します。 

5. <format>はレジスタを出力するためのフォーマットです。有効な値は、16進数の場合
はH、10進数はD、2進数はBです。 

6. <bitfields>セクションは、レジスタのビットを定義します。 
 
 ビットフィールドセクションは、各エントリがbit<no>=<name>タイプのレジスタ内のビットを定義
します。 
 

1. <no>はビット番号です。 
2. <name>はビットのシンボル名です。 

 
 コメント行を入れる場合、“;”で始めなければなりません。 
 次に例を示します。 
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 例: 
 

 ; H8S/2655 Series I/O Register Definitions File 
 

 [Modules] 
FileVersion=2 
BaseAddress=0 
Module1=Power_Down_Mode_Registers 
Module2=DMA_Channel_Common 
Module3=DMA_Channel_0 
... 
Module42=Bus_Controller 
Module43=System_Control 
Module44=Interrupt_Controller 
 
... 
 

 [DMA_Channel_Common] 
reg0=regDMAWER 
reg1=regDMATCR 
reg2=regDMACR0A 
reg3=regDMACR0B 
reg4=regDMACR1A 
reg5=regDMACR1B 
reg6=regDMABCRH 
reg7=regDMABCRL 
dep= regMSTPCRH 7 0 
 
 
 
 
... 
 

 [regDMAWER] 
id=DMAWER 0xffff00 B A H dmawer_bitfields 
 
 
 
 
 
 
... 
 

 [dmawer_bitfields] 
bit3=WE1B 
bit2=WE1A 
bit1=WE0B 
bit0=WE0A 

ビットフィールド 

の定義 

コメント 

モジュール 

モジュールの定義

レジスタ名 

ビット 

値 

レジスタの定義 

レジスタ名 

アドレス 

サイズ 

絶対アドレスフラグ

フォーマット 

ビットフィールド 

レジスタ名 
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付録 E シンボルファイルフォーマット 

 
 シンボルファイルを正確にデコードするためには、ファイルをPentica-Bファイルとしてフォーマッ
トしなければなりません。 
 

1. ファイルは、簡単なASCIIテキストファイルでなければなりません。 
2. ファイルは、ワード[BEGIN]で始めなければなりません。 
3. 各シンボルは、個々の行で、まず、“H”で終了する16進数の値から始まり、次にスペース、シン
ボルテキストの順でなければなりません。 

4. ファイルは、ワード[END]で終了しなければなりません。 
 

例： 
BEGIN 

11FAH Symbol_name_1 

11FCH Symbol_name_2 

11FEH Symbol_name_3 

1200H Symbol_name_4 

END 
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付録 F メニュー一覧 

 
GUIメニューの一覧を表 F.1に示します。 

表 F.1 GUIメニュー一覧 

メニュー メニューオプション 
ショートカット

キー 
ツールバー
ボタン 

備考 

逆アセンブリ Ctrl+D 
 

[Disassembly]ウィンドウを表示し
ます 

コマンドライン Ctrl+L 
 

[Command Line]ウィンドウを表示
します 

ワークスペース Alt+K 
 

[Workspace]ウィンドウを表示しま
す 

アウトプット Alt+U 
 

[Output]ウィンドウを表示します 

レジスタ Ctrl+R 
 

[レジスタ]ウィンドウを表示します 

メモリ... Ctrl+M 
 

[Memory]ウィンドウを表示します 

IO Ctrl+I 
 

[IO]ウィンドウを表示します 

ステイタス Ctrl+U 
 

[Status]ウィンドウを表示します 

日本語メモリダンプ... Shift+Ctrl+D 
 

[Localized Dump]ウィンドウを表
示します 

キャッシュ Shift+Ctrl+C  [Cache]ウィンドウを表示します 

CPU 

TLB Shift+Ctrl+X  [TLB]ウィンドウを表示します 

ラベル Shift+Ctrl+A 
 

[Label]ウィンドウを表示します 

ウォッチ Ctrl+W 
 

[Watch]ウィンドウを表示します 

シンボル 

ローカル Shift+Ctrl+W 
 

[Locals]ウィンドウを表示します 

イベントポイント Ctrl+E 
 

[Event]ウィンドウを表示します 

トレース Ctrl+T 
 

[Trace Window]ウィンドウを表示
します 

表示 

 

コード 

スタックトレース Ctrl+K 
 

[StackTrace]ウィンドウを表示しま
す 
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メニュー メニューオプション 
ショートカット

キー 
ツールバー
ボタン 

備考 

画像... Shift+Ctrl+G 
 

[Image]ウィンドウを表示します グラフィック

波形... Shift+Ctrl+V 
 

[Waveform View]ウィンドウを表示
します 

パフォーマンス解析 Shift+Ctrl+P 
 

[Performance Analysis]ウィンドウ
を表示します 

表示 

パフォーマン
ス 

プロファイル Shift+Ctrl+F  [Profile]ウィンドウを表示します 

デバッグセッション...    デバッグセッションの一覧表示、及
び追加／削除等が可能な[デバッグ
セッション]ダイアログボックスを
表示します 

デバッグの設定...    デバッグ時の条件やダウンロード
モジュール等の設定を行う[デバッ
グの設定]ダイアログボックスを表
示します 

16進数   
 
数値の表示／入力時の基数のデ
フォルト設定を 16進数とします 

10進数   
 
数値の表示／入力時の基数のデ
フォルト設定を 10進数とします 

8進数   
 
数値の表示／入力時の基数のデ
フォルト設定を 8進数とします 

基数 

2進数   
 
数値の表示／入力時の基数のデ
フォルト設定を 2進数とします 

オプショ
ン 

エミュレータ システム...   
 
デバッグプラットフォームの設定
を行う [Configuration]ダイアログ
ボックスを表示します 

CPUのリセット   
 
ターゲットマイコンをリセットし、
PCをリセットベクタアドレスに設
定します 

実行 F5 
 
現在のPCからユーザプログラムを
実行します 

リセット後実行 Shift+F5 
 
ターゲットマイコンをリセットし、
リセットベクタアドレスからユー
ザプログラムを実行します 

カーソル位置まで実行   
 
現在のPCからテキストカーソルの
位置までユーザプログラムを実行
します 

カーソル位置を PC値に設定   
 
テキストカーソルの位置にPCを設
定します 

デバッグ 

ラン...    実行時の PCや PCブレークポイン
トの設定が可能な[プログラム実行]
ダイアログボックスを表示します。
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メニュー メニューオプション 
ショートカット

キー 
ツールバー
ボタン 

備考 

ステップイン F11 
 
ユーザプログラムの１ブロックを
実行して停止します 

ステップオーバ F10 
 
ユーザプログラムの１ブロックを
実行して停止しますが、サブルーチ
ンを呼び出す場合は、サブルーチン
には入りません 

ステップアウト Shift+F11 
 
現在の関数の終わりに到達するま
でユーザプログラムを実行します 

ステップ...    ステップ動作の設定が可能な[プロ
グラムステップ]ダイアログボック
スを表示します 

自動    [Editor]ウィンドウがアクティブの
場合はソースライン一行だけをス
テップ実行します, [Disassembly]
ウィンドウがアクティブの場合は
アセンブリ言語命令単位にステッ
プ実行します 

アセンブリ    アセンブリ言語命令単位にステッ
プ実行します 

ステップモー
ド 

ソース    ソースライン一行だけをステップ
実行します 

プログラムの停止 Esc 
 
ユーザプログラムの実行を停止し
ます 

初期化    デバッグプラットフォームを切断
し、再接続します 

接続解除    デバッグプラットフォームを切断
します 

ダウンロード    オブジェクトプログラムをロード
します 

デバッグ 

アンロード    オブジェクトプログラムをアン
ロードします 

検索…    指定したメモリ領域から指定した
値を検索します 

コピー…   
 
指定したメモリ領域を指定したア
ドレスにコピーします 

比較…    二つの指定したメモリ領域を比較
します 

フィル…   
 
指定したメモリ領域に指定した値
を書き込みます 

最新の情報に更新    全ての[Memory]ウィンドウの内容
を強制的に更新します 

メモリ 

オーバレイの構成…   
 
オーバレイ使用時の優先セクショ
ングループの設定を行います 
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付録 G コマンドライン機能 

 
E10Aエミュレータでは、コマンドラインウィンドウで使用できるコマンドをサポートしています。 
コマンドの詳細はオンラインヘルプをご覧ください。 
 



付録 G コマンドライン機能 

414 

 



 

415 

付録 H HEWの注意事項 

 

(1) ロードモジュール作成後のソースファイル位置移動に関する注意事項 

ロードモジュール作成後にソースファイルを移動させた場合、作成したロードモジュール
のデバッグ中にソースファイルを指定するための[Open]ダイアログボックスが表示される
ことがあります。対応するソースファイルを選択し、[Open]ボタンを押してください。 

 

(2) ソースレベル実行機能 

• ソースファイル 
ロードモジュールに対応しないソースファイルをプログラムウィンドウに表示しないでく
ださい。ロードモジュールに対応するソースファイルと同名のファイルをプログラムウィ
ンドウに表示するとアドレス表示しますが、そのプログラムウィンドウでは操作できませ
ん。 
 

• Step 
標準Ｃライブラリ等にも移行します。上位関数に戻るにはStep Outを使用してください。 
また、forおよびwhile文では、1回のステップでは次の行に進みません。進める場合はもう
一度ステップしてください。 
 

(3) ファイルアクセス中の操作について 

ロードモジュールのダウンロード中、[Verify Memory]、[Save Memory]、[Trace Window]ウィ
ンドウでのセーブ処理中に他の操作を行わないでください。ファイルアクセス処理が正し
く実行されない場合があります。 
 

(4) ウォッチ機能 

• 最適化時の局所変数 
最適化オプションでコンパイルされたＣソースの局所変数表示は、生成されたオブジェク
トコードによって、正しく表示できないことがあります。[Disassembly]ウィンドウを表示
し、生成されたオブジェクトコードを確認してください。 
また、指定した局所変数の割り付け領域がない場合があります。この場合、次のように表
示します。 
例) 変数名を asc とする。 
    asc = ？  -  target error 2010 (xxxx) 
 

• 変数名の指定 
変数名でないシンボル名(関数名)等を指定した場合、内容は表示しません。 
例)  関数名を mainとする。 
    main = 
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• メモリ内容の変更 
[Memory]ウィンドウや[Watch]ウィンドウにおいて、メモリ内容を変更する場合、入力する
データに日本語文字列を指定しないでください。日本語文字列を入力する場合は、Localized 
Dumpを使用してください。 
 

(5) ラインアセンブル機能 

• 入力基数 
ラインアセンブル時の入力基数のデフォルトはRadix設定に関係なく、10進数です。16進数
で指定する場合は、H’または0xを指定してください。 
 

(6) コマンドラインインタフェース 

• バッチファイル 
バッチファイル実行中に、“Not currently available”が表示される場合は、sleepコマンドを挿
入してください。sleepさせる時間は動作環境によって異なりますので、調整してください。 
例) memory_fillで、“Not currently available”を表示する場合 
   sleep d’3000 
   memory_fill 0 ffff 0 

 
• コマンドファイルでのファイル指定 

コマンドファイルの指定方法によりカレントディレクトリが移動する場合があります。コ
マンドファイル内のファイル指定は、カレントディレクトリの移動に影響をうけないよう
に絶対パスで記述することをお勧めします。 
 例） FILE_LOAD C:¥¥HEW¥¥Tools¥¥Renesas¥¥DebugComp¥¥Platform¥¥E10A¥¥Tutorial 
      ¥¥Tutorial¥¥Debug_SHxxxx_E10A_SYSTEM¥¥tutorial.abs 
 

(7) ユーザプログラム実行中のメモリセーブ 

ユーザプログラムの実行中は、メモリセーブ／ベリファイを実行しないでください。 
 

(8) モトローラ Sタイプ形式のファイルのロード 

HEWでは、レコード末尾が"CRコード"(H'0D)のみのモトローラSタイプ形式ファイルはサ
ポートしていません。モトローラSタイプ形式のファイルをロードする場合は、レコード末
尾に"CRコードとLFコード"(H'0D0A)がついている形式のものを使用してください。 

 

(9) プログラム実行中の[レジスタ]ウィンドウ動作に関する注意事項 

プログラム実行中は、[レジスタ]ウィンドウからレジスタ値を変更できません。表示されま
すが、変更してもレジスタ内容は変更されません。 

 

(10) ブレーク機能 

• BREAKPOINT解除 
BREAKPOINTを設定したアドレスの内容がユーザプログラム実行中に変更されるとユー
ザプログラム停止後に以下のメッセージが表示されます。 
      BREAKPOINT IS DELETED A=xxxxxxxx 
上記メッセージが表示された場合は、[Event]ウィンドウの[Delete All]ボタンまたは[Disable]
ボタンにより、すべてのBREAKPOINT設定を解除してください。 



付録 H HEWの注意事項 

417 

(11) BREAKPOINTの設定数と[Run...]メニューの[Stop At]の設定数 

BREAKPOINTの設定数と[Run...]メニューの[Stop At]の設定数の合計は、最大255個です。し
たがってBREAKPOINTを255個設定した状態では、[Run...]メニューの[Stop At]での指定は無
効となります。BREAKPOINTと[Run...]メニューの[Stop At]は、設定数の合計が255個以下で
使用してください。 

 

(12) RUN-TIME表示における注意事項 

E10Aエミュレータでは、[ステイタス]ウィンドウにおいてユーザプログラムの実行時間を
表示していますが、ホストコンピュータ側のタイマを使用していますので、正確な値では
ありません。 

 

(13) Timeout error表示時の注意事項 

Timeout errorが表示された場合、E10Aエミュレータとターゲットマイコンの通信が取れな
くなっています。この場合、E10Aエミュレータとユーザシステムの電源を一旦OFFにし、
HEWからE10Aエミュレータを再接続してください。 

 

(14)  [Run Program]ダイアログボックスご使用時の注意事項 

[デバッグ]メニュー -> [ラン...]を選択して停止アドレスを指定する際に以下の注意事項が
あります。Disableに設定しているブレークポイントを停止アドレスと設定した場合、ユー
ザプログラム停止時にブレークポイントがEnableになりますのでご了承願います。 

 

(15) ユーザプログラム実行中のメモリアクセス 

ユーザプログラム実行中にメモリウィンドウ等からメモリアクセスした場合、E10Aエミュ
レータ内部でユーザプログラムの実行を一旦停止してメモリアクセスし、その後ユーザプ
ログラムを再実行しています。したがって、ユーザプログラムのリアルタイム性はありま
せん。 
 
参考値として、以下の環境でのユーザプログラムの停止時間を示します。 
 環境： 
 ホストコンピュータ ：Pentium®Ⅲ 800MHz 
 SH7710 ：システムクロック周波数 66.67MHz 
 コマンドラインウィンドウから1バイトメモリリードを行った場合、停止時間は約32msと 

 なります。 
 

(16) Double float形式のサポート 

以下のメモリ操作においては、Double float形式をサポートしていません。 
• [Fill Memory]ダイアログボックス 
• [Search Memory]ダイアログボックス 
• MEMORY_FILLコマンド 
また、[Copy Memory]ダイアログボックスの[Format]指定は無視します。メモリコピーはす
べてバイト単位に行います。 
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(17) SLEEP命令への BREAKPOINT設定 

SLEEP命令にBreakを設定する場合、BREAKPOINTは使用しないでください。Break 
Conditionを使用してください。 

 

(18) [Configuration]ダイアログボックスのセッションセーブに関する注意事項 

次の設定は、セッションには保存しません。 
• [General]ページのJTAGクロックの設定 
• [Loading flash memory]ページのLoading flash memoryの設定 

 

(19) ユーザプログラム実行中のウィンドウスクロール 

ユーザプログラム実行中に、[Memory]ウィンドウと[Disassembly]ウィンドウをスクロール
ボックスのドラッグにより、スクロールしないでください。スクロールボックスのドラッ
グにより、大量のメモリリードが発生し、メモリリード完了までユーザプログラムの実行
が停止します。 

(20) memory test機能 

[メモリ]メニューから[テスト…]を選択することによって使用するmemory test機能は、本製
品ではサポートしておりません。 
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